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第一章　初めてのおつかい

第二章　開拓村の救世主

第三章　四度目がいい男

第四章　キング、冒険者に──

第五章　三度目で終わりの男

特別収録　突撃、ハートナー公爵家の宝物庫！
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　書類。

　言うまでもなく、筆記用具がなければ存在しない物である。木の皮や板、動物の皮も筆記用具として使えるが、ヴァンダルーの前にあるのは彼が生産体制を整えたゴーレム工場で作られた紙の書類だった。

　これを見ると、何故自分は藁わら半ばん紙しを作ってしまったのかと後悔の念を覚える。

「でもまあ、デスクワークも必要ですよね」

　今の内に慣れておくと、きっと将来楽だろう。テキパキと仕事をする出来る男として、人望と尊敬が得られるはずだ。……ラムダでは、全体的に魔物を狩れる強い男の方が人気のようだが。

　とりあえず書類を処理する。ざっと目を通してチェック、問題がなければこの前作った判子を押して決済。

「「「ふう、終わった終わった」」」

『……陛下、一度私に書類仕事のやり方を伝授して頂けませんか？』

　頭や腕を増やしたり分裂したりして仕事をしていたヴァンダルーは、何故か自分よりずっとデスクワーク歴が長いはずのチェザーレに教えを請われた。

「教えても良いですけど、チェザーレの場合は物理的に腕や頭を増やした方が早いですよ。今日の内に手術しましょうか？」

『いえ、またの機会にお願いします』

　ゾンビになっても人体（死体）改造には抵抗があるらしい。

「それで、新しい書類ですか？」

『いえ、そろそろ通貨の件をお考えいただきたく……』

「それですかー」

　現在、タロスヘイムではチェザーレによって様々な制度が出来つつある。

　別にヴァンダルーが命じた訳でも誰かに頼まれた訳でもないのに、チェザーレが率先して国家体制を整えましょうと進言して来るのだ。

　そのため国旗が日蝕をモチーフにした白と黒の二重丸になったり、各種書類の書式が何時の間にか決まっていたりした。

　因みに、法律については旧タロスヘイムの物と交易していた当時のハートナー公爵領の物を参考にしている。今は使い所がほぼないが。

　そんなチェザーレが通貨の導入を訴えるのは当然の流れだった。

『陛下。確かに今までは物々交換で問題なかったかもしれません。しかし、我が国の発展には通貨の導入が必要不可欠！　陛下が望まれる選王国との交易が将来なったとしても──』

「あのー、選王国との交易は選王国の通貨を導入すれば良いんじゃないでしょうか？　俺、タロスヘイムを独立国にするつもりはあまりないのですが」

『なんと、陛下は国を売るのですか!?』

「選王国に外交権のない自治国にしてもらう事を目指そうと思ってますけど」

『陛下っ、自ら属国に成り下がるなど正気ではありませんぞ！　是非お考え直し下さい！』

「……はぁ」

　チェザーレはそう言うが、ヴァンダルーは元々オルバウム選王国の名誉貴族を目指していた。その後、タロスヘイムがどうなるかは、アンデッドやグールの人権を認めさせられるか否か、原種吸血鬼を始末出来たかどうかにかかっているが、上手く行った場合は選王国の自治領にしてもらうつもりだった。

　実現の可能性はかなり低いだろうが、実現したら最も利益が大きいと思うからだ。

　勿論ダメだったら独立国として、選王国の多分優秀だろう外交官と取引しながら国家運営をする事になるだろうが……老練な政治家のアンデッドが何十体必要になるのだろうか？

「まあ、それは将来の話なので今は横に置いて……通貨の事ですよね。今日中にはハートナー公爵領に出発するつもりなので、それから考えませんか？」

　ヴァンダルーは既に七歳になり、季節はもう夏。予定ではもう公爵領に向かっているはずだった。

　その目的は、ギルド登録である。

　未成年者は本格的に冒険者として活動するには、冒険者学校に入学して卒業資格を得なければならない。だが、登録するだけなら入学しなくても可能だ。

　冒険者ギルドに登録したばかりのＧ級では、町の中の日雇い労働ぐらいしか仕事を受けられないので、学校で学ぶ必要がないのだ。学校に入学するのは、Ｆ級以上へ上がり本格的な冒険者になるつもりがある者だけだ。……少なくとも、二百年前の選王国の冒険者ギルドでは。

　将来的にはヴァンダルーもＦ級以上の冒険者になって、手柄を上げて名誉貴族になるつもりだ。だが今は登録してギルドカードを手に入れたら、学校に入学せずにそのままタロスヘイムに帰ってくる予定だ。

　何故なら──。

「これ以上衝撃的なステータスにならないうちに、登録しておきたい」

　この一言に尽きる。

　ギルドに登録すると登録証、通称ギルドカードと呼ばれている物を発行して貰えるが、その時全てのステータスがカードを発行する職員に表示されてしまう。

　つまり、ヴァンダルーの【グールキング】や【蝕王】、【忌み名】と言った二つ名や、【アンデッドテイマー】や【魂滅士】等の未発見ジョブ、【死属性魔術】等未知のスキル、【神殺し】と言う衝撃的な固有スキル、更にロドコルテの呪いまで全て表示されてしまうのだ。

　今の時点でかなり不味いが、これから更に増えないとも限らない。なので、これ以上悪化しない内に登録だけして、騒がれる前にダッシュでタロスヘイムに戻ってくる作戦なのである。

　勿論他にも、二百年前ハートナー公爵領に逃げ延びたタロスヘイムの第一王レビアやボークスの娘達避難民の様子を調べると言う目的もあった。

　巨人種の寿命はグールと同じ約三百年なので、多分町で巨人種に聞けば分かるだろう。

　元気だと嬉しいが、元気すぎてタロスヘイム復興を掲げて活動中だとちょっと困るかもしれない。アンデッドに理解ある人達だと良いのだが。

「その時にオルバウム選王国の硬貨を持って帰ってきますから、それを調べて考えましょう」

　アミッド帝国の通貨は全て帝国で発行される統一通貨だが、オルバウム選王国の通貨は各公爵領と王都で発行されている。つまり、何と十四種類もあるのだ。

　選王国すべてで使える統一通貨バウムに、各公爵領で発行される通貨が、混ざり合って流通している。お蔭で一応同じ国なのに、公爵領同士の境界の町には両替所が設置されていて、複数の公爵領で活動する行商人は通貨の交換レートを常に気にかけなければならないらしい。

　上記に加え、更に歴史上何度か古い硬貨と新しい硬貨を交換しているらしい。コインに刻まれた王の顔を変えただけではなく、金属の比率まで変えるので価値が変わってしまう。

　なので、もしかしたらこの二百年の間でまた新しい硬貨に替わっているかもしれない。

「六年前の戦争で公爵領が実質一つ減りましたけど、ややこしい事に変わりないから、独自の通貨を作るなら慎重にしないと」

　後々、タロスヘイムで使用している金属の比率の違いが原因で硬貨の流出等が起きたら面倒だ。日本では昔、同じ事が起こったと授業で習ったのを覚えている。

　そう言うとチェザーレは何故か驚いた顔をした。

『なんと、まだハートナー公爵領に行くつもりなのですか!?』

「……いや、まだってなんですか？　当たり前でしょう」

『しかし、既に七日も出発を延期しておりますし』

「色々あるんです。色々」

　そう言いながらも、旅立ちの日を七日も延期し続けている事は否定出来ないヴァンダルーだった。

　ハートナー公爵領に向かうのは、まず自分。そしてズランとブラガのニンジャ部隊、潜入工作員として優秀なエレオノーラ。そしてレビア王女に生きた（？）証拠として彼女の妹のザンディアの左手である、レフディアだけのつもりだった。

　それでハートナー公爵領の町までヴァンダルーが行き、町の様子を確認して、町の危険【危険感知：死】に反応する存在がないか調べてから、レフディアを預けたニンジャ部隊とエレオノーラを呼ぶ予定だった。

　それは何か月も前から皆に話していたのだが──。




　一日目。

「ヤダヤダ一緒に行くーっ！」

『[image: ]ぐぅ！』

「や、だやだ、い、一緒に、行きた……やっぱり無理じゃぁぁぁっ！」

「パウヴィナ、行って帰って来るだけだから早ければ十日もかかりません。ラピが人里に近づくと大騒ぎになるからダメ。そしてザディリス、照れるならやらなきゃいいのに」

　パウヴィナとラピエサージュ、後何故かザディリスの三人に引き止められる。パウヴィナとラピエサージュはすぐ宥められたが、「年甲斐もなく、儂は何をやっているんじゃろう」と落ち込んでいるザディリスを励ましていたら、日が暮れていた。

　その日は出発を諦めて、ヴァービやジャダル達年少組と戯れて過ごす。




　二日目。

　今日こそはと外に出かけてみると、俄にわかに空が暗くなり、気がつくと空に拉致されていた。

『おおぉぉぉぉん』

　どうやら、ユニオンボーンのクノッヘンに背後から拉致されたらしい。

「あのー、今日は出発するつもりなんですけど」

『おおぉぉぉぉん？　おぉん』

「いや、一緒に行くのはちょっと」

　ランク８のユニオンボーンであるクノッヘンが近づくだけで、町がパニックに陥りかねない。なんといっても災害指定種だ。

「俺がギルドで登録したら、従魔の証明書も貰ってきますから」

『おおおおおん！』

　空を旋回するクノッヘンが骨で作った特等席で遊覧飛行しながら説得していると、日が暮れていた。




　三日目。

　今日こそはと外に出ると、大量の羽音が響き俄かに空が暗くなったと思ったら、空に拉致されていた。

　ヴヴヴヴヴヴヴ。

「デジャブかなと思ったら、セメタリービーか」

　数十匹のセメタリービーは、ヴァンダルーを掴んで飛び上がるとそのまま王城の一部のように造られている巣に運ばれた。

　そして、何故か蜂蜜と虫を振る舞われた。恐らく、これを食べていいから行かないでと言いたかったのではないだろうか？

「いや、ちゃんと戻ってきますから」

　キチチキチチキチキ

「うん、本当に。だから芋虫の団子を食べさせようとするのはストップしてください。せめて煮るか焼くかさせて」

　焼き芋蟲団子の蜂蜜和えは、外はカリッと中はとろっとして美味だった。蜂蜜を甘辛いタレに変えれば、おかずや酒の肴にいいかもしれない。




　四日目。

『本当に大丈夫？　もう少しレベルが上がってからの方が……だって、最近レベルが上がらないって言っていたじゃない』

　その日は朝から起きていたダルシアが不安がって、ヴァンダルーを引き止めた。

「大丈夫だよ、母さん。ちょっと早めに壁にぶつかっているだけで、別に弱くなったわけじゃないから」

　ダルシアの言う通り、現在ヴァンダルーは俗に『壁』と呼ばれる、突然レベルが上がり難くなる成長の停滞期に入っていた。

　伸び悩んでいる状態ではあるが、別に突然弱くなったわけではなく昨日まで出来ていた事が、今日から不可能になる訳ではない。

　それにこれからずっと成長が停滞する訳ではない。『壁』は超えられる事が知られている。実際、それに悩んでいたカチアは現在壁を越え、以前のようにレベルを上げ続けている。

『壁』はぶつかるタイミングも厚さも様々で、「これが俺の限界だ」と諦める人もいるが、壁を乗り越えて更なる成長を遂げる人も多い。その後、二度目の壁にぶつかると、諦める冒険者の比率は高くなるが。

『壁』は、冒険者の間ではＤ級になる頃には一度はぶつかるそうだ。『壁』をすぐ超えられた者は才能があるとＣ級昇格に臨み、カチアのようにすぐ超えられなかった者が長いスランプを経験するらしい。

　因みに、元Ａ級冒険者のボークスは三回『壁』を越えていて、四回目を越えている途中でミハエルに負けたらしい。

「なので、逆に言えば俺は今Ｄ級冒険者並に強いと言う事で、ちょっと街に行って帰って来るだけなら楽勝だと思うのですよ」

　世のＤ級冒険者が聞いたら、全力で否定するだろう事を言うヴァンダルー。そしてダルシアも納得しなかった。
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『いやっ！　あなたと離れ離れになるなんて！　今迄みたいに母さんも連れて行って！』

「俺も連れて行きたいんですけど、ちょっと危険ですから」

　町に入る時、門番に荷物を厳しく改められるかもしれない。そしてダルシアの骨片が見つかり、彼女の霊が憑いている事が万が一見抜かれたら厄介な事になる。

　門番が人を呼んだり、ダルシアの霊を浄化させようとしたりしたら、最悪の場合門番を殺してでも逃げなくてはならなくなるからだ。

「ほら、俺が【魔力弾】を乱射したら大変でしょう？」

　そう、大変だ。そんな事を町の門の前でやったら、門番の生死どころではない。門と周囲の城壁が瓦礫の山に……瓦礫が残るかすら怪しい。

『うぅ……分かったわ。でも、ちゃんと帰って来るのよ』

「うん、もちろんだよ母さん」

　そしてこの日も日が暮れた。




　五日目。

「あぁぁぁぁれぇぇぇぇぇ」

　平坦な悲鳴らしい声を上げながら、ヴァンダルーはイモータルエントに拉致された。ぐったりとしたその様子からは、諦観しか感じ取れない。




　六日目。

「むーむーむー」

　途中まで別々に行動すると知ったレフディアに、顔面に張り付かれてしまった。何とか説得して剥がした時には、ボークス達に囲まれていた。

『坊主、向こうで娘に合ったら渡して欲しいって頼んだ手紙だがよ、もし娘が苦労しているならこれも渡してやってくれ』

「御子よ、レビア様に会う事があったら是非これを」

『これも頼むぜ、陛下！』

「……既に荷物が俺の三倍くらい大きいのですが」

　荷物の調整に時間がかかり、やはり一日延期。

　そして今日が七日目である。

「既に皆に納得してもらったし、味噌も醤油も鰹節も燻製もマヨネーズもケチャップも、工場は俺がいなくても百年は動く。準備は万全。後はこの足で歩いて行くのみ」

「あの、ヴァンダルー様、ちょっと問題が……」

　ヴァンダルーが意気込んでいると、現れたエレオノーラが言い淀みながら話しかけてきた。

「問題？」

「ブラガ達が昨日、ダンジョンに向かってしまったの。帰って来るのは、数日先かも」

　どうやら、連日の延期に耐えられなかったブラガ達ニンジャ部隊は、ダンジョンに訓練をしに出かけてしまったようだ。

「仕方ない、先に出ましょう。通信用アンデッドを置いて行けば、後で合流できるだろうし。エレオノーラ、ズランの代わりにレフディアを頼みますね」

　使い魔を応用した通信用アンデッドは、携帯電話代わりに使える。通話できる距離は短く、声もアンデッドの耳と舌を通すのでそのまま聞こえる事はないが、このラムダでは画期的なアンデッドである。

　外見はゴブリンの干し首なので、デザイン性は最悪だが。……人の生首を使った方が機能性は向上するのだが、見つかったら流石に捕まるので断念した。

「じゃあ、行きましょうか」

「はいっ、ヴァンダルー様っ。ああ、二人きりで旅になんて……♪」

「いや、レフディアもいますし、二人は一度トンネルの出口で待機ですよ？」

　多分ないと思うが、町の門で対吸血鬼用の防衛策が施されていたら面倒だからだ。

　それ以外にもエレオノーラの場合は〝悦命の邪神〟ヒヒリュシュカカを奉じる原種吸血鬼達の情報網や、血液の主の居場所を探るマジックアイテム等にも、本来なら注意しなければならない。

　しかし、今回は心配ないだろうと言う結論に至っている。

　吸血鬼達の情報網がどれくらいか知れないが、彼らはヴァンダルーがトンネルを再開通させられるとは思っていないはず。それに、あらゆる町や村に草の者が居ると言う程巨大で綿密な組織でもないらしい。

　主だった町なら情報提供者が何人かいるが、そうでない町や村には特殊な訳でもなければ居ないそうだ。少なくとも、エレオノーラが知る帝国や盾国の情報網はその程度らしい。

　そしてマジックアイテムの方は、現物を以前の防衛戦で鹵ろ獲かくしている。同じ物があったとしても、アイテムを使うのに必要なエレオノーラの血が、そろそろ尽きているはずだ。

　それにもし原種吸血鬼の手の者に見つかっても、大抵は始末できる自信がある。

「そういう訳で行ってきます」

「行ってらっしゃいませ、ヴァン様。必ず私の元に帰って来てくださいましね」

「タレア、ヴァンは私達の元に戻って来るんだ」

『坊ちゃん、次は是非このサムも足にお使いください』

　そして国を挙げての見送りを受けて、ヴァンダルーはエレオノーラを連れてタロスヘイムからハートナー公爵領へ旅立ったのだった。

　時々プテラノドンや鳥タイプの魔物に襲撃されつつ空を飛び三日。既にゴーレム化させて再建済みのトンネルをやはり三日かけて進み、出口を塞いでいたゴーレムに退いてもらい、ヴァンダルーはやっと念願のオルバウム選王国に到着したのだった。

　トンネルの出口は道の痕が残っているだけの、木がまばらに生えた草原だったが。

　タロスヘイムと交易していた二百年前は立派な街道があったらしいが、今はその名残が残っているだけだ。

「ここを東に三時間も進めば、目標の町があるそうだけど……まだあるのかしら？」

「人口数千人の街らしいですから、多分？　少なくとも、ハートナー公爵領は滅んでないはずですから、近くに人里はあるでしょう。じゃあ、エレオノーラはこの辺りで待機していて。連絡は通信用アンデッドで」

「分かったわ。でも……一人で大丈夫？」

「大丈夫、一人で出来ます」

　語尾を「もん」にするべきだったろうか？　そんな馬鹿な事を考えつつ、心配顔のエレオノーラを残し、ヴァンダルーは道の痕跡を辿って歩き出した。

　実際には数多くの霊を引きつれているので、本当は一人じゃないのだが。

　尚、トンネルの出口はゴーレムが塞いで偽装しており、合言葉を言えばすぐに開く仕組みになっていた。

　合言葉は、「反復横跳びする脳髄」である。絶対、間違っても偶然口にする言葉ではない。

　そしてトンネルの内部には簡易的な宿泊施設が壁際に作られている。エレオノーラ達はそこで待機しながら後続のニンジャ部隊を待つ予定なのだ。




「そろそろですね」

　自分よりも高く伸びている草を踏み越えるのが面倒になったので、ヴァンダルーは草の上を音もなく【飛行】で飛びながら移動していた。

　背中に背負っている荷物がなければ、亡霊と勘違いされそうだ。

　だからという訳ではないだろうが、時々ゴブリンや翼を広げると一メートル半ば程になる大鴉等が襲い掛かって来る。そしてすぐにヴァンダルーに撃退されていた。

　ランク１や２の魔物程度なら、特に工夫しなくても屠れる。勿論呪いのせいで経験値は入らないが、微々たるものなので全く気にならない。

「げぎぎゃー！」

「げぎぎゃぁ」

　奇声を上げながら木の棒を振り回すゴブリンに、とりあえずやる気のない奇声を返しながら、ブラガ達ニンジャ部隊と一緒に訓練した結果獲得した、【投擲】スキルで石を投げて始末する。

「ランク２の大鴉なら、五回に一回は魔石が手に入るんですけどね。手に入れば、通行税の代わりぐらいにはなるのに」

　バーンガイア大陸では、町や村に入るのに通行税を要求されるのが普通だ。ヴァンダルーはオルバウム選王国の通貨であるバウムを持っていないので、代わりに使えそうな塩を荷物に入れて来ていた。

　高ランクの魔物の魔石や素材だと「何故こんな子供が？」と騒ぎになるかもしれないので諦め、ハートナー公爵領は海や岩塩が採れる場所がないため高価な塩を持ちこんだのだ。

「二百年の間に岩塩鉱山が発見されていて、塩が値下がりしていたら魔物を狩るしかないか」

　それとも、久しぶりに魔物ではない野兎でも探そうか。

「そう言えば、母さんがくれた野兎の生き血は美味しかったな」

　思い出に浸りつつ、また襲いかかって来た別のゴブリンを殴り殺して、進む。

　すると、遠くに石で出来た壁が見えて来た。

「やっと見えて来た。でも、随分と苔や蔦で荒れているな。ボークス達からは、結構栄えている町だって聞いていたのに」

　タロスヘイムとハートナー公爵領を繋ぐ交易都市で、交易が始まってから急ピッチで造られたので歴史は浅いが、その分活気のある町だと聞いていたのだが。

　やはりタロスヘイムが滅ぼされたせいで交易がなくなり、町が衰退したのかもしれない。実際、町の近くなのにゴブリンや大鴉等の魔物が多すぎる……気がする。普通の町の近くに来たのは、エブベジア以来なので確かな事は言えないが。

「まさか、廃墟になっていたりは……」

　不安に駆られたヴァンダルーは、【生命感知】の術を広範囲に使用した。すると、町を中心に千以上の生命反応を感知できた。

　どうやら、衰退はしているが廃墟にはなっていないようだ。

　生命反応の中に、一般人にしては強い反応が幾つもあるが、多分駐留している兵士や冒険者の物だろう。

「ああ、良かった」

　安堵の息をつきながら、ヴァンダルーは地面に降りると町の門に向かって歩き出した。

　すると、こちらに気がついた門番が「ゲギャゲギャ」と騒いでいる。驚かさないように【飛行】を解いたのだが、無駄だったようだ。

　暗緑色の肌をして、長い鼻と耳と吊りあがった目つきが醜悪な門番──

「うん、現実を見つめよう。あれはゴブリンだ」

　しかも、槍を構える仕草から見るとランク２のゴブリンソルジャーらしい。扉がない門の向こうには、やはり数え切れない程のゴブリンがこちらを指差して騒ぎ、武器を持って走って来るのが見える。

「ゲギイィィィィィ！」

　そして大人の胸ほどしかないはずのゴブリンの中で、一匹だけ大人と同じくらい大きなゴブリンが叫び声を上げていた。

　他のゴブリンの武装が粗末なのに比べて、しっかりとした作りの鎧と盾、そしてハルバードで武装している。

　どうやら、ゴブリンキングらしい。

「わぁー、俺以外のキングに会うのは、コボルトキング以来ですねー」

　平坦な声で言いながら、ヴァンダルーはとりあえず【死弾】を撃った。

　ここに【グールキング】と【ゴブリンキング】、二人の王の戦いの幕が切って落とされた！
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《【格闘術】、【毒分泌（舌牙爪）】【吸血】のレベルが上がりました！》




「なるほど。既に町はゴブリンキングの根城になっていたと」

『しかし、やるもんだな。一人で災害指定種を相手にするとは』

「俺も見たかったぞ、キングの大暴れ」

「いやー、それほどでも」

　その日の夜、ヴァンダルーはエレオノーラや合流したニンジャ部隊のブラガやズランと一緒に鍋をつついていた。

　あの後、ヴァンダルーは只管ゴブリンと戦った。【幽体離脱】や【霊体化】で分裂し、【実体化】スキルで実体化して、【死弾】を撃ちまくったり、鉤爪で屠ったりしながら、延々ゴブリンを走り回りながら一方的に虐殺したのだった。

【ゴーレム錬成】で町の壁からストーンゴーレムを作って味方を増やしたので、ゴブリンは一匹残さず物言わぬ骸と化したのだった。

　尚、ゴブリンの雌をブラガ達の相手にする事は最初から考慮されていない。まずブラガ達はゴブリンの言葉が分からないし、ブラックゴブリンはゴブリンよりもずっと人間に近い見た目をしているため、美醜の感覚が合わないからだ。

「大した事ありませんよ。ゴブリンが千匹くらい」

『普通は大した事だぜ。Ｃ級冒険者だって一人じゃ逃げ出す数だぞ』

「ほら、俺って普通じゃないですし」

「うん、キング凄いぞ」

　ゴブリンキングに率いられた千匹のゴブリン。まだキングが君臨する群にしては小規模だが、普通の冒険者なら単独で、数人のパーティーを組んでいたとしても挑みはしない。

　レベルはまだ低いだろうが【眷属強化】スキルの影響で通常よりも強化されているだろうし、キングが君臨するだけで臆病なゴブリンは命を惜しまぬ蛮勇な兵と化す。

　しかし、ヴァンダルーにとっては一人で相手をして、一方的に勝てる相手だ。

　彼は一点突破で自身が張る【停撃の結界】や【吸魔の結界】を破れる力のある相手に弱いが、逆に何をしても結界を破れない相手に対しては無敵に等しい。

　結界の中で本体である肉体と魂を守り、外で戦うのを【実体化】した霊体の分身に任せる。すると、錆の浮いた武器しかないゴブリンソルジャーやジェネラルは、彼に致命傷を与える事が出来ない。

　ゴブリンキングやメイジが頑張って分身を倒しても、ヴァンダルーからしてみれば我慢できる程度の痛みでしかなく、またすぐ分身を作ればそれで済む。

　更に町の周囲に残っている石の壁をストーンゴーレムにして味方を増やせば、逃げ出す事すら難しい。

　結果、ゴブリンキング達はヴァンダルーの魔力を一千万程削っただけで壊滅したのだった。その削った一千万も、【魔力自動回復】スキルと、ゴブリンキングの血を【吸血】した事で大分回復しつつあるが。

「でもヴァンダルー様、病気を使えばもっと早く倒せたのではないの？」

　去年ミルグ盾国軍との防衛戦で使用した病は、ヴァンダルーがその気になればすぐに病原菌を作成可能だ。それを使えば、ブラックではない通常のゴブリン達は一気に行動不能になる。すぐに死ぬ訳ではないが、まるで作業のように倒れているゴブリンに止めを刺すだけになるので、戦いにすらならない。

　しかしその手段には欠点があった。

「そうですけど、もしゴブリンに捕まっている人がいたら大変ですから。まあ、いませんでしたけど」

　ゴブリンはオーク同様に時折女を攫い、子を産む道具にする。その可能性を考慮したヴァンダルーだったが、幸いこの群に今掴まっている女はいないようだった。一応、それらしい生命反応はあったのだが、ただの雌ゴブリンだった。

「居るかどうかも分からない女の事を考えるなんて、思慮深いのね」

「普通の配慮だと思いますよ。でも褒めるのは止めないで」

　美味しい食事と人からの賞賛は、人生の潤いである。スキンシップがつけば尚良し。

『おう、偉いぞ』

「エライ、キング」

（なでなで）

　四人に撫でられながら初めての人里訪問が失敗した落胆から立ち直ったヴァンダルーは、殺したゴブリン本人をゾンビ化して死体の処理をしつつ、皆で野営の準備を始めた。

　ゴブリンが使っていた住処を使う気にはなれなかったので、適当な木材や石材で懐かしい竪穴式住居を【ゴーレム錬成】で建築する。

　夏だからこれを十棟も建てれば十分だろう。

　因みに、両手足を砕いて虫の息にしたゴブリンキングはブラガに止めを刺してもらった。経験値は多少入ったが、キングでも所詮ランクは４。レベルが上がる程ではなかった。

『しかし惜しいな。ゴブリンキングを倒したのが冒険者になった後なら、一気に等級が上がったろうに』

「そんなに凄いんですか？　ゴブリンキング」

『そりゃあな。もし登録したての新人が一人で倒したってなれば、Ｇ級から一気にＥ級に昇級して、Ｄ級への昇級試験もすぐ受けられると思うぜ』

「おー、見た目より凄いな。流石キングと同じだけある」

「……うわ、凄い損をした気がしてきた」

　感心するブラガの横で、ヴァンダルーは地味に肩を落とした。レフディアが、鍋に落ちないよう彼の頭に移動する。

　登録したばかりの新人が、ゴブリンキングを単独で討伐。凄いビックニュースだし、冒険者ではない人々の記憶にも残る偉業だ。

　ヴァンダルーが地球でみたサブカルチャー作品でも、主人公がいきなり大偉業を成し遂げて鮮烈なデビューを飾る展開があったが、まさにそれが可能だったわけだ。

　冒険者登録をした後なら。

『いや、そもそも今回はすぐ町を出る予定だったんだろ？　どの道昇格試験を受ける時間なんてないだろ』

「そうよ。それに登録する前にこんな大物を倒したのだもの、ヴァンダルー様ならすぐ同じような功績を上げられるわっ」

　そう慰められたヴァンダルーは、「それもそうですね」とすぐに気を取り直した。

「でも、町が寂れるどころかゴブリンの住処になっているのは何故でしょう？　ハートナー公爵領は今も存在しているんですよね？」

「ええ、それは間違いないわ。私もオルバウム選王国に来たのは初めてだけど、流石に公爵領が一つ滅んだら大陸西部でも情報は伝わるでしょうし。それに、この廃墟の様子を見ると街がなくなったのはずっと前よ」

『俺もこの町に来たのは二回だけだが……やっぱり俺達との交易がなくなったからか？　それでも北にここより大きな町が、南には鉱山がある。中継地としてやっていけると思うんだがなぁ？』

「じゃあ、魔物の暴走で町を維持できなくなったとか」

「ああ、それが原因かもしれませんね。ミルグ盾国側でも同じ事があったそうですし」

　タロスヘイムがミルグ盾国軍に滅ぼされた後、巨人種の冒険者による魔物の間引きが行われなくなったせいで、魔物が境界山脈を越えてミルグ盾国に害を成すようになったと、元ミルグ盾国の冒険者のカチアから聞いた事がある。

　それと同じ事がハートナー公爵領でも起こったのだろう。そしてブラガの言うように、公爵は町が維持できなくなり放棄したのではないだろうか。

『そうか、道理で町の周りが準魔境化していると思ったぜ。魔物の間引きが出来てねぇのか』

　因みに、魔境と準魔境の違いはその土地が汚染されている魔力の度合いだ。

　通常の動植物が生息しているだけで魔力に汚染されて魔物化し、自然に魔物が発生する程魔力の汚染が深刻な土地を魔境と呼ぶ。コボルの実等魔境由来の採取物が生息するのも魔境である条件だ。

　魔境を魔物が発生しない普通の土地にするには、森なら木を切り開き沼なら埋め立て、魔力が宿りやすい物を除去してから、神殿の聖職者に浄化して貰わなければならない。

　対して準魔境とは、他の魔境から何らかの理由で出て来た複数の魔物が棲み付いているだけの土地。その土地を利用する者にとっては魔境と同じだが、魔物を狩り尽くせばそれ以上魔物は発生しなくなる。普通の森や沼地として使う事が出来る。

　この理屈だと、作物がモンスタープラント化するタロスヘイムの町と周辺は立派な魔境なのだが、誰も気にしていない。

「それで、これからどうするの？　タロスヘイムに帰る？」

「いや、北にある町まで行ってみましょう」

『南の鉱山よりは望みがありそうだな。二百年も経てば、鉱脈が枯れて閉山になってるかもしれねえ』

「え？　この世界の鉱脈って枯れるんですか？」

「キング、枯れない鉱脈はダンジョンの鉱脈だけ」

　どうやら、タロスヘイムは本当に恵まれた立地に存在したようだ。




　翌日、ヴァンダルーは町をエレオノーラ達が待機する拠点にするため井戸の水をアクアゴーレム（見た目はスライムっぽい）にして入れ替え、後はブラックゴブリン達に掃除して貰う。そして壁や見張り櫓、あと罠を幾つか【ゴーレム錬成】で手早く設置すると、ゴブリンの霊から場所を聞き出した街道に向かって歩き出した。

　途中、歩くのが面倒になったがこれも体力作りのためだと昨日とは違い、四足走行に切り替えて鉤爪で地面を掴みながら走る。

「ぎるどーとうろくしーて、ぼうけんしゃーになったらー」

　そんな音程のない歌を歌いながら両手足で走る事三十分程。やっと道を発見する。普通の馬車で移動したら上下に揺れそうな粗末な道だが、明らかに人の手が入っている道だ。

　これがオルバウム選王国の街道かと暫し見つめ、街道に足を踏み入れ記念すべき一歩に両手を上げて万歳。そのまま硬直し……呟く。

「一人旅って、虚しい」

　歌を歌ってみたり無意味に盛り上がってみたりしたが、間が持たない。気分が持続しないのだ。

　前世と前々世では孤独だったヴァンダルーだったが、ラムダでは常に自分以外の誰かが存在していた。そのため、彼はすっかり孤独感への耐性を喪っていたのだ。

　尤も、今も千を超える霊がヴァンダルーの周囲に存在しているのだが。ただの霊の状態では人格が徐々に崩れていく。なのでヴァンダルーが周囲に引きつれている霊は昨日自分で殺したゴブリンも含め、仲間と言うよりも【ゴーレム錬成】等に使うただの道具に過ぎない。

「早く町に辿りつかないと、話し相手にするためだけにアンデッドを作りそうだ。それで北は……こっちか」

　太陽から大体の方角を判断して、ヴァンダルーは走り出した。

　そのまま暫く走り続けていくと、ふと食欲の湧く香りが風に混じっているのに気がついた。

「これは血の香り。この臭みはゴブリン……いや、人の血も混じっている？」

　どうやら、この先でゴブリンと人が争っているらしい。

「よし、助けに行こう」

　【飛行】でふわりと宙に浮くと、そのまま猛スピードで飛んでいく。

　戦っている冒険者や兵士が苦戦しているかどうかは不明だが、たとえ優勢でも助けに入れば友好的に接してくれるのではないだろうか？　そうヴァンダルーは考えた。

　彼は相変わらず【死属性魅了】が効かない相手とのコミュニケーションに自信がなかったのだった。
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　棍棒を受け止めた盾を、カシムはそのまま棍棒の主に叩きつけた。

「くらえ！　シールドバッシュ！」

「げべぇ!?」

　顔面を盾で殴られたゴブリンソルジャーが、後ろに吹っ飛ぶ。しかし、すぐに他のゴブリンソルジャーが開いた位置を埋めてしまう。

「おい、カシム！　お前何時の間に【シールドバッシュ】が使えるようになったんだ!?」

「いや、口で言っただけで武技が使える訳じゃない」

「だと思ったよ！」

　盾職志望のカシムと剣士志望のフェスター、斥候職のゼノの三人の冒険者パーティーは、最近村から鉱山までの街道にゴブリンが頻繁に出現するようになったため、間引くためにゴブリン狩りを行っていた。

　三人とも冒険者学校を卒業しＥ級冒険者になったばかりだが、それでもゴブリンの数匹、ゴブリンソルジャーも三～四匹なら一度に出て来ても、退治できる自信があった。

　しかし魔境でもなんでもない街道で、ゴブリンソルジャーが一度に十匹以上出て来るとは思わなかった。

「ギギェギギャ」

　その上、厄介なゴブリンが指揮を執っていた。あれは冒険者学校で習った新人キラーの一種、ランク３のゴブリンバーバリアンだ。

「何だってゴブリンバーバリアンがこんな所に出るんだよ！　聞いてないぞ、そんな話！」

「皆ゴブリンと見間違えたんだ。だから新人キラーなんだよ」

　ゴブリンバーバリアンは、近くで見れば首回りや四肢の筋肉が他のゴブリンよりも明らかに発達しているのが分かるが、遠目には若干横に太いだけのゴブリンに見える。そして多くの場合武器は、他のゴブリンの物より大きいだけの、木の枝をそのまま使った棍棒だ。

　そのため、多くの新人がランク１の通常のゴブリンだと勘違いして近づき、その怪力で撲殺されてきた。

「同じ新人キラーのゴブリンメイジよりもマシだろ」

　ゴブリンバーバリアンの頭の中は、通常のゴブリンと変わりない。そのため、指揮を執っている今も「逃げるな」と「戦え」以外の指示は出していなさそうだ。

「ゼノ、それはそうだけど厄介は厄介だぞ。なんといっても、逃げてくれっ、ない！」

　フェスターが剣でゴブリンソルジャーを一体やっと斬り伏せるが、やはりすぐ次のゴブリンソルジャーが前に出て来る。

　既に斬り伏せた数は三匹。ゴブリンソルジャーくらい頭が良ければ勝ち目が薄い、若しくは勝っても割に合わないと思えば逃げる。

　だがゴブリンバーバリアンの頭の中は戦う事以外入っていない。そしてソルジャーはカシム達よりもバーバリアンが怖いので逃げられずにいるのだ。

「おいっ、魔力は残ってるか？　俺は【挑発】と、【石壁】か【石体】を使ったらなくなる」

「俺は、武技を三回使える。フェスター、お前は？」

「……【一閃】二回分だけだ」

　Ｅ級冒険者の、それも魔術師以外の魔力は潤沢とは言い難い。残りの魔力と自力でこの急場を凌ぐのは、難しいとカシムは覚悟した。

　せめてもの救いは、自分達が男ばかりである事か。どんなに悪くても、この場で殺されるだけで済む。……その後食料にされるだろうが、死んだ後なら痛くはない。

「ゼノ、フェスター、俺が【挑発】でゴブリンの注意を引く。その間にお前らは逃げろ」

「カシムっ、お前何を──」

「街道にバーバリアンが出て来ているんだぞ、近くにゴブリンの大きな集落があるに違いない。それを村の皆に知らせろ！」

　そう言いながら盾を構え、攻めあぐねているが逃げられないゴブリンソルジャー達に【盾術】の武技、【挑発】を使おうとした瞬間だった。

　ゴブリンバーバリアンのずっと後ろに、大きな荷物を背負った子供が浮かんでいた。

「えっ？」

　そしてその子供は音もなく、しかし風のように速く近づいてくる。

「──【鉄裂】」

　そして、鉤爪を横薙ぎに振って簡単にゴブリンバーバリアンの首を刎ねた。

「えぇ？」

「ゲ？」

「な、何？」

「ギャゲ？」

　断末魔の叫びもなく首を刎ね飛ばされたゴブリンバーバリアンの首なし死体から、血が噴水のように吹き上がる。

　カシムとゴブリンソルジャー達は、その血の噴水の向こうで現実感の欠片も漂わせず宙に浮かんでいる白髪の子供を、ぽかんと見ていた。

「あのー、ゴブリン達に攻撃するなら今の内だと思いますよ」

　数秒後、子供……ヴァンダルーはまだぽかんとしているカシム達に忠告した。

「ゲギュ？」

「え？　お、おう」

「げぎゃぁ!?」

　とりあえず、カシム達は手に持っていたメイスや剣やナイフで呆然としていたゴブリンソルジャーを殴り倒した。我に返って逃亡を試みたゴブリンもいたが、ヴァンダルーが無造作に振るう鉤爪の前に倒され、ゴブリンは無事全滅したのだった。

「申し遅れました。俺はヴァンダルーと申します」

「あ、ああ。お蔭で助かったよ」

　礼儀正しく挨拶するヴァンダルー相手に、カシム達Ｅ級冒険者はまだ困惑していた。

　白髪に蝋を固めたような白い肌、人形のように整った顔立ちに澄んだ声。そのどれもが人形染みた存在感のなさ……まるで、触れようとすれば消えてしまう幻のような雰囲気を纏っている。

　唯一生々しいのが、血で汚れた細い指から生えているナイフのような鉤爪だが、カシム達にとってはそれが最も信じ難かった。

　筋肉で覆われた太いゴブリンバーバリアンの首を、ヴァンダルーはあの爪で刎ねたのだ。ランク３、冒険者学校で新人キラーと恐れられる、自分達よりも確実に強い魔物の首を。

（こいつは何者だ？）

　そんな疑問で頭が占領されても無理はないだろう。

「ええっと、ヴァンダルーさんは──」

「呼び捨てで良いですよ。カシムさん達は大人じゃありませんか」

　このラムダ世界では人種はほぼ全ての地域で十五歳になると成人として扱われる。そしてカシム達三人は、十代半過ぎのようにヴァンダルーには見えた。

　実際三人は冒険者学校を卒業した、今年十五になった少年達である。

「そ、そうか？　じゃあヴァンダルー、貴方は、いや、お前は、何なんだ？」

「カシム、それじゃ何を聞いているのか分からないだろ！」

「つまり、君は何処の誰で、人なのかって事を聞きたいんだ」

「フェスターっ、お前も失礼だろっ、命の恩人に対して！」

　三人が何故狼狽えているのかヴァンダルーには分からなかったが、とりあえず彼は聞かれた事に答える事にした。

「俺はダンピールで、母と人里離れた森の中で暮らしていました。父が何処に居るのか、生きているのかもわかりません。最近母が病死したので、遺言に従って冒険者になるために冒険者ギルドのある町に向かっています」

　流石に自分の身の上を正直に話すつもりはなかったので、事前に考えてあった嘘の設定を話す。

「ダンピール!?」

「あ、本当だ、瞳の色が左右で違うし、鉤爪が生えてる。初めて見た」

「な、なあ？　牙も生えてるのか？」

　そして、その説明でカシム達はヴァンダルーの奇妙さに納得したようだ。

　オルバウム選王国ではダンピールの人権が認められているが、吸血鬼との混血児がそう頻繁に産まれる訳がないし、国が認めても吸血鬼達がダンピールの存在を認めるかは別の問題だ。

　なので、多くの人は実際にダンピールを見た事がない。

　町の冒険者学校に通ったカシム達でも、オッドアイや鉤爪、牙等種族的な特徴を知っているだけだった。

　そのため、他の奇妙な点も「ダンピールだからか」で納得したのだった。

（もしかして、選王国でのダンピールの扱いって珍獣？）

「あー、牙は生えてますけど……それよりいいんですか？　ゴブリンの耳とか切り取らなくて」

「「「そうだった！」」」

　カシム達ははっと我に返ると、ゼノ以外はゴブリンソルジャー達から急いで討伐証明の耳を切り落とし、魔石が発生していないか胸部を裂いて確かめる。

　更にゴブリンソルジャーが持っていた槍の柄や、バーバリアンの棍棒まで燃料になると持って行く。ヴァンダルーも驚く貪欲さだが、新米Ｅ級冒険者ならこれぐらい普通である。

　カシム達の装備は一見歴戦の冒険者らしい物だが、それは単純に先輩冒険者のお下がりであり、つまり中古品だ。

　カシムの盾は青銅だが、メイスは石製で鎧は厚手の皮で出来たヘビーレザーアーマーと呼ばれるものだ。

　ゼノのナイフやフェスターの剣は型に金属を流し込んだ鋳造の安物で、着ているのもやはり安物のライトレザーアーマーだった。

　これで身なりが不潔で登録証が悪ければ、食い詰めた山賊と間違えられても無理はない。そんな様子だ。

　対してヴァンダルーの格好は目立たないよう、去年トンネルの出入り口にあったミルグ盾国の砦から盗んできた一般兵の服から苦労して作った服の上下に、彼の体重より重そうな大荷物を背負っている。一見すると、価値がありそうなものは大荷物の中にしかなさそうだ。

　しかし、実は履いているサンダルだけは高級品だ。

　鉤爪を使うのに不自由しないようタレアが作った逸品で、靴底はオーガーとアースドラゴンの皮を縫い合わせ、ロックドラゴンの腱から作った紐で作った物だ。

　このサンダルを売れば、カシム達の装備品を全て新品で揃える事が出来る。

「ええっと、ゴブリンバーバリアンの魔石と討伐証明は、君が──」

「いえ、俺はまだ冒険者じゃないので皆さんでどうぞ」

「いや、そんな訳にはいかない。ランク３の魔石は百バウムもするし、討伐証明は三百バウムもするんだぞ！」

「……あれってゴブリンバーバリアンっていうんですか」

　ようやく自分が首を刎ねたゴブリンがただのゴブリンではなかったと知った、ヴァンダルーだった。

　しかし、金額の事を言われてもピンとこない。

「では、村か町まで案内してもらえませんか？　後、人里の事や冒険者ギルドの事を教えてもらえると助かります。何分、世間知らずなもので」

　そう言うとカシム達もある程度納得したらしい。

「分かった。俺達が拠点にしている村まで案内しよう」

　こうしてヴァンダルーは初めての人里に入る足掛かりを得たのだった。







・名　前：カシム

・種　族：人種

・年　齢：１５

・二つ名：なし

・ジョブ：見習い戦士

・レベル：７２

・ジョブ履歴：なし




・パッシブスキル

　なし

・アクティブスキル

　【農業：レベル１】【棍術：レベル１】【盾術：レベル１】【鎧術：レベル１】






・名　前：ゼノ

・種　族：人種

・年　齢：１５

・二つ名：なし

・ジョブ：見習い盗賊

・レベル：６５

・ジョブ履歴：なし

・パッシブスキル

　【気配察知：レベル１】

・アクティブスキル

　【短剣術：レベル１】【弓術：レベル２】【罠：レベル１】






・名　前：フェスター

・種　族：人種

・年　齢：１５

・二つ名：なし

・ジョブ：見習い戦士

・レベル：７１

・ジョブ履歴：なし

・パッシブスキル

　【筋力上昇：レベル１】

・アクティブスキル

　【漁業：レベル１】【剣術：レベル２】【解体：レベル１】











[image: ]







　カシム達の案内で、ヴァンダルーは彼等が活動する村、第七開拓村に向かっていた。

「開拓村って、こんな所で？」

　南に町の跡や、更にその向こうに鉱山もあるのにと驚くヴァンダルーに、フェスターは逆に驚いて答えた。

「町って、聞いた事がないぞ。村より南にあるのは、奴隷鉱山がある岩山だけだ。それを越えて行けば、他の公爵領があるけど」

「いや、確か百年か、二百年前に町があったって聞いた事があるな。ヴァンダルーの言う町って、それじゃないか？」

「ああ、そうか。親は吸血鬼なんだっけ。それなら聞かされてもおかしくないか」

　どうやら、ハートナー公爵領は二百年前よりも衰退したらしい。

「一体何故そんな事に？」

　そう問うと、彼らは首を傾げた。

「すまん、俺達そんなに学がないんだ。この国は公爵領一つ一つが公国、貴族が治める国みたいになっててさ、他領の歴史は俺達みたいなのは詳しくは習わないんだ」

「皆さんは他領の出身なのですか？」

「あー、それも複雑な話があってだな。聞くも涙、語るもな──」

「フェスター、俺が話すよ。とりあえず、町が何でなくなったのかから、俺達が知っている事だけ話すけど──」

　ゼノの説明によると、やはり直接の原因はタロスヘイムの滅亡だったらしい。

　当時、あの町はタロスヘイムとの交易の中継点として作られたので、その交易が出来なくなると途端に生産力が落ち、維持も難しくなってしまった。

　同時期に南の鉱山も産出量が落ちて来て、普通に人を雇っていては採算が合わないので奴隷を使って採掘を行うようになった。

　鉱山で働く人間が落す金も当てに出来なくなり、当時代替わりして数年程のハートナー公爵が町を撤収させたらしい。

　町一つ撤収とは、封建社会では思い切った事が出来るものなのだなとヴァンダルーは思った。日本なら絶対揉める。

（でも、第一王女様はどうしたんだ？）

　ゼノの話にはタロスヘイムの第一王女、レビアの名前は出て来なかった。町の話とは関係ないと、省かれたのかもしれない。

（気にはなるけど、今聞いたら不自然か）

　そう思っていると、ゼノの話は一気に最近の話題に飛んだ。

「実は今から五年前、アミッド帝国が攻めて来て北にあったサウロン公爵領の殆どが占領されてしまったんだ。俺達はそのサウロン公爵領の出身なんだよ」

「難民って奴だな。帝国の奴等、町や大きな農村では行儀良かったらしいが、俺達が暮らしていた小さな村じゃあ、好き勝手しやがって。俺の一番上の兄貴は、婚約者を助けようとして、二人とも──」

「フェスター、こんな小さな子に聞かせる話じゃないだろ」

　それまで話に聞いていた、アミッド帝国とオルバウム選王国の戦争。それが急に距離を詰めてきたようにヴァンダルーには感じられた。

「まあ、兎も角俺達はサウロン公爵領からこのハートナー公爵領に逃げてきた難民って訳だ。それで、戦争が一段落してから、今の公爵様の次男のベルトン公子が難民対策に始めた開拓事業で、これから行く第七開拓村に家族と住む事が出来たんだ」

「それほど余裕がある訳じゃないし、俺達は村が出来て三年目に冒険者になりに町へ行ったけどな」

「なるほど。それはご苦労なさったでしょう」

　難民対策で開拓事業と言うのは、悪くない政策のようにヴァンダルーには思えた。地球と違って未開の土地は幾らでもある。特にこの辺りは魔境がなく、魔物が出ても殆どランク２が精々で、街道の先に奴隷鉱山しかないので山賊も殆どでないらしいし。

　……つい昨日ゴブリンキング率いるゴブリンの集落を殲滅したばかりだが、あれは自然災害の様なものだろう。

　カシム達が不思議がっている普通街道に出て来ないゴブリンバーバリアンの出現も、あのゴブリンキングが関係しているに違いない。派遣された偵察隊か、狩りに出ていたのだろう。

「まあな。兵士に連れられて、開けた土地を指差されて『ここに村を作れ』って言われてから、畑を作って井戸を掘って、家を建てて……」

「村が出来るまで獣や魔物から守ってもらって、テントや毛布も貸してくれたし、飯もあんまり美味くなかったし少なかったけど出してもらった。それに五年間は税を免除してくれるそうだけど、苦労はしたよな」

　カシムとフェスターが口々に語る内容を聞くと、ヴァンダルーが想像していた以上の苦労があったようだ。村が作れる土地は用意して、開拓の間の護衛と最低限の暮らしは保証するが、家や畑、井戸等のインフラも全て開拓民に手作りさせていたとは。

「あのな、スラムで日雇い仕事を探して四苦八苦するよりマシだろ。文句を言っていたら罰が当たるぞ」

　しかもゼノの言葉から、それでもマシな部類である事が察せられる。

「それに、この子の方が苦労しているに決まってるだろ。悪いな、こいつ等察しが悪くて」

「いえ、お気になさらず。俺は母さん達のお蔭でこの歳まで喰うに困りませんでしたから」

　一時期ミミズの汁を舐めて飢えを凌がなければならない程喰うに困ったが、それは流石に話しにくい。

　この後は冒険者学校の事や、ハートナー公爵領の事を聞きながら、三時間ほど歩き村に辿りついたのだった。




　第七開拓村は、人口三百人程のラムダ世界の村としては小規模と中規模の間くらいの大きさだった。

　村人はやはり人種が一番多いが比率的には半分程で、残りが獣人とドワーフと巨人種が居るそうだ。エルフやダークエルフ、竜人等は寿命が長いのと独自の文化を持つため種族ごとに集落を造る事が多く、都市なら兎も角小さな村には殆ど居ないらしい。

　難民になってもそれは同じで、サウロン公爵領のダークエルフや竜人は、他の同種族の集落に身を寄せたそうだ。

　そして村に居る巨人種も、サウロン領に住んでいた巨人種なのでタロスヘイムとは関係ない。

　開拓村の家は平屋ばかりで作りもそうしっかりした物ではないが、開拓民の手作りなのを考えれば上等な部類なのだろう。

　実際、この辺りにある六つの開拓村の中では一番人口が多いらしい。

「ところで、この村が第七なのにこの辺りに六つしか開拓村がないのは何故ですか？」

「最初に始まった第一開拓村が、採算が取れずに廃村になったんだ」

「結構頑張っていたんだけどな。近くの湧水が枯れて、井戸を掘っても水が出なかったらしい」

　この世界の人間社会は、本当に世知辛い。

「まずはこの耳をさっさと換金しよう」

　そう言い、カシム達はヴァンダルーを村に唯一ある商店……雑貨屋兼酒場兼冒険者ギルドの出張所で、客がいれば宿屋もやる、通称何でも屋に連れて行った。

　この村では複数の業務を兼ねなければ食べていけないらしい。

　だが、今まで村人が誰もヴァンダルーに注目しない事から、意外とこの村には外から人が来る事は珍しくないのだろう。

　そんな村人の反応よりもずっと気になる物、アルダの聖印が刻まれた石を祭る祠を見つけたためヴァンダルーの意識もそれに向かっていたのだが……。

「うわっ!?　カシム、お前の後ろに何かいるぞ!?」

　何でも屋の店主に「何か」扱いされた上に、指差された。

「……こんにちわ」

「ひぃっ!?　喋った!?　誰かっ、神官様を呼んできてくれ！」

　めげずに挨拶したらこの言葉。閉鎖的な田舎の洗礼にしても、酷過ぎはしないだろうか？

「待てよ、親父さん。この子はお化けじゃないって！」

「確かに存在感が薄いけど、ちゃんと生きてるから！」

「ちょっと事情があるんだよ！　落ち着いて聞いてくれ！」

　慌ててカシム達が何でも屋の店主を宥めると言うにはやや荒っぽく、店内に引き戻して行く。

　この時ヴァンダルーは、カシム達の言葉でやっと自分の存在感が、【死属性魅了】の対象外の存在には空気並に希薄であると言う事に気がついたのだった。

　今まで村人にヴァンダルーが何も言われなかったのは、単に気づかれなかったかららしい。

「ゴメンね、父さんが馬鹿な事言って」

　そう言うのは冒険者ギルドの出張所の職員で、何でも屋の店主の一人娘、リナだ。

　明るく素朴な村娘っぽいギルド職員……ではなく、村娘が冒険者ギルドの試験を受けて出張所の職員をしているらしい。

　小さな村だと冒険者の有無で存続率が大きく上下するため、村唯一の商店に間借りするような小さな出張所でも作らなければならなかったらしい。

「いえ、慣れてますから」

　大嘘だ。しかし受けたショックがまだ響いていてもヴァンダルーの表情にそれが出る事はない。リナもヴァンダルーの人形染みた顔に、「そう？　なら良いんだけど、本当にゴメンね」ともう一度謝って気がつかずに流した。

「リナ、それより換金を頼む」

「はいはい。えーっと……これはゴブリンソルジャーに、ゴブリンバーバリアン!?　よくこんなの退治できたわね、あんた達まだＥ級でしょ!?」

「いや、倒したのは──」

「フェスター、それは後で話せば良いだろ。とりあえず換金してくれ」

「ええ、そうね。えーっと……」

　ややもたつきながら計算して、銅貨や銀貨を数えるリナ。どうやら村の出張所職員は、冒険者ギルドでは正規職員と言うよりも、アルバイト職員のような物でそれほど高い練度を求められないようだ。

　実際、村に居る冒険者がカシム達だけなら出張所の仕事は数日に一回程度だろうし。

　しかしヴァンダルーは別の事が気になっていた。

（今気がついたけれど、冒険者ギルドではどうやってゴブリンを耳だけで見分けているのだろうか？）

　討伐証明部位の耳は、形と色からゴブリンの物である事はヴァンダルーでも分かる。しかし、どんなゴブリンの耳かと聞かれるとお手上げだ。

　ゴブリンキングのような、同じ種族とは思えない程体格が異なる場合は分かる。しかし、大きさも形も普通のゴブリンと変わらない、違うのは装備品や装飾品程度のゴブリンソルジャーやゴブリンメイジを、耳だけで見分けろと言われても無理だ。

　それなのに何故わかるのか？　【鑑定】の魔術をいちいち唱えているのか、それとも【魔物鑑定】とか【討伐証明鑑定】とか、そんなスキルをギルドで習うのか。

「ゴブリンソルジャー十匹と、ゴブリンバーバリアン一匹の討伐証明で四百バウム。あと魔石の三百八十バウムで合計七百八十バウムね」

　それを聞こうとしていたら、換金が終わってしまった。

　七百八十バウム、一バウムの価値を百円とすると、七万八千円。とても命がけの戦いに釣り合う金額ではないようにヴァンダルーには思える。しかしそれは地球の、それも日本人の感覚に過ぎないのだとすぐに解った。

「三人で分けると一人二百六十か……よっしゃ！」

「暫く一息つけるな」

　フェスターは拳を握ってガッツポーズを取り、ゼノも安堵の溜め息をつく。二百六十バウムは、彼らにとって十分な収入である事が、そこから伺える。

「そのお金はどれくらいの価値があるのですか？」

「ああ、二百六十バウムの価値か。そうだな……スラムの日雇い仕事の中でも割が良い仕事を二十六日くらいやると稼げるかもしれないな」

　どうやら、スラムの日雇い仕事では二万六千円稼ぐのに幸運にも良い仕事を獲得して二十六日間休まずに働く必要があるようだ。

　だが福利厚生や怪我や病気に対する保証もセーフティーネットもないのだろう。しかも、日雇いなら毎日働けるかは分からない。それを考えると、命の危険はあっても一日でそれだけ稼げるなら、危険と吊り合った報酬なのかもしれない。

「でもこの額で一息つけるのも、ここの親父さんがタダで泊めてくれるからだけどな」

「そうとも、娘に色目を使うような奴でも、冒険者が居ないと困るからな」

　そう話していると、その親父さんが突然話に割って入って来た。

「さっきは悪かったな。この村で泊まる時はこいつら同様タダにするから、それで許しておくれ、お嬢ちゃん」

　そう言って、まるで先程とは別人のような柔和な顔つきで謝ってくれた。それは良いのだが……。

「親父さんっ！　俺は別にリナに色目なんて──」

「何だと、フェスター！　お前は俺の娘が気に入らねェってのか!?　後誰がお前の親父だ！」

「ちょっと止めてよ、お父さん！」

「……あのー、俺、男なんですけど」

「「「えっ？」」」

　何故かその場に居た全員に驚かれた。




　自分が属していた社会や文化とは別の社会や文化に触れて受けるショックを、たしかカルチャーショックと言ったような気がする。

（でも、俺がラムダの人間社会で受けたショックは、絶対別の物だ）

　まさか自分の存在感が幽霊のように薄いとは思わなかった。そして何より、性別を間違えられるような容姿をしている事にも、初めて気がついた。

　グールの子供達にも性別を間違えられた事があったが、あれは単純にグールの男性は獅子の頭をしているからだと思っていた。

　今までヴァンダルーの他の仲間には、性別を間違えられた事はなかった。

　実際には、ザディリス達グールや巨人種アンデッドはヴァンダルーの一人称が「俺」である事と、サム達が「坊ちゃん」と呼んでいたから分かっただけで、最初から男だと思っていた訳ではないらしい。

　他の場合も似たようなもので一人称が「俺」だから、キングだから、女の子らしくない挙動だから等々、顔以外で判断していたらしい。

（まあ、俺はまだ七歳。これから第二次成長期を迎え、声変わりしたり髭が生えたり筋肉がつけば、誰も間違えなくなるはず）

　そう自分を励ましてショックから立ち直ろうとしているヴァンダルーは、今何をしているかと言えば、話題を提供していた。

「へぇ、この子がダンピールねぇ。初めて見たぜ」

「あらまぁ、まるで人形みたいじゃないかい。ちゃんと食べてるのかい？」

「俺、ダンピールに触ったぞ！」

「へへーんっ、俺なんて突いたもんねー」

「コラ！　お前等、失礼だろ！」

　見事な珍獣扱いである。どうやらこの娯楽に乏しい開拓村では、「始めて見るダンピール」は格好の見世物らしい。そのため何でも屋の飲食スペースには、次から次に村人達がやって来ていた。

　お化け扱いよりはずっとマシだと、ヴァンダルー本人は気にしておらず話しかけられれば村人達の基準では礼儀正しく受け答えするため、村人達もあまり遠慮しない。

「そうかい、あんたも苦労したんだねぇ」

「大変だろうけど、頑張るんだぞ」

　ただ村人達はヴァンダルーに対して基本的に好意的だった。元難民で自分達も苦労している分ヴァンダルーの身の上に同情的なのと、この開拓村には他人の身の上に同情できるだけの余裕があるのだろうと彼は解釈したが、更に二つ理由があった。

　一つはヴァンダルーの無表情や死んだ瞳を見て、「凄く辛い目に遭ったのだろう」と村人達が思い込んだため。

　もう一つは、ヴァンダルーがコストを伴わない同情できる相手だからだ。

　もしヴァンダルーがただの無力な孤児だったら、村人達がどんなに同情的でも出来る事は限られている。村人達の殆どは若く、これから幾らでも働けるがそれでも裕福な訳じゃない。

　今はまだ人頭税を払わずに済んでいるが、五年間の人頭税の優遇措置も後二年で終わる。引き取って育てるような事は出来ない。

　しかしヴァンダルーは冒険者志望で、カシム達の話を半分でも信じるなら既にゴブリンくらいなら難無く退治できる腕の持ち主らしい。なら、こうやって同情して励まして、料理の一つも奢れば十分だ。

　ただ、都会の無関心よりはずっと上等な対応だろう。

「本当だって！　こいつがゴブリンバーバリアンを後ろから、一発で首を刎ねたんだって！」

「うーん、あんたを疑う訳じゃないけど、幾らなんでも信じられないって言うか……」

「いや、疑ってるだろ！　信じてくれよ、リナっ！」

「フェスター、実際に見た俺達だって信じられないのに、リナに信じろって言うのが無理だろ」

　ヴァンダルーの背後ではフェスター達が話しているが、ランク３の魔物なら難無く殺せる彼からすると、真実を主張する程の事ではないので黙っている。

　実際、昨日ランク４のゴブリンキングを難無く無力化したばかりだ。ゴブリンバーバリアンくらい、それに比べれば大した手柄ではない。

　尚、リナが一人で運営する出張所では冒険者登録する事は出来なかった。

　ここで出来るのは証明部位とその他素材の買い取りだけらしい。登録するには、町にあるしっかりしたギルド支部に行かなければならないのだとか。

　ボークス達から聞いた話では、二百年前は小さな村でも登録できると言う話だったのに。

　どうやらこの二百年で衰退したのはハートナー公爵領だけではなく、オルバウム選王国側の冒険者ギルドも同様なようだ。

「その子がカシム達を助けたと言う、ダンピールの子かね？」

　そう尋ねながら、二人の男が入って来た。

　二人とも三十代以下の者が多いこの村では珍しい年配の、壮年になって数年目程に見える歳だ。しかし前に立っている男は他の村人と似たような服を着ているが、後ろに続いている男はしっかりと染料を使って染められた綿の服を着て、ヴァンダルーが嫌いな装飾の首飾りを下げていた。

「村長、神官様、お話は終わったのか？」

「ああ、もう済んだ。それよりも、その子に礼を言わなければな」

　村長は何でも屋の店主にそう答えると、ヴァンダルーの手を取るとすっと一礼した。

「カシム達を助けてくれて本当にありがとう。幾ら冒険者志望でも、君のような子がゴブリンの気を引きつけるのは勇気が必要だったろうに」

　どうやら、村人達の間では「ヴァンダルーが強いゴブリンの気を引きつけて、その間にカシム達が反撃してゴブリンを退治した」と言う筋書きになっているようだ。

　ヴァンダルーは同世代の子供と比べても体が小さいし、ダンピールについて正確に知らない村人達からすれば、「小集団を指揮していたゴブリンの首を、背後から刎ねた」と言う真実よりも、ずっと信じやすいのだろう。

「お役に立てて幸いです」

　特に訂正する事に拘らずにそう応えると、「でも危ない事はしてはいかんよ。冒険者は生き残ってこそだからね」と言ってくれた。

（思い返してみても、地球の誰よりも優しいな。ここの人達）

　人間も捨てたもんじゃないなと、小さく感動する。しかし、その良い村長の背後には微笑んでいる「神官様」が居るので油断できない。

「巡教で偶々滞在していた時に、このような勇敢な少女に出会えるとは。これもアルダのお導きでしょう」

　そう柔和な口調で言う神官様……アルダの神官は、胸にある十字架に似たアルダの聖印に手を触れて短く感謝の祈りを捧げる。

　やはり性別を間違えられたが、そんな事はどうでもいい。

「神官様、この子は──」

「はっはっは、村長さん、何も心配する事はありません。アルダが罰するのは悪しき者のみ。例えダンピールでも善き行いを成す者を不当に罰する事はありません。聞けば、今まで人里離れた森か山の中で生活していたとか。洗礼もまだでしょう、良ければ私が執り行いますが？」

　特に殺気も嫌悪感も浮かべず、しかしヴァンダルーの目には薄っぺらに映る微笑を浮かべてそう申し出てくる。常時発動している【危険感知：死】にも反応はない。

「いえ、略式でしたがヴィダの洗礼を母が執り行ってくれましたので」

　しかし、何かの罠でなくてもアルダの洗礼なんて受けたくないので、再び嘘をつく。

「そうでしたか。良いお母様ですね」

　ヴィダの洗礼について聞き返す事もなく、アルダの神官は引き下がった。




　アミッド帝国の脅威から自国を守るため小国が纏まったのが、オルバウム選王国だ。

　その成り立ちから、帝国が国教に据える法命神アルダの信仰を禁じている──訳ではない。ヴィダの信仰を認めてはいるが、アルダを信仰する事にも制限を設けてはいない。小国の中にはアルダやその従属神を信仰する人々が少なからずいたからだ。

　ただ帝国のアルダ教と全く同じという訳でもない。

　まずアルダの信仰にも、複数の解釈が存在する。中にはダンピールに人権を認めるオルバウム選王国で発展した、「法律を守る善良な存在なら、ヴィダの新種族でも存在を許しましょう」と唱える、アミッド帝国側の聖職者から見ると異端である融和派が存在する。

　これは別に不自然でもなんでもない。このラムダでは神が確実に存在する事を誰もが知っているが、その神が地上に存在したのは十万年前の神代の時代だ。

　今では神託を下す等、限られた方法で限られた人物にしか意思を伝えられないでいる。

　そのため現在では国や地域、人によって各神の教義の解釈は様々で、それぞれ微妙に異なっている事が多い。その最たる例がアルダの融和派だ。

　尤も、融和派が選王国で広まったのは、獣人の公爵を含めて帝国よりも多くのヴィダの新種族が存在し、さらに戦争でアルダの信仰に対しての印象が悪化している選王国内で生き残るための政治的判断の結果だろうが。

（地球でも大本は同じ神様なのに、教義が異なるなんて珍しくなかった。アルダが何を考えているのかは知らないけれど、流石に信者全員に監視を付けて、『その解釈は違う』っていちいち指摘するために降臨したり、神託を下したり、御使いを差し向けたりするはずないだろうし。まあ、俺にとって無害なら別にいいか）

　なんだか「許してやる」と上から目線で言われたようで気に入らないが、それだけなら気にしないのも社会で生きるには必要だと、ヴァンダルーは納得した。

「神官様、頂いた薬ですが……ちょっと効きが悪いようでして」

「それは一度に飲む量を多くした方が良いですね、これからは今までの倍飲むようにしてください」

「神官様、家の畑の様子を見てくれませんか？」

「構いませんよ。アルダは生命の神でもありますからね」

　その彼の前で、村人達は神官の男に代わる代わる相談や、要望を述べていく。どうやら、笑顔が薄っぺらな割に慕われているようだ。

　開拓村では聖職者が語る過去の聖人や英雄の逸話は数少ない娯楽だろうし、知識人でその上薬の調合まで出来るなら、確かに多少胡散臭くても慕われるだろう。

　その時、外から声がした。

「神官様、来てくれっ！　イワンの奴が屋根から落ちちまった！」

　どうやら村人が修理か何かをしていたら、誤って屋根から落ちて怪我をしてしまったらしい。雰囲気からすると、結構な重傷のようだ。実際、ヴァンダルーが【生命感知】を使うと、不自然に弱い生命反応があった。

「それはいけない、すぐに行きましょう」

　そう言って立ち上がる神官の声を背後に聞きながら、ヴァンダルーはすっと何でも屋から出ていた。皆神官に気を取られているのか、誰も彼が出ていくのに気がつかなかった。

（死んでいなければ何とかなると思うんだけど……あ、ここか）

　生命反応があった場所に【飛行】で駆けつけると、地面に横たわってぐったりしている三十代前後の男と、それより少し若そうな、お腹の大きい女。そしてヴァンダルーより小さい子供が居た。

「あんたっ！　しっかりするんだよっ、今神官様が来るからね！」

「父ちゃんっ！　父ちゃんっ！」

　縋りつく妻と息子に、男は何も答えられずに呻いている。呼吸も苦しそうだ。その顔には、濃い死相が出ている。

（これは重傷だ、骨じゃなくて内臓……最悪脳の中がどうにかなっているな）

　そうなると、このラムダの医療ではお手上げだ。魔術なら何とかなるかもしれないが、ここは村の外れ。何でも屋からあの神官が来る前に、致命的な事態になる可能性が高いとヴァンダルーは判断した。……そもそも、あの神官の技量が一流以上でなければ、首を横に振る以外何もできないだろうが。

　勿論、ヴァンダルーが死属性魔術を使えば高い確率でこのイワンと言う男の命を助ける事が出来る。妻は夫を、彼女の胎の中と傍らの子は父親を喪わずに済む。

　しかし、彼の今回の目的は「目立たずにギルド登録だけして、ダッシュでタロスヘイムに帰る」事だ。

　高レベルの魔術師でなければ助けられない命を、子供が救う。これは十分目立つ事だろう。

（初志貫徹か、情に流されるか……仕方ない、諦めよう）

「失礼します」

　そう言いながら、すっと近づきするっと子供の横に入り込み、イワンの身体に触れる。

「ひぇっ!?」

「うわっ!?　なんだおまえ!?」

　やはりヴァンダルーに気がついていなかった女と子供に驚かれたので、「今村で噂のダンピール、ヴァンダルーと申します」と自己紹介しながら、【霊体化】。彼女達に見えないように、イワンに触れている手の平の中心から触手を伸ばして行くイメージで、イワンと同化しながら体内に霊体を伸ばして行く。

　やはり脳が問題のようだ。頭蓋骨の中で出血して、溜まった血が脳を圧迫している。

（溜まった血を触手から吸収。破れた血管を【再生力強化】で再生。後、頭蓋骨の罅も治して……この人心臓近くの血管に動脈瘤が出来ている。ついでに治しておこう。あ、大腸にポリープが。悪性っぽいから取っておこう。水虫は……ついでに治しておくか）

「ちょっと、あんた何を……」

「母ちゃんっ、父ちゃんの顔色が良くなってる！」

「ほ、本当だ。まさかあんたが、この人を治してくれてるのかい？」

「あ、はい。もうちょっと待ってくださいね」

　イワンと言う男は、不健康だった。素朴なスローライフは健康的だと言うイメージは、少なくとも彼には当てはまらないらしい。

　とりあえず出来る処置は全て終えたので、触手を体内に戻して【霊体化】を解く。

「これで大丈夫。すぐに目を覚ますでしょう」

　怪我を治すための体力や栄養まで同化していたヴァンダルーが消費したのだから、これで寝込むはずがない。頭蓋骨内に溜まっていた血は美味しくいただいたが、治療代だと思ってもらおう。

「うぅ、俺は……一体？」

　すると、早速イワンが目を覚ました。

「あんたぁっ！」

「父ちゃん！」

　そしてそのイワンに、女と子供が抱きつく。感動的な光景である。家庭とは、家族とはこうあるべきだ。

「これはどう言う事だ？　何故ここに君が居るのだね？」

「い、イワン？　お前、さっきまで死にそうな顔で倒れてたのに、何でピンピンしているんだ!?」

　良い家庭を築いているイワンに対して尊敬の念をヴァンダルーが覚えていると、やっと神官や村長たちがやって来た。

　ここで「実はイワンの容態は大した事なくて、何でも屋に神官を呼びに来た男が早とちりしただけだった」と誤魔化せれば、ヴァンダルーがこの場に居る事以外は解決だ。

「この子が、このヴァンダルーって子が治してくれたんだ！　この子は命の恩人だよ！」

（奥さん、正直な女の人は好感が持てます）

「そう言えば、夢を見たんだ。恐ろしい死神に頭を掴まれて……でも気がついたら女神様に頭を撫でられてた。そうか、この子だったのか」

（誰が女神だ）

　こうしてヴァンダルーは見ず知らずの村人イワンの命を救い、とても目立ったのだった。




　目立たず行動する事を諦めて村人のイワンの命を救った結果、ヴァンダルーは村唯一の商店、何でも屋で大歓迎されていた。

「坊主、お前のお蔭で助かった。もう少しでつまらない死に方をした挙句、二人目の子供に顔も見せてやれないところだったぜ。さあ、食ってくれ、俺の奢りだ！」

「偉そうにするんじゃないよ、たいしたものじゃないだろうが！」

『いえいえ。丁度お腹が空いていましたから』

　そう食べながらヴァンダルーはイワン夫妻に返事をする。今彼が食べているのは、お粥だ。

　地球のインディカ米に似た長い粒の米に、独特の臭いを消すためか食べられる野草と嵩を増すために豆を加え、塩を少々加えた物だ。

　本当にたいした物ではない。味は素材の味が生かされて……ほぼ素材の味しかしない。

　ただ、今は夏で丁度米の収穫前の時期だ。そのためこの程度の料理しか出せないのだろう。米のお粥が出るだけ、この第七開拓村は恵まれているのだ。

（荷物の中にある干し肉や干し魚を入れたら、塩味が強くなって美味しくなりそうだな）

　そう思っても、ヴァンダルーはそれを実行せずお粥を食べる。この世界には『燻製』の概念がないらしいので、燻製の干し肉や干し魚は将来タロスヘイムの特産品になるからだ。なので、秘密は保持するに限る。

　因みに、何でも屋の酒場スペースにメニューはない。酒は店主自作の濁り酒（雑穀がベース）、肴は炒り豆や煮豆、偶に野菜。

　そして食事は常に経営者家族と同じ物しか出ない。経営者家族が多目に作った料理を出しているのだから当然だ。

　そんな事で商売が成り立つのかとヴァンダルーは思ったが、逆にこうでなければ商売がこの村では成り立たないのだ。

　各家庭で酒は自家用酒が作られているし、料理の腕も何でも屋夫婦と違いはない。なので、ここで金を払ってまで飲み食いする客は、二月に一度街道を通って奴隷鉱山に行く途中の商人やその護衛、兵士、そしてカシム達三人ぐらいだ。

　そのため複数の料理を出せる体制を整えると、逆にコストが増えてしまう。結果、このお粥である。

「あんまり美味くないだろう」

　やはり自覚しているのか、店主がしみじみとした口調で言う。

『……そんな事ありませんよ』

「いや、良いって。俺もイワンの恩人に少しは美味いもんを食わせてやりたいが、この村で栽培してる米じゃなぁ」

「親父さん、それは言わない約束だろ。でも、確かにサウロン公爵領で育てていた米の方が美味かったなぁ。臭いもなかったし」

　何でも、彼らはハートナー公爵領の北にあるサウロン領ではジャポニカ米に近い種類の米、通称サウロン米を栽培していたらしい。

　しかし、逃げ延びたこのハートナー公爵領の気候と土ではサウロン米の栽培に適さなかったのだ。

　それでしたかたなくハートナー公爵領で一般的に栽培されているインディカ米……選王国では南部米と呼ばれる米を栽培しているそうだ。

『つまり、全て帝国が悪いと』

　今日、食べ慣れたジャポニカ米に近い米が食べられないのは、全て帝国のせいなのかと口にするヴァンダルー。

「ああ、全てあの糞ったれな帝国のせいだ！」

「そうだそうだっ、全部帝国が悪いんだ！」

　そしてここはアミッド帝国に故郷を追われた難民達が集められた開拓村なので、誰もが口々にヴァンダルーの言葉に賛同するのだった。

「しかし、まさか魔術が使えるなんてな」

「確かに驚いたな。てっきり【戦士】か【格闘士】かと思っていたよ」

　そう言いながらヴァンダルーと同じお粥を食べているカシム達に、アルダの神官も頷いた。

「ええ、まさか君があれほどヴィダに愛されていたとは驚きました」

　彼はヴァンダルーに微笑むと、胸に手を当てて言った。

「あなたがカシム達とイワンに危機が訪れた今日という日に現れたのも、きっと神々の思し召しでしょう。アルダとヴィダ、神話では袂を分かってしまった神に祈りを捧げる私達ですが、共に手を取り合い善行に励みましょう」

　相変わらずヴァンダルーには薄っぺらに見える笑みだったが、言っている事は真面なように思えた。少なくとも、ゴルダン高司祭よりは、余程聖職者らしいと。

　意外と善人なのかもしれない。

『そう言っていただけると幸いです。俺は聖職に就いている訳ではありませんけど』

　そう言えば、ハートナー公爵領のヴィダ神殿はどうなっているのだろう？　町に行ったら、それとなく見に行ってみよう。

「ところで……君は何故お粥を食べながら明瞭に話せるのですか？」

『……特技です』

　本当は、微妙に【幽体離脱】を使っていて服の下に霊体の顔があり、その口で喋っているのだが。

「あ、お代わりお願いします」

「まだ食うのか!?　いや、良いけど、もう三杯目だぞ」

「お腹が空いていまして。すみません」

　ヴァンダルーは同じ年頃の子供と比べても小さく細いが、その見た目からは想像できない程食べる。それは、彼が必要とするエネルギーが既に平均的な成人男性の倍以上であるからだ。

「強さと魔術に加えて、食べっぷりまで冒険者だな」

　ただ、生産系ジョブに就く一般人よりも身体能力が上昇する戦闘系ジョブに就く冒険者の間では、痩せの大食いは珍しくない。町の冒険者学校に通っていたカシム達は、店主程には驚かなかった。

「村長！　隣の第五開拓村のカインが、神官様にってうわっ!?」

「神官様っ！　うちの村に来てくれ！　内の村で病がっ、流行病が、それでみんな次々に倒れてる！　早く来てくれっ！」

　何でも屋に駈け込んで来た男を突き飛ばすようにして、擦り傷だらけの男が駈け込んでくる。きっと何度も転びながらここまで来たのだろう。

「流行病!?」

「何と！　しかし、既に日も暮れた。今から第五開拓村に行くのは……」

　この第七開拓村と第五開拓村を直接繋げる道は獣道同然の有様だ。その獣道同然の道を進んでも、歩いて四時間はかかる。しかも夜は狼や魔物が活発に活動する時間帯だ。整備されていない獣道がどれ程危険になるかは、述べるまでもないだろう。

　一度街道に出て第五開拓村に進む方法もあるが、それだと丸一日はかかってしまう。

「カイン、明日の朝一番で出ましょう。それまで貴方は身体を休めなさい」

「そんなっ!?　それじゃあ村の皆が、女房と娘がっ！」

「分かってください、カイン。危険な夜道を進む訳にはいかないのです。最近ゴブリンの数も増えていますし、村に辿りつく前に私達が倒れては、何の意味も──」

「ああぁ、そんな……そんな……」

　肩を落とし、啜り泣くカイン。村の仲間と、そして妻と娘のために危険を冒してここまでやってきたこの平凡な男の行動に胸打たれ、手を上げた者達が居た。

「よし、俺達が護衛を──」

「じゃあ、俺がそのカインさんを乗せて飛んでいきましょう」

　同行を望む者達が居たが、一緒に行けるとは限らないのだった。




[image: ]




「星が綺麗ですねー」

「ひぃぃぃぃぃぃっ！」

「今夜は良い月夜ですよ」

「のうぉぉぉぉぉぉっ！」

　このラムダ世界で、空を飛ぶ事が出来るのは一部の魔術師か高価なマジックアイテムを持つ富裕層、竜騎士等飛行可能な魔物をテイムしている者、後翼を持つヴィダの新種族くらいだ。

　なので、一般人にとっては空を飛ぶなんて夢か妄想でしかない。

　そんな貴重な経験を、カインはしていた。

　ヴァンダルーはカインと身体を命綱でしっかり結んで背負い、荷物を手に持って【飛行】の魔術で空を飛んで第五開拓村に進んでいる。ただ、カインは落下の恐怖から悲鳴を上げながらヴァンダルーに抱きつくのに必死で、この貴重な経験を楽しむ余裕はなさそうだが。

「ところで、真っ直ぐで良いんですよね？」

「あ、ああっ！　途中で小さな沼があって、それが目印になると思う！」

「沼はさっき通り越したので、このままでいいみたいですね」

　上空三十メートル程の高さを、ヴァンダルーとカインは飛んでいた。早さは精々馬が走る程度なのだが、カインにとっては目も開けられない恐怖らしい。尤も、目を開けていたとしても【闇視】スキルがないカインの目では見えないだろうが。

「もう沼を通り過ぎたのか!?」

「はい。ところで首が微妙に絞まるんですけど」

　ヴァンダルーの【飛行】の速度が人の脚と比べて速い事もあるが、空を飛ぶことで地形を無視して目的地まで直線距離を移動できるのが大きい。

　恐らく、十分もしないで村まで着くだろう。

　その代わり魔力の消費が大きいのだが。

（【魔力自動回復】スキルのお蔭で、俺と荷物だけなら消費量と回復量がトントンなんですけど、カインさんの体重分が……俺も修行が足りないなぁ。いや、それより病気について聞いておこう）

「それで、流行病ですけど……どんな病気なのか、もう一度聞かせてください」

　ヴァンダルーが気になっていたのが、カインの言う流行病についてだ。既に簡単に話は聞いていたのだが、それがどうにも不自然に思えたのだ。

「それは、俺が猟から戻ると皆がバタバタと倒れていて、熱があって、吐き気もあって、それで朦朧と……後血を吐いた奴も……」

「カインさん以外に、元気な人はいましたか？」

「俺以外には……いや、確かジョゼフ爺さんはまだマシだったな。あと、赤ん坊はまだ病気にはなっていなかった」

「そのジョゼフさんっていうのは？」

「木こりの爺さんだ。昨日から風邪が酷くて、俺が帰るまで寝込んでいたらしい。今は、村の皆の看病のために無理をさせちまってる」

「その人は流行病ではない？」

「ああ、多分な。熱はあるし鼻も出てたが、吐き気はなかったし、血も吐かなかった。だから看病を頼んだ。幾ら動けても風邪の爺さんを隣村まで走らせるわけにはいかなかったし、病じゃなくても赤ん坊を半日も放っておけないからな」

（つまり、猟に出ていて村を留守にしていたカインさん以外ずっと寝ていた老人と赤ん坊を残して村人全員が同じ症状の病気で倒れていた。そして……カインさんは健康体と）

　何でも屋に飛び込んで来た時から、カインには死相は見えなかった。とても危険な流行病に感染しているとは思えない。

　念のために、彼がパニックを起こし自分を抱きしめている間にこっそり彼の身体を【霊体化】で調べたが、カインは健康体だ。イワンよりもずっと長生きしそう。

　一応流行病と聞いて第七開拓村を出る前に、村から有害な菌やウィルスを【殺菌】してきたのだが……これは病気ではなく毒ではないだろうか？

　しかし、一人二人なら兎も角、ほぼ全員の村人に毒を盛る手段とは？　そもそも動機は？

「今日、何か変わった事ってありました？」

　そう尋ねると、カインは「いや、何時も通りで、精々行商人が来る日だったくらいだな」と答えた。

「行商人？」

「ああ、何でも自分の店を潰しちまって、行商からやり直して再起しようって頑張ってる見上げた奴さ。何にしても、街道から離れたこんな小さな村まで来てくれて助かっていたんだが……そう言えば、村に居なかったな。村を出た後で倒れてなけりゃあいいが……」

（その人が犯人だろうなー。まあ、動機は不明だけど）

　しかし、今は推理より人命救助だ。

「あれが村かな？」

　夜の闇も真昼のように見通す事が出来る【闇視】スキル持ちのヴァンダルーは、開けた土地に建つ複数の木の家を見つけた。

「た、多分そうだ！　頼む、病人は──」

「じゃあ、ここから一気に治療しますね」

「えっ？」

「村があそこからここまでか。まあ、三千万も使えば良いかな？　【無毒化】【消毒】」

　黒い霞の波のようなものが、村に広がった。




「あんたぁぁぁっ　生きてたんだねぇ！」

「父ちゃぁぁぁんっ！」

「良かったっ！　治ったんだなっ、良かった！」

　ヴァンダルーにとっては若干既視感を覚える光景だが、カイン達家族と同じ感動と喜びのシーンが、村中で起こっていた。

　村人達が苦しんでいると、前触れもなく熱も吐き気もなくなり、朦朧としていた意識もはっきりとした。

　そして家族も同時に病気が治っていた。喜んでいると、外から声がする。そこには、青白い炎に照らされたカインが居た。

　最初、カインの亡霊が奇跡を起してくれたのだと思い込んだ村人達だったが、誤解はすぐ解けてこの感動の渦となった。

「……ふぅ、これで一安心か」

　大人一人を抱えて（抱えられて）の【飛行】は、やはり魔力を大量に消費した。元々効率の悪い術なので仕方がないが。

　お蔭で魔力を七千万近く使った。しかも夜遅いので眠い。健康的な児童としてそろそろ眠りたいのだが、今から第七開拓村に戻らなければダメだろうか？

　とりあえず、レムルースを作って、何時の間にか消えていた犯人の行商人を探してみよう。この辺りの地理に詳しくないので、街道から外れて間道に入られたら見つけられない可能性が高いけど。

　行商人を犯人と決め付けているが、【無毒化】で村人が回復した以上確実に病気ではない。そして行商人本人が居ないのだから、状況証拠はばっちりだ。

「ああ、皆さん。毒は消えましたけど、体力は戻っていませんからあまり興奮しないで。安静にしてください」

「あんた、この子は？」

「この子がお前達の病気を治してくれたんだ、村の恩人だ！　ありがとうっ、ありがとう！」

　うっかり口にした毒と言う言葉は聞き流されたらしい。カインは涙と鼻水でぐしゃぐしゃになった顔で、抱き上げる。

「何だってっ!?」

「おお、村の救世主だ！」

「御使い様だ。アル──」

「そこはヴィダで」

「ヴィダの、女神ヴィダの御使い様だ！」

　凄まじく不愉快な事を言われそうになったので、そこだけは断固拒否する。

「いや、そうじゃなくて安静に──」

　はっと我に返るが、その時にはヴァンダルーは村人にもみくちゃにされていた。明日動けなくても知らないぞと、ヴァンダルーは内心思いながら、とりあえず今日はこの村に泊まりかなと呟いた。




[image: ]




　レムルースでの捜索は失敗し、問題の行商人は逃げられてしまった。死者でも出ていれば何とかなったかもしれないが、カインの頑張りとヴァンダルーの治療の結果村人は誰も死なずに済んだため、手掛かりはなかった。

　村人達の話によると、あの日は行商人が信仰している聞いた事もない（実在するか疑わしい）神の祝日だと言うので、皆に振る舞ってくれたそうで、彼が差し入れてくれたお茶と菓子を頂いたらしい。

　カインの妻子が猟で留守の彼のためにと残しておいた菓子に毒が入っていたので、それが原因だろう。行商人はすぐ悪くなるので今いる人達だけで食べてくださいと言っていたようだが、証拠が残った訳だ。

　まあ、毒はもう魔術で消してしまったので証拠能力があるか疑問だが。ヴァンダルー以外に死属性魔術で毒を消した痕跡を見つけられる者がいるとは思えない。

　こんな事をした行商人が、ご丁寧に商業ギルドに登録しているとは思えないし。

　まあ、村人を皆殺しにしたと思い込んで、間抜けにも一番近い町に向かった可能性もあるが。

　そして信頼していた行商人に裏切られた事に気がついてショックを受けた村人を宥めつつ、村に一泊したヴァンダルーは村の周囲に見張りのレムルースを残して何をしているのかと言うと……。

「かーれーらは、ぜーんいん」

　平坦な歌を歌いながら、空を飛んでいた。

　昨日の行商人が他の開拓村でも何かしていないか、見て回るためだ。

　勿論無視して町に行き、目的の冒険者登録を済ませる事を優先してもいいのだが、もし第五開拓村のように毒を盛られて死に瀕している村があったら寝覚めが悪くなる。

（袖擦り合うも多生の縁と言いますし、情けは他人の為ならずとも言うし）

　報酬は、お金を貰うのは気が引けたので村にヴィダの祠を作ってもらう事にした。祠と言っても、アルダの祠同様に、適当な大きさの石に聖印ハートマークを刻んで、簡単な屋根を設置しただけのものだ。だが、その簡単さ故に、頼みやすい。

　お蔭でますますヴィダの御使いの化身扱いが強まったが、別にいいや。

「にくいんだー……おや？」

　今は、第六開拓村に向かっている最中だった。その途中で、地上に十数人程の人影がある事に気がついた。

　見てみると、使い古した革製の鎧を着て武装した薄汚れた雰囲気の男達が、第六開拓村に続く獣道を進んでいる。

　カインに木の皮に描いてもらった地図を取り出して確認するが、間違いない。

　男達の背に憑いていた霊を呼んでみて話を聞くと、男達は山賊であるらしい。それを何度か他の霊に繰り返しても同じ答えが返って来たので、どうやら本当に山賊のようだ。

　始末しよう。

「いいか野郎共、村に着いたら男は皆殺し、女も愉しんだ後殺せっ！　だが売れそうな見目の良い奴には傷一つつけるんじゃねぇぞ！　いいな!?」

「悪いです」

「何だと!?　テメェ、俺に逆らあっ!?　誰だこのガキ!?」

　ギョッとして山賊の頭らしい男が振り返る先に、ヴァンダルーは居た。音もなく宙に浮かんで。

「か、頭、こいつ化け物だ！」

「急に上から落ちて来て……きっと幽霊か何かだぜ！」

　腰が引けている山賊達に、ヴァンダルーは答える。

「いいえ、ただの通りすがりの空飛ぶ七歳児です」

　この世界でただの七歳児は空を飛ばない。

「ちぃっ、ナメやがって！　カインっ、テメェの怪力でこいつを始末しろ！」

　そう頭が命令すると、ニヤニヤ笑いながら山賊達の中で最も体格に優れたスキンヘッドの男が前に出て来る。

「頭ぁ、殺す前に遊んでいいかぁ？」

「相変わらずガキが好きだな……好きにしやがれっ！」

「ひひっ、お許しが出たぜぇ！」

　カインは嬉しそうに叫ぶと、期待に目をギラつかせながら両手持ちのウォーハンマーをこれ見よがしに振って見せる。

「頭、これから村を襲うんじゃ？」

「問題ねぇよ。カインならあんなガキ、すぐ壊しちまうに決まってる」

「それもそうか」

「おいガキィ、大人しくしてるなら、手足を圧し折った後遊んでやるだけでいいぞぉ。でも、抵抗するなら手足を圧し折った後玩具にしてやるぅっ！」

「……うわ、馬鹿だ」

「何だとぉぉ!?　俺は馬鹿だって言われるのが一番嫌いなんだぞ！　知らねぇのか!?」

「知る訳ないでしょう」

「畜生っ！　馬鹿にしやがって！」

　怒りで赤くなり、茹でタコのようになった山賊のカインはウォーハンマーをヴァンダルーに突きつけた。

「お前みたいなガキ、このウォーハンマーの一振りで十分だ！」

（いや、十分じゃない奴が居たらお前じゃ何もできませんよね？　見るからにただ力任せに振っているだけで、【棍術】スキルを持ってない人の動きだし）

　そうツッコミを入れる代わりに、ヴァンダルーは舌をチロリと出して見せた。

「お前みたいな雑魚、この舌だけで十分です」

「このガ──」

　何かカインが叫ぶ前に、ヴァンダルーの頬がぷくりと膨らんだ。そうすると彼の無表情にも、若干の可愛げを認める事が出来る。

　しかし、一瞬に何かを吐き出す「ぷっ」と言う小さな音と共に頬が平らになり、口が窄まる。

　そしてカインはビクリと硬直すると、そのまま後ろに向かって朽木のように倒れた。その左の眼窩にはギラギラと血走っていた瞳はなく、ただの紅い血溜まりと化している。

「えっ？」

「か、カイン？　どうした？」

　山賊達が呆然としていると、カインの左目から、ぬるりとした赤い蛇のようなものが出て来た。

「ひぃい!?」

　腰を抜かす山賊の見ている前で、赤い蛇はカインの眼窩から這いずり出ると、血を滴らせながら空に浮かびあがり、そのままヴァンダルーの口の中に入った。

「……オリジナル武技、【舌鋒】。猛毒を分泌させながら撃つと、中々の威力ですね。欠点は、一度使うと舌を回収するか生やすかしないと、喋れない事か」

【毒分泌（爪牙舌）】の効果を活かし、根本だけ【霊体化】させて切り離した舌を、【遠隔操作】スキルも併用しながら射出して攻撃する、【格闘術】スキルの武技だ。

　勿論、こんな技を考えついて実行する人間はヴァンダルーぐらいだろう。

「まあ、奥の手としてなら使えるかな？」

「な、何なんだお前はっ!?」

「とりあえず、これでカインは善良な猟師のカインだけになったので、後は普通に処理しましょう」

「に、逃げろぉっ！　このガキ、本当に化けも……な、何だ、足が動かない……!?」

「お、俺も手足が震えて……な、何で、何でうごかねぇんだよぉぉぉ!?」

　必死にもがく山賊達に、ヴァンダルーは空中を滑るように飛びながら近づいて行く。その小さな手の先端には、山賊達の喉を掻き斬るには十分すぎる鉤爪が伸びつつあった。

「普通に毒を撒きました。俺が風上から声をかけたのに気がつきませんでしたか？　じゃあ、俺の質問に答えてくださいね？　殺した後にもう一度聞きますけど」




「……しらない……ほんとうに……ひらなひ……」

　死んだ魚のような目をした山賊の首領が、口の端から涎を垂らしながら呟く答えを聞きながら、ヴァンダルーは小さく唸った。

「本当に知らないのか。それにしては、タイミングが妙なんですよね」

　行商人による村人毒殺未遂事件の翌日、他の開拓村を山賊が襲おうとしていた。偶然と考えるにしては奇妙過ぎる。

　しかし、山賊の頭も手下達も、手がかりらしい情報は誰も持っていなかった。

　縄張りを変えるため移動してきた山賊達は、ここから一番近いニアーキと言う町で開拓村の場所を情報屋から格安で仕入れ、第七開拓村以外には冒険者も居ないので簡単に襲えると知り、ここまで来たらしい。

　例の行商人も含めた一部の人間しか行き来のない開拓村の内情を知っている、その情報屋が怪しいが山賊達は誰も名前も知らないし、顔も目から下を布で隠していたらしい。

　これでは追いようがない。

「念のためにもう少し注入してみますか」

「や……やめ……て……く……」

「あなたが、そう懇願する人達を殺したり犯したり売ったりするのを止めた事があったら考慮しますけど、あります？」

「な、なぁ……い……」

「知っていました」

　とろりと液体が滴る鉤爪の先端を、ヴァンダルーは首領の開きっぱなしの口に入れる。そして爪から分泌される液体を垂らして行く。

　その液体は、【毒分泌（爪牙舌）】で分泌した俗に言う自白剤だ。

【毒手使い】のジョブで獲得した【毒分泌（爪牙舌）】スキルは、文字通り毒を分泌できるようになるスキルだが、グールのスキルと違い、分泌できる毒物に麻痺毒等の指定がなかった。

　それで、【毒手使い】に就く前から考えていた「このジョブに就いたら、毒物や薬物の扱いが上手くなるのではないか？」と言うアイディアを試してみると、死属性魔術だけで毒物を作るよりも毒性そのものは弱いが、様々な効果の薬毒を爪や牙、舌から分泌できるようになった。

　そしてヴァンダルーは自白剤や消毒液、麻酔や胃腸薬に日焼け止め、点眼薬、更にはビタミン剤まで分泌できる生きた薬局と化したのだった。

　……代償が魔力ではなくヴァンダルーが体内に持つ栄養素なので、魔術程乱発は出来ないのが欠点だが。

　そして首領に今までしたのと同じ質問をもう一度繰り返すが、答える前に首領は痙攣を始めると、そのまま死んでしまった。

「それで、さっきの質問の答えは？」

『知らない……本当に……知らない……』

　何事もなかったかのように首領の霊に答えを促し、それが今までと同じ内容だった事に落胆もせず、ヴァンダルーは死んだばかりの首領の身体を掴むと、首筋に噛みつく。

　そして【吸血】を行う。首領の体内に残っていた自白剤の成分も一緒に吸うが、彼の【状態異常耐性】スキルの前には、何の影響もない。

「ふぅ、昨日から動物性蛋白質に飢えていたので、丁度良かった。後は……」

　手早く山賊の懐を探り、そこそこの現金を手に入れ、ついでに彼らの武器も回収して行く。そして死体は【ゴーレム錬成】で作った穴に放り捨て、【腐敗】で白骨になるまで腐らせてから埋める。

「これで良し」

　そしてヴァンダルーは再び【飛行】して、第六開拓村に向かった。

　村では特に何事もない様子だったので、空から降りてきた白髪のダンピールに驚き集まって来た村人達から話を聞いて、何人か治療したらそのまま次の村に向かう事にした。

「お待ちください御使い様！　親父の目を直して頂いたお礼をしない訳には参りません！」

「いや、大したことはしてませんよ？」

　簡単な【霊体化】手術をした後、点眼薬を分泌して、薬を入れる小瓶を【ゴーレム錬成】で作っただけなのだが。

「息子の火傷を治して頂き、ありがとうございます！　お蔭で息子の指が、指がっ」

　やはり簡単な【霊体化】手術と、同化して【高速治癒】スキルで傷を治して指を元通りにしただけだ。

　まあ、無医村（無治癒魔術師村）の村では大きなことなのだろう。しかし、やはり代価をお金で貰うのは気が引ける。この開拓村は、第七開拓村よりは勿論、そして第五開拓村と比べてもやや貧しそうだし。

「じゃあ、女神ヴィダの祠を、仕事の合間で良いので建立してください。石に聖印を刻んで、簡単な屋根を付けただけで十分ですので」

　そして今度こそ次の開拓村に向かったのだった。




《【手術】スキルのレベルが上がりました！》




　第四開拓村は、貧しいながらも村人が一生懸命日々を過ごす良い村だった。

「ぶぎゅぎゅぎゅっ！」

「ぶふぅぅぅう！」

「ブギギギギギ！」

　村を囲う粗末な木の壁を破って、三匹のオークが入ってくるまでは。

「に、逃げろっ、オークだ！」

「ひぃぃぃっ！」

　村人達は我先にと駆け出す。冒険者にとっては馴染みの敵のオークも、貧しい難民上がりの村人達にとって大きな脅威だ。

　一匹だけなら猟師や村の若い衆で囲んで何とか追い払う事も出来るかもしれないが、三匹纏まっているならどうしようもない。

　村の男衆が総出でかかれば追い返す事は可能かもしれないと思うかもしれないが、村と言っても農地を含めればそれなりに広い。前触れもなく現れたオークの所に、全員が武器代わりの農具を持って即駆けつけられるはずがないのだ。

　オーク達は逃げ惑う村人達から品定めするように見回しながら、のっしのっしと軽快な足取りで進んで行く。

「きゃあっ！」

　その視線の先で、逃げようとしていた少女が転倒した。まだ成人するまでには一年か二年かかりそうだが、オークの穢れた欲望を満たすには十分な年齢だ。

「ブフッフゥ」

　我先に少女に近づく三匹のオーク。

「ベスっ！　今行くぞ！」

　そこに駆け付けるのは鍬を持った少女と同じ年頃の、狼の耳と尻尾を生やした獣人の少年だ。

「モーリスっ！　もう無理だっ、助けられないっ、逃げるんだ！」

「嫌だっ！　ベスをオークなんかに渡して堪るか！」

　父親らしい同じ狼の獣人の男の制止を振り切って幼馴染の、恐らくは好きな少女の下に駆け付ける。

「モーリスっ、来ちゃダメーっ！」

　ベスもモーリスを止める。彼ではオークに勝てない事が解っているからだ。勿論モーリスだってそれは解っている。

　自分のような子供が鍬で退治できるなら、冒険者も苦労しない。きっと数秒ベスが汚されるまでの時間を稼いだだけで、自分はオークが持つ棍棒で殴り殺されるだろうと。

　だが、それでもモーリスは自分の行動を止める事は出来なかった。

「お前等っ、俺が相手だ！」

　そう啖呵を切って鍬を振り上げる少年を、オーク達は「ブキャキャ♪」と歓迎した。雌の近くに、まだ肉の柔らかそうな若い雄が来たのだから。

「ブホホっ！」

　早速殺して肉にしようと、オークが棍棒を振り上げる。

「うぉぉぉぉっ！」

　一方、モーリスが振り上げた鍬はオークの分厚い脂肪とその下の筋肉に、突き刺さる事なく弾かれてしまった。

　モーリスの顔に、絶望が過る。

　ぱっと、血が飛び散る。

　ベスはそれがモーリスの物だと思って、目を閉じた。モーリスも、自分は死んだのだと思った。

「まず一匹。続けて、【重拳】」

　しかし、村人達は見た。空から猛スピードで降下してきた白い子供が、一撃でオークの頭を爆砕したのだ。

「ぶぎぃぃぃ!?」

　二匹目のオークの頭に、動きが大きくて避けられやすいと言う弱点はあるが、その分高い威力の【格闘術】の武技で攻撃して殴り殺す。

「ブゴッ!?」

　三匹目は我に返って棍棒を振り上げるが、ブラガ達に混じって修業していたヴァンダルーの目から見れば遅すぎる動きだ。

　ザクリと、鉤爪で致死量を超える神経毒を注入する。

　オークは大きく数度痙攣すると、膝を折りそのまま倒れ伏した。

「あ……あれ？」

　そしてヴァンダルーはぽかんとしているモーリス少年に振り返って、口を開いた。

「無謀なのはどうかと思いますが、人間ですから感情が先走ってついという事もあると理解できます。俺にも覚えがありますし。何が言いたいのかと言うと、助けられて良かったです」

「あ、ああ、ありがとう」

　すらすらと喋る、半身が血に染まり片腕が変な角度に曲がったまま宙を浮いている少年に、反射的に礼を言うモーリス。

「なので、俺を怖がらないでください」

　相変わらず、対人運に自信がないヴァンダルーだった。

　襲われるところだったのを助けても、「ひぃ、別の化け物だ！」と言われるのではないかと、不安に駆られている。

「あの、腕が……」

　落下の加速とオークを撲殺した衝撃に耐えられずに折れた腕を指摘されたヴァンダルーは、もう片方の手で無造作に腕を真っ直ぐにして、服の下の部分だけ【霊体化】。骨や血管を正しく配置してすぐ治るようにする。

「治りました」

「な、治ったの？」

　ベスも目を開いて驚いているが、次にヴァンダルーに言われた言葉でモーリス共々完全に我に返った。

「それより、オークの解体をしませんか？　三匹も居れば、村人全員がお腹一杯食べられますよ」

　近くにモーリス達が居た事もあるが、肉を回収可能な殺し方をするために魔術を自粛したのだから。食べないのは勿体ない。




　オークの霊から何故村を襲ったのか聞くと、ボスに「この村で好きに暴れろ」と言われたという答えが返ってきた。

『ではそのボスは？』

『オレ達を放して、何処かへ行った』

『ボスはオーク？』

『違う、人間』

『顔と名前は分かる？』

『ボスと名乗ってた。顔は、鼻が人と同じかたち』

『耳は尖ってなかった。色はお前より黒かった』

『角とか翼とかは生えてなかった』

　霊になっても賢くなる訳ではないので、分かったのはこの程度だった。

　推測すると、多分人種のテイマーが何故かこの開拓村にオークを三匹も嗾けたらしい。やはりレムルースを作って周辺に怪しい人影がないか探すが、やはり見つからない。

　土地勘って、何処かに売ってないだろうか？

　そう嘆きながら、ヴァンダルーは鉤爪を使ってオークの解体を行った。

　ヴァンダルーはソロで活動する冒険者なら大体持っている【解体】スキルを持っていない。しかし、彼はその代わり、【料理】と【手術】スキルを持っていて、それで【解体】と大体同じ事が可能だった。

　それで村人達の誰よりも素早くオークの解体を済ませ、ついでだからと腐りやすい内臓で料理を始めた。

　しかし最近水が不足気味なので、料理に大量の水を使う事が出来ないと村人達は言う。それでは内臓の処理が出来ない。だが、死属性魔術や【ゴーレム錬成】等のスキルを使う所を村人達に見せたくない。

　なのでヴァンダルーは村人達の目を盗んで誰も居ない家の裏手に行くと、素早く【ゴーレム錬成】で井戸を掘った。

【幽体離脱】して地面の中を探り、手掘りするには難しい深さに地下空洞と地下水脈を発見。地上から地下水脈までの間の土を材料にアースゴーレムやロックゴーレムを作り、地下空洞にゴーレムを移動させれば地下水が出る。

　そして穴の側面をロックゴーレムで固めれば、井戸の完成だ。勿論、地下水が飲料に適する事も確認済みだ。

「あれれー、こんな所に井戸があるよー」

　そして某名探偵の真似をして村人を誘導。

「そんな馬鹿な、こんな所に井戸なんて……井戸だっ！　井戸があるぞ!?」

「何だって!?　こ、これは一体……!?」

「水はっ!?　水はどうなんだ!?」

　殺到する村人達。既に汲んでおいた水を持って調理に戻るヴァンダルー。

　そして丁寧に内臓を処理する。

「幾ら【殺菌】や【消毒】があっても、物理的に内臓の中身がなくなる訳じゃないですからね」

　人体に無害でも、オークの内臓の内容物を口にしたい人はいないだろう。ヴァンダルーもそうだ。

「ありがとうございます、御使い様！　息子達を助けてくださったばかりか、こんな豊かな井戸まで与えてくださり、何とお礼を言えば良いのか……っ！」

「お蔭で村はこの先何年、何十年も栄えつづけます！　ありがとう、ありがとう！」

　因みに、当然井戸がヴァンダルーの仕業だと村人達は気がついた。

　尤も、ヴァンダルーも完全に誤魔化せるとは思っていなかった。要は、未知の魔術とスキルを使っている事を知られなければいいのだ。井戸を掘るだけなら、土属性魔術や水属性魔術で十分できるだろう。

「あのー、ちょっと料理の途中……ええっと、感謝はヴィダの祠を作ってくれれば十分なので」

「分りました！　村が栄えた暁には、神殿を建立いたします！」

「いえ、祠で十分ですよ」

　ただヴァンダルーが想像していたよりも村の水不足は深刻だったらしい。数年の内に改善出来なければ、村の放棄も考えなければならなかったそうだ。
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『それでヴァンダルー様、今は何処に向かっているの？』

「最後の第二開拓村です」

　通信用マジックアイテムのゴブリンの干し首で、ヴァンダルーは【飛行】しながらエレオノーラ達と話をしていた。

『失礼ですが、何故ヴァンダルー様は開拓村を助けて回っているの？　今回の目的は冒険者ギルドで登録する事よね？』

　どうやらエレオノーラはヴァンダルーが何故開拓村を助けて回っているのか、分からないらしい。

『そう言うなよ。人助けは良い事じゃねぇか』

『偉いぞ、キング。ところで俺の出会い──』

『あまり目立つとヒヒリュシュカカを奉じる吸血鬼に気がつかれるわ。あまり余計な事はするべきじゃないと思うのよ』

　ズランは元々交易があったハートナー公爵領の人々に好意的だ。正確には開拓民はサウロン公爵領からの難民なのだが、区別する気はないらしい。

　しかし、エレオノーラはそんな事よりも早く冒険者ギルドに登録するべきだと訴えた。

　タロスヘイムの民でもなく、何の得にもならない人助けをするために危険を冒すべきではないと言う極めて常識的な主張だ。

　実際、普通の通りすがりなら「大変だな」と思いつつ、素通りするだろう。勿論、治癒魔術が使える魔術師なら第七開拓村でイワンを助ける事はしたかもしれない。

　しかし、その後第五開拓村まで行っただろうか？　更にその後他の開拓村を回ろうと思うだろうか？　義務もない、冒険者ですらないただの通りすがりが。

　実際、ヴァンダルーは開拓村の人々を助けても実利を得ていない。得られたのは貧しい人達からの感謝と尊敬、粗末な宿屋や食事、ヴィダの祠を建立すると言う口約束。それらは、彼が目標を達成するにあたって何の役にも立たない。

　冒険者登録は開拓民とは関係なく出来るし、登録前に開拓民を助けなかったからと言って登録を断られる事はない。

　貴族になるのに一般庶民の中でも下の方の民からの人望は特に考慮されないので、なくても問題ない。

　ダルシアを復活させるのにも、ハインツ達仇を殺すのにも、何の力にもならないだろう。

　だから得どころか、敵である邪神派の吸血鬼達に気がつかれる危険性が増すだけだと、エレオノーラには思えるのだ。

「それはそうですけど、助けられるなら助けておいた方が良いじゃないですか」

　しかしヴァンダルーに言わせるとこうなる。

「情けは他人の為ならずと言います。こうして良い事をしていれば、巡り巡ってきっと良い事が返ってきます」

『そ、そうなの？』

　ヴァンダルーの理論は、エレオノーラの価値観と半生を顧みると、愚かなお人好しの理論と言えるものだ。

「そうです」

　しかし、ヴァンダルーはきっぱり言い切る。

　何故なら彼は人の醜さ、愚かさ、悪意、邪悪、を信じているからだ。それを持つから人間足りえるのだとすら考え、自身にもある事を否定しない。

　しかし醜さは美しさが、愚かさは賢さが、悪意は善意が、邪悪は善良さが存在して初めて成立する概念だ。この世の全てが醜く愚かで悪意に満ち、邪悪ならば態々それらを表す言葉は産まれない。全ての負を「普通」、「凡庸」、「通常」、「平均」と表現すればいい。

　だから、人には美しさ、賢さ、善意、善良さが存在するのは疑いようもない真実である。

　よって、ヴァンダルーは人間の美しさ、賢さ、善意、善良を信じていると言い換える事が出来る。

「力を持つ者の義務とか言うつもりはありません。そう言う考え方、俺は嫌いですし。俺はただ自分が幸福になりたいので、皆を少し幸福にしているだけです」

『でも、吸血鬼は……？』

　そこまで話を聞いたエレオノーラは、ヴァンダルーは幼い子供が教えられる「皆を笑顔にすると、自分も笑顔になれる」等の考え方を、敵や仇以外には実践しているのだと解釈した。

　それなら、何とか納得できる。お人好しだなとは思うが、彼女自身元はヴァンダルーを殺すために送り込まれた刺客だ。そのお人好しな考え方のお蔭で今の彼女がある。

　しかし、それでも吸血鬼に気がつかれる危険性は考えて貰いたいのでそう訴えると、ヴァンダルーは気楽に答えた。

「まだ大丈夫でしょう。ヒヒリュシュカカを奉じるグーバモン達がこの大陸で最も有力な吸血鬼勢力でも、出来たばかりの開拓村に情報員を常在させる程、組織力はないでしょうし。村に行商人が来るのはまだ先で、俺の事が町まで知られるのはもっと先です」

『それなら、良いのだけど……』

『じゃあ、俺達もその開拓村の近くに行くか？』

「んー、村の人達に見つからないようにしてくださいね」

『キング、俺のこ──』

『それと、俺達の子孫やレビア様の事も出来たら聞いておいてくれよ』

「はーい。でも村の人達は知らないと思いますよ」




　最後に着いた第二開拓村では行商人による毒殺未遂事件も、忍び寄る山賊も、オークを嗾けるテイマーも、何もなかった。

　ただ、突発的な危機の代わりに慢性的な危機がずっと前から続いていたらしい。

「最初の年は良かったのですが、何故か米の収穫高が年々下がる一方で。土地の改良などもしているのですが……このままでは三年後に税を払うどころか、今年の冬には餓死者が出かねません。アルダの御使い様、どうか村をお救い下さい」

　ドワーフの村長以下、村の衆に頭を下げられるヴァンダルー。村を上げて豊作を願う祈祷をしていた時に空から降りてきたからって、いきなり御使い認定はどうなのだろうか？

「まあ、やってみますけど……あと、俺はヴィダの信者のダンピールです。アルダの御使いではありません」

　これまでの開拓村同様、この第二開拓村何故かアルダの祠しかない。あの第七開拓村で会ったアルダの神官が、余程熱心に布教したのだろうか？

　それは兎も角、ただ不作なだけではヴァンダルーに出来る事は限られている。とりあえず、田んぼの土を見てみようと、行ってみる。因みに田んぼは水を張っていない乾田である。

【農業】スキルによる知識や勘でざっと見ると、確かに稲が弱っているように思えた。

　水は十分あるし、病気にかかっているようにも見えない。そこで土を舐めて味で成分を調べてみようとすると、【危険感知：死】に微弱な反応があった。

「もしかして、毒かな？　【消毒】」

　すっと、土から反応が消えた。どうやら、人体に有害な成分が土に混じっているようだ。稲に【無毒化】をかけると効いたので、不作の原因はそれだろう。

「でもなんで土に毒が？」

　おかしい。この村の土の質と、他の開拓村の土は同じように見える。農業用水に毒が混じっているなら、用水路にも【危険感知：死】が反応するはずだ。

　特殊な肥料でも使っているのだろうか？　そう思って聞いてみると村長を含めて誰もが首を横に振った。

「肥料は草木灰や、人糞から作った堆肥を使っております。ですが、他の開拓村も同じ事をしているはずですじゃ」

「親父、一度騎士団の方々が訓練のついでに害虫除けの薬を持って来てくれた事があったじゃろう」

「そう言えばそうじゃのう。あれは、公爵閣下の長男のルーカス公子が団長の騎士団じゃったな。しかし、他の開拓村にも同じ薬を届けたそうじゃが……」

　髪と髭の色が白か黒かでしか見分けがつかないドワーフ村長とその息子の会話を聞いても、はっきりとした事は分からなかった。

　いや、どう考えてもその害虫避けの薬が怪しいのだが、騎士団がこの開拓村の田んぼにだけ毒を盛る理由が分からない。

　変なお家騒動でもしていなければ、だが。

（開拓事業は確か次男のベルトン主導で、騎士団の団長は長男のルーカス。行商人や山賊、テイマーにこの村の田んぼ……嫌な予感しかしない）

　お家騒動が起きているとして、何故こんな領の端の貧しい開拓村で陰謀劇をやっているのやら。血みどろの骨肉の争いは、城か屋敷の中で自分達だけでやってくれれば良いのに。

「とりあえず、田んぼの土と稲の毒は消しておきました」

　もしかしたら証拠を消してしまったかもしれないが、もしそうなら犯人のバックには権力者が居るので保全しても無駄だろう。

　村人達は歓声を上げるが、しかしヴァンダルーとしては微妙な成果だった。毒が消えても冷害や害虫、病気などで凶作になったら冬に餓死者が出る現状は変わらないからだ。

　この村の食糧事情を改善する方法は何かないか。田んぼに魔力をばら撒くとあぜ道に植えてある豆がモンスタープラント化しかねないので、それ以外で。

　そう考えると、ふと思い出した事があった。ゴブリンキングが居た影響か、開拓村の周辺では今もゴブリンが普通より多い。そして、ゴブブ草は探せばすぐ手に入る。

「では皆さんに、非常食として不味くないゴブリンの食べ方をお教えします」

　グールの非常食、ゴブゴブを作ろう。
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　海かい藤とうカナタは、ハーフの日系アメリカ人だった。本名は、カナタ・カイトウ。

　ただ両親が共にアジア系だったため外見はほぼ日本人なので、そう言っても誰も信じてくれないという事が殆どだった。

　そのお蔭で苛められる様な事はなく、逆に他の生徒から注目されモテる事もなかった。

　成績も平均的で、運動神経はやや良い程度。英語は日本の授業英語と本場の英語の違いから、逆に成績が悪かった。

　そして、修学旅行中に爆破テロによって命を落とした。




『カナタ、もうすぐ降下ポイントだ』

　昔を思い出していたカナタは、パイロットからの声に我に返った。

「はいよ」

　そう答えながら、パラシュートと装備の点検をもう一度行う。以前、調子に乗ってミスを犯し降下訓練で死にかけてから、パラシュートの点検は特に念を入れる様にしている。

　魔術やチート能力……このオリジン風に言うなら、【ギフト】があるから何があっても死なないと言う訳ではないのは、転生してからの約二十八年の人生で理解している。

「じゃあ、とっとと糞テロリストを消毒してやるか」

『おいカナタ、ミッションは誘拐された大統領令嬢の奪還だ。それを忘れるなよ』

「分ってるって。ところで、その娘さんの連絡先聞いたら大統領閣下は怒ると思うか？」

『ノーコメントだ。後、ハンナ嬢はまだ十五だ。お前の歳の半分だよ、オッサン』

「俺はまだ二十代だ！　オッサンじゃねぇ！」

　前世も含めると、四十代だが。

『そうかい、じゃあとっとと行って来いよ、グングニル』

「そのコードネーム、嫌いなんだよ」

　大袈裟で恥ずかしいコードネームにため息をつき、カナタは光属性魔術を応用した光学迷彩ヘリから飛び降りた。




　オリジンに転生し、地球の記憶と与えられた力に目覚めた時、海藤カナタは「カナタ・スミス」だった。苗字は兎も角名前が同じなのは、神様の要らない気遣いかと思ったが、新しい環境に彼は順応していく。

　科学と魔術が融合している事以外オリジンは地球と酷似していて、大陸の数と形もほぼ同じで、国際情勢も似通っていた。それも彼の順応を助けた。

　カナタは与えられたチート能力を隠し出来るだけ使わないようする一方、与えられた魔術の適性は隠さず天才児として前世とは違う楽しく明るい少年時代を過ごした。

　両親は地球の時より裕福で天才の息子に甘く、何でも買ってくれた。学校では常に注目の的で、十代になる頃にはガールフレンドが居なかった時期は存在しない。

　まさに順風満帆。夢のような二度目の人生だった。大学からは勉学で苦労しそうだったが、その分は魔術の才を伸ばせば十分有名人のままで居られる。

　そう思っていた。

　しかし十代も後半に差し掛かった頃に奴等と、自分と同じ転生者と再会してしまった。

（ここで俺がアサルトライフルやコンバットナイフを持って、テロリストの住処に向かってスカイダイビングしているのも、全部あいつのせいだ）

　雨宮寛人。世界のヒーローにして、カナタ達百の転生者のリーダー。

　カナタが一つしか持っていないチート能力を複数持ち、圧倒的な力を持つ男。

　彼は自分と同じ転生者を以前から探し集めていて、その力を世界平和のために使うべきだと理想を掲げるアメコミ野郎。

（力ある者の責任とか、映画以外で初めて聞いたぜ）

　そう言えば、あの映画の続編はどうなったのだろうか？　オリジンでは何故か緑色の巨人の方が人気で、あのヒーローはまだ映画化されていない。やはり、パワーだけで魔術師の悪役を蹴散らすのが受けているのだろうか？

　以前の魔術偏重主義の反動とか、評論家は唱えていたが。

　そんな事を考えながら、パラシュートを開き、同時に唱えておいた魔術を発動。

　熱と大気を操り、周囲の光を屈折させて地上のテロリストから透明に見えるようにする。いわゆる蜃気楼だ。

「さて、これで誤魔化され──てくれないのかよ!?」

　パラシュートに穴が連続で空く。地上から撃たれている事に気がついたカナタはパラシュートを切り離し、テロリストが立て籠もる郊外の廃墟周辺に落ちていった。




　雨宮寛人達他の転生者と合流してからは、カナタに言わせると最悪だった。

　寛人は自分達のチート能力を神から与えられた『ギフト』だと唱えて、国際的に活動する救助隊を組織した。所謂ヒーローチームだ。

　そして自然災害や不意に現れる怪人怪獣アンデッドと戦い、チャリティーパーティーに出て子供にサインを書いたり、テレビに出てインタビューを受けたりした。

　その手腕は流石だとカナタも認めている。地球ではニートで、親に追い出されて親類の工場に住み込みで働くためあのフェリーに乗り合わせたと言う前世が信じられない程の行動力だ。

　だが、俺を撒き込むのは勘弁して欲しいとカナタは思う。

　彼は別に冒険やアクション映画の世界に憧れていた訳でもなければ、顔も名前も知らない人達のために汗と埃にまみれて重労働をしたい訳でもない。ただ、楽して周りの人間にチヤホヤされて楽しく暮らせればそれで良かったのだ。

　理解しがたいのは、彼の前世での学友達の多くが雨宮寛人を支持していた事だ。誰も彼もスーパーヒーローになれて大喜び。喜んで西へ行っては災害救助、東に行っては犯罪捜査への協力、そしてメディアに大人気と人生を謳歌していた。

　勿論そうして喜んでいる奴等ばかりではなかった。中にはメディアへの露出を煩わしく感じている者も少なくない。だが、彼らも寛人を支持していた。魔術ではない特殊な力を持つ自分達がこの世界の国家に望まない形で利用され、搾取されないためには一つの組織に所属していた方が良いと彼らは語った。

　そして組織を作った以上組織以外の人、特に一般の人々から広く認知され信頼を得る事が何より大事だと。

　大多数の転生者が雨宮を支持している状況で意義を唱えるのは勇気が必要だったし、それに各国の政府にカナタが特殊な能力を持っている事は彼等に再会する前から、既に知られていたようだった。

　顔も名前も、オリジンでは地球の指紋や網膜パターンに相当する魔力紋も既に知られてしまっている。雨宮達に再会しなければ、代わりにカナタの前に現れたのは政府の人間だっただろう。

　雨宮に言わせれば、一つの組織に集まるのもメディアに出る事も敢えて情報をオープンにする事で転生者達を諜報機関や犯罪組織に利用されないよう守るためだったらしいが、カナタにとっては大きなお世話だった。

　転生者が百人も集まれば、優れた魔術の適性や高い才能、他の魔術師と比べて高い魔力も埋没してしまう。天才から、一気に「ただの人」になってしまう。

　更にカナタが与えられた魔術の適性は高い火属性と、平均的な風属性のみ。チート能力は、かなり『現場向き』だった。

　お蔭でグングニルなんて大層なコードネームを貰ったが──

「こうやって、命がけの秘密ミッションを安いギャラでする羽目になったんだよなぁ！」

　地面にたたきつけられる寸前に予備のパラシュートを開き、普通なら開ききらないそれを風属性魔術で広げ、衝撃を緩和する。

　そして地面に転がって、何とか着地を成功させる。

　そして頭の中に入っている地図を思い出しながら、「光と熱、魔力」と呟く。すると、カナタの姿は消えてしまった。

（透明になっただけなんだけどな）

　暗闇に包まれた視界で、記憶だけを頼りにカナタは進んだ。

（テロ屋め、何処で最新の魔力センサーを手に入れやがった？）

　パラシュート降下に気がつかれたのは、唱えた魔術がセンサーに引っ掛かったせいだとカナタは感づいた。だから今肉眼と熱センサー、そして魔力センサーにとって透明と化し、密やかに接近している。

　これがカナタのチート能力だ。

　因みに、パラシュート降下中に同じ事を何故やらなかったのかと言うと、チート能力も使用には魔力をコストに消費するから消耗を抑えたかったため。そしてこの状態になると自分の視覚も封じてしまうため、着地の時に障害物があっても気がつかずに激突してしまうからだ。

　そしてテロリストがある国の大統領令嬢を監禁している建物に辿りつく。

「【生体熱源感知】」

　能力を解除して視界を取り戻したカナタは、生物が持つ熱だけを探査する魔術で建物全体を調べる。ついでに、周囲の荒野に生息する小動物の反応まで引っかかるが、すべて無視する。

　人間大の熱源が七つ。四つは慌ただしく動いている。奴らが降下中のカナタに気がついて銃を撃った連中だろう。

　残りの三つはお互い近い位置にいる。ただし、三つの内二つは位置が低く座っているようだ。残り一つは位置が高く、立っている。

「テロリストの見張り二人が、俺よりデカくて重い大統領令嬢の前で椅子に座っている状況なんて、あり得ないよな」

　画像を見たが、ハンナ嬢は小柄な十五歳の少女だ。育ち盛りだからと言って、それはないだろう。

「とりあえず、先に四人始末するか」

　座っている内どちらがハンナ嬢か分からないので、動く四人だけを先に始末する事にする。

「建造物」

　そう呟き、熱源反応に向かってアサルトライフルの引き金を搾る。すると、銃声を立てて発射された銃弾は眼の前の建物の壁に音も痕跡も残さず、すり抜けて行った。

　そしてカナタの探査魔術に気がついたテロリスト達が既に動き出していたが、突然倒れると動かなくなった。

　彼らは、建物の壁や床から前触れもなく現れた銃弾に撃たれたのだ。

　その銃撃はまさに【グングニル】、カナタの前にはどんな障害物も意味はなく、標的の急所を易々と貫く。

「大袈裟なんだよなぁ。後、能力を連想させるコードネームってどうよ？　建造物、金属」

　するりと壁や床を透過して、建物の中をカナタは突き進む。そして強化樹脂製の柄のナイフを握りしめて、三人の反応があった部屋に壁から突入する。

「グングニル!?」

　テロリストの大男が叫ぶが、それにナイフをご馳走してやる。

　そして素早く残りの二人を確かめる。

　一人は銃でカナタの背中を好き勝手に撃っている女テロリスト。魔術が存在するこのオリジンでも、咄嗟に反撃するならやはり銃かナイフだ。魔術ではどうしても呪文を唱えるために時間がかかる。

　尤も、その金属製の銃弾もカナタの身体を透過して大男の身体に撃ちこまれている訳だが。

「上玉なのに残念」

　そう言いながら、銃弾が効かない事に顔を青ざめさせている白人の女テロリストにもナイフの返礼をする。

（大統領の令嬢がいなければ、無敵モードのまま武装解除して一発……いや二発はナニを致したい美人さんだったのに、勿体ねぇな）

　殺し合いをさせられる数少ない役得だと言うのに。

「あ、貴方は？」

「ご無事ですか？　ブレイバーズのグングニルです。救助に参りました」

　そんな内心を完全に隠したまま、紳士的な態度で身分を明らかにする。ブレイバーズと言うのは、ある事件を機に命名された転生者達が属するチーム名だ。正式名称は、ハンドレットブレイバーズ。

　百の勇者達とは、何とも恥ずかしい名前じゃないか。

（思えば、あれから俺達が救助や支援以外に、こうやって殺しをする仕事も引き受けるきっかけだったっけ）

　あれは欧州の軍事国家の秘密研究所で、実験体の内一匹がアンデッド化して暴れているのを退治に行った時だった。

　それまでもオリジンで度々発生するアンデッドや、魔力で動物や人間が変異したモンスターや怪人を退治に行った事が何度もあるが、あれは色々な意味で記憶に残る事件だった。

　まず、願いを実現するために必要な手段等を予言する【オラクル】の円藤硬弥が倒す手段を予言したのだが、それがとても奇妙だった。

　アンデッドが研究所から出て来たところを、無防備に待ち構える事。絶対に敵意を悟られてはいけない。するとアンデッドが警戒を解くから、その時一斉に攻撃して一気に倒せ。

　危険な敵相手に無防備な姿を晒せとは正気かと思ったが、実際にやると本当にアンデッドは警戒を解いて自分から一方的に倒された。

　本当に何を考えていたのか分からないとカナタは首を捻ったが、事態はそれから急速に動き出した。

　あのアンデッドが、正確にはアンデッド化した人間の魔力が研究所のあった軍事国家が最近輸出していた最新の医薬品や国で行われていた最新治療の秘密だったのだ。

　今まで未発見だった死属性の魔力。それを世界で唯一保有する存在を、カナタ達ブレイバーズは肉片一つ残さず地上から抹消してしまったのだ。

　当然輸出はストップ。新しい医薬品やマジックアイテムを作る事は出来なくなり、世界中でその争奪戦が行われた。そして裏では、研究所に残っていたデータや数少ない生存者から吐かせた情報を元に各国が第二の死属性魔術師の捜索……製造に躍起になった。

　カナタ達も「ギフト」で死属性魔術を再現できないかと、散々聞かれた。【オラクル】で答えられるはずの硬弥は、「あれは……彼はこの世に存在してはいけない存在だった。彼を救うには、ああするしかなかった」と言ったきり、黙秘を決め込んでいる。

　実験動物モルモット一匹に感情移入しやがって。これだからアマちゃんはと呆れたカナタだったが、死属性魔術に関する調査や違法な研究所を摘発していると、自然とあのアンデッドがどれ程規格外の存在だったかを知るようになった。あのアンデッドが自分から殺されなければ、殺されていたのは自分達の方だったかもしれない。少なくとも、あの場に居た転生者の半分以上は死んでいただろう。

　毎週教会のミサに行く彼の気持ちに少しは共感できそうだった。

　死属性魔術を極めれば不老不死が可能になるらしいのだが、それを手に入れたい権力者と、それを認めたくない宗教家。さらにはあのアンデッドが助けた他のモルモットが保護だか収容だかした施設から抜け出し、『第八の導き』なんてテロ組織を結成して暴れまわり、あっちこっちが滅茶苦茶になっている。

　お蔭で大統領令嬢はテロリストに攫われ、カナタはそれを救助する事になった。

（あれ？　俺ってなんでこんな事思い出してんだ？　って、言うか……）

「げはっ!?」

　はっと我に返ると当時に、カナタは口から血を吐いていた。

「お、お前……俺の弱点を、何で……大統領令嬢じゃないな……っ」

　カナタの鳩尾には、抱きついて来たハンナの抜き手が深々と突き刺さっていた。とても大統領令嬢が出来る事ではない。

「私だよ、カナタ」

　そう静かに答えるハンナ嬢の姿が、音もなく変わった。白人の少女が、二十代後半のアジア系の女に変わる。

「お前、【メタモル】……何で……？」

　同じ転生者で、ブレイバーの一員の筈の女、あらゆる存在になれる変身チート能力を得た獅方院真理だった。

　真理は仮面のような無表情で、しかし瞳に煮えたぎるような憎悪を宿らせて答えた。

「あんたを殺すためにテロリストを利用したのよ。本物の大統領令嬢は、今頃別の場所で保護されている頃ね」

「俺を殺す為っ!?　なんでだっ、俺はお前に恨まれる覚えなんて……！」

「母さんの仇よ」

「っ！　ま、待てっ！　誤解するなっ」

　よろよろと、驚くほど反応が悪い身体で後ろに下がり、真理から距離を取るカナタ。傷口を焼き、出血を止めながら何とか生き残る道を模索しようとする。

「俺が、あの女を殺した訳じゃないっ、確かに、助けられなかったし、結果的に心臓を止めたのは俺だっ。でも、もう首から上がなかったんだぞ!?　それに、俺のお蔭でお前の母親は今も何処かで生きて──」

「首から上がなかったのに何故母さんの角膜がマフィアのボスに移植されているのか、教えてくれない？　クズ野郎」

　カナタの言葉を遮り、真理が尻を付いたまま後ろに下がろうとしている彼の頭上に、すっと手を上げる。

　最悪だ。真理の【メタモル】はカナタの【グングニル】にとって、相性が悪すぎる。五体満足ならそれでも何とか逃げられるが、致命傷を負った今では不可能だ。

「ま、待てよ！　こんな事許されると思ってんのか!?　隠し通せるはずがないっ、あの正義感気取りの寛人が許す筈……止めてくれっ、俺はまだ死にたくないっ！　その母さんってのはこの世界でお前を産んだだけの女で、本当の親じゃないだろ!?　それに俺達は仲間じゃないのかよ!?」

「違うわ。母さんを切り刻んで臓器を売りさばいたあんたなんて、仲間じゃない」

　そう真理の声が聞こえた気がしたが、それに応える前にカナタの意識は途切れた。




　ハンドレッドブレイバーズのメンバー、カナタ・スミス。地球での名を海藤カナタ。

　彼は致命傷を負った状態で発見され、医療施設に収容。懸命な治療の甲斐なく、三日後に死亡が確認される。

　彼はある大統領令嬢をテロリストから救出するためのミッションに参加しており、その際「ギフト」の弱点を突かれたものと思われる。

　カナタ・スミスは、百の勇者の中で初めてでた犠牲者として人々に記憶され、雨宮寛人達残りの九十九人中九十八人に大きな衝撃を与えた。
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　オリジンの様子を見ていたロドコルテは、小さく呟いた。

『まずは一人』

　海藤カナタが死んだ。彼の死を皮切りに、雨宮寛人が押さえ纏めていた転生者達は動揺し、これから彼の元を去る者も出て来るだろう。

　そしてこれから転生者達も最低でも十数人は、多ければ半分程は命を落とす事だろう。

　ロドコルテは彼らが簡単に死なないように配慮したが、逆に彼らを無敵にも不死にもしなかった。カナタのように同じ転生者に殺される場合もある。

　少なくとも、オリジンの状況で天寿を全うできなかったのが天宮博人と海藤カナタの二人だけという事にはならないだろう。

『ん……？　ここは……畜生っ！　真理め、あいつ俺を本当に殺しやがったな!?』

　ロドコルテの前にやって来たカナタが、気がついて叫び声を上げる。そう言えば彼もここに来た時は叫び声を上げていたなと、ロドコルテは思い出した。

『なぁっ、神様！　頼むよっ、もう一度俺にチャンスをくれ！　まだ三十にもなってなかったのに……幾らなんでも短すぎるだろ!?』

　しかし、海藤カナタの方が理性的だったようだ。彼はもう一度自分に命をくれと、ロドコルテに懇願を始めた。

　二度の人生を合わせて四十年以上というのは、そう短くはないとロドコルテは思うのだが。生まれた直後に死ぬ者や、そもそも生まれる前に死ぬ者もいるのだから。

　それ以前に、カナタがオリジンで殺した人間の中には三十代未満の者も少なくなかったはずだが。死の直前に殺したテロリストも含めて。

『頼むっ！　何でもするから！』

『それには及ばない。君には、既に三度目の人生を生きて貰う事が決まっている』

　そう告げるとともに、ロドコルテはヴァンダルーにしたように一瞬でラムダとそこに転生させるに至った事情を伝える。

　するとカナタは驚いて一瞬硬直したが、すぐにげんなりとした様子でこう言った。

『神様、確かにもう一度チャンスをくれとは言ったけど、別のもっとマシな世界にしてくれないか？』

『ラムダは気に入らないか？　君達が好きな剣と魔術の世界だ。ドラゴンや巨人が存在し、財宝が手に入るダンジョンもある。姫もいれば、エルフやドワーフの美女もいる。未知の島や大陸もある。魔王は封印されているが、冒険心がくすぐられる世界だと思わないかね？』
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　こういえば『日本人』なら喜んで話に飛びついてくるだろうと、ロドコルテは思い込んでいた。しかし、海藤カナタは喜ぶどころかその逆の感情を顔に浮かべたまま首を横に振った。

『おいおい、都合のいい事ばかり言ってくれたけど、それってつまり「オリジン」には存在しなかった危険なモンスターがウジャウジャいる世界ってことだろ？　それに俺は冒険なんて現実でやる程酔狂じゃないぜ』

　確かにドラゴンや巨人を見るだけなら、カナタも興味を覚えただろう。財宝が欲しいかと問われれば、考えるまでもない。しかし、実際に戦ってみたいかと言われば答えは否だ。財宝も、手に入れるために命を危険にさらさなければならないのなら欲しくない。

　そうした事は、ゲームだからこそ……現実ではないからこそ楽しめるのだというのがカナタの価値観だった。

　そもそも、『オリジン』でテロリストや犯罪者と命がけの戦いを強いられてうんざりしていたのに、何故命の危険が伴う大冒険に胸が躍るのか。

『それに、神様公認で劣等扱いの世界を気に入るはずないだろ。非日常はもうオリジンで十分だよ。それに世界を発展とか、そんな苦労しそうな事したくないし。そう言うのは、雨宮に頼んでくれ』

『ふむ……来世には君の経験と技術をそのまま持っていくことができる。君なら、それなりに研鑽を積めばさらに強くなり、ドラゴンも倒せるようになるはずだ。ダンジョンも、並みの難易度なら簡単に攻略できるようになるだろう』

『それでも嫌だね。厳しい訓練は、「オリジン」で間に合ってる』

　カナタが本来望んでいたのは、楽に周りから称賛されながら恵まれた暮らしをする事だった。それなりの努力や勉強は仕方ないが、血が滲むような訓練や修行の類はできるだけしたくないのだ。

『……王侯貴族のような暮らしもハーレムも手に入るはずだが、それでも？』

『王侯貴族のような暮らしったって、電気もネットも無いんだろ？　中世ヨーロッパ風ファンタジー世界で、どんな楽しみがあるんだ？』

『……マジックアイテムが存在するため、一部では「地球」や「オリジン」と同じレベルの生活ができるはずだ』

『一部だろ？　どうせ冷暖房完備とか、毎日熱いシャワーを浴びる事ができるとか、その程度じゃないのか？　それにハーレムにも興味ないね。女遊びは一人につき何回かだけで十分だ。エルフや獣耳の美女ってのも、ゲームの中だけで間に合ってる』

　ロドコルテの想像以上に、海藤カナタはラムダへの転生に乗り気ではなかった。尤も、彼に選択権はなく、何をしても彼の転生が覆る事はないのだが。

『ん？　待てよ、真理もこのラムダに転生するのか？』

　っと、突然声に張りが戻ったが、嫌な予感がする。

『……その通りだが』

『だったら今度は俺があの女を殺してやる！　もう油断はしねぇっ、必ず俺の仇を取ってやる！』

　やはりこうなるかと、ロドコルテは呆れた。前世の記憶と人格を持ったままだと、どうしても前世の恨み辛みも付いてきてしまうようだ。

　かと言って、記憶か人格どちらか片方だけでは転生後に精神的に不安定になるし、両方消してしまっては転生させる意味がない。恨みに関する記憶だけを消すなんて器用な事は、ロドコルテには難しい。

　彼は魂の専門家であって、精神の専門家ではない。精神は魂と密接な関係にあるが、似て非なる物なのだ。

　元々、地球で死んだ時に一連の転生をプログラムしたので、今から時間をかけて記憶を換算して消去するような事は出来ないのだが。

　しかし今回は丁度良いかもしれない。ヴァンダルーの時と違って対象が一人だけで、早急に対処しなければならない事案もある。それに、これくらい殺意に溢れている方が依頼もし易いだろう。

『その前に、君には頼みたい事がある』

『何だよ、神様。このブレイバーズで最初の死者カナタ様が、面倒な事以外は何だってしてやるぜ』

『いや、君は転生者の中で最初の死者ではない。天宮博人が最初の死者だ』

『雨宮寛人？　あいつ死んだのか!?』

『いや、彼ではない。雨ではなく、天宮だ』

『……そんな奴居たのか？』

　海藤カナタにとって、天宮博人はそんな程度の認識だった。高校ではクラスも違っていたし、天宮博人自身がボッチで空気だったため、記憶に全く残っていなかったのだ。

『あー……そう言えば、転生するのを拒否した奴が二人いて、その内一人が雨宮寛人と似た名前の奴だって話なら聞いた事あるな。あいつの女が暫く荒れてたっけ』

　成瀬成美。クラスの人気者だった彼女は、他のクラスのカナタの記憶にも残っていた。彼女は雨宮を天宮が転生した人物だと思い込んで近づき、その後誤解だと分って一悶着あったようだが、色々あって交際して結婚していた。

　その二人のなれ初めを思い出したカナタは、「似た名前の奴」が天宮博人だと思い至った。

『彼に関する情報を渡そう』

『いや、別に欲しくないってうおわっ!?　あいつあのアンデッドだったのかよっ、ジーザス！』

『何かね？』

『いや、あんたじゃない！』

　ロドコルテから再び情報を流し込まれたカナタは、オリジンで自分達が倒した死属性魔術を世界で唯一使えるアンデッドが天宮博人であり、彼が既にラムダに転生している事を知って思わず悲鳴をあげた。

　このままでは自分の仇を取るどころか、自分が仇として殺されてしまうじゃないかと。

『おい、転生を取り消してくれ！　俺一人であの化け物に勝てる訳ないだろ!?　せめて他の連中が死んでここに来るまで待てよ！』

　あのアンデッドは、天宮博人はカナタが血相を変えて前言を翻す程規格外の存在だった。

　まず常に魔力と物理エネルギーを無効にする結界を張り巡らせていて、その内側から自分は自由に攻撃してくる。コミックなどでありがちな、自分が攻撃する瞬間は結界に穴が空くなんて事もなしだ。

　しかも周囲には致死性の猛毒や病原菌、カビが常に発生していて、宇宙服でも着なければ真面に近づけない。

　それだけならカナタのチート能力で透過出来るが、他にも逃げ出そうとした警備員が突然発狂して自分の指で眼球を抉りながらゲラゲラ笑いだしたり、研究助手が突然ミイラになったり、命乞いをした女研究者が身体の内側から虫のような物に食い破られたり、正体不明の攻撃手段を幾つも持っていた。何を透過すれば良いのか分からないのでは、カナタの能力ではどうしようもない。

　もう生物の天敵としか言いようがない危険な存在だった。

　なのに自分と同じ実験体にされていた人間が居ると、監禁されている部屋の扉を蹴破り身体に埋め込まれていた制御装置だけ壊して、逃走を助ける奇妙な救助活動をしていた記録も残っていた。

　自分達に望んで殺されたようにしか見えなかったあの行動も合わせて、あのアンデッドには人間性が残っていたのだと解釈されていたが、それは正解だが完全な真実ではなかったのだ。

　あのアンデッドは、カナタ達と同じ転生者だったのだ。

『君にはその天宮博人、ラムダではヴァンダルーと名乗る存在を殺して欲しいのだが』

『だから無理だって！』

『今の彼はあのアンデッド化した時よりも弱体化している。君一人でも倒せるはずだ』

『……マジか？』

　そしてロドコルテはカナタに彼が持つ、ヴァンダルーの情報を話した。ただ、輪廻転生システムの事を定命の存在に明らかにする訳にはいかないので、彼が魂を砕く事が出来る事は黙っておいた。殺して欲しい理由は、カナタやそれ以外の転生者を皆殺しにされたら困ると言う事にする。

（それに、魂を砕かれると聞いて再び怖気づいたら困る）

　そんな計算も働いていた。

　一方、完全ではないが概ね事情を聞いてカナタは、そんなロドコルテに「こいつ、馬鹿じゃねぇの？」と印象を改めた。

　ヴァンダルーを呪うとか、自害に追い込むとかそんな面倒な事ではなく、オリジンで死んだ時点で何故懐柔しようとしないのか。少なくとも、カナタだったらそうする。

　裕福な家に生まれ変わらせてやるとか、今度こそチート能力を付けるとか、それこそ自分で言っていたハーレムを築けるようにしてやるとか、色々あるだろうに。

　とりあえず、事情は理解した。あまりやる気は湧かないし、ちょっとはヴァンダルーに同情する。しかし、同時にこれはチャンスだと、彼は考えた。

『なあ、そのヴァンダルーを俺が始末してやっても良いが、二つ条件がある』

『条件？』

『当たり前だろ、こっちはあんたのミスの尻拭いをしてやるんだぜ』

『……君自身の身を守る事にもつながるはずだが？』

『別に俺はあいつの前で命乞いしても良いんだぜ。あいつの靴でも足でも舐めながら、俺は何も知らなかったんです、皆あの雨宮寛人と円藤硬弥の言う事に逆らえなかったんです、情報でもなんでもお渡しするのでどうか命だけはお助け下さいってさ。そこまでやれば結構許してくれるんじゃねえかな？　あいつ優しそうだし』

　自分と同じ実験体の人間は進んで助けていたし、どう考えてもお人好しだろう。そう考えたカナタがそう言うと、実際ロドコルテは暫く沈黙した後、先を促した。

『条件とは？』

『まず、報酬だ。俺がヴァンダルーを首尾良く始末したら、地球かそれに近い科学文明が発展している、魔術も魔物もない世界に記憶も人格もそのままで転生させてくれ。勿論オリジンはなしで。生まれ変わる先は大金持ちで、恵まれた家に。あと、今度は絶世の美男子で頼むぜ』

『四度目の人生を望むのか。そのためにはラムダで死ななければならないが？』

『死ねばいいだけだろ。ヴァンダルーを始末したら、さっさと死ぬさ』

（劣等世界での人生なんざ、全く興味ないね。仕事が終わったらスパッと自害して、後は地球に近い快適な世界に転生して、大金持ちの御曹司をしながら死ぬまで楽しく暮らしてやるよ。他の連中が糞みたいな世界で一生懸命生きてる間ずっとな）

　そんなカナタの思考はロドコルテに筒抜けなのだが、ロドコルテは彼の思考にあまり興味はないし、それを咎める必要も感じなかった。

　百一人の転生者の内でカナタはオリジンの発展に寄与していない方で、ラムダでもあまり期待出来ないだろうと考えていたからだ。

　戦闘能力しかない捨て札一枚で、厄介な問題を解決できるなら安いものだ。

　それにカナタの求める報酬も、ロドコルテにとっては簡単に叶えられる部類の物だった。

『いいだろう、その報酬を約束しよう。それで、もう一つの条件とは？』

『勿論バックアップだ。まず俺を大人の身体でラムダに転生させろ』

『通常の生まれ変わりではなく？』

『当たり前だ。あんた、俺の仕事が終わるまで、何年待つつもりだよ』

　いくらカナタが戦闘能力、特に対人戦に優れていても体が赤ん坊や幼児では無理がある。動けるようになるまで、親から離れて自由に行動する事を考えると十数年、長ければ十五年から二十年はかかってしまう。

　だが最初から大人の身体ならまだ子供のヴァンダルーに対しても有利だ。面倒な保護者も居ないから、自由に動ける。

　それに劣等世界で十何年も生活するなんて、カナタにとっては避けたい事だった。

『いいだろう。多少力を使うが、不可能ではない』

　上記の優位性を考えても、ロドコルテにとってはある問題があって本来ならやりたくない事だが今回は仕方ないだろう。

『じゃあ、他に毒と病気、後死属性に対する耐性だ。それと、万が一俺がやられてもアンデッドにされないように俺の魂はすぐ回収してくれ』

『君達転生者の魂は、死後必ず私の元に来るようになっている。天宮博人のアンデッド化は本人の魔術による例外だ。毒と病気、死属性については耐性スキルを得られるようにしておこう。死属性についての耐性スキルは本来人間が習得不能であるため、授けられるのはレベル５が限界だが』

『スキル？』

『ラムダには、スキルやジョブが存在し、それらはステータスで確認する事が出来るのだ』

『なんだそりゃ、まるでゲームだな。そんな遊びみたいな事をしてるから発展してないんじゃないの、その世界？』

『……それで、他に必要な物はあるかね？』

『とりあえず、装備だな。銃とナイフと──』

『待て、ラムダの世界にない物を持ちこむ事は不許可だ』

『マジかよ、スナイパーライフルだけでもダメか？』

『何故許可すると思ったのかね？』

『チッ！』

　遠距離からの狙撃でイージーモードを考えていたカナタは、大きく舌打ちした。しかし、これはロドコルテとしても断るしかない。

　そもそも、そんな事が出来るならとっくに自分で異世界の産物を大量に送り込んでいる。彼が司る力では不可能だから、やらないのだ。

　あくまでもロドコルテは輪廻転生の神でしかない。

『じゃあ、せめて服くらいは良いよな？　まさか全裸で転生しろって言うつもりか？』

『……通常なら誰でも生まれて来る時は裸なのだが。分かった、どうにかなるように調整しよう。では、後はヴァンダルーと遭遇するように運命を──』

『待った！　その運命って奴も調整してくれ。なんて言うか、レーダーとかそんな感じにして、思ってもみなかったタイミングで遭遇するなんて事がないようにしてほしい』

　何と注文の多い事だろうか。そう思いつつも、「分かった」と了承するロドコルテ。実際、その程度の調整なら難しくはない。

『強い死属性の魔力の主を探査するレーダーと、その持ち主に遭遇する運命。そう調整しよう』

『良し、なら後は問題ない』

　そして、注文も出尽くしたらしい。

『では、これから君をラムダに転生させる。転生後は冒険者ギルドか他のギルドに登録、ジョブに就きレベルを上げて能力値を上げながら、スキルの使い方を学ぶことを薦める』

『だから、そう言う遊びはいいんだって。そんな事しなくても、サクッと始末してやるよ』

　そう言いながら、カナタは転生して行った。
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　第二開拓村の人達を前に、ヴァンダルーは用意した品々を前に調理を始めようとしていた。気分は、某三分で出来るクッキングである。

「まず用意するのはゴブリンの肉と、ゴブブ草です。ゴブリンの肉の部位は胸肉でも腿肉でも、心臓でもどこでもいいですが、最低でも一匹分あると良いですね。あ、レバーも大丈夫です。ゴブブ草は、用意したゴブリン肉の半分くらいの重さがあると丁度良いです」

　用意したゴブリン肉とゴブブ草の山を指すと、村人達の何人かはうぇっと呻く。ラムダではオーク等の人型の魔物の肉も食べるが、それでもゴブリンとゴブブ草はゲテモノどころか廃棄物扱いなのでこの反応は仕方ない。

「次に、ゴブブ草を磨り潰します。この際臭くて服に着くとシミになる汁が出るので、汚れないように注意してください。今回はこのゴブブ草を磨り潰すため専用の石臼を用意しましたので、それを使います」

【ゴーレム錬成】で夜の内に作って置いた石臼を陰になっていた場所から持ってくると、今度はどよめきが起こった。それは大人でも運ぶのに苦労する石臼を、ヴァンダルーのような子供が軽々と持ち上げている事に対しての驚きだったが、ヴァンダルーは石臼がウケたのだと解釈していた。

　ゴリゴリとゴブブ草を磨り潰し、嫌な臭いのする汁が石臼の下に設置してある桶に溜まって行く。

「そしてゴブリンの肉を適当な大きさに切り刻みます。俺は刃物を持っていないので自前の爪を使いますが、ちゃんと綺麗にしたのでご安心を」

　そう言いながら、鉤爪で肉を切り刻む。再びどよめきが起こる。

「肉を切り終わったら、樽の中に肉と汁を入れます。この際、肉が汁にちゃんと浸るように気を付けましょう。入れ終わったら蓋をして、三日置けば完成です。今回は完成した物をご用意しました」

「え？　何時の間に？」

「御使いパワーで用意しました」

　鋭いツッコミを入れて来る村人が居たが、実は【経年】の魔術で三日たった状態にした物ですとは言えないので、強引に誤魔化す。

「これが完成したゴブゴブです。どうぞ、食べてみてください」

　樽を開けて、紫色に変色した肉っぽい物を取り出して皿の上に並べる。それを見た村人達は、思わず後さずる。紫色の肉を食べろと言われた人の正常な反応である。

「ほ、本当にこれは食べられるのですか？」

「勿論です。一緒に食べましょうか？」

「い、いえっ！　頂きますじゃっ」

　意を決した村長がゴブゴブを一つ掴むと、目をぎゅっと瞑って齧りついた。しかし何度か咀嚼するうちに、眉間の皺がなくなって行く。

「これは……美味くはないですが、不味くも臭くもありませんのぅ」

　村長がそう言うと、村人達は恐る恐ると言った手つきではあったが、ゴブゴブを口に運ぶ。

「確かに、親父殿の言う通り食べられなくはない味じゃ」

「いや、冬の間食べた木の皮の団子や草のスープに比べればずっとマシじゃないか？」

「そうだな、あれと比べればずっと旨い」

（凄い食生活をしていたんだな）

　ゴブゴブを悪くない、それどころか旨いと言う村人達に、心底同情するヴァンダルー。しかし、彼らが実りの少ない冬の間に食べる代替食……栄養はないが空腹を紛らわせるために食べる物は、本当にゴブゴブよりも不味いのだ。

「ああ、ゴブリンの肉をただ食べるよりもずっと旨い」

　中には、空腹のあまり退治したゴブリンの肉を食べた村人もいたようだ。不作に喘ぐ彼らは、本当にギリギリの生活をしてきたのだろう。奴隷商人が来ていたら、子供を飢え死にさせるよりはと売っていたかもしれない。

　そんな時に退治しても捨てるしかなかったゴブリンの肉や、ゴブブ草で保存食を作る方法が分かったのだ。栄養価も、肉である以上木の皮よりはずっと高いはず。

　これを喜ばないはずがない。

「えー、今ならヴィダの祠を建立するだけで、石臼と木の樽二十個に加え、ゴブリン肉を汁に着ける前に塗しておくと出来上がった時に旨味が増す塩が手に入ります。どうでしょうか？」

「喜んで！　我々は女神ヴィダに帰依いたします！」

「いや、帰依まではしなくて良いので──」

「貴重な塩まで頂けるなんて、本当にありがとうございます！」

「うう、領主さまや神官様に遠慮して祠は建てませんでしたが、以前のようにお祈りはしていました。ヴィダ様に届いていたんですねぇっ」

　同情して、つい通行税代わりに持ち込んでいたタロスヘイム産の海塩も出してしまった。岩塩が残っているし、山賊から小銭も手に入れているので問題ないだろうけれど。

　因みに、村人達の言葉が気になったので尋ねてみると、サウロン領ではアルダよりもヴィダへの信仰が盛んだったらしい。実際開拓村の人達を見ても、一番多いのは人種だしダークエルフは居ないが、獣人や巨人種の村人がそれなりの割合で居る。

　しかし、受け入れてくれたハートナー公爵領では公爵を含めた貴族の殆どがアルダやその従属神を信仰しており、栄えているのはアルダ神殿。そして開拓村で兵士達が建立したのはアルダの祠で、巡教に来るのは第七開拓村にも居たアルダの神官。

　はっきりと禁じられたわけではないが、圧力を感じて失った故郷の村のようにヴィダや他の神々の祠を建立するのを止めていたらしい。

（また嫌な情報が手に入ってしまった）

　少し気が重くなるが、それ以上に気がかりなのはタロスヘイムから避難してきたはずの第一王女レビアと、彼女と一緒に避難したボークスの娘を含む避難民たちだ。

　アルダ教の力が強くなっているこの公爵領で今も生活しているのだろうか？

　それとも、他の公爵領に移住したのか。やはり早く町まで行って調べた方が良いだろう。

（この開拓村の事も気になるけど……村の周りにレムルースを配置しておくか。後、村の近くにストーンゴーレムを何体か埋めておこう。胸にヴィダの聖印を刻めば、村の人達は味方だと思ってくれる……かな？）

　多分大丈夫だろう、きっと。

「やっと追いついたぞ！」

　そしてヴァンダルーがここ数日で大量生産していたレムルースを各開拓村に配置していたら、カシム達と神官の男が駆けつけてきた。第七開拓村に居た彼らが、何故第二開拓村に来たのだろうか？

「まさか全部の開拓村を回るだなんて思わなかった……」

「一度戻ってこいよ、みんな心配してたんだぞ」

　口々にそう言うカシムとフェスター。

「俺達、お前がカインを乗せて飛んで行った次の日の朝に第五開拓村に向かったんだよ」

　同じ元サウロン公爵領の難民仲間の第五開拓村と、村の仲間の命の恩人は無事なのか。カシム達はアルダ神官と四人で第五開拓村に急いだ。

　そこで見たのは、ヴィダの祠を村の何処に建立するか話し合っているカイン達だった。

「その後お前は他の開拓村に飛んで行ったって聞いて、追いかけたら……本当にお前何者なんだ？　凄すぎるだろう」

「そうだ、村じゃお前とカインが途中で落っこちているんじゃないかって心配してたのに、結局全部の開拓村を回っちまった」

「しかも、全部の村で信じられない人助けをしているし。俺達は聖人の後でも追いかけているのかと思ったよ。ねぇ、神官様」

「全くです」

　額に浮いた汗を袖で拭って見せるアルダ神官の顔は、微妙に引きつっていた。薄っぺらい笑顔よりも人間味が感じられた。

「一昨日は共に善行に励みましょうと言いましたが、寧ろ教えを請うた方が良いかもしれません。一体どうやって村人全員の病気を癒し、専門の癒し手でもなければ難しい火傷跡の治療を行い、井戸を瞬く間に掘ったのですか？　他にも、貴方の手から聖なる滴を賜ったお蔭で病気が治ったと言う話も聞きました。どうか教えてください」

　神官にそう問われて、ヴァンダルーは（うわ、凄い事をしたもんだな、俺）と改めて思った。ただ、爪から分泌した点眼薬等の薬を聖なる滴とは話を盛りすぎだと内心思ったが。

　しかし、どう答えたものだろう？　村人達のように「御使いパワーです」で誤魔化されてくれるとは思えないし、だからと言って真実を話すつもりもない。

　では一部の真実だけ話して、それ以外は秘密のまま押し通そう。

「ちょっと特殊なスキルを持っていまして」

　そう答えると、神官やカシム達が目を見張った。

「特殊なスキルって、もしかしてユニークスキル!?」

　この世界には、ヴァンダルーが持つ【神殺し】のようなユニークスキルが存在する。所謂超能力や特殊な才能のような物で、非常に珍しい。割合的には、一万人に一人程度。

　神官とカシム達は、ヴァンダルーの数々の行いはその固有スキルによるものだと誤解した。

「そ、それはどのようなスキルなのですか!?」

　興奮した様子の神官が身を乗り出して尋ねるが、ヴァンダルーは首を横に振る。

「俺もこれから冒険者として身を立てて行こうとしている身ですので、話す事は出来ません」

「そんな事を言わずに、教えてください！　秘密は守りますから」

「ダメだ、神官様！」

　食い下がる神官を、カシム達が止めた。

「俺達冒険者は身体が資本だ。スキルを無理に聞き出すのは、マナー違反だぜ」

「そうだ、気になるのは分かるけど、皆を助けてくれたヴァンダルーから無理に聞き出すのは仁義に反するって」

　そう、カシム達が言うように冒険者にとって自身のステータスに表示される情報は、そのまま自身の強みであり弱点である。自分から話すなら兎も角、ステータスやスキルを話すよう強要するのは、「お前の弱みを見せろ」と要求しているのに等しい。

　ヴァンダルーはこれから冒険者になる事を明言しているのだから、彼にとってもそれは同じだ。

「それも……そうですね。失礼しました」

　カシム達に制止された神官も、渋々引き下がった。

「いえ、分かって頂ければ十分です」

「しかし、このような事が出来るのなら冒険者にならずとも、幾らでも仕官の道があると思いますが？」

　……微妙に未練が見えるのは何故だろう？　巡教の神官が、仕官の斡旋が出来るコネがあるとも思えないのだが。

「そうかもしれませんが、俺はまだ若輩者です。仕官するにしても、まず冒険者になって見分を広め、経験を積んでからにしようと思っています」

　何処かの貴族や商家に仕えてしまうと、家臣や使用人になってしまうので爵位を得にくいし、都合が悪くなっても簡単には辞められなくなる。

　それは避けたいのだ。

「なるほど、確かに見聞を広めるのは大切ですな。お若いのに考えておられる……」

「ああ、少なくともフェスターよりずっと将来について考えているな」

「なんで俺が出て来るんだよ!?」

　一応嘘は言わずに（【死属性魔術】もスキルである事に違いはない）済んだので、ヴァンダルーは気分良くカシム達と一緒に第七開拓村に一度戻るのだった。




[image: ]




　ラムダに転生した海藤カナタは、前触れもなく戻ってきた肉体の感覚に深い満足感と感動を覚えた。

　あの時、まるで夢の中のように頼りなかった四肢には力が漲り、生命力に満ちた自身の鼓動を胸の奥に感じる。

　そして瞼を開いた彼は「やったぜ！」と歓声を上げた直後、戦慄きながら叫んだ。

「やっぱり裸じゃねーか！」

　だが、一言叫ぶと直ぐに冷静になった。望んではいなかったが、彼も一通り軍で訓練を受けた男なのだ。未知の状況にあるのにくだらない事で騒ぐ危険性を忘れはしなかった。

　本当に出来る男なら、最初から冷静さを保つものだが。

　兎も角、カナタは周囲の状況を確認する。

　太陽の高さから今は正午少し前。周囲は、低木の茂みと草が生えた草原で、危険な生き物は人間も含めて周囲にはいないようだ。

「この世界では人種って呼ぶんだっけ？　人間以外に知的種族が居るなんて、やっぱりゲームかコミックだよな」

　そう言いながら、もう一度自分の身体を確認する。

　鏡がないため細かい個所は分からないが、鳩尾にあった致命傷が消えている事以外はオリジンで死ぬ前と何も変わらない。鍛えられ引き締まった肉体は、ご丁寧に黒子の場所まで同じだ。

　そして先程叫んだ通り、身一つの裸で立っている訳だが……周囲を見回した時に目に入った物があった。

　バラバラになった白骨死体と、転がっている荷物だ。

「もしかして、あの神さんが言ってた『何とかする』って、これか？」

　不潔そうで気に入らないが、まさかその辺りの植物で腰ミノと棍棒でも作ってヴァンダルーを殺しに行く気にはなれないので仕方がない。

　荷物を探ると、古そうだが一応衣服が幾つかと、錆が浮かんだナイフが一本。後、銀貨と銅貨が手に入った。この荷物の主を殺したのは、獣か何かだったのだろう。

「あー、肌触りが最悪だ。コットンじゃないのかよ……変な菌とか着いてないだろうな？　さてと、それでヴァンダルーの場所は──」

【このメッセージは、君がラムダに転生した後自動的に再生される様に設定されている】

「うわっ!?　なんだ!?」

　突然聞こえたロドコルテの声に驚いたカナタはその場を飛び退いてナイフを構えるが、あの神の姿は何処にもない。

　その後、声が自分の頭の中から聞こえる事に気がついた彼は顔を顰めた。

「ゲームのチュートリアルか何かのつもりか？」

【では、まず衣服と当座の活動資金を近くに転がっている死体の荷物から──】

「いや、手に入れたよ、もう」

　どうやらロドコルテの声は、あらかじめ録音された音声を再生しているのと同じらしく、カナタの質問に答える事も、彼の行動によって内容を変える事も出来ないようだ。

【次に、自身のステータスを確認する事。確認の仕方は、ステータスと念じればそれでいい】

「ステータス、ねぇ？」

　自分がゲームのキャラクターにされたようで気に入らないが、カナタは指示通りに自身のステータスを開いた。







・名　前：海藤・カナタ

・種　族：人種

・年　齢：２９

・二つ名：無し

・ジョブ：無し

・レベル：０

・ジョブ履歴：無し

・能力値

　生命力：６５０

　魔　力：４２０００

　力　　：９５

　敏　捷：１５７

　体　力：２０４

　知　力：２７０

・パッシブスキル

　【病毒耐性：レベル１０】【死属性耐性：レベル５】【火属性耐性：レベル４】

　【体力増強：レベル５】【魔力増強：レベル５】【精神汚染：レベル５】

・アクティブスキル

　【火属性魔術：レベル８】【風属性魔術：レベル４】【魔術制御：レベル５】

　【弓術：レベル５】【短剣術：レベル５】【投擲術：レベル５】【格闘術：レベル５】

　【連携：レベル５】【サバイバル：レベル３】【忍び足：レベル４】【乗馬：レベル６】

　【人命救助：レベル４】【任意のアクティブスキル：レベル５】

・ユニークスキル

　【グングニル：レベル１０】【ターゲットレーダー：死属性の一億以上の魔力所有者】

【輪廻神の幸運】








「……ほほぅ、これが俺か」

　自分の能力やスキル、経験をここまで数字で表現されたのは学校の成績表以来だ。オリジンではアルファベットだったから、地球で死んで以来か。

　そしてステータスを見た感想は……ジョブやその履歴が「無し」になっているのは、まるでニートにでもなったかのようで気に入らないが、二つ名が空欄になっているのは気に入った。

　能力値については、まあこんな感じかとしか思わなかった。魔力は兎も角、他の筋力や敏捷さはオリジンでは態々数字にする事はなかったからだ。

　地球と同じで、百メートルを何秒で走れるか、腕立て伏せが何回出来るか、持ち上げられるバーベルの重さはどうかといった基準で優劣が決められていた。

　だから魔力がオリジンで調べた時と同じ数字だから、同じなのだろうと思った程度だ。

　スキルについては、【病毒耐性】や【死属性耐性】が頼んだ備えだろう。しかし、その後のアクティブスキルには疑問だらけだ。

「魔術関係は良いとして……弓術や乗馬ってなんだよ？　弓なんて使った事ないし、馬に乗った事もないぞ。短剣術や格闘術は訓練で習ったナイフや軍隊式格闘術だろうけど。それに任意のアクティブスキルって何だ？」

【ラムダには存在しない物、銃や自動車の運転等の経験や技術は、弓術や乗馬等のスキルに置き換えた。任意のアクティブスキルは、その残りだ。君が必要だと思うスキルに好きなタイミングで振り分けるといいだろう】

「役に立たないスキルよりは、使う機会もあるかもしれないが……」

　あれだけ訓練して実戦でも使って来た銃や、自動車やヘリ、ボートの操縦等が勝手に変えられたのはやはり不愉快だった。

「さっさとヴァンダルーを殺して、地球っぽい快適な世界に生まれ変わるとするか」

　だが全ては仕事が終わるまでの、束の間だ。

　ユニークスキルの項目にある【グングニル】や【ターゲットレーダー】を使えば、そう時間はかからないだろう。頼りないが、【輪廻神の幸運】もあるし。

「えーっと、ターゲットレーダーの使い方は……ああ、念じればいいのか」

　頭の中に、今カナタの位置からヴァンダルーが居る方角と、そこまでの距離が表示される。それによるとあまり離れていないようだ。ヘリがあれば、いや車でも飛ばせば一日で──

「[image: ]、ヘリどころか車も何もないじゃーん。徒歩じゃ流石にきついな。馬でも盗むか？　神様よぉ、不意の遭遇は避けたいとは言ったが、こんなに離れた位置に飛ばさなくても良かったんじゃないか？」

　移動手段が限られる事に気がついて、カナタの眉間に皺が寄る。風属性魔術なら飛行も可能だが、それだと流石に魔力が足りない。

　それに、飛行に魔術を使っている状態で敵に遭遇したら、カナタの攻撃手段が限られる。銃でもあれば別なのだが。

【スキルは兎も角、君の能力値はラムダで戦闘を生業にする者達の中ではさほど高くはない。まずは町に行き、冒険者ギルドに登録してジョブに就き、装備を整えながら武技について学ぶと良いだろう】

　そう頭に声が響くが、煩わしげにカナタは頭を振る。

「だから、そんな下らないゲームみたいな真似するつもりはないんだよ」

　しかし、装備を整えるのには賛成だ。流石に数日中に仕事を終えるのは無理そうだし、それなら食料も必要だ。

【君が転生した場所から東にまっすぐ行くと街道に出る。そのための手段がそこで見つかるはずだ】

「まあ、その指示には従っておくか」

　流石にここで食べられる野草を探しながら狩をするつもりにはならなかったので、カナタは言われた通り東に向かって歩き出した。

　そしてすぐに、悲鳴が聞こえた。

　何事かと駆け出すと、街道で見るからに無法者らしい格好の武装した男達が、馬車を襲っていた。

「ハンナっ、ハンナぁぁっ！」

「お父さんっ、逃げてぇっ！」

「オラァ！　雇い主の娘の命が欲しければ、全員武器を捨てろぉ！」

　どうやら、山賊が行商人の娘を人質に取り、護衛の冒険者に武装解除を要求しているようだ。

「……うわ、ベタだな」

　ここで町がある方向を聞き出して、移動手段、食料と金を手に入れろという事か。そう解釈したカナタは、素早く呪文を唱える。

「娘と、人間が身に着けている物品。【大焼却】！」

　カナタの手前に発生した五芒星から噴き出した炎が山賊達を全員、人質の少女を包んだ。

「ぎゃあああああっ!?」

「きゃあああああああああ！」

「は、ハンナァァァァ!?」

　焼かれる山賊達の悲鳴と、娘と商人の悲鳴が上がる。

「あ、あれ？　熱く、ない？」

　しかし、娘は炎に包まれても何のダメージも負わなかった。彼女が身に着けている服も、更に言えば山賊の装備にも焦げ目一つない。

　焼けているのは、山賊達の肉体だけだ。

「ギフトの、【グングニル】の使い心地もオリジンと同じらしいな」

　カナタがロドコルテから受け取ったチート能力【グングニル】。それは選択的透過能力だ。自分や指名した対象に対して、物質や魔術、そしてエネルギーを透過させる事が出来る。

　具体的な使い方はカナタが指名した物だけを透過させる事だ。

　彼がオリジンで死ぬ前に使ったように、自身が撃った弾に建造物を透過させてテロリストを狙撃し、銃弾やナイフから自分の肉体を透過させ無敵になった。

　そして今は指定した娘、そして彼女と山賊が身につけている物を【大焼却】という魔術から透過させ、山賊の肉体だけを黒焦げにした。

【グングニル】は指定した物の範囲が広ければ広い程、魔力を消費する。それは四万を超える魔力のお蔭で、余程乱発しなければ問題ない。

　しかし弱点も存在する。【グングニル】は透過によって相手の防御を無視して攻撃すると同時に、自分は相手の攻撃を回避する事が可能だ。だが、カナタを見れば何で攻撃すれば当たるのか推測する事ができてしまう。

　当然だが、銃弾を透過するよう指定している時は彼も銃が扱えないし、ナイフを指定している時は彼もナイフを持てない。

　光を指定して透明になっている間は、彼の目も光を捉える事が出来ないので盲目になる。熱を透過する時は、急速に体温を失う。

　そして、人体を指定した場合は、カナタも他人の人体に触れる事が出来ない。だから、囚われの大統領令嬢を救助する瞬間等は、素手なら確実に攻撃を当てる事が出来る。

（実際、メタモルには手……肉体で攻撃されたしな）

　思いっきり弱点を突かれた訳だ。今後は、手練れには格闘戦の間合いには入られないよう注意しよう。

「おお、まるで奇跡だ……ハンナ、ハンナっ！」

「お父さんっ！」

「娘を助けてくださり、ありがとうございます！」

　前世の苦い記憶に浸っていたカナタは、娘の無事を喜ぶ商人の声で我に返った。

「質問だけどさ、町ってどっち？」

　そう言えばこれ、日本語だなと思いながらカナタは質問した。すると、名乗りもしないカナタの態度に目を瞬かせた商人が、戸惑いながら答えた。

「町ですか？　一番近いのは、街道をあちらに進んだティアシティですか……」

「あっち？　この街道を進めばいいのか？　分かれ道もなし？」

「途中村に続く小さな分かれ道がありますが、大きな方の道に沿って進めば着けますが……道に迷われましたか？」

「いや、もう迷ってない。足と当座の金と飯と装備が手に入ったからな」

「それはどう言う──」

「まずは、そっちからな。男」

　鈍い衝撃を商人は感じた。

「か……ごふっ？」

　それが何か理解する前に、最愛の娘が目を見開いて血を吐いた。

「は……ハンナぁぁぁぁぁっ!?」

　自分の腕の中に居たはずの娘の胸に、錆びたナイフが深々と突き刺さっていた。

「おー、思いの外深く刺さったな。これがスキルって奴か？」

「ハンナさん!?」

「お前、何をしやがる!?　なんでこんな事を!?」

　信じられないと目を見開いた顔のまま痙攣を始める娘と悲痛な叫びを上げる父親の様子を呑気に眺めるカナタに、冒険者の男達が驚愕に引きつった顔で武器を向ける。

「なんでって……いやー、名前がハンナだったからな。あの真理が化けてた大統領令嬢と同じ名前でさ、俺にとっては嫌な名前だったし、折角神様がセッティングしてくれた訳だし、ちょっと憂さ晴らしに。つまり八つ当たりか。ハッハー、お気の毒～♪」

「お、お前何を言っているんだ？」

　彼からすれば全く理解できないカナタの言葉に、冒険者の男は恐怖を覚えたようだ。一方、もう一人の冒険者はカナタをただの敵として処理する事を決めたらしい。

「死ねっ、狂人が！」

　冒険者が突きだす槍をカナタは最小限の動きで避けて逆に距離を詰めると、容易く懐に入り込んだ。

「何だ、これなら素手で十分じゃね？　でも一応武器と防具」

「なっ!?　がはぁ！」

　冒険者達にとって不運だったのは、カナタの軍隊仕込みの【格闘術】スキルのレベルがＣ級冒険者並に高かった事だ。Ｄ級とＥ級冒険者のペアだった彼らでは、技量をひっくり返せない。

　しかもカナタは大人気なく【グングニル】を使い、武器による冒険者達の抵抗をすり抜けながら、防具を通り抜けて直接身体に届く拳と蹴りで一方的に攻撃している。

　程なく、二人の冒険者は白目を剥いて倒れた。

「別にその子の名前がハンナじゃなくてベスとかハナコとかだったとしても、犯してから始末するかどうかの違いだったからさ、もし『自分がハンナと名前を付けたせいで娘は』なんて自分を責めてるなら、気にしなくていいぜ」

　肺をナイフで貫かれて事切れた娘を抱いたまま、放心状態の商人にそうカナタは告げた。勿論、商人はそんな事を考えてはいない。

「こ、こんな……こんな事が許されると思っているのか!?　いつかっ、いつか必ず、貴様に裁きが下る日が来る！」

「いやいや、こんなゲームみたいな世界のキャラの癖に、そんなマジになるなよ。大丈夫だって、すぐに神様のロドコルテがどっかの誰かとして生まれ変わらせるだろうしさ。俺も、裁きとやらが下る前に、そうする予定だし」

　娘を喪った父親の哀しみと怒りを軽く笑うと、カナタは山賊達と同じように彼らの肉体だけを灰になるまで燃やし尽くした。

「馬は初めてだが、【乗馬】スキルあるし、大丈夫だろ」

　そう言いながら、カナタは商人や冒険者達の物品や装備を馬車に詰め込むと、御者台に乗って町へ向かった。商人が持っていた、お守りらしい柄に雷っぽい意匠が彫られたナイフは腰に差して。

　ロドコルテが犯した、最大の失敗。それは、転生者の無選別だ。

　確かにロドコルテは爆破テロで死んだフェリーの乗客から、テロリスト達悪人を除いた。だが、残りの乗員乗客からは拒否するかどうかを聞いただけで、選ぼうとはしなかった。

　性格や性根、精神的な強さ、倫理観。それらを審査しなかった。

　地球で死亡した当時に悪人であったかどうかなど、基本的過ぎて審査ですらない。

　それなのに、多少考慮はしていたとしても複数回、それぞれ異なる異世界に転生させるような精神に負荷がかかる事をさせたのだ。

　結果、雨宮寛人のようにオリジンで目覚ましい成果を見せる者も出たが、カナタのような者も現れてしまった。

　ロドコルテもカナタがこれほどの狼藉を行うとは予想外だったが……既に彼はラムダに生まれ変わっている。既に彼の行動を強制的に縛る事は出来ず、不確かな神託しか彼に意思を伝える事は出来ない。

『そんなつもりで君をその場所に転生させた訳ではないのだが……いや、些末な問題か』

　海藤カナタの能力では、ヴァンダルーと違い巻き添えや途中で犯す狼藉で死ぬのは多くても千は超えないだろう。幾らラムダでもその程度で世界の維持に影響は出まい。

『しかし、本当にジョブに就かずレベルも上げず、武技についても学ばないつもりか？　ラムダは文化や文明は劣っていても、個人の戦闘能力は地球やオリジンを上回るのだが……』
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　フロトは自分の事を今まで運に恵まれなかったが、優秀だと思っている。だから、運にさえ恵まれれば今回の企ても全て上手く行き、望んだ通りの報酬を受け取り新ハートナー公爵のお抱え魔術師に加わるはずだと信じていた。

（だと言うのに、こいつは一体何なんだ!?）

　フロトとカシム達三人の冒険者と共に第七開拓村に向かうため歩く、ヴァンダルーに視線を走らせた。

　今、ハートナー公爵家ではよくあるお家騒動が起きていた。当主はまだ存命だが、病気で倒れ寝たきりで公務にも支障をきたす様子。そして継承権を持つ二人の息子。

　愛妾を母に持ちつつも武勇と軍才に優れ現役の騎士団長であると同時に公爵軍に絶大な支持を持つ長男、ルーカス。

　そして、本妻の息子で内政に才を持ち文官に支持者が多く、中央にもコネを持ち選王に選ばれたらハートナー公爵領は益々発展するだろうと期待される次男、ベルトン。

　通常なら、やはり本妻の息子であるベルトンが公爵家を継ぎ、ルーカスはアミッド帝国との最前線となった事で存在感を増した公爵軍で軍才を振るうのが理想だ。

　しかし、この兄弟はとにかく考え方が合わなかった。

　次男のベルトンはアミッド帝国に対して防御を固めながら内政に力を入れ、帝国の鉾から公爵領を守る事こそが優先と考えた。そのために治安の悪化要因である煩わしい難民共を開拓と銘打った、実際は棄民政策すれすれの事業で町から開拓地と言う名の辺境に送り込み、都市の難民の数を激減させた。

　そして開拓事業が失敗した村の住人は奴隷鉱山に送り込んで先細る金属資源を搾るように採掘させ、砦の整備や守備隊の増強を行う方針を示した。

　長男のルーカスは、サウロン領奪還の大義を掲げて軍に力を入れ、アミッド帝国の盾を貫いてハートナー公爵領の栄達を手に入れようと唱えた。そのために治安悪化要因である難民を徴兵して下級兵として使い潰し、軍に予算をつぎ込んで正規兵を増強し、領の治安維持は守備兵と冒険者に任せるべきだと考えた。

　どちらも正反対でありながら、どちらもハートナー公爵領のために考えに考えた事なので兄弟は揉めた。そして彼らを支持する者達と、彼らの政策が実現したら利益を得られる者達も派閥に分かれるようになった。

　フロトは、ルーカス派の末端である。魔術師ギルドでの権力争いに敗れ、窓際部署で時代に忘れられながら惨めに過ごしていたらルーカス派の騎士団の一人に声をかけられた。開拓事業にアルダ神官を装って潜り込める人材を探していると。

　このベルトン主導で行われている開拓事業は、実際には棄民政策なのだが思いの外上手く進んでいた。七つの開拓村の内廃村になったのは一つだけで、他の六つは豊かさに差はあっても五年以上持ちそうだった。

　失敗前提の開拓事業が成功してしまったら、これでもかとベルトン派の者達は彼の内政手腕を褒めたえ、「無骨な兄君よりも、本妻の血を引くベルトン様の方がこの公爵領を上手く治めてくださるに違いない」と唱えるだろう。

　それだけでこのお家騒動の決着が着く訳ではないが、ルーカス派としてはベルトンの功績はどんな小さいものでも少なく、そして失敗は少しでも多い方が良い。

　そこでフロト達の出番と言う訳だ。彼は何年も前から巡教のアルダ神官になりすまし、行商人に化けたルーカス派の密偵とは別に開拓村を巡り、手に入れた情報をルーカス派に流した。

　村人から信頼を得るのは簡単だった。神官には冒険者のようなギルドカードはなく、流れの神官なんて幾らでも居るので、町の神殿でも把握していない。

　そもそも司祭や高司祭なら兎も角、神官程度の低位の聖職者には資格も何もないから神殿に務めでもしていない限り記録に残らないからだ。

　極論を言えば、それらしい格好をして聖典を持っているか説法が出来る程度に暗記していれば、誰でも神官を名乗れる。更に光属性か生命属性以外でも魔術が使え、教養と知識があれば完璧だ。

　このラムダでは【聖職者】スキルは存在するが、それは浄化等の儀式を行う手際や説法の上手さを表すスキルだ。その辺りを誤魔化せれば、意外なほど簡単になり済ませる。

　他の真っ当な聖職者が複数存在する町では通じないだろうが、小さな村で巡回の聖職者に求められるのは薬の知識や読み書きを教えてくれる教育、そして説法や英雄や聖者の逸話等の娯楽の提供なのだから。

　そしてフロト達の働きで集められた情報によって、いよいよ各開拓村を廃村にするべく策が実行された。下級兵のなり手が減るが、ベルトン公子の功績が少しでも減るなら十分収支はプラスだ。

（だと言うのに……全てこいつのせいで邪魔されてしまった！）

　策はどれもこれも荒く、周到と評価できない程度だった。そもそもフロト達も陰謀や破壊工作の専門家ではない。そうした者達を動かせばベルトン派に気がつかれてしまうから、動いているのはフロトのような専門外の者達だった。

　だが、それでも小さな村に壊滅的な被害を与えるには十分なはずだった。

　ヴァンダルーはカシム達やイワンを助けた。それは別に良い。街道近くの第七開拓村を潰すのはまだ先の予定だからだ。

　だが行商人に扮した密偵が毒を盛り、第五開拓村を全滅させる策でケチがついた。猟師のカインに毒を盛り損ねたのだ。猟に出る予定のない日は伝えてあったのだが、カインが予定を変えたのか単に密偵が間違えたのか……兎も角カインはフロトが居た第七開拓村まで助けを求めに来た。

　それでもフロトが村人の解毒に力を貸す訳がなく、そもそも時間的にも間に合わない。翌日、村人達が毒で死んだ頃に村に着き、「これは流行病だ」とフロトが言えば、大量毒殺事件は無事闇に葬られるはずだった。

　なのにヴァンダルーはカインを背に乗せて飛んで行った。自分なら治せると。

　カインは疑わしげだったが、彼はイワンを既に治して見せている。そのため第七開拓村の面々が保証してしまい、フロトも否定する訳にもいかず、止められなかった。

　だがどうせ無駄足だ、もし助けられても数人程度。いや、常識で考えるなら村に着く前に魔力切れで落ちているだろう。

　そう思いつつ、次の日口ではカインやヴァンダルーを心配しつつ、第五開拓村での首尾を確認しに向かったら……驚くべきことに全員生きていた。多少疲れた様子だったが、それだけだ。

　信じられない悪夢を、何とか口先では「奇跡だ」と喜んで見せながら、他の村に向かったヴァンダルーを追うと。フロトは自分が本当に悪夢を見ているのではないかと思わずにはいられない、ヴァンダルーの活躍劇を聞かされる事になった。

　呪文も唱えず村人の病を治し、火傷の傷跡を治療し、指（実際は爪）から薬を出した。

　フロトの仲間のテイマーが嗾けたオークを空から舞い降りて一撃で倒し、奪われるはずだった少年の命を救った。更に、ふと目を離した間に滑車や桶を設置すればすぐに使える井戸を作った。

　ついでに、そろそろ山賊に襲われて壊滅している筈の村々が何故か健在だった。恐らく、これもヴァンダルーが絡んでいるに違いない。

　そしてこの第二開拓村では、前々からフロトの上役が仕掛けていた毒入り肥料を浄化した挙句、ゴブリンを非常食にする方法まで授けたらしい。

　既にもう神業と言うしかない。

（このダンピールは、一体何者だ？　まさか、ベルトン派の回し者？　いや、それならこいつはベルトン派の切り札の筈。これ程の事を成す腕の持ち主が、私と同じような末端の、それも即席の工作員のはずがない。なら、こんな場所に切り札を派遣するはずがないのだが……では、本当に通りすがりか？）

　恐る恐るヴァンダルーに視線を向けたフロトだったが、彼はヴァンダルーの目を見てしまった。

（こいつっ、私を!?　やはり、私を怪しんでいるのか!?）

「……どうかしましたか？」

　まるですべてお見通しだと言うかのように、驚愕に目を見開く自分の顔が映る瞳で問いかけるヴァンダルーに、フロトは冷や汗が噴き出るのを感じた。

「い、いえ、何でもありません」

　引き攣りそうになる声を何とか抑えてそれだけ答えると、ヴァンダルーは「そうですか」と言って、視線を何処かに向けた。

（こ、こいつは危険すぎる！　カールカン殿に報告しなくては）

　カールカンとは、フロト達の上役でこの作戦の指揮を執っている騎士団の男だった。

　結果を見ずに村を後にした行商人に扮した密偵は兎も角、テイマーの男が既に報告しに向かっているだろうが、それではまだ足りない。第七開拓村に戻ったら、自分も報告するためにその日の内に町に向かわなければならない。

　そうフロトが警戒している相手であるヴァンダルーは、実は彼の事を全く怪しんでいなかった。

　自分に対して殺意や傷つけるつもりのない思惑は【危険感知：死】で感知できず、更に彼は他人の内心を見ただけで分かるほど鋭くない。

　目線があったとフロトが思ったのも、ヴァンダルーが漠然と空を眺めていたら視界に彼が偶然入ってしまっただけだ。

　普通無表情は怒っているように見える事が多いのだが、ヴァンダルーのそれは人形のような虚ろさしか浮かんでいない。そのため、見る者によってどうとでも解釈できてしまう。

　開拓村の人々のように友好的な目で見れば、友好的に。フロトのように猜疑心で見つめれば、自分が疑われているように。

　そのヴァンダルーが今何を考えているのかと言うと、誰もが一度は考える事だった。

（鳥になりたい、誰か俺に翼をください）

　何故自分は【飛行】すれば一時間程の道のりを、えっちらおっちら歩いているのだろうか？　勿論カシム達や神官を置いて行くわけにはいかないと言う事情があるのは、分かる。

　カインの時のように彼らを持ち上げて【飛行】すると、流石にこの人数では重量オーバーだ。魔力を使い過ぎる。それに、四人を乗せていけるほどヴァンダルーは大きくない。急に強い風が吹くか、大鴉のような魔物が襲ってきたら誰か落してしまうかもしれない。

　だから地上を歩くしかないのだが、もしヴァンダルーが複数の人間を抱えて飛行できるような術が使えれば、こんな面倒もないだろうにと、空を眺めていたのだ。

　そしてふと、思う。

（あれ？　翼が欲しければ生やせばいいじゃないか）

　そうだ、翼が欲しければ、生やせばいい。そう閃いたヴァンダルーは今すぐ試したくなったが、流石に自重した。

（流石に生命属性魔術で誤魔化すのも無理がある。第七開拓村に着いた後、エレオノーラ達と町に向かう時に試そう）




　エレオノーラは、この小さなダンピールがビルカイン達原種吸血鬼よりも恐ろしい存在だと確信した自分は正しかったと、度々思う。

　今夜もそうだったが、同時にこの世界で最も恐ろしい主人の方針に「何故？」と疑問を感じる。

　あのゴブリンの干し首型通信機等を売り込むだけで、巨万の富と男爵位くらいなら軽く手に入るだろうに、何故冒険者になって手柄を上げて貴族になると言う過程や手段に執着するのかと。

　通信機以外にも宝石や、魔石であっても【ゴーレム錬成】で形を変えたり融合させたりして、小粒の宝石を一国の国王の王冠に輝くような大粒の宝石に出来る技術を示せば、やはり名誉貴族位くらい軽く手に入るのではないだろうか。

　魔石の場合は魔力の相性の問題で同種同ランクの魔物の魔石しか融合させられないが、それでもこれまで研磨しか出来なかった物を大きくする事が出来るのだから。

　そう思うのだが、「俺を奴隷か何かにして魔力だけ搾り取ろうとする権力者の姿しか見えません」と言って否定するのだった。確かに、権力者が全員善人だとはエレオノーラも思わない。それどころか、九割以上陰謀家か悪人だと思っている。

　だが、同時に想像を絶するバカは一割以下ではないだろうかとも思っている。

（想像を絶するバカでない限り、ヴァンダルー様を敵に回したら破滅する事が想像できると思うけど……）

　ふわりと、巨大な黒い翼が羽ばたく。彼の主人から生えた翼が。

「飛び心地はかいちょーかいちょー。皆、乗り心地はどうですかー？」

『こっちも快調だぜ！　風は強いが夏の暑い夜には丁度良いぜ！』

「キング凄いぞ！　地面で野営している人間が蟻みたいだ！」

　はしゃいだ声を上げるズランやブラガ達ブラックゴブリンの様子を横目に、エレオノーラは曖昧な笑みを浮かべた。

「ヴァンダルー様……乗り心地は良いのだけど……何で移動手段の為だけにここまで変異……いいえ、進化してしまうの？」

「ん？　霊体の翼を生やしただけで、変異も進化もしていませんよ」

　そう黒い巨大な三対の翼と胴体だけの鳥の首から生えている、怪鳥のように見えるヴァンダルーは、答えた。




　第七開拓村に戻り、急いで町に向かう神官を見送り、夜までカシム達に稽古を付ける等して時間を潰し、何でも屋に一泊したヴァンダルーは、その部屋でエレオノーラ達に明日町に向かう事を告げた。

　因みに、何でも屋の部屋は藁の粗末な二段ベッドが八人分あるだけだった。元々宿屋としての収入は期待していないので、二段ベッドも主人自ら作った物らしい。カシム達に加えてヴァンダルーが泊まっても、何の不利益もない。

　これでお化け扱いをチャラにしたのだから、あの主人も中々のやり手である。

　それは兎も角、エレオノーラ達と合流したヴァンダルーは早速アイディアを実行に移した。

【霊体化】の術と【霊体】スキル、【実体化】スキルを活用し、翼を生やす試みを。

　考えてみれば、今はクノッヘンと化している骨鳥は骨だけの翼に霊体で羽を作り、それで飛行していた。

　更に考えれば、ヴァンダルーは今まで【霊体化】で手足や頭部を増やしたり、触手状にして枝分かれさせたりしてきた。

　なら、翼くらい普通に生やせるのではないだろうか？　そして飛べるのではないだろうか？

　なので、やってみた。

　背中の一部を【霊体化】して、【霊体】スキルで形をイメージ通りに変えつつ、大きく引き伸ばしてく。そして所々を【実体化】スキルで実体にして、強度を補う。

　そしてヴァンダルーは巨大な翼を手に入れた。

　翼の長さはそれぞれジャンボジェットの翼と同じくらいで、胴体部の広さはエレオノーラ達が全員乗っても余裕がある。

　そうでありながら霊体だからか、翼の形状にフクロウの物を参考にしたからか、【死属性魔術】の【気配消し】の効果が出ているのか、羽ばたきの音はほとんどしない。

　それが弓矢のまず届かない高度を、競走馬が全力疾走する程度の速さで飛んでいるのだ。夜空に目立たない黒い色だからと言って、地上の人間が気づいたら恐怖で失神するのではないだろうか。

「ヴァンダルー様、貴方は伝説を通り越して神話でも作るつもりなの？」

「そんな大げさなものじゃないですよ。欠点多いですし」

「確かに空間属性の【瞬間移動】よりは、移動手段としては劣っているわ。それでも──」

「いや、これくらいクノッヘンでもできますよ。少なくとも、この場に居る皆を一度に乗せて飛べますし」

「そ、それはそうだけど……」

「それにほら、人間では俺しか出来ないと言う意味だと、将来俺の人生が配達屋稼業ですり減らされる未来しか見えませんし」

　実際人間ではヴァンダルーしか出来ない事なので、「他人が出来るようにしろ」と言われても出来ない。

「それに欠点も多いんですよ、これ。空を飛ぶのに【並列思考】の幾つかと、【高速思考】スキルを使いますし、魔力の消費も大きい。後、小回りが利かないので空中戦は出来ません」

　元々移動手段として試しただけなのでこんなものだろう。ヴァンダルーとしてはそんな評価だった。

「でも、【飛行】を使うよりずっと燃費が良いので使えない訳じゃありませんが。あ、そろそろ町が近いので降りますね」

　エレオノーラは諦めたのか溜息を吐き引き下がった。その肩をレフディアが慰めるようにポンポンと叩く。

　こうして普通なら三日かかる第七開拓村から町までの距離を一晩で、ヴァンダルー達は移動したのだった。

　当然、先に出ていたアルダ神官を装うフロトは途中で追い越されている。

　因みに、その頃カナタは奪った馬車でヴァンダルー達が向かった町とは違う、公爵領都を挟んで北の街に向かっていた。翌朝、【ターゲットレーダー】で測った自分からヴァンダルーまでの距離が一晩で大きく変わっている事に彼は驚く事になる。




《【霊体】のレベルが上がりました！》
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　ニアーキの町。

　開拓事業が始まる前まで百年以上ハートナー公爵領南端の町だった都市で、現在は最南端の町に戻っている。人口は約一万人。領主はニアーキ子爵。この町は彼の領都でもある。

　その市場を、布で作った粗末な眼帯をした白髪の少年が人ごみに混じって歩いていた。

　無感動に見える視線で周囲を眺め、ふと目に留まった店に近づいて行く。

「リンゴを」

　果物を並べた店の中年女性は、「一つ一バウムだよ」と言いながら指を一本立てて見せる。

　少年はやや不慣れな様子で布袋の中身を探ると、銀貨を出して渡した。

　受け取った女は銀貨をまじまじと見ると鼻を鳴らした。

「偽物だね。アンタみたいなガキが、銀貨なんて持ってるもんか。とっとと失せな、難民だか孤児だか知らないけどね」

　吐き捨てるように言いながらも、女は受け取った銀貨を懐に仕舞った。少年に返すつもりはないらしい。

「何見てんだいっ、さっさと失せな！　警備兵を呼ばれたいのかい!?」

　そう女が怒鳴ると、他の店の者や行きかう人々が少年の方を見るが、どの視線にも同情は含まれていない。苛立ちや侮蔑、嫌悪が浮かんでいる。

　その視線を受けても少年は表情を動かさず、静かにその場を去った。身を自然に翻して、消えて行った。

「ふんっ、薄気味悪いガキだね」

　そう言いながらも五十バウム銀貨を手に入れた女は、口元を釣り上げていた。店からリンゴが一つ減っていた事に気がつかず。

　一方少年、ヴァンダルーは人目のない路地でリンゴを一口齧っていた。盗んだとは思わない、五十倍の金をあの女は受け取ったのだから。

「この町は荒んでいる」

　一応小汚い格好はしていないつもりなのだが、目立たないようにとダンピールである事を隠すために巻いている布が、難民か親のない孤児と言う印象を彼に付与しているらしい。

　尖った耳が髪で隠れているから、一層そう見えるのかもしれない。いや、見られてもハーフエルフの孤児だと思われるだけかもしれないが。

　それとショックだったのは、難民が想像以上に町の人間から嫌われているらしい事だ。どうやら、町の人々は日々の不満を難民のせいだと思っているらしい。

　実際、サウロン公爵領の難民が来てから経済は悪くなり、税金は厳しくなり、ついでに治安も悪化した。後日雇いの仕事の競争率も上がり、町に元々いた貧困層と仕事を争うようになっている。

　ヴァンダルーも難民を無条件に弁護するつもりはなく、治安の悪化や仕事の競合はハートナー公爵領で元々暮らしていた人間にとっては迷惑な話だろうと思う。

　しかし、経済が悪くなり税金が厳しくなったのは、オルバウム選王国が戦争に負けてサウロン領を占領されたから、前線になってしまったハートナー公爵領が軍備増強に力を入れているからだ。

　それに不満を覚えるなら責めるべきは難民ではなく、戦争に負けた為政者であり、攻めてきたアミッド帝国だ。

　そうでなければ道理が通らない。

『最近の若いモンは、すぐに弱い奴を苛める』

『クソッタレっ、あの果物屋の女っ、俺が呪い殺してやる！　だから魔力をくれよぉぉぉ』

『最近の領主様はとにかく変でね、あれは昨日の事だったわ……あら？　十年前の事だったかしらねぇ？』

『合言葉は、エールとモバ豆の炒め物だ。品切れだと言われるが、それでももう一度同じ注文を繰り返せ。すると闇夜の牙の人間に会える』

『ヒヒヒ、良い夢が見たいなら西の『花色の脚』がお勧めだぜぇ、あそこには良い娼婦が揃ってるからよぉ』

「そーですか」

　この町やハートナー公爵領について教えて欲しいと頼んだ途端、わいわいと話しだす霊達の言葉を聞きながら、地球なら人権団体とメディアが暴れ回りそうな難民差別についてヴァンダルーは考える。同じ国の人間同士で、何故ここまで差別意識が生まれるのかと。地球やオリジンでもあった問題ではあるが──。

「ああ、そうか。町の人達にとって……ハートナー公爵領の人間にとって、サウロン公爵領の難民は、同じ国の人じゃないのか」

　街道を利用して旅をするのも危険なこの世界では、産まれた村や町で一生を終える人達の方が多い。彼らにとっての社会は自分が産まれた村であり、町なのだ。そして外から来るものは等しく『余所者』、外国人に等しい。

　それに元々オルバウム選王国は、小国が集まってできた国だ。各公爵領は、建国以前はそのまま国だったのだ。

　そのため、政治に関わる人間にとっても自国民とは自分が属する公爵領の人間で、他の公爵領の人間は外国人なのだ。

　ハートナー公爵領人にとって、サウロン公爵領人は、同じ国の人間ではない。

「この分では、開拓村は将来も大変だ」

　しゃりっと二口目を齧るリンゴも、地味にヴァンダルーに衝撃を与えている。

　一言で言うと、残念な味なのだ。

　味はリンゴなのだが、地球のスーパーには並ばない程度の味だ。甘くないし酸っぱいし、歯触りもいまいち。

　コボルの実と比べれば断然落ちる。

　ただ、それはこのリンゴが劣っている訳ではない。コボルの実が優れ過ぎているのだ。

　ヴァンダルーが記憶している地球の、日本のリンゴの味。品種改良を繰り返し、リンゴ農家が丹精込めて育てたリンゴと同程度の味を、コボルの実は誰に世話もされずに果肉に込めるのだ。

　そう考えると、リンゴと同じ味がするコボルの実が一つ十アミッド、選王国では十バウムで売れる理由が分かったヴァンダルーだった。

「それは兎も角、今夜は魔術師ギルドに忍び込んで、古い霊を探してみよう。魔術師ギルドにはいわくのある品、俗に言う呪われた物品があるらしい。多分、昔の悪霊や怨霊も一人ぐらいいるはず」

　ああ、また独り言が多くなった。やはり単独行動はするもんじゃない。

　そう思いながらヴァンダルーは残念なリンゴを齧りながら歩いて行った。途中、彼が銀貨を出していたのを見ていたゴロツキが絡んできたが、彼らもレビア王女達の事は知らなかった。だが、その血はリンゴよりは美味かった。




　ニアーキの町にある小さな魔術師ギルド支部の書庫には、『呪われた禁書』と恐れられる魔術書が納められていた。

　何でも中には禁断の知識が書かれていて、読んだ者はそれだけで力を得られるが正気を失い別人のように残忍な人格になってしまうと伝わる、呪われた品だ。

　一説には本には禁断の知識ではなく、力を奪われた邪悪な神の一柱が封印されており本を開いた者の精神に潜り込み洗脳して、封印を解こうとするらしい。

　そしてその説は九割方正しかった。

『ヒヒッ、また愚か者が儂を開いたようだ』

　力を奪われた【魔書の悪神】ブブルドゥーラは、愉悦に胸を躍らせた。かつて勇者ファーマウン・ゴルドに倒され力を失い、自ら本に姿を変えて逃れてきた彼は、力を取り戻すために『読者』を求めていた。

　自分を開き、読む『読者』の精神に憑りつき、操り、蛭のようにその力を吸う事でブブルドゥーラは力を取り戻してきた。

『やっと五割まで回復したのじゃ。今宵、この愚か者の肉体を乗っ取り、憑代にして完全復活の足掛かりとしようぞ』

　ばさりと、ページが開かれる。その瞬間を逃さずに、ブブルドゥーラは『読者』の精神に飛び込んだ。

『さぁ、操ってやろうぞ、今までの愚かな獲物同様になぁ！』

　節足動物と軟体動物を醜悪に混ぜたようなブブルドゥーラの精神体が、『読者』の精神の中で触手を伸ばす。

『読者』は抵抗する事も出来ず、ブブルドゥーラが一方的に精神を凌辱するだけ。今まではそうだったから、今回もそうだと悪神は思い込んでいた。

『むぅ？　どう言う事じゃ、届かんじゃと？』

　だが触手を伸ばしても、伸ばしても、彼が弄りたい記憶や人格に行きつかない。焦ったブブルドゥーラは、限界まで触手を伸ばしたが、それでも幾本かの先端がやっと何かに触れる有様だった。

　そして触れた何かも、彼を深く困惑させた。

『なんじゃこれは？　どうしてこうなっている？　馬鹿な、何故こんな構造をしておる？　この読者は本当にこの世界の人間なのか？』

　幾百、幾千の人間の精神を侵してきたブブルドゥーラは、ある意味では精神の専門家だ。その彼の知識と経験にも、こんな精神の人間は存在しなかった。

　出鱈目なのだ。

　あるべき場所にあるべきものがなく、代わりにあるはずのない物が全く別の形をして置かれている。

　人体に例えるなら、脳があるべき場所に肝臓の形をした小腸が詰まっているという、訳が解らない事になっている。

　まるでガラクタで無理矢理城を作ったような、そんな異様さだ。

　だがそれに思い至った時ブブルドゥーラの意識に、恐ろしい推測が過った。

『そうじゃ、聞いた事がある、魔王様が砕いた四人の勇者の魂の破片を、どこぞの神が無理矢理一つの魂に纏めたと。その魂が何らかの原因で再び壊れたとしたら……ヒッ!?』

　言葉の途中でブブルドゥーラは気がついてしまった。彼の頭上に、深い切れ目が走っている事を。そしてその切れ目が、動いている事に、

『ヒ、ヒヒヒ、ヒヒヒヒイィィィっ！』

　切れ目が僅かに開き、そこから見えたのは巨大な眼球だった。

　濁った泥のような巨大な瞳に、ブブルドゥーラの姿が映っていた。

【■■■……】

　金属の欠片を擦り合わせたような音が、背後から響く。

　咄嗟に振り返ると、そこにも深い亀裂が刻まれていた。そして、隙間からブブルドゥーラの触手よりも太く悍ましい舌が伸びて来る。

「ヒッ、ヒギャァァァァァァァ！」

　舌は【魔書の悪神】ブブルドゥーラに巻きつくと、そのまま潰してしまった。

　ブブルドゥーラは、あの聞き取れない音の意味が解っていた。あれは、「痒い」と言っていたのだ。

　こうしてファーマウン・ゴルドが撃ち漏らし、十万年もの間犠牲者の精神を啜りながら隠れ潜み、遂に復活しようとしていた悪神は、ある「読者」の首筋に止った羽虫を払うような無造作な攻撃によって、滅ぼされてしまったのだった。




　地面をゴーレム化させ【ゴーレム錬成】でトンネルを掘り、地下から魔術師ギルドに侵入したヴァンダルーは、霊を探して内部を探索。結果、何体からの霊を見つけたが残念な事に古すぎて消滅寸前だったり、生前から魔術の事にしか興味がなかったり、狂っていて支離滅裂な事しか話さなかったりと、第一王女のレビアの事は解らなかった。

（町の霊も何も知らなかったし、普通に生きている人に聞いた方が良かったか？　でもこの町の人間じゃ素直に教えてくれるか疑わしい）

　そう嘆きながら、それとは別にダルシアの復活のために禁術の知識がないか書庫を探っていると、魔術師の霊から書庫に一冊だけ禁書があると教えられた。

　何でも、読む者に力を与える代わりに破滅の運命をもたらす邪悪な書らしい。

　興味を持ったヴァンダルーは、その禁書に施されていた封印を死属性魔術で解き手に持ってみた。

「……確かに禍々しい気配は感じるけれど、そう大した事ないような？」

　結果、魔力は感じるけれど【危険感知：死】には微弱な反応しかない、取るに足らない古い書物のように思えた。

　角が金属で補強されているので、それが危険なのかなと思う程危機感を覚えない禁書だ。

　これは期待できないかもしれないと思いつつ禁書を開くと、紙面を埋めていたのは幾何学模様に似た、文字には見えない物だった。

「うーん、読めない。これでは力は手に入らないのでは……ん？」

　そう思っていると、ふと痒みのような感覚を覚えて、不快だなと思った。

《魔力が五千万上昇しました》

《【精神汚染】スキルが、【異形精神】スキルに変化しました！》

《【身体伸縮（舌）】スキルと【精神侵食】スキルを獲得しました！》

《【怪力】、【高速治癒】、【魔術耐性】、【魂砕き】、【神殺し】、【身体伸縮（舌）】、【異形精神】のレベルが上がりました！》

　すると何故か魔力が上がってスキルを獲得したり、スキルのレベルが上がったりした。

「えぇ？」

　驚きながらステータスを確認してみると、開拓村で上がったスキルだけではなく脳内アナウンスされたスキルも増え、レベルも上がっていた。







・名　前：ヴァンダルー

・種　族：ダンピール（ダークエルフ）

・年　齢：７歳

・二つ名：【グールキング】　【蝕王】　【忌み名】

・ジョブ：毒手使い

・レベル：２０

・ジョブ履歴：死属性魔術師　ゴーレム錬成士　アンデッドテイマー　魂滅士

・能力値

　生命力：１８４

　魔　力：３７８１２０３４４（五千万上昇）

　力　　：１２８

　敏　捷：１３０

　体　力：１１９

　知　力：７６１

・パッシブスキル

　【怪力：レベル３（ＵＰ！）】【高速治癒：レベル５（ＵＰ！）】【死属性魔術：レベル６】

　【状態異常耐性：レベル７】【魔術耐性：レベル３（ＵＰ！）】【闇視】【死属性魅了：レベル６】

　【詠唱破棄：レベル４】【眷属強化：レベル８】【魔力自動回復：レベル４】

　【従属強化：レベル４】【毒分泌（爪牙舌）：レベル３（ＵＰ！）】【敏捷強化：レベル１】

　【身体伸縮（舌）：レベル３（ＮＥＷ！）】

・アクティブスキル

　【吸血：レベル７（ＵＰ！）】【限界突破：レベル５】【ゴーレム錬成：レベル６】

　【無属性魔術：レベル５】【魔術制御：レベル４】【霊体：レベル７（ＵＰ！）】

　【大工：レベル４】【土木：レベル３】【料理：レベル４】【錬金術：レベル４】

　【格闘術：レベル５（ＵＰ！）】【魂砕き：レベル６（ＵＰ！）】【同時発動：レベル５】

　【遠隔操作：レベル６】【手術：レベル３（ＵＰ！）】【並列思考：レベル５】

　【実体化：レベル４】【連携：レベル３】【高速思考：レベル３】

　【指揮：レベル１】【農業：レベル３】【服飾：レベル２】【投擲：レベル３】

・ユニークスキル

　【神殺し：レベル３（ＵＰ！）】【異形精神：レベル２（精神汚染から変化）】

　【精神侵食：レベル２（ＮＥＷ！）】

・呪い

　【前世経験値持越し不能】【既存ジョブ不能】【経験値自力取得不能】








「なるほど、確かに力が手に入ったけれど……？」

　読むだけで魔力が五千万も手に入るのなら、普通の人から見れば確かに大した力だろう。一流の魔術師五千人分の魔力だ、溺れて我を失って破滅してもおかしくない。

【精神侵食】という固有スキルも、見るからに危険そうだ。

　しかし、何故【魂砕き】や【神殺し】のレベルまで上がったのだろうか？　【精神汚染】スキルも、何故かユニークスキルの【異形精神】に変化したし。

「何よりこの【身体伸縮（舌）】って？　舌が伸びるのかな？　──あ、伸びた」

　舌を口から伸ばしてみると、にゅ～っと伸びた。特に痛みも引き攣るような違和感もなく、手足を曲げ伸ばしするのと同じ自然さで、ヴァンダルーは舌を一メートルはなかったが、腕より長く伸ばせた。

　しかも、自由自在に動かせる。

　蛇のように撓らせる事も、カエルが虫を捕まえる時のように素早く伸ばす事も出来る。ペンに巻きついて字を書く事だって出来るだろう。まるで手が一本増えたかのようだ。

「……【舌鋒】」

　そして試しに舌で貫く【武技】を発動させてみると、普通に発動した。舌を飛ばしていた時よりも射程距離は短くなったが、これなら連射が効く。

【精神侵食】と【異形精神】がどんなスキルなのかは不明だが、確かに力は手に入った。破滅の運命はどうなるか不明だが。

「これまでこの禁書を読んだ人達って、皆舌が伸びるようになったのか？　そのせいで変人扱いを受けて人間関係や仕事に失敗したとしたら、確かに破滅の運命かな？」

　舌が一メートル延びるとか、地球ならビックリ人間扱いだろうし、気味悪がる人も多いだろう。自分も気を付けようと思いながら、ヴァンダルーは禁書を本棚に戻した。

　自分から胃袋の中に飛び込んだも同然の間抜けな悪神の魂を砕き、喰ったせいで悪神の魔力と、力の一部を手に入れた事にヴァンダルーが気づくのは、大分後の事だった。

　ただ、禁書がただの紙の束と化している事にニアーキの魔術師ギルド支部が気づくよりは早かった。
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　ラムダに存在する国や町には、当然だが犯罪組織が存在する。

　盗品の売買や、麻薬や呪われたアイテム等の御禁制の品の密輸、違法奴隷の取引に、殺しの請負。地球のファンタジー作品に出て来る盗賊ギルドよりもずっと凶悪で、必要悪だなんてとても口に出来ない連中もいる。

　ニアーキの町にも、それは存在する。

　構成員数十人程の組織、『闇夜の牙』。最近のハートナー公爵領の不景気を利用して、奴隷売買や麻薬で儲ける犯罪組織だった。

　その頭、〝耳裂き〟のザギは、若い頃敵対組織の拷問を受けて耳を引き千切られても悲鳴一つ上げなかったと恐れられる男だ。

「テメェ……何が狙いだ？」

　そのザギが睨みつけるのは、赤い髪と瞳をした美女だった。

　彼は、血の匂いが漂うアジトのソファに座らされていた。彼の正面には対になるソファに座っている、人の手の形をしたイカレた帽子（？）を被った白髪の子供と、その傍らに立つ美女がいる。

　近くにいた連中は全員血を流して倒れているか、彼が酌をさせていた女達のように部屋の隅で震えあがって座り込んでいるかのどちらかだ。

「狙いは──」

「テメェには聞いてねぇ、黙ってろクソガキ。オイ、姉ちゃん、どう言う冗談か知らねェが、このガキを主人だと思い込ませたいなら大失敗だぜ。こんなガキに、ウチの連中を瞬く間に始末するような女を使えるはずがっ!?」

　大物ぶってペラペラと話していたザギの顔面に、拳がめり込んだ。白髪の子供が被っていた手の形をした帽子が跳ね、彼を殴ったのだ。

（帽子じゃねぇ、本物の手!?）

　衝撃と驚愕に打ちのめされ、ソファの背もたれに倒れ込むザギ。その彼の胸倉を赤毛の美女が掴み、そのまま持ち上げた。

「な、何のぐぼっ!?　がはぁっ!?」

　何のつもりだと言い終わる前に、ザギの鳩尾に赤毛の美女の拳がめり込み、さらに床に向かって叩きつけられた。

（俺をまるで子ども扱いだと!?　お、女の力じゃねえぞ!?）

　腹と背中に衝撃を受け、呼吸もままならないザギは起き上がる事も出来ずに床に転がったまま悶え苦しんだ。涙に滲む視界に、自分を殴った手がヒタヒタと指を足代わりにして通り過ぎるのが見える。

「がはっ!?」

　赤毛の美女は、容赦なくザギの胸をその綺麗な脚で踏みつける。人によってはご褒美かもしれないが、肋骨が軋む音を聞きながら喜べるほどザギの業は深くない。肺に残った空気が絞り出されるが、赤毛の美女は脚にさらに力を籠め肋骨を踏み砕こうとした。

　しかし、そこに戻ってきた手を抱き上げた少年から待ったがかかった。

「エレオノーラ、落ち着いて」

「ですがヴァンダルー様、貴方に暴言を吐く下等生物に呼吸する権利はないわ。一刻も早くじわじわと嬲り殺すべきよ」

「言っている事が矛盾していますよー。死なれるとまだ困るので、落ち着きましょう」

「……はい。ヴァンダルー様の温情に感謝するのね、人間」

「あ、そう言う『人間』って言葉の使い方は良くないです。俺もエレオノーラもレフディアもズランも皆も『人間』なんですから。ほら、皆人間」

「そ、そうだったわね。皆人間、皆人間……感謝するのね、匹夫が」

「そうそう、その調子」
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　エレオノーラが足をどけても、呼吸がまだ出来ないザギは、頭上で手を握り合う三人（？）の間で交わされる会話から主導権は本当に子供の方が持っているらしい事を、やっと察した。そして、その子供に自分を殺す気は無いらしい事に内心で安堵する。

　先程見せられたエレオノーラの腕前だと、この場に居ない『闇夜の牙』が使っている構成員や用心棒では太刀打ちが出来ない。実際、ザギの視界の中には鳩尾を剣で貫かれた組織の中で最も腕利きの元Ｃ級冒険者のボディーガードの姿がある。

（こうなったら、旦那が来てくれるまで時間を稼ぐしかねぇ）

　唯一の希望は、彼の組織の後ろ盾にしてニアーキの暗部の真の支配者である『旦那』がこの異変に駆けつけてくれることだった。『旦那』の使い魔の気配がする事に気がついた彼は、必ずここにやって来ると確信していた。

　問題は、それが自分の生きている間か、殺された後かだ。

「ぐっ……それで、目的は、何だ？　金で頼まれたのか？　それとも薬か？　まさか、誰かの仇討なんて言わねえだろうな？」

「最後の仇討です。ただし代行ですが」

　仇討と言われて沈みかけたザギだったが、その代行という答えを聞いてチャンスだと内心ニヤリと笑う。

　仇討の場合、多くの復讐者は損得勘定が壊れている事が多い。金や女で転ぶような復讐者なら、最初から犯罪組織のボス相手にここまでしない。

　だが、復讐の代行なら話は別だ。

「なら、何で頼まれた？　金なら、幾らでも払う。俺達の側に寝返らないか？」

「いえ、金は貴方を殺した後根こそぎ頂きます」

「なぁっ!?　ちょ、ちょっと待て、目的は仇討何だよな!?」

「そうです。そのついでに金と組織を頂こうと思います」

　そう事も無げに告げるヴァンダルーに、ザギは戦慄を覚えた。しかも、言っている事が本気なら、結局自分を殺す事は確定しているらしい。訳が解らない。

「待てっ、誰の仇討で来た？　何か誤解があるんじゃないか？　俺は確かに悪人だが、理由もなく人は殺さない。生き延びるために仕方なくだ。それに、殺した相手の方がとんでもない悪党だった事だってある。裏には裏の仁義ってもんが──」

「その言葉が嘘だったら酷い目に遭いますよ？」

　そう言いつつも、ヴァンダルーはザギの言っている事は嘘だろうと確信していたが。殺したばかりの彼の部下から、既に色々聞いている。

「それで誰の仇を取りに来たのかですが……『緋色の夢』亭って酒場を覚えていますか？」

　ザギは「……何の話だ？」と首を傾げた。『緋色の夢』という酒場に、全く覚えがなかったからだ。

「その酒場で十五年前に歌を歌っていた流れの吟遊詩人兼詐欺師が誑し込んでいた女の人の仇です」

「は、はぁっ!?　何だそりゃ!?　十五年前!?　詐欺師の情婦!?　何だってそんな下らねぇ仇を取りに来てんだ!?　そんな馬鹿なはなげご[image: ]!?」

　信じられないと目を剥いて喚くザギの脇腹を、再びエレオノーラが蹴り上げた。

「暴言は控えなさい、匹夫」

　血の混じった反吐を吐きながら転がるザギに、ヴァンダルーの言葉が届いた。

「何でと言われますと、実は今日の昼間────」
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　何か大きなことが起こる。

　ニアーキの町で長い事占いを生業にしてきた【霊媒師】のミラン婆は、昨夜からそんな確信を持っていた。

　それは彼女が就く【霊媒師】ジョブの基本的な力があれば、誰もが気づく程あからさまな予兆だった。

「来たかい。あんたのお蔭で商売あがったりだよ」

　彼女の小さな店のドアを開ける途中の客に、そう声をかける。

「どう言う事ですか？」

　ドアから入って来た白髪隻眼の子供、ヴァンダルーに問われたミラン婆は皺だらけの顔で笑った。

「それはあんたが来る事が前もって解っていたことかい？　それとも、あたしの商売が上がったりなのがあんたのせいだって言った事かい？　どっちもよく考えれば分かるだろうに。町中の霊と言う霊を、それも鼠や蟲の霊まで持って行かれたら【霊媒師】のあたしはどうすりゃいいんだい。それに、そんな大量の霊を引きつれていれば町の外からでも気がつくさ」

【霊媒師】であるミラン婆の目には、ヴァンダルーの周囲に存在する無数の霊の姿が見えていた。百や千ではきかない数の霊が、ヴァンダルーの周囲を羽虫のように群がっている。

　正直、目の前の少年がどうやって正気を保っているのか不思議でならない。

「霊の何人かから、貴女が昔の情報に詳しいと聞きまして」

「まあね。一応アタシもエルフだから、見た目通りに長生きさ」

　ミラン婆がフードを降ろすと、長く先端が尖った耳が露わになった。

「別に隠している訳じゃないんだけどね、ただのエルフの婆よりも何十年も前から居る謎の婆の方が、客受けが良くてね」

　占い師の商売に雰囲気や印象が重要なのは、ファンタジーな世界でも変わらないようだ。

「それで、何が聞きたいんだい？　アタシは情報屋じゃないが、昔話ぐらいなら安くしておくよ」

【霊媒師】ジョブに出来る事は、ちょっとした占いや死者の声を聞く事、霊視。殺人事件の犯人や、雑な口封じをした諜報組織の者以外には、大したことじゃない。

　何故なら、古い霊程記憶や人格が不確かになるからだ。生前執着していた事柄や、憎い相手以外の記憶が溶けるように崩れ始め、最後には消えてなくなる。

　短くて数日、長くても数十年ともたない。

　それに生前の記憶と人格を保っていても、霊が嘘を付かない訳じゃない。過去には【霊媒師】の言葉を信用して行った犯罪捜査の結果、無実の者が処刑される悲劇が起きている。犯人が被害者の身内の場合、霊が犯人を庇う事が少なからずあるからだ。

　ただミラン婆の場合は五百年の寿命を持つエルフであるため、彼女本人が昔の事を覚えているし、当時死んで間もない霊から聞いた話も記憶している。

「約二百年前、タロスヘイムのレビア王女達がどうなったのか教えてください」

「何でそんな事を？　あんた、あの巨人種の国とかかわりでもあるのかい？　……いや、聞かないでおこうかね」

「話しても構いませんが？」

「止めとくよ、あんたの周りの霊がおっかない顔をしているからね。さて……あんたにとって不愉快な話になると思うが、あまり怒らずに聞いておくれよ」

　二百数十年前、境界山脈にトンネルが発見された当時ハートナー公爵家の当主は、武闘派でヴィダの熱心な信者だった。そのため、巨人種の国でありヴィダを主に信仰していたタロスヘイムとの交易も積極的に行った。

　交易はハートナー公爵領に富をもたらし、それまで無骨なイメージしかなかった公爵は経済政策でも優れていると高評価を得て、称えられるようになった。

　しかし、その後を継いだ新当主はアルダの熱心な信者だった。過酷な戦場で加護を与えてくれるのは、敗者のヴィダではなく勝者のアルダだろうという考えだ。

　それでも融和派の教義ならタロスヘイムにとって何の問題もなかったのだが、新当主は融和派であるように見せかけた原理主義者だった。

　だが新当主はただ狂信的な男ではなく、統治者としての判断力も持ち合わせていたので利益を出している間はタロスヘイムとの交易をそのまま維持した。内心苦々しく思いながら。

　そんな時に起こったのがミルグ盾国のタロスヘイム遠征だ。新当主は、遠征を利用した。タロスヘイムからの援軍の要請に対して理由を付けて返事を先延ばし、見殺しにした。助けを求めてきた第一王女レビアと、彼女が連れてきた合計五百人の避難民達を受け入れると言って騙した。

　護衛の兵を毒殺し、王女に自分の殺害と公爵領を奪うクーデターを企てた濡れ衣を着せ処刑。彼女達がミルグ盾国に渡らないよう持ちだしたタロスヘイムの国宝……無限に品物が入るアイテムボックス等の貴重なマジックアイテムを手に入れた。

　そして残った子供と老人ばかりだったタロスヘイムの巨人種を犯罪奴隷として奴隷鉱山に送り込んだ。

　タロスヘイム交易の窓口であり、タロスヘイムの事を良く知る人々の町は放棄させた。既に交易が行えない以上、元々交易都市としてやっていけないため都合がいい。

　トンネルも塞がったため、ミルグ盾国の追撃を心配する必要もない。

　結果、当時のハートナー公爵領はミルグ盾国軍相手に一兵の損失も出さず、タロスヘイムの国宝を手に入れ、数百人の労働力を手に入れた。

　ミルグ盾国軍相手に援軍を送り、負けていた場合を想定すれば破格の利益だ。

「二百年前のオルバウム選王国とアミッド帝国の戦争では、タロスヘイムの事が大義名分になったはずですが？」

　ミラン婆の話が真実なら、幾つか辻褄が合わない。少なくとも、戦争の大義名分にするには問題があるだろう。しかし、問われたミラン婆は肩を竦めるだけだ。

「坊や、あたしはただの【霊媒師】だ。死者の言葉を話すだけだよ、推理や調査は専門外、仕事じゃないね。ただそうだね……事実を知っているのは公爵家やその側近、後当時の選王様達極一部だけ。世間には王女の替え玉を仕立てて誤魔化す。そして戦争が終わって暫くしたら病死したって事にする」

　婆でも思いつく簡単な話さと、ミラン婆は言った。

　巨人種は人種より少ないが、選王国にはそれなりの数が暮らしているため替え玉を仕立てる事は手間だが難しくはない。

　それにレビア王女はタロスヘイムでは誰もが知る姫様だったが、オルバウム選王国全体では顔を知っている者は限られている。

　華々しい戦争とその行方ばかり注目されて、哀れな避難民は「保護された」と誰かが言うだけで誰もが納得して、実際はどうなのか確かめようとは思わない。そして数年も経てば、王女の行方も同様に誤魔化されてしまう。

　複数の権力者が組めば、可能な陰謀だ。

「……それで、タロスヘイムの避難民は今も鉱山に？」

「だろうね。巨人種は丈夫だし、犯罪奴隷とはいっても実際は違法奴隷みたいなもんだから、生かさず殺さずで働かせてるはずさ。老人は兎も角、当時子供だった連中は全員じゃないだろうが生きてると思うよ。何でも、軍に管理された奴隷の村って形になっているらしい。あんたの周りにいる霊の一人から聞いた事だよ」

「……レビア王女と護衛の巨人種達は何処に葬られましたか？」

「さてね。流石にこんな辺境の町まで機密を知っている霊が流れて来る事は滅多にないさ。でも、そう言う後ろ暗い過去を葬るなら、うってつけの地下墓地がある。その昔、勇者の一人が魔王の一部を封じたって伝説がある。そのお蔭で、今も邪悪な存在は外に出る事が出来ないんだとか」

「それは何処です？」

「公爵の城の地下の何処かさ。気をつけるんだね」

「気をつける？　まるで、俺がそこに行く事を知っているような言い方ですね」

　ミラン婆はやれやれと息を吐いた。

「見た目通り長く商売をしてるんだ。アンタが怒り狂う寸前だってのは、周りの霊を見てれば分かるよ」

　ミラン婆が指摘した通り、ヴァンダルーは激高する寸前だった。周囲の霊も、それに当てられて恐れ戦いている。

　今彼女から聞いた話が本当だとしたら、何故怒らずにいられるのだろうか？　呪わずにいられるだろうか？

　今すぐにでも表に出て、目につく生き物を無差別に引き裂いてやりたい。そんな殺人衝動すら覚える。

　しかし、そんな事は喜ばれないし無意味だとヴァンダルーの冷静な部分が説く。

　確かにハートナー公爵領の人々は、タロスヘイムの避難民が搾取されているのを放置している。助けるべきだと訴えるような事は、目の前のエルフの老婆も含めてしていない。

　だがオルバウム選王国も封建国家だ。政治的な訴えを行うような発想は中々一般市民からは出ない。そもそも、二百年前の顛末を知っている者も今ではほぼいないだろう。ラムダにはネットもなければジャーナリストも居ない。情報伝達の手段が少なく、人の行き来も限られる。

　それにタロスヘイムの、ヌアザやボークス、ズラン達の懲罰感情は『親の罪は子に問わず』だ。それはヴァンダルーも正しいと思う。

　だから、今を生きている人々に二百年前の出来事の罪を問うのは間違っている。

　そう、『二百年前の』罪は。

「ふぅ……質問ですが、奴隷鉱山が襲撃されて奴隷が全員どこかに消えるような事になったら、あなたは事件を捜査をしている人達に情報を売りますか？」

　だから罪を問うよりも、報復を行うよりも、先に行うべきは奴隷にされた巨人種達の解放だ。この領の法律なんて知った事ではない。

　ただ解放するだけではない。巨人種達の心を動かし、タロスヘイムに来てもらわなければ。そのための力と助力を得て、過剰なまでの戦力で攻め込み、災禍でハートナー公爵達の目を欺くのだ。

「……いいや。小銭よりも命が欲しいからね。ただ老婆心で言っておくけど、復讐は……いや、止めておこう。あたしも、この言葉が綺麗事だってのは霊が見えるようになってすぐわかったからね」

　死者は何も望まないとか、生きている人の幸せだけを願っているとか、そんな事は酷く愚かな妄想でしかない。

　綺麗事通りの霊も存在するが、生前恨みを抱いていた者の破滅を心から喜び、嗤う。そんな霊も当たり前のように存在する事をミラン婆は知っているからだ。

　特にヴァンダルーに対してその手の綺麗事を口にする事は、失笑に値する。

「明日中には俺はこの町を出ますが、何か希望する報酬はありますか？」

　そして怒りを押し込んで何事もなかったようにミラン婆に質問する。

「情報料かい？　これでも蓄えはあるからね。引退しても寿命で逝くまで十分暮らせるんだが……そうだね、一つ頼まれちゃくれないかい？」

　町中の霊がヴァンダルーの周囲にいる以上、【霊媒師】としての商売は上がったりだ。だからミラン婆は暫く休業するつもりだった。場合によっては、この町から他の町に行く事も考えていた。

　だから記憶の片隅に残っていた心残りを口に出す事にした。

「実は、十五年前の事なんだけどね、あたしの客の一人が『緋色の夢』って酒場で歌っていた吟遊詩人に入れ込んでね。あの男は詐欺師だから止めときなってあたしは忠告して、その子も別れるって言っていたんだけどね──」
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「三日後その女の人の悲しそうな顔をした霊が現れ、すぐに消えてしまったそうです。その真相を知りたいと。それで、ある確かな筋から情報を手に入れましてあなたがやったのだろうなと」

　淡々としたヴァンダルーの説明に、ザギは冷や汗が止まらなかった。

（つまり、目の前の正体不明のガキはこれからこの公爵領でとんでもない事をやらかす。そのついでに俺達を皆殺しにしようってのか!?）

「いや、結構生きていますよ。貴方のボディーガード以外死んでるのは数人だけで、他はちょっと血が出ているだけで、心臓は動いてますし」

（こいつ心を読んだのか!?）

　驚愕に声も出ないザギだが、実は彼のボディーガードだった男の霊が、『こいつ、今こんなこと考えてるぜ。バカだよな～』と陽気に説明してくれているだけだ。

「それで、覚えはありますか？」

　問われたザギは答えなかったが、実際には身に覚えがあった。正確に言えば、話を聞かされている内に思い出したのだ。

　あれは十五年前、まだザギが組織の下端でしかなかったころだ。その頃から彼は凶悪さと犯罪の上手さと運に恵まれ、当時のボスの覚えも良かった。

　そのザギが任された仕事の一つが、上納金も納めず詐欺で稼いでいる流れの吟遊詩人気取りの男への制裁だった。

　しかし、ザギは詐欺師をもう少しの差で逃がしてしまった。その失態を隠すために、当時詐欺師がカモにしていた女を攫い、惨たらしい方法で殺して死体を詐欺師が使っていた部屋に捨てた。

　彼が女を殺し、詐欺師の男がそれに怯えて逃げたように偽装したのだ。

　他の仲間は買収した。詐欺師が持ち逃げし損ねた女の金を、詐欺師が差し出した詫び料と偽ってしてボスに上納して、その件は終わったはずだった。

（そ、そんな事正直に話そうもんなら殺されちまうっ！　畜生、あんなどうでもいい女如きのために死んでたまるか！）

「知らねェ、多分俺以外の……そこで死んでる俺のボディーガードの仕業だろ。あいつは女を殺すのが大好きな、イカれた野郎だったからな」

『嘘だね～！　俺は五人くらい殺してるけど、全員男だったぜ！』

　ザギは生き残るために色々と努力していたが、霊が見えるヴァンダルーには無駄で滑稽な試みでしかなかった。

（クソっ、まだか、旦那はまだなのかよ!?　はっ！）

　バンっと音を立てて扉が外から開いた。そこから赤い瞳に青白い肌の男が、黒い覆面で顔を隠した巨人種と数人の小柄な者達を引きつれて入って来た。

「旦那！　良く来てくれたっ」

　先頭に立つ吸血鬼の男、〝悦命の邪神〟ヒヒリュシュカカを奉じる原種吸血鬼から派遣された常駐の工作員。それこそがザギの後ろ盾だった。

　吸血鬼の走狗となる事で、ザギは他の組織の台頭を許さずこの一万人の小都市で裏の大物ぶる事が出来たのだ。

　後ろに連れている巨人種や小男達は見た事がなかったが、従属種吸血鬼だろう。ザギはそう思った。

「さぁ、旦那！　このクソガキとクソ女を殺してくれっ！　この恩は必ず返すからよぉっ！」

『ザギぃぃ……お前は私によく使えてくれる忠実な男だ。私はお前を評価していたよぉ……』

　吸血鬼はザギの求めに応じるように、彼に向かって足を進める。そのままヴァンダルーの横もエレオノーラの横も素通りして、彼の見下ろす。

『だと言うのにこのクソ駄犬がぁぁぁぁっ！　この方々に暴言を吐くなぁぁぁ！』

　そして硬い踵でザギの胸を蹴ると、そのまま踏み躙る！

「ぐあああっ!?　だ、旦那、何を!?」

　自分の肋骨が軋む音を聞きながら叫ぶザギは気がついた、彼が旦那と呼ぶ男の服が赤黒く汚れている事に。

「まだ用があるのでその辺で」

『はい……ご主人様』

　恭しくヴァンダルーに頭を下げ、そのまま足に口づけする吸血鬼の男を見て、ザギは全てを察した。

　先ほどヴァンダルーが口にした確かな筋とは、この吸血鬼だったアンデッドの事なのだと。

　ザギの頼みの綱は、彼が襲撃を受ける前に始末されていたのだ。

「こ、こんな、こんな事が……あんな、どうでもいい、何処にでもいる女を殺したからって、それだけで、俺の組織が、俺が……」

　希望が潰え、死人よりも死人らしい顔で呟くザギに対して、ヴァンダルーは首を傾げて言った。

「あなたにとって彼女が、何処にでもいる殺しても別に構わない女であるように、俺にとっては何処にでもいる、殺しても別に構わない悪党があなただった。それだけじゃないですか」

　こうして『闇夜の牙』のボス、ザギは死んだ。だが、翌日には傷一つない姿で何時も通り手下に指図する姿が見られた。

　妙に陽気になったザギは、今までと違いとても穏健に裏社会を支配した。その彼が実はアンデッドである事が、ある冒険者の活躍で判明するのは暫く後の事だ。
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「キングっ、遂に恋人が出来た！」

「えっ、何時の間に？」




　義父に裏切られて奴隷商に売られたマリーは、絶望に打ちひしがれていた。

　実の父はマリーが幼い頃に死に、母は彼女を連れて再婚するも病死。そして義理の父は、血の繋がらない娘を育てる事は出来ないと、母の最期の願いも無視して彼女を売った。

　彼女は実の父同然に慕っていた人物に裏切られた事で、人生に絶望していた。

　彼女のような十代前半の年頃の少女は、余程容姿に恵まれていなければ娼館も買い取りたがらない。安値で買いたたかれ、鉱山で厳しい肉体労働の末使い潰されるのが多い。

　マリーが絶望するのも無理もない。

「ふふ、美しい花嫁よ。君の名を聞かせておくれ……」

　だから自分が吸血鬼への上納品にされた事を知った時は、寧ろ安堵を覚えた。すぐに終れると。

　奇跡的に良い買い手に恵まれ、何時か解放される事があったとしても、もう彼女を想ってくる家族はいない。

　そんな悲しみの中何十年も生きるのは彼女にとって苦痛でしかなかった。

「口がきけないか……構わんとも。すぐに、君の全てをこの牙と舌で味わう事が出来るのだからね」

　吸血鬼の整った顔が、伸びた牙が露わになった事で獣の容貌に変わる。

　その牙がマリーの首筋に近づいたその時だった。

　ニアーキの町では領主の館以外では珍しいガラスの窓が砕け散った。

「何!?　ぐあっ！」

　黒い影が吸血鬼の背後や横を駆け抜ける度に、彼の身体から血が噴き出す。

　マリーはそんな信じられない光景を、ただ茫然と眺めていた。目の前にいるのは吸血鬼、勇者や英雄が倒す悪の権化だ。それが目の前で、何者かに一方的に切り刻まれている。

「おのれっ、卑怯なぁ！　この程度の傷、すぐに……！」

『治らねぇよ。御子の【無治】が付与されたクナイだ』

「後、吸血鬼にも効く猛毒、塗ってある」

「な、何だと!?　そんな、馬鹿……ごぶ！っ」

　口から噴水のように血を吐くと、吸血鬼は動かなくなった。

　マリーの人生を終わらせてくれるはずの吸血鬼が、死んでしまった。

　死体すら、覆面の巨人種が何処かに持って行ってしまった。

　これから自分はどうなるのだろうと、漠然と考えているとマリーは恐ろしくてたまらなくなった。そして、反射的に尖ったガラスの破片を手に取っていた。

「待てっ」

　しかし、その破片を喉に当てる前に彼女は腕を小柄な暗殺者に掴まれてしまった。

「何で止めるの!?　お願いだから、死なせてっ」

「ダメ！　お前に死なれると困る！」

「何でよっ、どうせわたしの代わりなんて幾らでもいるわ！」

「お前の代わり、何処にもいない！」

「──え？」

　力強く断言された言葉に、マリーは反射的に腕の力を緩めていた。その隙にブラガはガラスの破片を奪って投げ捨てる。

　そして、破片で切れた彼女の手を手当てする。

「皆、お前の事を気にかけてる。簡単に死ぬな」

　彼らの王であるヴァンダルーから、「吸血鬼の被害者や監禁されている人達が居たら、出来るだけ保護してください」とブラガ達は頼まれていた。

　だからブラガ達はマリーのような被害者を無事保護できるようにと、注意していた。

　ウソはいっていない。

　だが心が弱っていたマリーにとって、この瞬間ブラガは白馬の王子様になったのだった。




「そう言う訳でキング、俺の恋人マリー」

「わたし達の結婚を認めてください、お願いします」

　誇らしげなブラガと、その横に居る十二か十三ぐらいの女の子を前に、ヴァンダルーは「出会いって、本当に何処にあるか分からないんだなー」と思っていた。

「認めるのは別に良いのですが……ブラガはブラックゴブリンですが、それで良いんですか？」

　ブラックゴブリンは通常のゴブリンよりも人間に近い容姿をしているし、ブラガのように性格も良い。だが、友人は兎も角伴侶に選ぶことは普通の人にとって障害が大きいのではないだろうか？

　そう思うヴァンダルーに、マリーは「勿論です」と答えた。

「わたしなんかの事をこんなに想ってくれたのは、死んだ母さんだけでした。吸血鬼に殺される前にブラガさん達に助けられたのは、きっと運命です！」

「そ、そうですか。短くても十年はこの国に戻って来られませんが、それでも？」

「構いません！」

「では、俺から言う事は『おめでとう』という祝福以外何もありません」

　本人が納得しているなら、別に良いだろう。実際、ニンジャ部隊の副隊長であるブラガはブラックゴブリンの出世頭で、優良物件だ。反対する理由はない。

　それに、タロスヘイムに来た方がマリーも豊かな生活をおくる事が出来るだろう。

『あー、御子よぉ、悪党連中が囲ってた情婦や働かされてた女なんだが……』

　何故か歯切れの悪い口調のズランの方を振り返ると、覆面の上からでも分かるほど彼が困っている事が解った。

「どうしました？　とりあえず彼女達は俺の【精神侵食】スキルで軽く口止めして、お金を渡して解放する予定ですけど」

　乗っ取った『闇夜の牙』は、長くても数か月の間使うだけなので娼婦館の経営などの商売をさせるつもりはない。さっさと手を引く予定なので、どっぷりと悪事に嵌っていた女幹部気取りの情婦は始末したが、それ以外の人は口止めして解放するつもりだった。

『それがだな、そのマリー嬢ちゃんを見て俺達に取り入れば殺されずに済むと誤解したみたいで……あっちでブラックゴブリン達相手にお見合い大会やってるぜ』

「……うへぁ」

『しかも、女慣れしてないのばっかり連れて来たもんだから、あいつら面白いように引っかかってなぁ』

「……女の人って、逞しいですね」

「それでヴァンダルー様、あの女達をどうします？」

　そうエレオノーラに問われるが、どうすれば良いのだろうか？

「とりあえず、面接と健康診断はしましょうか」

「あなた、リンダさんの事も言わないと」

「そうだ、キング。俺、恋人もう一人いる」

「……おめでとー」
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　領主の館の離れでハートナー公爵家の次期当主、次男のベルトンが主導で行っている開拓事業を潰す為、陰謀を企んでいる者達が集まって報告を上げていた。

「では、そのダンピールの少年によって、俺達の策が水泡に帰したと言うのか？」

「その通りです、カールカン殿！」

　アルダの神官を装っていたフロトの報告を、ハートナー公爵家の長男ルーカス派の騎士、カールカンは疑わしげに聞いていた。

「そうは言うが……いや、勿論お前達を信用していない訳ではない。しかし、流石に……」

　カールカンが顎髭を撫でながら胡乱気な目をするのも無理はない。何せフロト達の報告の内容が、常識から逸脱しすぎているのだ。

　第五開拓村に盛った毒を、空を飛んで駆けつけ解毒して全員を助けた。

　空から現れて村を襲うオークを全て殴り殺した上に、瞬く間に井戸を掘り水不足の村に豊かな水源をもたらした。

　カールカン自ら毒入り肥料を配下の騎士達に運ばせるなどして、来年の春には廃村に追い込めるはずだった第二開拓村では、何とゴブリンを非常食に変える方法を伝えたそうだ。

　それに町の工作員が手を回して送り込んだ山賊団が行方不明である事にも、関わっているに違いないとフロトは主張している。

　そして、その関わっている者とは、ダンピールの少年だと彼らは報告しているのだ。

　ここまで聞いたカールカンが「疑わしい」と思っても無理はないだろう。

「カールカン殿、少なくともオークの件は私も見ました。私が放したオークが、瞬く間にそのダンピールに倒されたのを、この目で！」

　だが、フロト以外にもオークをテイムしていた獣魔術士──魔術で魔物と精神的な絆を作り使役する魔術を扱うジョブ──の男もそう主張する以上、嘘とも言い難い。

「それに、私が盛った毒を解毒するとなると……あれは病気に似せるため死ぬまで時間がかかるが、通常の解毒の術やポーションでは解毒不能の毒です。そのダンピールは、生半可な腕ではありません」

　化粧で中年の行商人に扮していた、若い密偵の男もそう主張する。

　工作が失敗した事の言い訳に口裏を合わせていると考えるには、内容が不自然すぎる。だからカールカンは彼らの報告は事実だろうと判断する事にした。

　彼も騎士団で一隊を預かる身だ。長く騎士に身を置いていれば、見た目や年齢からは信じられない事を実行して成果を上げる者達が存在する事を、自分の目で知る事もある。

「その子供はダンピールだったな。信じがたいが、それならあり得る話か。だが、つまりＤ級冒険者並の力を持つ、腕利きの治癒魔術師が村に居た。それだけの話だ」

　オーク三匹を倒したのは見事だが、一匹目は不意打ちに近かったようだし、そのまま勢いで二匹目三匹目と倒せば、Ｄ級相当の力でも可能だっただろう。

「何より、難民出身の冒険者のように村を拠点に活動している訳ではなく、町で冒険者になるために人里に出て来た通りすがりらしいではないか。つまり、その子供が村に居ない間に事をなせば良いだけの話だ」

「それで大丈夫でしょうか？」

「はっはっはっ、心配が過ぎるぞ。まさかそのダンピールも、村の周囲に見張りを仕込むような真似はするまい」

「それもそうですな」

　実際には見張りに使い魔のレムルースが、更に防衛戦力のストーンゴーレムが開拓村一つ毎にダース単位で配置されている。

「ダンピールの子供が冒険者になるつもりなら、これから最低でも一年は冒険者学校に所属するはずだ。その間に開拓村を山賊の仕業に見せかけて壊滅させる。……私自ら部下を率いてな」

　カールカンとその一隊自ら山賊役を行うと告げられ、フロト達に衝撃が走った。

「宜しいのですか？　もし事が露見したら、難民共相手にした事とは言え、縛り首か奴隷堕ちですぞ！」

「それくらいの危険は負わねばなるまい。全ては、おめおめと生き恥を晒し我らがハートナー公爵領を寄生虫のように蝕むサウロン領の者共を一層するため、そして民とルーカス公子のため！」

　ヴァンダルーが考えていた通り、カールカン達はカシム達開拓村に住む者も含めてサウロン領から逃げてきた難民を、自国民だとは認識していなかった。

　彼らの言う民とはハートナー公爵領人であり、サウロン公爵領を含めた他の公爵領人は外国人に等しいのだ。

　尤もカールカンの本音は、まだ自分がルーカス公子に対して特に成果を上げていないため、このままではルーカス公子が公爵家の家督を継いでも望んだ地位には就けないだろうと焦っているからだったが。

「私の隊は来月演習を行う予定になっている。その時に、まず第七開拓村を、そのまま全ての開拓村を襲撃する。フロト殿、貴殿も加わってもらうぞ」

「わ、私もですか？」

「生き残りを出さないようにするためには、開拓村を巡教と装って出入りしていたフロト殿の協力が要る。これが成功すれば貴殿も公爵家の家臣だ、頼んだぞ」

「は、はい」

　当初の予想以上に陰謀劇に深くかかわる事になった事に嫌な予感を覚えながらも、今更後戻りは出来ないフロトだった。
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　その頃、知らずにカールカン達の企みを尽く防いできたヴァンダルーは、市場を通って冒険者ギルドに向かっていた。

　目的は、勿論冒険者登録である。

（色々解って事情は変わって来ましたけど、登録するなら今が絶好の好機なんですよね）

　ハートナー公爵家がタロスヘイムを裏切っていた事が明らかになったので、奴隷鉱山で今も搾取されている巨人種の奴隷達を奪還すると言う目的が出来た。

　既にタロスヘイムにこの事は連絡済みで、ボークスは今すぐ公爵領に攻め込まんばかりに激怒しているらしい。

　頼もしい事である。

　それでも冒険者登録を行うのは、この機会を逃すと次の機会が年単位で先になりかねないからだ。

　更に、エレオノーラも危惧していた〝悦命の邪神〟に従う原種吸血鬼達が送り込んだ吸血鬼も、既に始末して味方になっている。ニアーキの町を牛耳る犯罪組織も、傀儡に落とした。

（パッと登録だけして、サッと町を出て、それからエレオノーラ達と合流。夜を待って飛行して公爵領の都に向かう）

　どうせ飛んで移動するには夜まで待たなければならないのだ。問題はない。

　テンプレ展開通り、チンピラ冒険者に絡まれたらちょっと面倒だが。二百年前から現代にいたるまでのハートナー公爵家のレビア王女達に対する仕打ちを知ってしまった今、ヴァンダルーは多大なストレスを抱えている。

　もし、チンピラ冒険者に「ガキは帰ってママのおっぱいでもしゃぶってな！」などと言われたら、発作的に全力で押しかかってしまうかもしれない。拳ではなく鉤爪で。

「いえ、俺は先輩冒険者のカシム達から教わったはずです。冒険者に必要なのは勇気と信じる心であると」

　出会った時、ゴブリンに対して勝ち目の薄い戦いを強いられていたカシム達。カシムは仲間を信じて、自分が食い止めている間にゼノとフェスターを逃がし、村に脅威が迫っている事を伝えようとした。

　それと同じだ。チンピラ冒険者に絡まれるかもしれない恐怖に打ち勝つ勇気と、絡まれても殺意を抑えられると自分を信じる事が必要なのだ。

「しかし、冒険者として活動するにしても必要な物が多い事が解ったのは収穫でした。まさか、最低でも家が必要とは」

　普通の冒険者が活動するのに家は必要ない。新米は木賃宿、ベテランはそれぞれ馴染みの宿を拠点にする事が多い。

　しかし、ヴァンダルーにはボークスやザディリス、サムやエレオノーラが居るという普通の冒険者にはない事情がある。

　ボークス達は扱いとして「人間」ではなく、ヴァンダルーにテイムされた魔物、「従魔」である。そのため、宿屋を利用する事が出来ないのだ。

　地球でもペット同伴不可の飲食店や宿泊施設があるのと同じだ。しかも、この場合連れ込むのはペットではなく、猛獣よりも恐れられる魔物である。

　これが小さなピクシーやレフディアならまだいいだろうし、エレオノーラやザディリスのような一見人間に見える種族なら店によっては何とかなるかもしれない。でも流石にクノッヘンや骨人は無理だろう。

　勿論冒険者にはテイマーも居るのだが、彼らは宿を利用する場合は厩舎に魔物を預けている。ゴブリンだろうがコボルトだろうが、そしてきっとグールも厩舎である。

　そのためヴァンダルーも普通の宿を利用する時は、ボークスや骨人、客室の利用を断られた場合はエレオノーラやザディリス達も馬と同じで厩舎に預けなければならない。

（まさに鬼畜の所業）

　それに昨夜気がついたエレオノーラは「ヴァンダルー様以外にそんな屈辱的な姿を見られるなんて……でも、ヴァンダルー様の為ならっ」と間違った覚悟を決めかけていたが。

「冒険者として活動するために冒険者学校に入る必要があり、更にその前に山賊や犯罪組織から金を強奪して、ダンジョンに潜って宝物を手に入れて、大きな家を買わないといけない。あれ？　普通逆では？」

　妙な話だ。冒険者になって功績を上げるためには、金持ちになって家を手に入れなければならないなんて。しかし、一人で活動しても経験値は呪いのせいで得られないし、寂しさに耐えられない。

　ついでに、冒険者学校でパーティーを組む仲間を作れる自信がない。

　やはり家は必須である。

「金で家を手に入れた後も、皆をテイムした証明になる首輪や首飾りを貰わないと、町で大っぴらに連れ歩けないのだけど。冒険者になるって、大変だなぁ」

　そう思いながら、寂れたヴィダ神殿の前を通り過ぎて冒険者ギルドの建物に着く。

　第七開拓村にある出張所が、何でも屋ごとダース単位で入りそうな大きな敷地に建つ、二階建ての建物だ。このニアーキの町では、領主の館を除けば五本の指に入る大きさである。

　やはり町にあるギルドの支部となれば建物も大きくなるのだなと、タロスヘイムの王城に住むヴァンダルーは感心した。

　そして、チンピラ冒険者に絡まれませんようにと短く祈り、自分の自制心を固く信じる。

「行こう」

　覚悟を決めて冒険者ギルドの扉を開く。中は、依頼を求める冒険者達で混み合う時間帯が終わっている事もあって、冒険者の姿は疎らだ。受付カウンターでは受付嬢達が、その奥では職員が、書類仕事をしている。

　その中をヴァンダルーは音もなく進み、カウンターまで行く事が出来た。誰に絡まれる事もなく。

（祈りが通じた）

　そう思うヴァンダルーだが、それは違う。単に大半の冒険者が彼に気がつかなかったのと、気がついても彼のような子供に絡む冒険者はそもそも居ないからだ。

　冒険者ギルドに来る子供の殆どが冒険者登録に来た新米か、Ｇ級冒険者か冒険者学校の生徒という事になる。

　そして町中の日雇い仕事やギルドの清掃などの下働きをするＧ級冒険者に、「お前みたいなガキに、冒険者が務まると思ってんのか!?」なんて絡んでも、得られるのは失笑だけだ。

　そして冒険者学校の現役生徒に絡んだ場合は、更に悲惨だ。冒険者学校の教官は一線を退いた冒険者のポピュラーな再就職先なので、理由があって叱るなら兎も角、無意味に絡んで脅すような事をすれば自分の先輩を怒らせる事になり、しかも将来自分が再就職する時に困る事になる。

　なので、「新人冒険者に絡むガラの悪い先輩冒険者」といったテンプレ展開が起こるのは、新人冒険者が冒険者学校を卒業して、冒険者らしい冒険に出かける頃ぐらいだ。もしくは、絡む側も子供の場合か。

　ただ、何処の業界にも常識が通用しない、どうしようもない程程度の低い連中は一定数いるものだが……流石に全てのギルド支部に常時配置されている訳ではない。

　ニアーキの支部にそんな連中が居なかったという意味では、ヴァンダルーの祈りが通じたのかもしれない。

「すみません、冒険者登録をしたいのですが」

「っ！　は、はい。こちらの用紙に名前と年齢、種族、後得意分野があったら記入してください」

　話しかけた受付嬢はやはりヴァンダルーに今まで気がつかなかったのか、一瞬驚いた顔をしたがすぐに営業スマイルを浮かべて用紙とペンを出してくれる。

「代筆は必要ですか？」

「いいえ、問題ありません。ですが、得意分野とはどんなことを書けば良いのでしょうか？」

　ボークスから二百年前の、カチアからミルグ盾国の、それぞれ冒険者ギルドの登録手順について教えてもらったが、時代と国が違えば色々変わるだろう。確認しておくに越した事はない。

「得意分野は元冒険者の方から訓練を受けているとか、属性の適性や素質、そして所有しているユニークスキルについて記入します」

「ユニークスキルもですか？　スキルは、ギルドカードを発行する際に分かるのでは？」

「はい、そうなのですが登録時に判明した事は守秘義務によって守られますので、登録を担当した職員以外が知る事はまずありません。得意分野の欄に記入した場合は、そのユニークスキルを所有している事を公にして依頼に活かしたいと言う意思表示になるんです」

　例えば、特定の種類の魔物に対してダメージを与えやすくなる【ゴブリン殺し】や【ドラゴン殺し】等のユニークスキルを持っている事を公にする場合、そのスキルに即した依頼をギルドが斡旋したり、依頼人に紹介したりすると言う事だ。

　ただ冒険者が秘密にする事を望む場合は、基本的にその職員の胸の中に仕舞って置く事になる。

（色々例外が……実はギルドマスターにだけは報告するとか、そんな事がありそうですけど）

　冒険者ギルドも所詮人が運営しているので、守秘義務に関してはあまり信用し過ぎない方が良いだろう。

　実際、ヴァンダルーは知らないがミルグ盾国の冒険者ギルドのギルドマスターは、トーマス・パルパペック伯爵の求めに応じて〝緑風槍〟のライリーを不正に昇級させている。

　勿論健全な運営を維持するギルドマスターも存在するが、その逆も然りなのだ。

（そう言う事なら、得意分野の項目は空欄のままでいいな）

　登録したらダッシュで町から出るのだから。ヴァンダルーは名前と種族、年齢の欄だけを埋めて用紙を提出した。

「これは……っ」

　しかし、用紙を受け取った受付嬢は書かれている内容を見て僅かに目を見開くと、何故か気の毒そうな顔をヴァンダルーに向けた。

「用紙に記入した内容によると、ヴァンダルーさんは七歳のダンピールとの事ですが、間違いありませんか？」

　どうせ偽ってもギルドカードを発行する際に名前や年齢、種族はばれてしまう。なので当然ヴァンダルーは用紙に嘘偽りなく記入した。

「はい。その通りです」

　やはりダンピールは珍しいのだろうと思い、ヴァンダルーは証明するために片目を隠していた布を取る。

　紅と紫紺のオッドアイを見た受付嬢は、沈痛な面持ちで言った。

「では……登録は不可能です」

　信じ難い返答に困惑して、瞬きを数回。だが受付嬢の顔つきは変わらず、発言の訂正もない。

「何故ですか？　十歳未満の者が冒険者ギルドに登録する場合は簡単な試験を行い、その結果で判断するのでは？」

　その試験結果で合格すれば……十歳の子供並の知識と判断能力があるとされた場合は、Ｇ級冒険者として登録される。Ｆ級以上になれるかは、通常の未成年冒険者と同じように、冒険者学校を卒業してから判断される。

　その筈だったのだが──

「それが、ベルトン公子とハートナー公爵領のギルド本部のギルドマスターの連名で、ラミアやケンタウロス等のヴィダの新種族の内魔物にルーツを持つ種族との混血の方は、十歳未満の場合受ける試験の受験資格がない事に変更されました。勿論、ダンピールも含まれます」

　制度が変更されヴァンダルーは冒険者学校に入れる十歳になるまで、つまり後約三年間ハートナー公爵領では冒険者登録が出来なくなっていた。

　カシム達はそんな事は言っていなかったが、別に彼らも故意に黙っていた訳ではない。カシム達三人は全員人種だし、この制度変更で不利益を受けるのは獣人や巨人種、ダークエルフやその混血でもない。吸血鬼やラミア等魔物とされている者と人間の間に産まれ人間の方の血が濃く出た混血児という、全体から見るとかなりの少数派、マイノリティの存在のみだ。

　彼らが覚えていなくても仕方がない。

　それに考えてみれば、ヴァンダルーはカシム達に七歳だと告げていなかった。ゴブリンバーバリアンの首を刎ねたり、高度な生命属性魔術（だとカシム達は思い込んでいる）でイワンを治療したりしてみせたため、彼らがヴァンダルーを見た目以上の年齢だと思い込んでもおかしくない。

「そう……ですか」

「はい。それに、噂では今年中に冒険者学校への入学資格も認めないよう規約を変更するそうなので……」

　受付嬢が言い辛そうに教えてくれたことが現実になったら、三年どころか後約八年も冒険者にはなれなくなる。

「そう……ですか……」

　そう言いながら、ヴァンダルーは受けた衝撃を捏ねるようにして考えた。

　ベルトン公子とギルドマスターの自分を狙い撃ちにするような制度や規約の変更は、不愉快だ。タロスヘイムの巨人種を裏切っている事を含めて、この扱いは決して忘れない。

　だがここで抗議する事に意味はない。諦めてこのまま町を出るべきだ。

　そして今回の件が片付いたら、機会を見てハートナー公爵領以外の公爵領で冒険者登録してしまえばそれで良い。

　八年も待つ事はない。来年でも、再来年でもいい。通常ならこの世界で他の公爵領（実質他の国）に行くのは、領地の境近くの交易都市でも子供には難しい事だろう。だが、今のヴァンダルーなら空を飛べば直ぐだ。

　大した問題じゃない。そう、不愉快だが大した問題じゃない。

「ちょっと待ってくれないか」

　だが、ヴァンダルーの後ろで声を上げる者が居た。目の前の受付嬢も、他の職員や冒険者もざわめき、声の主に注目する。

　ヴァンダルーは、振り向かないまま目を見開いた。

　その声に、聴き覚えがあったのだ。

　冒険者はヴァンダルーが立ち尽くしている受付カウンターに、無造作に近づいてくる。

「その規約変更は初耳だが、どう言う事なのか説明してくれないか？」

「こ、困ります。今、私はこの子の対応を──」

「その対応について言いたい事がある。君ではなく、ギルドマスターを呼んでくれないか？」

「困ります。ギルドへの陳情がある場合は、まず私達受付の職員に言ってください。貴方の順番が来てからですが」

「私はＡ級冒険者のハインツだ。Ａ級冒険者に認められた権限で、改めてギルドマスターへの面会を求める」

　ハインツ。そう、ハインツだ。

　ヴァンダルーは軋んだ蝶番のような動きで首を動かし、自分のすぐ近くに立っている冒険者の姿を視界に入れた。

　整った顔立ちで意志の強そうな金髪碧眼の好青年。年齢は、二十代前半から半ばぐらい。佇まいやその装備を見るだけで、ただ者でない事が解る。

　そして少々変わっているがエブベジアで聞いた声で、そしてライリーから聞き出した容姿だ。

（母さんの仇の、〝蒼炎剣〟のハインツ！）

　ヴァンダルーにとって、絶対に殺さなくてはならない対象の一人だ。オルバウム選王国に渡ったと聞いてはいたが、まさかハートナー公爵領に滞在していて、この瞬間遭遇するとは思わなかった。

　ヴァンダルーが求める「自己幸福の追求」にとって、ダルシアの復活は絶対に必要な事だ。そして、それを邪魔する要因は排除しなくてはならない。だからハインツを殺す。

　アルダの狂信者に母を売った事はハインツにとってはただの依頼で、あの国では違法でもなんでもなく当然の行為だったとしても、関係ない。

　現在ハインツが何を考えて何をしていても、関係ない。
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　問題なのは未来だ、将来だ。一度ダルシアを狂信者に渡したハインツが、同じ事をしないと何故思える？　一度考えを変えたのなら、また考えを変える事はないと何故断言できる？

　可能性を零にするには、殺して滅ぼさなければならない。

　今がその好機だ。

　勿論、こんな人目のある所で派手な事が出来ない。それはヴァンダルーも解っている。毒を盛れば良い、病原菌に感染させればいい。

　自分の吐く息を、僅かな唾液の粒を、皮膚から浸透する毒に変化させようか？　偶然を装ってハインツに触れて、病原菌を皮膚感染させてやろうか？

　そう企むヴァンダルーだったが、それらの手段を考える度に【危険感知：死】が彼の脳内に警報を響かせる。

　毒を盛ろうとすれば、自分が殺される。病原菌に感染させても、自分が殺される。

　何をしても、死ぬのはハインツではなく自分。

（そんな馬鹿なっ、こいつは無敵か不死身だとでも!?）

　ゴルダン高司祭の時とあまりに違い過ぎる。そう驚愕するヴァンダルーだったが、目の前の現実を、今まで自分を助けて来た【死属性魔術】を否定できない。

（そうか、これがボークス達を瞬殺した〝氷神槍〟のミハエルのような、実質Ｓ級の実力を持つＡ級冒険者か）

　超人であるはずのＡ級冒険者を苦もなく倒すような、超人を超えた超人。

　以前ボークスが倒しヴァンダルーが魂を砕いたライリーとは、次元が異なる。しかも、ハインツはライリーよりもずっと仲間に恵まれているらしい。

　眼球を動かしてハインツのずっと後ろを見ると、そこには五人の男女が居た。内二人はライリーから聞き出した情報を一致する。

　盾職の青い髪をした女ドワーフ、デライザ。黒髪黒瞳の斥候職の男、エドガー。そして新しいパーティーメンバーなのかメイスを下げた僧服の女エルフと、見るからに格闘家らしい姿の若い女。

　流石に見目だけで選んだわけではないだろうから、彼女達もＡ級かＢ級、最低でもＣ級冒険者だろう。

　ライリーとダンジョンで死んだらしい女エルフの精霊魔術師の抜けた穴を塞いで、新生〝五色の刃〟という訳だ。

　五人目の、ヴァンダルーと同じかそれ以上に幼そうな、デライザに右半分身体を隠している女の子は、流石にパーティーメンバーではないだろう。誰かの妹か何かだろうか？

（ああ、面倒だ。こいつ等、俺と相性が最悪だ）

　女の子は兎も角、他の四人を見ていると何となく分かる。こいつ等のせいで、ヴァンダルーは今ハインツを殺す事は億が一にも不可能なのだと。

　彼女達はハインツを「やれやれ」とか「また始まった」とか言って、苦笑いを浮かべたり呆れたりしている。だがハインツに何かあれば彼女達は即座に、そして的確にフォローするだろう。

　彼女達がハインツに付いている状態で戦えば、ハインツは彼女達との連携を活かしてヴァンダルーの結界を貫く一撃を撃ちこんでくるに違いない。

　毒を盛っても病原菌に感染させても無駄だ。彼らはミルグ盾国の遠征軍と違い、様々な状態異常攻撃を行う高ランクの魔物に備えている。慢心していたライリーとも違う。

　どうしようもなく強いのだ。魔力の量に関係なく。ヴァンダルーが巨象なら、彼らは巨像も刺し殺す蟻なのだ。

（仕方がない。この屈辱に今は耐えよう。俺は死ぬ訳にはいかない、やる事がある。こいつ等の顔を直接見られただけで満足しよう。殺すのは、今よりもっと強くなってからにしよう。エレオノーラ達と合流し……あれ？　今、こいつ等は……ハインツは何をしているんだ？）

　全身を苛む無力感と屈辱感に耐えるために【高速思考】スキルまで使って思考に没頭していたヴァンダルーは、はっとして無視していた耳から入ってきた情報を確認する。

「ちょっと待ってくださいっ、ギルドマスターは今外出中で──」

「では、サブマスターが居るはずだ。規約ではギルドマスターが留守の間は、二人いるサブマスターの内一人は必ずギルド内に居るように決められているはずだ。それとも、この規約も変更になったのか？」

　今、ハインツは受付嬢ではなくその上役らしい男性職員と口論になっていた。ただ、旗色は男性職員の方が悪そうだ。

「それは……っ」

「君に言っても意味がない事は解っている。ニアーキ支部のギルドマスターでも同じだろう。ただ私はギルドマスターに一筆書いてほしいだけだ。ハートナー公爵領冒険者ギルド本部のギルドマスターへの紹介状をね」

「そ、そんな物を書いたら、うちのギルドマスターもあなたに賛同している事になるじゃないですか!?」

「出来ないのか？　こんな意味もない規約に賛同する事は出来るのに？」

「そ、それは一介の職員が判断する事ではありませんっ！」

「お家騒動で公爵軍を掌握できないベルトン公子が、どっちつかずのアルダを含めた各神殿の支持を得るために行った、御機嫌取り以外に意味のない規約変更である事は、ギルドの職員なら誰でも分かるだろう。私でもすぐ察せるぐらいなのだから」

　今のハートナー公爵領にあるアルダ神殿の上層部は、融和派ではなく原理主義者が多いらしい。

「魔物の血を引いている子供は危険だから、一度試験に合格した程度では判断できない。何かの拍子に自制心を失うかもしれないから、冒険者学校に入れるのも危険。本気でそんな事を考えているのか、君達は」

　ハインツが言葉を発する度に男性職員の顔色は悪くなり、視線も背けるようになった。男性職員も内心ではハインツの言葉に賛成しているのだろう。他の職員や受付嬢も、それは同じらしい。

「良いじゃねえかっ、取次くらいしてやれよ！」

「そうだ、そうだっ！　冒険者ギルドは広く門戸を開いてんだろ!?」

「俺達獣人の冒険者もその内締め出すんじゃないだろうな？」

　居合わせた冒険者達も、賛成の声を上げた。それで男性職員も決心がついたらしい。

「分りました。ですが、私に出来るのはギルドマスターに取り次ぐ事だけです」

「分かっている。それだけで十分だ」

「忠告しますが……Ａ級冒険者の貴方は、既に下手な貴族よりも発言力があります。だからあなたの意思は公子にも届く。でも、どう受け取るかは公子次第である事を忘れないでください」

「それも解っている。私はアルダ融和派の一人としてではなく、一人の冒険者としてギルドが為政者の恣意的な意向に従うべきではない。そう言いたいだけなんだ。『あらゆる種族に冒険への扉は開かれている』……創始者の言葉は無視するべきじゃないだろう？」

「私も好きですよ、その言葉。では、早速ギルドマスターの外出先に使いを出すので失礼します。君は運が良いな」

　そう男性職員に笑いかけられたのをきっかけに、ヴァンダルーの思考はやっと機能した。

　運が良い？　何故？　仇の今の姿と実力の一端を知る事が出来たから？　いや違う……。

（まさか……俺はハインツに助けられているのか？　そんな馬鹿な!?）

　視線をハインツに向けると、彼はヴァンダルーに向けて見る者を安心させるような、頼もしげな微笑を浮かべて頷いて見せた。任せておけと。

　だが、ヴァンダルーに及ぼした効果は安心ではなく、狂乱だった。

（何故奴に助けられなければならない!?　戯けるな!!）

（何かの罠か!?　裏がある、裏があるっ、なくてはならない！）

（何かがおかしい、奇妙だ、納得できない！）

　脳も霊も魂さえもグチャグチャと掻き回されるような不快感に、思考が纏まらない。【並列思考】や【高速思考】のスキルも、混乱を助長するばかりで冷静になれない。

「やれやれだな。政治には興味ないって言ったのは誰なんだか。護衛依頼が終わって町に着いた途端に、今度は次期公爵様と公爵領本部のギルドマスターに文句を言うつもりだぜ」

「でもエドガー、前から言っていたじゃない。アルダの教義は融和派のように変わるべきだって。そもそも、ライリーと別れてまでこの国に来たのも、ハインツが──」

「確か、このパーティーの目的は、流離のダンジョン【ザッカートの試練】の完全攻略だと聞いていたんだけどな」

「そんな事言わないでください。それともジェニファーはハインツが間違った事を言っていると思いますか？」

「……そう言う意味じゃない」

　ハインツの仲間達が「仕方ないな」と、しかし反対する様子もなく話しているのが聞こえる。

「なあ、ハインツってやっぱりあのアルダ融和派の？」

「そうだよ。ミルグ盾国であるダンピールとその母親の悲劇を目にして、それでこの国に来たんだとか」

「へぇ。それで今じゃダンピールを助けている訳か。Ａ級冒険者様は違うねぇ」

　他の冒険者達の声が聞こえる。

（纏めると、ハインツ達は自分達が捕まえて引き渡した母さんが火炙りの刑にされたのをきっかけに考え方を変えて、アルダの融和派になって、オルバウム選王国で活動している。それで、ダンピールを助けている？　助けて……）

「だいじょうぶよ」

　内心は兎も角、外見はただじっと立っているように見えるヴァンダルーのすぐ前に、ハインツの仲間達と一緒に居た少女が居た。

　彼女は、ヴァンダルーの手を取って言った。

「ハインツお兄ちゃんが、助けてくれるから。あたしみたいに！」

　そう笑う少女の瞳は、片方が血のように紅いオッドアイだった。

「ぁ……」

　小刻みに手が震える。

「ぅぅ……」

　三度目の人生で感じた事がない程の吐き気に頭痛、不快感が駆け巡る。

「きゃっ!?」

　堪らずヴァンダルーは少女の手を払っていた。その際少女が怪我をしないよう、鉤爪を出さず力も勢いも加減した。

　それが限界だった。

「君っ!?」

　はっとして手を伸ばしてくるハインツから、全力で遠ざかる。両手足を駆使して床を蹴り、内臓に負荷がかかる勢いで【飛行】して。

「お、おい!?　ちょっと待てって！」

「どうしたの!?」

　驚くハインツの仲間か冒険者達の声を無視して、ヴァンダルーはギルドの扉を肩で砕くように体当たりして、その場から逃げ出した！




　小刻みに震える自分の手を見つめたまま、ヴァンダルーは地面に座り込んでいた。

　場所は既にニアーキの町の外で、多分近くの森か林だろう。流石に長距離は移動していないはずだ。

　ギルドを出た後、どうやって町を出たのかは全く覚えていない。城壁に穴を開けて出て来たのかもしれない。

「あ……ぐっ……ぉ……」

　そんな事に構っていられない程、ヴァンダルーの心は乱れていた。あまりの怒りと屈辱、そして無力感に全身が腐り落ちていくような気さえする。

　仇に全く敵わなかった。仕掛ける前から完敗だと解った。以前はそれを最大の屈辱だと考えていた。

　だがそれ以上の屈辱が存在した。仇に、ハインツに情けをかけられたのだ。助けられそうになったのだ。

　それはヴァンダルーのプライドを踏み躙る行為だった。

　だが何よりヴァンダルーが許せないのは、ハインツが彼を助けようとした理由だった。

　ダンピールだから、助けようとした。

　ミルグ盾国で、自分達が依頼で捕まえて狂信者に渡したヴァンダルーの母、ダルシアが拷問の末火炙りの刑で公開処刑にされるのを見て、考え方を変えてアルダ融和派になったから。

「ふざ……け……るなっ！」

　理性では、何故そうなったのか推測できる。ハインツは恐らく、自分が生きている事を知らないのだと。とっくに死んでいると思い込んでいるのだと。

　ヴァンダルーの存在は、ミルグ盾国やアミッド帝国の一部や、吸血鬼達等極一部にしか知られていない。だからハインツ達が知らなくても、不思議はない。

　だから奴は償っているのだろう。地球ではフィクションでもノンフィクションでも、頻繁に聞いた話じゃないか。

　自分が殺してしまった人達に詫びる為、生きて罪を償っている。

　殺した人の数だけ、人を助け救う。

　戦争で敵国の一般市民を殺した事に罪悪感を覚えて、償いの日々を過ごしている。

　珍しくもなんともない。

　その中でも一番ヴァンダルーの記憶に残っているのは、やはりフィクションの方だ。

　自分のミスで誰かを殺してしまったが法律で罰せられる類のものではなかったので、自由の身のまま悩む者に、ドラマや漫画の主人公が「なら自分を許せる日が来るまで誰かを助け続けろ」と訴える。

　昔は悪役だったキャラクターに主人公が「これからの行いで償え」と言う。

　ハインツはダルシアとヴァンダルーに対して償っているのだ。自分が正しいと思う融和派の教えを実践し、あの少女を、ダンピールを助けている。

　ダルシアもヴァンダルーも関係なく、頼んだわけでもないのに、勝手に償っているのだ。

「戯けるな……っ！」

　それで赦せと？　もう責めるなと？　殺そうとするなと？

　話にならない。そんな理不尽な話があるか。

　それが許されるのなら、何人も人を殺した外国人の殺人鬼がその国で殺した人数分、殺人鬼が産まれた国の人の命を助けたら、遺族は殺人鬼を許さなくてはいけなくなるじゃないか。

　ヴァンダルーが殺した人数分オルバウム選王国の人々を助けたら、ミルグ盾国に居る遺族は許してくれるのか？　違うだろう。そんな訳がない。

　そんな薄気味悪い人間が、何千人も居る訳がない。

　だがきっと、オルバウム選王国の人々は全てが明らかになった時、ヴァンダルーに言うのだ。ハインツを赦すべきだと。

　ハインツが多くの人々を助けたから、偉業を成し遂げたから、英雄だから、赦せと。

　彼はこれからも多くの人々を助け、何千何万と言う人々の不幸を軽くして、幸福を増やすから。

　ハインツの存在は国益に成り得るから。

　たった一人の母親を殺された事を恨む、たった一人のダンピールに言うのだ、赦せと。

　それは何処の世界でも正常で、至極正しい事なのだろう。

　ダルシアが殺された事も、ヴァンダルーが今まで滾らせてきた憎悪も、何もかも自らを飾る美談にしているハインツを赦す事が正しい。

　頼んだわけでもなくあの少女のような、他のダンピールを助けて回るアルダ融和派のハインツを、赦す事が皆の幸せ。

　そしてそれすらも奴を飾る美談になる。

　……赦せるものか！




《【異形精神】のレベルが上がりました！》

《【■い■■■け■■く】スキルを獲得しました！》




　だが、今は我慢しよう。

　償いだと思っている行為で成した事すら、自らの業績にして人望を集めているハインツに、今のヴァンダルーは敵わないから。

　死属性魔術を使っても、あらゆるスキルを駆使しても、エレオノーラ達に協力を頼んでも、何をしても勝てない。

　これは復讐だ。復讐とは、ヴァンダルーにとっては自己幸福を実現するための過程だ。結果じゃない。自分や仲間を犠牲にしては、意味がない。




《【異形精神】のレベルが上がりました！》

《【■い■ゅ■けん■く】スキルのレベルが上がりました！》




　だが、この憎しみはとても抑えられない。憎悪の熱を冷ます事が出来ない、恐怖の冷気で心臓が凍りつきそうだ！

「おい、居たぞ！　こいつだっ！」

「さっさと捕まえるんだよっ！　そのガキは銀貨を持ってたんだっ、まだ持ってるはずだよ！」

「任せとけよ、伯母さん」

　だから、あの場から逃げ出した。町からも逃げて、こんな場所に来たのだ。

　誰も巻き込まないように、配慮したのだ。

「こんなに早く見つけられるなんて、俺達にも運が回って来たな！」

「これもきっとあたしらの日ごろの行いが良いお蔭さ。悪く思わないでおくれよ、この不景気のせいで果物を売ってるだけじゃ食べていけないんだよ。なに、心配しなくてもあんたの見た目なら買われた先で可愛がってもらえるさ」

「このガキ、男か女かどっちだ？　女だったらこの歳だと安いぞ？」

「いや、オッドアイだし、ダンピールですって言って売りつければ値が上がるんじゃねぇか？」

「止めとけ止めとけ、話題のＡ級冒険者様が突っ込んで来たらどうすんだ？」

「そう言えば、町に【救世主】が来てるんだったか。名前は、ハインツって言ったっけ？」

　ハインツ、そう憎いのはハインツだ!!

「無駄口聞いてないで、さっさとガキを縛って連れて帰るんだよ！」

　市場でリンゴを売っていた中年の女が、地面に膝をついたまま動かないヴァンダルーに近づいた。




《【叫喚】スキルを獲得しました》




「ぁっ……■■……■……」

　不明瞭な声に、何かの呪文かと中年の女と男達は驚き、慌ててヴァンダルーに掴みかかってしまった。

　この時全力で逃げ出せば、彼女達もギリギリで生き延びる事が出来たかもしれない。

「■■■■■■■■■■!!」

　ヴァンダルーの口から、恐ろしい叫びが発せられた。




《【叫喚】、【精神侵食】【めいきゅうけんちく】スキルのレベルが上がりました！》




「ひぃぃぃぃぃぃっ!?」

「はぎ[image: ]ああああああああああ!?」

　彼女達はヴァンダルーの上げる【叫喚】に呼応するように叫び声を上げた。

　彼女達の髪からみるみる色が抜け、瞳から正気の光が掻き消える。

「■■■■■■■■■■■■■■!!」

　だが中年の女と、彼女の甥がリーダー格のゴロツキ達は死んでいなかった。活発に活動していた。叫びから逃げるために耳に指を突き入れ、舌を噛み千切り、眼球を抉り採った。

　それでも飽き足らず、見えないはずの目で近くの仲間を見つけると掴みがかり、獣のように殺し合いを始める。

『憎いっ！　憎いっ！　何が憎い!?』

『俺を殺せ！　奴を殺せ！　誰を殺す!?　誰も彼も殺せ!?』

『耳が、目が、舌が、手が、あたしの肉がっ、あたしの臓腑が、悍ましい！』

「■■■■■■■■■■■■■■!!」

　ヴァンダルーは胸の中に溜まったどす黒い物を辺りに撒き散らす解放感を覚えたと同時に、そのまま意識を手放した。




　心地良い気分で、ヴァンダルーは目を覚ました。

　空を見上げると、まだ昼過ぎであるらしい。冒険者ギルドに行ったのが昼前だからほんの一、二時間しか経っていないはずだが、何故か熟睡した朝の目覚めのように、晴れ晴れとした気分だった。

「でも大分疲れたような？　心地良い疲労感？」

　首を傾げながらステータスを確認すると、残り魔力が零に近い。一体寝ている間に何をしたのだろうか？　少なくとも、周りに血の跡はあってもアンデッドは居ないのだが。

「ヴァンダルー様っ、無事!?」

　そこにエレオノーラが空から降り立った。彼女はそのままの勢いでヴァンダルーを抱き上げる。

「あ、はい。ちょっと魔力が残り少ないですけど。ところで、一体何があったのでしょう？」

「それは私の台詞よっ！　すぐに済むと言っていたのに、隠れて待っていたらギルドから突然飛び出したと思ったら、城壁を【飛行】で飛び越えて、そのまま何処かに行ってしまってっ、連絡もなくて！　どれだけ私達が心配したかっ！」

「すみません……心配をかけました」

　ぎゅっと抱きしめられたヴァンダルーは、そのままエレオノーラに体重を預けた。
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　ゴブリンの干し首型通信機で別の場所を探していたブラガ達を呼び寄せて、ヴァンダルーは事の経緯を説明した。

「ヴァンダルー様、この領を滅ぼし征服しましょう」

　それを聞いたエレオノーラの第一声がこれだ。目が座っているので、冗談ではなさそうだ。

「いや、ハインツには今はまだ勝てません。それと、勝ててもこの領を滅ぼして征服してもいけません」

『何でだ!?　ぶち殺してやろうぜ！』

『御子よっ！　奴らは人間ではありません！　人型の糞尿っ、動く害悪です！』

『ウオオオオオオ！　皆殺しにしてやろうぜ、坊主！』

　そしてズラン、通信機の向こうのヌアザやボークスもエレオノーラに賛成らしい。喋れないレフディアも、五本指で繰り返し飛び跳ねているので、多分賛成なのだろう。サムやザディリスも反対はしないはずだ。

　二百年間ハートナー公爵領に裏切られていた事を知ったボークス達巨人種アンデッドの、ハートナー公爵領に対する好感度は、地に堕ちるどころではない。マイナス方向に天元突破したらしい。

「皆が怒ってくれるのは嬉しいです。でも、ハートナー公爵領には善い人も悪い人と同じくらいいます。でしょう、ブラガ」

　はっとした様子のエレオノーラとズランが、ブラガ達ブラックゴブリンと、彼等と一緒に居る彼らの伴侶達を見る。

「わ、わたし達は、もう故郷も捨てましたからっ」

「気にしないでくださいっ」

　マリーを始め、彼女達はヴァンダルーから改めて秘密さえ守るなら数か月分の生活費と一緒に開放すると説明されても、ブラガ達ブラックゴブリンについて行くと決めた女達だ。

　彼女達はヴァンダルーによって麻薬中毒を治療され、奴隷制約の首輪や刺青を魔術で解除された事を、心から感謝している。

　勿論打算もあるだろうし、本当にこのまま解放してくれるのか信じられないだけなのかもしれない。

　しかし彼女達はタロスヘイムに来る事を選んだのだし、ミルグ盾国の遠征軍とは違い融和の余地が多い。

　だからハートナー公爵領生まれの彼女達は、今はタロスヘイムの民なのだ。……実は、娼館で働いていた女達の三分の一はサウロン公爵領出身の元難民なのだが、気にする事ではないだろう。

　その彼女達の前で殺すだの害悪だの言う事は、彼女達を不安にさせる。

『……悪かった。頭に血が上っちまった』

「そうね、ごめんなさい。貴方達の立場ではままならない事が多いのを、知らない訳じゃないのに」

「ううん、俺も何も言えなかった。ありがとう、キング」

「いえいえ。俺も頭に血が上って失敗したばっかりですから」

　とりあえず、皆の頭も冷えたようだとヴァンダルーは立ち上がった。

「でも、やられるばかりでは獣に喰われるだけの獲物です。奴らは無抵抗だからって手加減してはくれません。一方的に肉を啄み、臓腑を抉り、骨をしゃぶるだけです。奪われたものを奪い返し、その災禍を以て思い知らせなければなりません。ハインツに関しては……しばらく放置。力を蓄えながら、機会を待ちます。あ、あとハートナー公爵領は諦めます」

　ついでのように言った言葉に、皆がきょとんとした。

「このハートナー公爵領で冒険者登録したり、活動したり、将来交易するのを諦めます」

　ここまで拒絶してくれたのだ。それほどまでにヴァンダルーやタロスヘイムを拒絶したいのなら、その意を汲んで見限ってやろう。

「あ、第二から第七開拓村は除きますけど」

　そう付け足すと、マリー達以外は「やっぱりな」と笑った。

「ところでヴァンダルー様、これは何なの？　前からこんな岩、あったのかしら？」

『自然に出来た岩……じゃねぇのは確かだな』

　そうエレオノーラとズランが見上げるのは、ヴァンダルーの背後に聳える大きな岩だ。森の木々よりもずっと大きい。

　だが大きさよりも奇妙なのはその形状だ。

　まるで巨大な髑髏のような形をしていて、大きく開いた口の部分は馬車でも入りそうだ。

　そしてその奥は、何処かに繋がっているらしい。生暖かい空気が、呼吸でもしているかのようにそこから流れてくる。

「……少なくとも、俺達には害のない存在ですよ」




《【迷宮建築】、【叫喚】、【魔力自動回復】、【死属性魅了】、【限界突破】スキルのレベルが上がりました！》







・名　前：ヴァンダルー

・種　族：ダンピール（ダークエルフ）

・年　齢：７歳

・二つ名：【グールキング】　【蝕王】　【忌み名】

・ジョブ：毒手使い

・レベル：２０

・ジョブ履歴：死属性魔術師　ゴーレム錬成士　アンデッドテイマー　魂滅士

・能力値

　生命力：１８４

　魔　力：３７８１２０３４４（五千万上昇）

　力　　：１２８

　敏　捷：１３０

　体　力：１１９

　知　力：７６１

・パッシブスキル

　【怪力：レベル３】【高速治癒：レベル５】【死属性魔術：レベル６】

　【状態異常耐性：レベル７】【魔術耐性：レベル３】【闇視】【死属性魅了：レベル７（ＵＰ！）】

　【詠唱破棄：レベル４】【眷属強化：レベル８】【魔力自動回復：レベル５（ＵＰ！）】

　【従属強化：レベル４】【毒分泌（爪牙舌）：レベル３】【敏捷強化：レベル１】

　【身体伸縮（舌）：レベル３（ＮＥＷ！）】

・アクティブスキル

　【吸血：レベル７】【限界突破：レベル６（ＵＰ！）】【ゴーレム錬成：レベル６】

　【無属性魔術：レベル５】【魔術制御：レベル４】【霊体：レベル７】【大工：レベル４】

　【土木：レベル３】【料理：レベル４】【錬金術：レベル４】【格闘術：レベル５】

　【魂砕き：レベル６】【同時発動：レベル５】【遠隔操作：レベル６】【手術：レベル３）】

　【並列思考：レベル５】【実体化：レベル４】【連携：レベル３】【高速思考：レベル３】

　【指揮：レベル１】【農業：レベル３】【服飾：レベル２】

　【投擲術：レベル３】【叫喚：レベル３（ＮＥＷ！）】

・ユニークスキル

　【神殺し：レベル３】【異形精神：レベル４（ＵＰ！）】【精神侵食：レベル３（ＵＰ！）】

　【迷宮建築：レベル４（ＮＥＷ！）】

・呪い

　【前世経験値持越し不能】【既存ジョブ不能】【経験値自力取得不能】
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「害がないのは分かったけど……どうするの？　ダンジョンみたいだけれど？」

「放置で」

『マジか？　中に潜ってみないのか？』

「ここは町から近いですから。中に入って出て来る時、調べに来た冒険者と鉢合わせたら面倒じゃないですか。それに、それよりレビア王女を探しに行かないと」

「それもそうね」

　とりあえず、【迷宮建築】スキルの事は後で話そうと思うヴァンダルーだった。少なくとも、町の近くで検証できるスキルではないし。




　ダンピールの子供が冒険者ギルドから何故か逃げ出すと言う小さな出来事があった翌日、ニアーキの町は何時も通りの日常の中にあった。

　麻薬を買い求める中毒者や、馴染みの娼館に行こうとした男達以外は概ね昨日と同じ「今日」の筈だった。




　デーヌの人生は小さな不幸の連続で、ままならないものだった。父親が身体を壊して彼女が働いて家族の生活を支えなければならず、父親が回復して働けるようになったらすぐに嫁に出された。

　嫁いだ先では姑に奉公人のようにこき使われ、その姑が死んだらすぐに夫も死んでしまい、結局忙しさは変わらない。

　息子に嫁が来てやっと楽が出来ると思ったら、息子は嫁と一緒に出て行くような、母親に楽をさせようって気のない親不孝者に育ってしまっていた。言う事を聞くのは馬鹿な甥っ子くらいだ。

（その後も良い事なんて何にもなかったねェ……リンゴ育てて、売って、その繰り返し……）

　ずるりずるりと、足を引きずるような歩き方で、デーヌは群の先頭を歩いていた。

　そしてあの日、市場で何時ものようにリンゴを売っていると金を持ってるガキが通ったのを見つけて──

（だけどねぇ……死んでからも続くなんて思いもしなかったよぉ……あのお方から、死んでから託されるなんて……きっとあたしの人生は、昨日死ぬためにあったんだろうねえぇぇ……あたしは、そのために生まれて来たんだぁ……）

　生きていた時には味わえなかった充実感をデーヌは覚えていた。自分が、大きな存在の一部である事に誇らしさすら感じる。

　暗く淀んだ居心地の良い通路から出ると、そこは森だった。見覚えのある森だ、デーヌ達が死んだ森だ。

　ここを進めば、ニアーキの町に着く。こっちだと、デーヌは『同類』達を案内する。託された、価値ある使命を呟きながら。

『[image: ]ぃ……ん……づを、ぉ……[image: ]ぜぇ……』

『ハイ……ヲ……コロセ……』

『ハインツをっ、殺せ[image: ][image: ][image: ]！』

　昨日まで市場でリンゴを売っていたデーヌは、千を超えるアンデッドの群れの一部となって進んだ。

　昨日までただの森だった場所に突然ダンジョンが発生、溢れ出たアンデッドを主体とした魔物の群れによる暴走がニアーキの町に迫るのだった。




『俺は、陽気な傭兵サ～ン♪　今日もウキウキドキドキ楽しい[image: ][image: ]あぁ～♪』

　そう歌いながらザックッザックと地面を鍬で耕し、堆肥を撒いて行く。

『え？　砕いた貝殻をもっと多くだって？　任せておきなよ、ハニ[image: ]ィィ♪』

〝緑風槍〟のライリーが所有していた犯罪奴隷だったフラークは、モンスタープラントの指図に愛想良く従う。

　ゾンビ化している彼の胸はドキドキもワクワクもしないはずなのだが、何故かいつもこんな様子だ。真夜中でも歌っているので、ゾンビ仲間にさえ若干引かれている。

　因みに、目も口もないモンスタープラントの意思をフラークが何故正確に、そして素早く理解できるのかは謎だ。本人に聞いても、その都度答えが変わるので分からない。一番多い答えは、妖精さんの声が聞こえるから。

『おいっ、フラーク！　畑の事はお前達に任せるぞ！』

　そこに、全身から怒気を放つ巨人種アンデッドがやって来る。彼等タロスヘイムの巨人種アンデッド達は、これから奪われた子供達を奪い返すために、何か作戦を始めるらしい。

　作戦の具体的な内容は知らされていなかった。しかし、フラークには不満はなかった。

『御子がモンスタープラントの事はお前に任せろって言ったんだ、期待を裏切るなよ！』

『勿論ですよ[image: ]ぉぉぉぉっ！』

　何故ならヴァンダルーから彼は信用され、期待されているからだ。それだけで、疲れが吹き飛ぶのをフラークは感じる。

　ゾンビだから元々疲労は覚えないのだが。

　ルンタルンタとスキップしながら畑を回り、野菜を収穫し、トラクターゴーレムで麦を収穫して、イモータルエントの様子も見に行く。

『おやおや～♪』

　イモータルエントの森には、昨日までなかった複数の捻じ曲がった樹木で編まれた門が建っていた。

　ダンジョンが発生していた。何故か。
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　馬車の御者台に座り街道を進むカナタは、【ターゲットレーダー】で分かるヴァンダルーが居る場所に向かって少しずつ近づいてはいたが……しきりに首を傾げていた。

「あのアンデッド野郎、どんなイカサマ使いやがった？」

　レーダーのお蔭で、ヴァンダルーの位置は事細かに解る。単純な距離だけではなく、カナタから見た高低も正確に測れる。

　それによると、昨夜彼は上空三百メートル前後を進んでいた。時計がないので正確ではないが、移動した距離と時間から計算して、時速は六十から七十キロ。

　それを何時間も続けて、夜明けが近くなってから地上に降りたようだ。

　正確な地図もないので予想でしかないが、場所は多分このハートナー公爵領の領都だろう。

　問題なのは場所よりも、その移動手段だ。

「あいつの魔力が一億以上ってバカみたいな量なのは神様の情報にもあったが、あいつは死属性魔術しか使えないはずだ。どうやって空を飛んだ？　飛行機もヘリもないこの世界で」

　カナタが持っている情報では、ヴァンダルーは死属性魔術しか使えないはずだった。そして死属性魔術についてカナタが知っているのは、オリジンに残っていた資料と、ロドコルテからの不完全な情報による知識だ。

　そしてカナタは死属性魔術を名前とは裏腹に医療分野に特化した、毒や病気を防ぐ手段があれば十分対処できる、ゲームではキワモノ扱いされるような術系統だとカナタは分析していた。

　その分析の中に、空を鳥のように飛行して移動する魔術は存在しない。

「あいつは他の属性の適性を受け取ってない。どんな手段で飛んだ？　まさか飛行機を作りましたなんて言わないだろうな？」

　そしてカナタが考えたのは、ヴァンダルーが地球での知識を利用して乗り物を作ったのではないかと言う推測だったが、やはり無理があるように思えた。

　カナタも軍で様々な訓練を受けて、高い技術を身に着けた男だ。その気になれば材料を集めてグライダーや、魔術を応用すれば熱気球だって作り出せるだろう。

　しかし滑空しか出来ないグライダーであの距離をあのスピードで移動するのは不可能だろうし、熱気球は論外だ。

　なら飛行機かと思うが、それは知識があっても無理だろうとカナタでも分かる。

　いや、机上では可能なのかもしれないが……ネジの一本どころか工具から全て手作りし、設計して組み立てる必要がある。余程の航空機オタクならプロペラ機を年単位の時間をかけて製作する事が可能かもしれないが、天宮博人だった頃から彼が航空オタクだったとは思えない。

「あ、そう言えばここはファンタジーな世界だったよな。ただの原始時代じゃなくて。神様もドラゴンがどうとかって言ってたし。人を乗せて飛べるモンスターか、アンデッドでも手懐けたのかもしれないな。なあ、どう思う？」

　荷台を振り返ったカナタが話しかけたのは、半裸のまま転がっている女達だった。

　商人の馬車を奪った後、カナタは町で食料と装備を整えた。とは言っても、得体のしれないモンスターの皮製だと言うレザーアーマーを着る気にはなれなかったし、金属鎧なんて重い物を見る気にもならなかったので、結局防具は靴と獣の皮製の手袋を買ったくらいだ。

　代わりに武器はアンデッド対策に銀がコーティングされたナイフや、弓矢等を購入。魔術の媒体として役に立つ杖も、短いのを買った。オリジンなら指輪型や手袋型、腕に埋め込むインプラント型があったのにとぼやきつつ。

　あと、クロスボウも欲しかったのだがそれはこのハートナー公爵領では身分証がないと買えないらしいので、諦めた。

　後は美味い飯と清潔なベッドで英気を養おうと思ったが、ラムダの人口数万程度の都市ではカナタの要求する旨い飯やベッドはなかった。

　モンスターの肉なんてゲテモノ、とても食べる気にはなれない。

　なら女だと、色街に向かったカナタだったが出された娼婦は、獣人やドワーフ、巨人種の娼婦だった。

「この世界にはゲテモノしかいないのかよ」

　たまたま人種の娼婦が空いていなかったらしいが、金を払ってゲテモノを買う趣味はないとカナタは色街を後にした。

　そして翌日、町を出る前に冒険者ギルドが偶然目に入ったので、ロドコルテの言葉を思い出し、登録してみる事にした。登録すれば、クロスボウも買う事が出来るだろうと思って。

　すると、途中までは上手くいっていた。エルフの受付嬢を見て、「そう言えばあの指輪の映画、完結編を見損ねたままだな」とくだらない事を考える余裕もあった。

　だが、気がつくと兵士と冒険者に囲まれていた。

　どうやら、カナタが売りさばいた略奪品の中にあの商人しか取り扱っていない商品が含まれていたようで、そこから足がついたらしい。

　話を聞かせて貰うぞと凄む兵士に、カナタは「炎」と呟いた後、自分を中心に火属性の攻撃魔術を発動。ただの山賊だろうと思い込んでいた兵士や冒険者、運の悪い受付嬢が火ダルマになる中、【グングニル】で建物や地面、城壁を透過して逃亡した。

　今頃町ではまだカナタが内部に居ると思い込んで、無駄な捜査網が敷かれている事だろう。

　そしてカナタは街道を進み、再び商人の馬車を襲って強奪したのだった。

　女達は、その商人の護衛をしていた冒険者だ。

「冒険者ギルドじゃ、ちょっと驚いたけど結局大したことねーな。俺も腐ってもブレイバーズの一人だし、これくらい当然か」

　そう言うカナタの能力値はＤ級、スキルはＣ級、そして魔術ではＢ級からＡ級並程度で、決して無敵ではない。【グングニル】がなければ……いや、あっても逃げずに町で暴れ続けていれば、最終的には魔力が底を着くと同時にＣ級冒険者や騎士達の前に敗北していただろう。

　彼は武技も、無属性魔術も、様々なスキルの効果も知らないのだから。

「ところで、返事はねーの？　って、そう言えば殺したんだっけ。いや、そっちの女は殺した覚えがないんだけど……あ、抵抗しないように四肢の腱を切った時に止血が甘かったか」

　カナタが一通り楽しんだ女冒険者達は、全員事切れていた。獣人やドワーフの女も、タダならそれなりに楽しむ事が出来た。

　カナタが既に危険な犯罪者として手配されているのは確実だ。何せ冒険者ギルド内で高度な火属性魔術を放ち、大量の犠牲者を出したのだ。ギルドはメンツにかけて、兵士達より熱心に彼を狩り出す筈だ。彼が【グングニル】を駆使しても、数年以内に捕まるか殺されるだろう。

　だと言うのに、何故カナタはこんな振る舞いが出来るのか。罪悪感も罰せられる恐怖も覚えずに、無思慮な狼藉を働けるのか。

　それはカナタが転移者にきわめて近い転生者で、更に三度目の人生に何の価値も見出していないからだ。

　以前ヴァンダルーは、雨宮寛人達がラムダに来ても親から生まれてくる転生者故に、自分に社会的名声があれば簡単には手を出さないだろうと考えた。それは雨宮寛人達がラムダに転生した時、彼らにはラムダでの家族や友人、拠り所になる社会が存在し、そして転生者は死ぬまでラムダで生きるしかない。無茶な事をすれば自分の首を絞めるだけであり、更にラムダでの家族や友人、恋人にまでその累が及びかねないからだ。

　だが、異世界から直接やって来る転移者には、ラムダに一切のしがらみが存在しない。極論を言えば、八つ当たりで罪もない人々を殺そうが、金がないからと強盗を働こうが、気晴らしに女を強姦した挙句に殺したって、自分一人だけ逃げられるなら全く構わない。

　捕まって処罰されても、誰にも迷惑を……迷惑をかけたくないと思う相手が異世界に一人も存在しないので、迷惑をかけない。

　カナタは正確には生まれ変わった転生者だが、前世と同じ年齢の肉体を与えられてラムダに来ている。実際には転移者と変わらない。

　そのため、転生者が子供からやり直す事で自然と学ぶこの世界の常識や倫理観も知らない。そしてこの世界の住人も自分と同じ人間なのだと──良い意味でも悪い意味でも──解るものだが、カナタにはそれもない。そしてそれを学ぶつもりもなかった。

　何よりカナタにとってこのラムダでの三度目の生は、四度目への人生の繋ぎでしかない。そして彼はこの世界の人々を舐めきっていた。地球やオリジンよりも劣った世界に生息する、原始人だと。

　いや、同じ生物だと思っていないかもしれない。ステータスだのスキルだの、エルフだの獣人だのドワーフだのと、彼にはラムダがとてもリアルなゲームのように感じられ、現実だとは思えなかったからだ。

「とりあえずこのまま都に向かうとして、また飛んで何処かに行ったりしないだろうな？　泳がして山脈を越える手段が何なのか探るって言うのは、面倒だしな」

　ロドコルテの情報は穴だらけなので、ヴァンダルーの本拠地が山脈の向こうにあるのはカナタも知っているが、どうやって山脈を越えたのか、そして本拠地その物の情報をカナタは知らなかった。

「まあ、【運命】とやらがあるなら殺せるだろ。あ、その前にこの馬車と死体を処分しないとな」
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　夏の暑い太陽の下でハートナー公爵領の領都、ナインランドの市場は活気に満ちていた。

　内陸に領が位置する事から、海産物は干物や塩漬けや酢漬けの物が殆どで運搬にマジックアイテムが必須である新鮮な生魚は少ししかないが、それ以外の産物は品揃えが豊かだ。

「その香辛料、初めて見るわね」

「ええ、この国の特産品ですから！　他の公爵領じゃ売ってませんぜ」

　鼻の下を伸ばしている店主に、エレオノーラは「じゃあ、貰えるかしら」と微笑む。

「へいっ！　毎度っ。でも粉にしてある方が良くありませんか？」

「いいのよ、実の方で頂戴」

「初めてなのに通だねぇ。ハイよっ」

　香辛料の袋を受け取ったエレオノーラは、他の店に向かう。

「そこの別嬪さん、ちょっと見て行かないかい？」

　声をかけて来るアクセサリー商には、目もくれない。彼女がヴァンダルーから頼まれたのは、香辛料や野菜、果物の収集だからだ。

「フフフ、ヴァンダルー様の魔術によってお前達は自慢の特産物を失うのよ」

　死属性魔術なら、栽培が難しい植物の死を遠ざける事が出来る。流石に水は必要だが、高山植物を砂漠で育てる事も可能だ。ただオリジンでは生息させる事は出来ても、花を咲かせ果実を実らせる事は難しかった。

　しかし、ラムダではオリジンよりも容易く生物を変異する。タロスヘイムに植えれば、モンスタープラントやイモータルエントに変異し、実を作ってくれるに違いない。

　エレオノーラが抱える買い物袋がヴァンダルーの手に渡り、タロスヘイムに持ち込まれた時、ハートナー公爵領は産業的な強みを失うのだ！

　……それが意味を持つのは、タロスヘイムが他の公爵領と交易を始めてからだが。

　エレオノーラ自身、実は自分がしている事が現実になったとしてどれくらいハートナー公爵領を苦しめるのか、あまり解っていない。

「言っていて少し虚しいわね。ヴァンダルー様の事だから、『災禍』をもたらすと言った以上ちゃんと『災禍』を引き起こす筈だけど」

　通常なら歩きで平均一か月かかる道のりを、ヴァンダルーの霊体の翼により一晩で移動してきたエレオノーラ達は、数日前にニアーキの町で発生した魔物の暴走に付いて何も知らなかった。

「さて、次は……その果物、初めて見るわね」

「お嬢さん、旅の人かい？　この果物はこの公爵領の特産品でね、ここでしか栽培されてないんだぜ。郷土の誇りって奴さ」

「そう、じゃあ頂こうかしら」




「やはり、この公爵領の社会は俺を排斥している」

「ソウ、デス、カノゥ」

「そうですよ」

「ソウ、デス、カ」

　白目を剥いたままカクカクと動く魔術師ギルドのギルドマスター相手に、ヴァンダルーは限りなく一人芝居に近い会話を交わしていた。

　何故魔術師ギルドのギルドマスターが廃人と化しているのかと言うと、彼が原種吸血鬼と繋がるシンパだったからだ。

　ニアーキの町でアンデッド化した吸血鬼からその情報を聞いていたヴァンダルー達は、ナインランドに着いた早朝に、そのままギルドマスターを襲撃したのだ。

　ナインランドに着いた途端に寄って来た数え切れない霊からギルドマスターが今何処に居るのかを聞き、屋敷を強襲。

　屋敷の建物に沿うように変形させた【吸魔】の結界で覆い、そのまま倒したのである。魔術が使えれば強敵だっただろうが、【吸魔】の結界の中では魔術師ギルドのマスターと言えどただの老人だ。まあ、建物一杯の結界を張るために、霊体の翼で長距離を移動してきたヴァンダルーの魔力も尽きたのだが。

　魔術が使えない魔術師や護衛の用心棒達は、ブラガやズラン、エレオノーラが物理で倒してくれた。

　その後、強情な上に【毒物耐性】を持っていたギルドマスターの説得に苦慮したヴァンダルーは、【精神侵食】スキルを使用してみる事にした。

　とは言っても、ちょっと頭の数を増やしてギルドマスターと正面から見つめ合いながら、左右の耳に囁き続けただけだ。ほんの一時間ほど。

　結果、廃人になってしまった。情報を聞き出した後は、普通に殺すだけで良いかと思っていたのに。

「まあ、テーネシアから禁術の知識を得る代わりに色々やっていたから、同情はしませんけど」

「スミ、マ、セン、ノゥ」

「うーん、【精神侵食】スキルは強力だけと加減が難しいか。ちゃんと練習しないと」

　正確にはスキルの特性ではなく、敵と定めた存在に容赦がないヴァンダルー自身の性格によるものが大きいのだが。

「お蔭で禁書庫に入れたから良いですけどね」

【霊体化】で全身を霊体にしたヴァンダルーは、ギルドマスターに【憑依】する事で、廃人になった彼の肉体を操って魔術師ギルドの禁じられた領域に入り込むことに成功した。

【憑依】は最近開発した死属性魔術だが、乗り移ると言うより身体に相乗りするだけで、普通なら肉体の主導権を奪うような事は出来ない。しかし、精神が崩壊して廃人と化している人間の肉体だけは自由に操作する事が出来た。

　お蔭で禁断の知識のバーゲンセール状態である。

「まあ、今すぐ役立つ知識はなさそうですけど」

『あ、ホムンクルスの作り方発見。でも邪神か悪神と誓約する事が前提みたい』

『他人の心を操る術……手順が面倒で【精神侵食】スキルが有れば必要ないですね』

『こっちの毒は……俺が作る毒の下位互換じゃないですか。しかも無駄にコストが高いし』

　しかし、禁断の知識だからと言って全てが役立つ訳ではない。その多くがヴァンダルーにとって既に出来る事か、既に出来る事の下位互換だった。

　元々死属性魔術その物が世間一般の基準では禁術扱いになる魔術が多いので、仕方ない事なのだろうが。

「でも魔術で人為的に魔物の変異種を創り出す事も禁術扱いだったなんて……タロスヘイムで俺がやっている事がばれたら捕まるのでは？」

『いや、魔術師ギルドに所属しなければ大丈夫か。まあ、出来ないだけですけど』

『各ギルドの門戸の狭さと言ったら……嘆かわしい』

　冒険者ギルドは、当然ニアーキの町と同様。

　魔術師ギルドは入会に師匠の同意か、導士以上の会員及び貴族からの推薦状が必要。もしくは、魔術学校の卒業資格。

　職能ギルドは、師匠や親方に付いて働いている労働実態。

　商業ギルドは、商売を行う準備が出来ている事と入会金。

　テイマーギルドは、他の会員に師事している、若しくは推薦がある、実際に魔物をテイムしている事をギルド職員に証明する事。

　名前に細かい違いはあるが、それぞれ登録に必要な物は同じだ。

　この中で今登録できそうなのはテイマーギルドぐらいだが、テイムしている魔物を見せるにしても吸血鬼貴種のエレオノーラだとナインランドにまだ存在する原種吸血鬼の手の者に気がつかれるし、ゾンビニンジャ（巨人種）のズランやブラックゴブリンのブラガ達だと、大騒ぎになりかねない。レフディアでも、ただの猟奇殺人鬼扱いされる可能性がある。

　適当にゴーレムを作って見せる手もあるが、それだとただの【錬金術】だろうと言われるかもしれない。

「やっぱり、ほとぼりが冷めた頃にここ以外の冒険者ギルドに登録するのが現実的か。テイマーギルドや商業ギルドに登録するのは、それから考えましょう」

『じゃあ、そろそろ撤収しましょうか』

　分身して禁書庫の書物を調べていたヴァンダルーは、自分達にとって価値がありそうな禁書や呪われた品々を纏めると、持ち出すための準備を始めた。

　既に魔術師ギルド内の原種吸血鬼のシンパの内、高位の者は【精神侵食】の練習台で廃人と化している。

　ギルドマスターに【憑依】したまま、話があると一人ずつ誘い出し、二人きりになった所で内緒話を切り出すように口元を耳に寄せ、【憑依】を解き耳の穴に細く伸ばした舌を突き入れて毒を流してやったらすぐ捕まえられた。

　その後は廃人になるまで【精神侵食】である。

「魔術師って、精神的に強いイメージがあったんですけどね」

　彼らに命じれば、禁書庫から禁術書や呪われた品を持ち出す事は難しくない。何せ、お偉いさんばかりだし。

「やっと地下墓地の位置が分かったので、今夜中にトンネルを掘り始めましょうか」
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『ＧＡＡＡＡＡＡＡ……』

　最後の魔物、複数のポイズンゾンビが組み合わさって巨体をなしたランク７、ポイズンゾンビジャイアントを蒼く燃える炎を纏った魔剣で断ち割ったハインツは、新手の出現がない事を確認してから息を吐いた。

　中年から壮年程の女ゾンビを核に纏まっていたこの魔物は、他の魔物よりも一際強かった。

「暴走は終わったようだ。皆、大丈夫か？」

「ああ、問題ない。疲れたけどな」

「こっちも無傷よ……疲れたけど」

　ハインツ達の消耗は激しかった。暴走で現れた魔物は主にランク４から５で、ランク７の魔物は先程止めを刺したポイズンゾンビジャイアント一体のみ。数も、魔物の暴走としては平均よりも少ない千数百匹程度。

　Ａ級冒険者パーティーである〝五色の刃〟が苦戦するような相手ではなく、それどころか雑魚として一方的に蹴散らすのが普通だ。それが千匹を超える大群でも。

　それがＡ級冒険者のパーティーの力だ。

　だが、ニアーキの町に迫った魔物は普通ではなかった。

　群は魔物の七割以上がアンデッド、残り三割が植物と蟲型の魔物で構成されていた。そして、言葉を紡ぐ器官をもつ魔物は、「ハインツを殺せ」と呪文のように唱えていた。

　キングの名を持つ強大な統率者に率いられた魔物の群れは一つの生き物のように行動するが、これは異常事態だった。

　尤も、それは幸いだったとも言える。魔物の群れはニアーキの町に入る事に拘らなかったからだ。町に居た警備兵と騎士、そして冒険者達が集まって急遽結成した防衛隊が出陣すると、魔物の群れは町を無視するように防衛隊の最前線に立っていたハインツめがけて突撃してきたのだ。

　手の届くところに傷を負って動けない兵士が倒れていようが、疲労困憊で隙だらけになっている冒険者が居ようが、構わずハインツを狙おうとする。

　だが魔物全てがランク以上に強力な個体ばかりで、しかも倒されても倒されても、際限なく襲い掛かって来た。

　倒された虫型の魔物はアンデッドと化して、倒されたアンデッドの残骸から菌やカビが生え、それがポイズンマッシュやヴェノムモールド等の植物タイプの魔物が発生し、更に植物タイプの残骸から虫が発生してそれが魔物と化す。

　終りのない魔物の連鎖によって、ハインツ達は実際には万を超える魔物に立ち向かわなければならなかった。

「しかし、随分恨まれたものだな。いったい何をやったんだ？」

「わたし達冒険者は魔物を数え切れない程倒していますから、恨まれる理由は幾らでもありますが、尋常ではありませんでしたね」

　オルバウム選王国にハインツ達が活動拠点を移してからパーティーに加わった、人種の格闘士のジェニファーと『眠りの女神』ミルの司祭、エルフのダイアナ。

　問われたハインツは二人に答える前に、ニアーキの町のある方向を振り返る。

　魔物達は〝五色の刃〟を、ハインツだけを狙っていたため、町の城壁は無傷で、防衛隊は流石に無傷ではないが重傷者は何人も出たが死者は運が悪かった数人しか出ていない。

「一つ心当たりがあるとすれば、あのダンピールの少年だ」

「冒険者ギルドで突然逃げたしたあの？　彼に恨まれるような覚えがあるのか？」

「いえ、そもそもあの少年とこの魔物の暴走と何の関係もないじゃありませんか」

　ジェニファーとダイアナに、どう言えば良いかとハインツは迷ってから口を開いた。

「私もそう思う。だが……彼の名前はヴァンダルーと言うんだ」

　二人はその答えを聞いても訳が解らず目を瞬かせる。ハインツも、確信はなかった。

　だがミルグ盾国で彼が捕まえたダークエルフの「魔女」の名は、ダルシア。それは今から約七年前の出来事だ。

　そして冒険者ギルドのカウンターに残された、受理されないまま処分された登録希望の用紙には、ヴァンダルーと言う名と、年齢は七歳と記入されていた。

「もしかしたら、彼は──」

「考え過ぎだ、ハインツ」

「エドガー？」

「あのダンピールの子は、どう見ても片親がダークエルフじゃない。あんな真っ白い肌で、そんな訳があるはずないだろ？　ハインツ、お前の罪の意識でそう思い込みかけてるだけだ」

「それは……そうかもしれないな」

　ダンピールの目に見える特徴は片方が血のように紅いオッドアイと牙と出し入れ自由な鉤爪。それ以外は、必ず両親の特徴を受け継ぐ。片親がダークエルフなら、蝋のような白い肌になる筈がない。

　それに生後一歳にも満たない赤子が、野外でたった一人生き延びられるはずがない。しかも、境界山脈を越えてオルバウム選王国にまで逃げ延びて来るなんて。

「考え過ぎだな。それに、この魔物の暴走との関連まで疑うなんて、どうやら自分で思っているよりも疲れているようだ。彼が魔王の再来じゃあるまいし」

　最近アルダ神殿で囁かれている噂を口にして苦笑いを浮かべるハインツに、「そうさ」と応えるエドガーだったが、言葉とは裏腹にヴァンダルーについて町に戻ったら調べてみるかと考えていた。

（確か、ニアーキの町で情報屋を纏めてるのは『闇夜の牙』って組織だったな。聞いてみるか）

　エドガーのこの行動が、首領と幹部全員がアンデッド化した後も組織を運営し続けていた驚愕の『闇夜の牙』事件が発覚するきっかけになったのだった。

「それよりも、町に帰って休んだらこの魔物が溢れ出て来たダンジョンを探しに行くわよ。群は発見済みのダンジョンとは全く別の方向から来たんだから、新しいダンジョンが発生している筈よ。もしかしたら、【ザッカートの試練】かも」

　百年ほど前から、この大陸の何処かに前触れもなく突然現れて一か月前後で消えてしまう、世界で唯一確認された移動する迷宮。等級識別不能で、ハインツ達〝五色の刃〟が仲間を一人犠牲にして撤退に成功した以外では生還者皆無のダンジョン、【ザッカートの試練】。迷宮の最深部にはザッカートが残した秘宝が眠っているとも、アンデッド化したザッカートが待ち受けていて、討伐した英雄は勇者ベルウッドの後継者になれるとも伝わっている。

「だとしたら……今度こそ攻略してみせる。マルティの為にも。だが、そうだな。まず、セレンを待たせている宿に戻らないとな」

「いや、その前にギルドで報告が……はいはい、俺がやっておくよ。受付嬢の姉さん方の人気を俺が独占しても文句を言うなよ」

　ダンピールの少女の所に戻ろうとするリーダーに、エドガーは苦笑いを浮かべた。
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「はぁ……ほほぅ……それは酷い……赦せませんね。万死に値します」

「ヴァンダルー様、突然どうしたの？』

「冒険者パーティー『西の凪』の皆さんや、受付嬢のアリアさん、ハンナさんとそのお父さんです」

　地面をゴーレム化させ、【ゴーレム錬成】で形を変えて通路にする方法で、ヴァンダルーは魔術師ギルドのギルドマスターの屋敷から、ハートナー公爵の城の地下にトンネルを掘っている最中だった。

　ブラガ達ブラックゴブリンと彼らの恋人達には屋敷に残ってもらい、廃人と化したギルドマスター達は『置き土産』を準備している。

　因みに、ギルドマスターの屋敷には価値がある上等な杖等もあったのだが、ヴァンダルーは相変わらず無手のままだ。人間用の杖を化け物染みた魔力量の彼が使うと、細心の注意を払って術を行使しなければ爆ぜ割れたり、腐ったり、塵になったりするからだ。

　魔術の助けになる杖を使うためには、米粒に文字を書くような集中力が必要になるので、ヴァンダルーは杖を使わない。何処かに人以上の存在の為に作られた杖はないだろうか？

　もっとも、無手と言ってもレフディアを両手で抱きかかえるようにして持っているのだが。

　それは兎も角、通路を作っている途中で突然ヴァンダルーが独り言を言い出した。

　ただ、アンデッドであるズランの目には、無残な姿の霊に纏わり憑かれているのが映っている。

『御子がここに来てから無数に集まって来た霊の一部だな。今居るのは最近死んだ連中ばかりみたいだが』

　ニアーキの町に来た時のように、都に着いた途端ヴァンダルーめがけて町中の霊が殺到してきたのだ。あまりに数が多いので、ズランは彼等が何を話しているのか聞き取れない。

　ただ、今ヴァンダルーに何かを口々に訴えている霊達は他の霊とは少し様子が違った。

「エレオノーラ、ズラン、これから黒い髪と瞳の、海藤カナタと言う三十代前後の男が現れたら指示を出すまで俺に任せてください」

「カイトウ・カナタ？　……まさか!?」

『前世で御子を殺したクズ共の一人か!?　野郎、良い機会だ、ぶち殺してゾンビにして情報を吐かせようぜ！』

　ヴァンダルーは、カナタの犠牲者達の霊から彼の情報を既に得ていた。

　彼女達によると、カナタはナインランドにもう入り込んでおり、何故こちらの場所が解るのかは不明だがヴァンダルーに近づいていると言う。

　霊達によると何故か剣や槍、魔術が通用せず、カナタの攻撃は彼女達の身体や防具を透過してしまうらしい。更に、【格闘術】や【短剣術】の使い手で、高い火属性魔術や風属性魔術まで使うのだとか。

（透過は、ロドコルテから貰ったチート能力、火属性と風属性は貰った属性の適性を、オリジンで伸ばした結果。後、【格闘術】や【短剣術】は……オリジンでの経験かな？　全く、呪われてない奴はこれだから）

　自分は全て一から努力し直したのに不平等だと内心では思いながら、殺意を顔に出すズラン達を宥めにかかる。ズラン達は並の冒険者や騎士では太刀打ちできない戦闘能力を持っているが、チート能力はそうした力量差をひっくり返す危険性がある。

　だからチートなんて呼ばれるのだ。

「だから俺に任せてください。彼を殺すなら……いや、まあ目に余る狼藉三昧なので確実に殺しますけど、俺がやりたいですし」

『相当な悪党だろうなとは、その霊を見れば分かるが……そんなに酷いのか？』

「かなり。正気を疑います」

　カナタの事を知ったヴァンダルーが覚えたのは、憎しみよりも困惑だった。短く纏めると、「こいつ何をやってんだ？」と思った。

　人を人とも思わぬ残酷な行いだが、何よりもあまりに無思慮過ぎる。少しでも都合が悪かったり、その方が手っ取り早いと思ったら、すぐさま殺して犯して奪う。

　そんな事をしていたら、幾らチート能力を持っていても長生きできないだろうに。

　オリジンで最初に死んだはずのヴァンダルーよりもずっと大人の姿をしている事や、何故ヴァンダルーの居場所が解るのかと行った事よりも、そちらの方が気になる。

　どうせそれらはロドコルテが何かしたのだろうし。

「とりあえず、奴が俺を殺しに来るのは確定ではあるのですが……定期的に【生命感知】を唱えるようにしましょう」

　カナタが口にしていたらしい「仕事」と言うのは、ヴァンダルーを殺す事を指していただろうし。

　どうでも良いが、何故このタイミングで邪魔に来るのだろうか？　ヴァンダルーを直接狙いに来る分、ギルドマスターの屋敷で待機しているブラガ達を狙われるよりは、良い展開だが。

「確か、その連中って正義の味方らしい事をしていたのよね？」

「正義の味方なんてそんなもんです。ベルウッドもアルダ信者からすれば英雄ですけど、俺達からすればそうじゃないのと同じで」

「確かに、そう言うものね」

　そんな事を言いながら、ナインランドの最深部にヴァンダルー達は到達した。

　暗い石造りの通路とその先には、【生命感知】では人の反応はない。ただ、【危険感知：死】には反応がある。

『トラップか？』

「いえ、この形は結界でしょう。勇者が残した結界があるらしいですし」

　開通したトンネルから通路に出てすたすたと進み、ヴァンダルーは弱い【死弾】を通路の先に撃った。

　すると、何もなかったはずの場所に光の壁が現れ、音と光を発して【死弾】を弾けさせた。

「これが、勇者ナインロードの残した結界……っ！」

『御子の【死弾】を弾きやがった！』

「では解除しますねー」

「『えっ？』」

　いや、幾らなんでもそんなあっさり？

　驚くエレオノーラとズランの見ている前で、ヴァンダルーは死属性の魔力を使い勇者の結界を解いて行く。

　難しい事は何もしていない。ただ単に、結界が耐えられない負荷を一気にかけてブチ破るだけだ。

　数十秒ほどナインロードの結界は耐えたが、最後はガラスが砕け散るような音を立てて砕け散った。

「ふぅ、アイスエイジの氷よりも硬かったな。魔力を三億も使いましたし。あ、お弁当下さい」

『お、おう』

　ズランは驚いた顔のまま、荷物の中から水袋を取り出す。中に入っているのは、魔術師ギルドのギルドマスター子飼いの用心棒の新鮮な血液である。

　原種吸血鬼の協力者である雇い主から散々甘い汁を吸っていたらしいので、その血も美味い。

「ふぅ、一仕事終えた後の一杯は格別ですね」

「ヴァンダルー様、ちょっと──」

「中年ぽかったですか？」

「いいえ、ちょっと背伸びしている子共みたいで可愛いらしいわ」

「そうですか……」

　やや肩を落としつつ、魔力の回復を待たずに再び進む。カナタがこちらに向かっている事は知っているのだが、【魔力自動回復】スキルによって一秒毎に魔力が一万以上回復するので問題ない。

　結界を超えると、そこは通路からは想像できない程広い地下墓地になっていた。大小さまざまな窪みの中に骨や殻が転がっている。とても聖域と呼べる光景ではない。

　漂う空気は不快な湿り気を帯びていて、何処か禍々しい。生命は存在しないはずなのに、何処からか呻き声のような音が小さく響く。

「うーん、居ませんね、王女様」

『おーいっ！　レビア様っ！　俺だっ、ズランだっ、ザンディア王女……じゃないが、その左手首のレフディアもいるぞ！　出て来てくれ！』

　ズランはそう呼びかけながら、ヴァンダルーから受け取ったレフディアを掲げてみせる。彼女の友好的に手招きして見せるが、レビア王女達やその他の霊が現れる様子はない。

「まだ結界があるのかもしれないわ。何かを封じ込めるための結界は、二重三重に仕掛ける事が多いのよ」

　エレオノーラの言葉に従って探すと、それらしいものが見つかった。

　鞭で縛られた銀の棺。これが結界の核だろう。

「……なんでしょうね、この趣味」

『あー、ナインロードは【鞭術】の使い手だったらしいぜ。だからじゃないか？』

「ところで、棺の中には何が入っているのかしら？　原種吸血鬼だと頼もしい味方に……なるとは限らないわね。邪神や悪神に寝返った吸血鬼かもしれないし」

「確かに、封印を解いた途端手に終えない存在が出てきたら大変ですね」

　そう言いながらヴァンダルーは封印を解こうとしてみせるが、特に【危険感知：死】に反応はない。

「中身は空なのかな？　大丈夫そうなので解きますね」

　そして既に解いた結界と同様にヴァンダルーは結界を解きにかかる。

　すると、まだ結界を解き終える前に棺が鞭を引き千切って内側から勢いよく開いた。

「ヴァンダルー様っ！」

『ちぃっ！』

　咄嗟にヴァンダルーを掴んで下がろうとするエレオノーラとズランの前で、棺から飛び出した紅いアメーバー状の何かは鎌首をもたげるようにしてヴァンダルーを見下ろすと、毒蛇の様な素早さで近づく！

　ごくごくごくごくごくごく……けぷ。

　そしてヴァンダルーに飲まれた。

『「……えぇ？」』

　あっけにとられる二人の前で、ヴァンダルーは棺の中身を飲み干すと、手を合わせて「ご馳走様」と頭を下げる。

「ヴァ、ヴァンダルー様？　今のは？　それよりも何で飲むの!?」

「何でって……口に入って来ましたし」

『いやっ、普通は吐き出すだろ!?』

「でも、食べ物を残すのは良くないと思いますよ。まあ、十万年程勇者に封印されていた血液を普通は食べ物とは呼びませんけど」

『分っているならって、今のは血液なのか!?』

「じゃあ、もしかして魔王の一部!?」

　勇者によって倒され身体をバラバラにされた魔王グドゥラニスが、その一部毎に封印されているのは有名な話だ。そのため、血液だけが封印されていたならその主は魔王しか考えられない。

　実際、脳内アナウンスでも『魔王の血液を吸収しました！』と流れた。ただ、二人があまりに驚くので言うかどうか迷ったのだ。

《【吸血】のレベルが１０に上がりました！　上位スキル【業血】』に変化しました！》

《【業血】、【死属性魔術】、【怪力】、【高速治癒】、【魔力自動回復】、【魔術耐性】、【毒分泌：舌牙爪】【身体伸縮：舌】のレベルが上がりました！》

《二つ名、【魔王の再来】を獲得しました》

　最後に獲得した二つ名に激しく抗議したいヴァンダルーだった。誰が魔王の再来かと。しかし──。

『吐けっ、吐くんだ御子！』

「ヴァンダルー様、ペッしてっ、ペっ！」

　ズランに足を掴まれて逆さまにされて上下に揺らされながら、レフディアに背中をペチペチ叩かれていたのでその余裕はなかった。

「いや、なん、だか、もう、きゅう、しゅう、あ、どう、も」

　上下に振られているヴァンダルーの目には、勇者の封印が解けたからか現れた無数のゴースト達が映っていた。上下逆さに。

　ゴースト。ヴァンダルーやアンデッド、【霊媒師】にしか姿を見せる事が出来ない無力な霊とは違う、肉体を持たないまま魔物と化した存在だ。

　ランクは２で、物理攻撃が殆ど効かない代わりに自分も物理的な力を持たない。ただ多くの個体は生前の人格や記憶を完全ではないが有している。

『誰だ？　ハートナー公爵家の手先か？　……違う、この恐ろしくも心安らぐ気配は一体……？』

『あの巨人種と手を見ろ。あれはアンデッドだ』

『何故アンデッドが？　結界は破られたのか……我々は解放されるのか？』

　輪郭のぼやけた、膝から下がない半透明なゴースト達が囁き合っている。敵意は感じないが、何処か怯えているような雰囲気を感じる。

『おおっ……レビア様っ、レビア様は居るかっ!?　俺はタロスヘイムのズランです！』

　思わずヴァンダルーの脚から手を離したズランが、ゴースト達に向かって叫ぶ。すかさずエレオノーラにキャッチされたヴァンダルーは、ゴースト達の中から腰よりも長く髪を伸ばした女性のゴーストが前に出るのを見た。

『レビア様っ！』

『ズラン……覚えています。私達の種族の中では最も短剣の扱いに長けた、斥候職の戦士』

　ズランはレビア王女と親しかった訳でも傍仕えをしていた訳でもないが、そこは五千人程しか人口がなく、身分制度が緩かったタロスヘイムだ、優秀な戦士なら普通に王女であるレビアと顔を合わせる機会があった。

　特にズランは巨人種の中でも少ない斥候職だったので、記憶に残り易かったようだ。

『ザンディア達とタロスヘイムに残り、最後まで戦ってくれた貴方が何故ここに？　ああ、でもここに封印されてしまった以上、貴方も私達と同じ虜囚。女神の元に還る事も出来ず、かと言って無念を晴らす事も出来ないまま、ここで彷徨うしか──』

「あ、結界は解きましたよ」

『そう、あの二重に施された結界が解かれない限り……解かれたのですか？』

「はい。申し遅れました、現タロスヘイム国王のヴァンダルーと申します」

　エレオノーラに上下逆さでキャッチされたまま、ヴァンダルーは挨拶したのだった。

　レビア王女はヴァンダルーから説明を聞き、レフディアの姿を見たが……。

『あの、すみません。さすがに左手首だけでは妹の物かどうかは』

「ですよねー。では、こっちの岩塩はどうでしょうか」

　妹の左手首だと確証は持てなかった。しかし、タロスヘイムから持ってきた『ガランの谷』の岩塩の判別はついたらしく、彼女は彼の言葉を全面的に信じてくれた。

　ここで信じて貰えなかったら大変なので、一安心だ。

『そうですか。タロスヘイムに残った皆は、最後まで勇猛でしたか。ボークス達を導き祖国を守ってくれた事、心から感謝します。それなのに、私は皆を守る事が……』

『レビア様は悪くねぇ！　悪いのは裏切り者のハートナー公爵家だ！』

　レビア王女がタロスヘイムから僅かな護衛とハートナー公爵領に逃れて来た時、現在では廃墟になっている町の住人やハートナー公爵は温かく迎えてくれた。

　だが、ハートナー公爵が彼女達のために催した晩餐には毒が盛られていた。

　ハートナー公爵家を盟友だと信じていた王女達は、誰一人疑うことなく食事を口にして毒を飲み、それでも抵抗を試みたが彼女達は公爵の騎士達やお抱え魔術師達によって掴まり、護衛の者はその場で命を奪われ、レビア王女は公爵殺害を企てたと汚名を着せられ、火刑に処された。

　そして遺体をこの地下の結界に葬られたのだ。

『それからの事は、私達と同じようにここに葬られた人達から聞いて、大体の事は分りました。私達を殺した騎士や魔術師達も、口封じされてここに葬られましたから』

　関係者は生かしておかなかったようだ。当時のハートナー公爵は、陰謀家としては優秀だったらしい。ニアーキの町のミラン婆が話を聞いたのは、ここに囚われる前に逃げ出す事に成功し、彷徨っていた関係者の霊だったのかもしれない。

「それで、これからの事ですが」

『はい、既にこの世の者ではない身で言うまでもない事ですが、タロスヘイムの王位は貴方の物です。どうか、皆を助け導いてください、よろしくお願いします』

　そうレビアは頭を下げた。その動作一つ一つに、実体がないとは思えない気品がある。

　それでいて高慢な雰囲気はなく、淑やかなお嬢様とは彼女の様な人だろうとヴァンダルーは思った。巨人種である以上、脚が半ばで消えているレビア王女も、二メートルを超える長身なのだが。

　今は輪郭がぼやけているが、きっと生前は見目麗しいお姫様だったのだろう。

『これで、皆と女神の元に還る事が出来ます』

　だからという訳ではないが、ヴァンダルーは彼女を引き止めた。

「あ、ちょっと待ってください。奴隷鉱山の皆を助けるのに、貴方の協力が必要です」

『私のですか？　ですが、今の私に大した事は出来ません』

「大したことじゃなくて良いのよ。貴女がヴァンダルー様に協力して、その姿を見せる事が大事なの」

　奴隷鉱山に囚われているタロスヘイムの巨人種達は、当然だがヴァンダルーや今のタロスヘイムについて知らない。何より【死属性魅了】が効かないので、ヴァンダルーが「タロスヘイムから助けに来ました」と言っても、信じて貰えない可能性が高い。

　ズランやボークス達巨人種アンデッドが説得しても、その効果は疑問が残る。彼らの家族や親族なら信じてくれるかもしれないが、縁の薄い者はアンデッドになった事で狂っているのだと信じないかも知れない。

　レフディアを見せても、実の姉であるレビア王女が判別できないのに、彼らが納得するとは思えない。それに女神ヴィダの教えはアンデッドに寛容だが、無条件に親しむ存在だと唱えている訳ではないはずだ。

　勿論囚われた奴隷である彼らの心情を無視して強引に連れ去り、その後タロスヘイムで誤解を解くという手もあるが、予期せぬ抵抗に遭って怪我人……死人を出したら後味が悪い。アンデッドには出来るが、死なせないで済むなら済ませた方が良い。

　そこでレビア王女だ。二百年前彼らを率いてきた彼女の言葉なら、ゴーストと化していてもきっと届くだろう。

「少なくとも、話は聞いてくれるはずよ」

『ですが、皆を守れなかった私の言葉なんて今更……それに、もうこの世に残るために必要な未練も、怨念もないのです。私達の心は、もう救われました。貴方の息子さんなら、必ず皆を奴隷から解放して──』

「む、息子っ!?　違うわっ、私はヴァンダルー様の母親じゃなくて奴──」

　ダンピールであるヴァンダルーの母親だと勘違いされたエレオノーラの慌てた声を遮って、ヴァンダルーはレビア王女に問いかけた。

「それで良いのですか？」

『それで……とは？』

「簡単に許していいのですか？　あなたを殺し、護衛の戦士達を殺し、二百年も閉じ込めた奴等を。あなたの民を不当に捕え、二百年搾取し続けている連中を。怒りや憎しみ、憎悪は晴らさないでいいのですか？」

『そ、それはっ』

　レビアの声に動揺が混じった。彼女の背後に並ぶ、巨人種のゴースト達も動揺したように姿がぶれる。

　二百年前殺された時、民が奴隷鉱山に連れて行かれたと知った時、ヴァンダルーが言うように怒り、憎しみ、ハートナー公爵家を憎悪した。

　裏切ったなと罵り、この恨みは忘れないと叫び、怨念を滾らせた。それが封印から僅かに漏れ出る魔王の魔力と反応し合い、ゴーストと化すほどに。

『ですが、復讐は──』

「正当な行為です。この場合は特に。別に俺は二百年前の恨みを今生きている人間にぶつけろと言っている訳ではありません。今の人間に今の恨みをぶつけるだけです」

　レビア達を真っ直ぐ見つめて、ヴァンダルーは言葉を紡ぐ。自分が持つ怒りが、憎しみが、憎悪が、彼女達に伝わるように、それが彼女達の憎しみや憎悪、無念を呼び起こすようにと。

「怒るのも、憎むのも、恨むのも、当然です。人である以上、正常な事です。信頼していた相手から裏切られ、命を奪われ、貶められた。大事な人達を不条理に捕え、二百年も搾取し続けている。そんな連中に何も思わない奴なんて、狂っているとしか言いようがない」

『当然……正常な……』

「毒を盛られたと気がついた時、護衛の戦士達を殺された時、火で焼かれた時、貴方は何を感じました？」

『私は……ああっ！　私はっ、あの時っ！』

「あなたの中に憎しみが、怒りが、怨念がある筈です。それを再び燃やしましょう」

『私の、中に……』

『オレタチの怒り……』

『私の……恨みぃぃっ』

　一部関係のないゴーストまで煽られているが、ヴァンダルーは気にせず続ける。

「そして俺に力を貸してください。奪われたものを、奪い返すために」

　そう言い終った時、火花が散る音が小さくしたと思った時、闇に包まれていた地下墓地に光と熱が広がった。

『思い出したわ、私の怒りを、憎しみをっ！　この怨念を晴らさずに逝く事なんて出来ない！　そうでしょう、皆！』

　レビア王女が燃えていた。比喩表現的な意味ではなく、本当に燃えていた。

　それまで頼りなかった霊体の身体が赤々と輝き、輪郭がはっきりして顔の細部まで見える。その姿はまるで炎の髪を伸ばしドレスを纏った、火の女神の様だ。

『【死霊魔術】スキルを獲得しました！』

『そうだっ、その通りだ！』

『今も我々を貶め苛むハートナー公爵家に、災いをなさなければ消えられぬ！』

『あたしを弄んだ挙句捨てた恨みを晴らしてやるっ！　メイド舐めんじゃないわよ！　キィィィィィ！』

一部、巨人種以外のハートナー公爵家の犠牲者が燃えているがヴァンダルーは気にしない。

　地下墓地に存在したゴースト達は、全員がまるで炎を纏ったように燃えていた。

『こいつは、ランクアップか!?　一体どうして……？　いや、まあ良いか。レビア様も皆も残ってくれるようだしな』
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　ズランが言ったように、レビア達はヴァンダルーの【精神侵食】スキルで共有した彼の負の感情をきっかけに、かつて自分が抱いた負の感情を思い出し、爆発させた。

　それは火刑で処刑されたレビアの影響を受け、レビアをランク４のフレイムゴーストに、他のゴーストはランク３のファイアゴーストにランクアップさせたのだ。

　魔術師ギルドで研究している魔術師達や学者が見たら、大騒ぎするような現象だ。

「ヴァンダルー様の偉大さが、また増えた。それで良いじゃない」

『だよな』

　しかし、そう流されるのだった。

　尤も、そのヴァンダルー自身はいきなり燃え出したレビア王女達に、大きく驚いていたが。身を焦がすような憎悪や怒りを共有したが、本当に燃えるとは思わなかったのだ。

　全てを忘れるほど驚いた訳ではないが。

『さあ、早速皆を助けに行きましょう！』

「すみません、その前に片づけたい案件がありまして」

　レビアの燃える手を取らずに、ヴァンダルーは身を翻して自分がやって来た通路の方を見た。

　すると、そこには何時の間にか何も持っていない両手を万歳の形に上げた、黒い髪と瞳の三十程の男が立っていた。

「待ってくれっ！　話を聞いてくれっ！　あの時は悪かった、赦してくれっ！」

　そう言いながら、海藤カナタはヴァンダルーの前で土下座し、額を埃だらけの床に着けた。
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　ヴァンダルーが城の地下に向かっている事を【ターゲットレーダー】で知ったカナタは、舌打ちした。

　空間が限られる地下では、カナタは自分の力を存分に発揮できないからだ。

　全力で魔術を放つと、崩落などで自分も危うくなる。土砂は【グングニル】で透過できても、酸欠はどうにもならない。

　それに、彼が得意な銃……ラムダでは【弓術】になったが、射撃は地下だと障害物が多い等使い辛い事が予想される。【グングニル】でカナタが放つ矢は障害物を「透過」するが、カナタの目は障害物を「透視」出来ないからだ。

　だからオリジンでは赤外線スコープや探知魔術でターゲットの位置を特定していたのだが……ラムダに赤外線スコープは存在せず、探知魔術を唱えるとヴァンダルーにそれを察知され、逆に自分の位置を知られる可能性があった。

　仕方ないと、カナタは遠距離からの狙撃を諦め近距離での暗殺に思考を切り替えた。

　この時カナタがここで仕掛けるのを諦め、後日暗殺の好条件が揃うのを待つ、若しくは揃うように策を巡らせる事を選ばなかったのは、ヴァンダルーが自分より機動力に優れているため逃げられるかもしれないという理由もあったが、一番大きかったのはさっさと仕事を終えて四度目の人生を始めたいという理由だった。

　そして憑いている霊を浄化するために、（この時点で霊達はヴァンダルーの所に向かうために離れていたのだが）凌辱した女冒険者の一人から手に入れた聖水を被った。

　それから【ターゲットレーダー】を頼りに【グングニル】で壁や床を透過して地下空間に辿りついて早々、ヴァンダルーに気がつかれたのが解った。

　スキルによるものではなく、腐っても命をやり取りする修羅場を何度も潜り抜けて来た経験者の勘だ。

「待ってくれっ！　話を聞いてくれっ！　あの時は悪かった、赦してくれっ！」

　頭の中で描いていた予定より早く姿を現し、そして土下座した。

（神様の情報よりも多少は大きくなってるな。それに情報にないバケモノを大量に引き連れやがって。何だ、あの炎の人型？）

　内心では何時の間にか手駒を増やしているヴァンダルーを「ゲテモノ趣味が」と吐き捨てながら、表面では必死に見える謝罪を行う。

「……どう言うつもりですか？」

　ヴァンダルーが攻撃ではなく会話を選んだ事に、カナタは胸の内で喝采を上げた。やはりこいつは甘ちゃんだと。

「お、オリジンでの事を覚えてないか？　俺は海藤カナタ、あんたと同じ高校の生徒だった男だ」

　霊から海藤カナタの名前を聞いたヴァンダルーは、当然既に見当がついている。ラムダで海藤なんて苗字の奴はいないだろう。

　そうでなくてもカナタの言動全てが奇妙過ぎて、逆に転生者だろうとしか思えないのだ。

「俺はあの時、研究所であんたを倒してしまった一人なんだ」

「……あー、そう言えば、居たような気がしないでもないです」

　それは初めて聞く情報だった。あの時は成瀬成美や、見覚えのある元クラスメイトばかりに目が行っていて、カナタの様に元々覚えていない者の事は、記憶に殆ど残っていなかったのだ。

　思っていた以上にヴァンダルーのリアクションが薄いので、カナタは若干戸惑ったが舌は滑らかに動いていた。

「あの時はあんたが俺達と同じだって知らなかったんだ、本当にすまない、赦してくれ。許せないなら俺は殺しても構わない。でも、どうか他の奴らを殺すのは止めてくれないか」

「いいですよ」

「お願い──え？」

「だから、オリジンで俺を殺した事に対する謝罪を受け入れると言っています」

　思わず顔を上げたカナタを、ヴァンダルーは無感動な瞳で見ていた。

「悪いのはロドコルテですし、そうやって謝ってくれればもういいです。俺や俺の仲間の邪魔をしなければ、関わろうとは思いません。こっちはやりたい事もやらないといけない事も山積みなので、そんな暇はありません」

　今だって奴隷鉱山で働かされている巨人種達を助けに行かなくてはならないのだ。無害ならカナタ以外の転生者はどうでもいい。それは本音だ。

　寧ろ仲間にしてくれとか、逆に仲間になってくれと言われた方が迷惑だ。どう考えても価値観が合わない。転生者達がゾンビやスケルトン等のアンデッドに一人の人格を認め、敬意を払えるのなら考えなくもないが。

　無理だろうけど。地球やオリジンでは、基本的に死者をアンデッドにするのは「死者を冒涜する行為」で、各宗教の逸話を含めた多くの物語で、不死者は速やかに葬らなければならない、そうでなければ悲劇的な結末を迎えるのがお約束だ。

　地球の映画やゲームなどで頻繁にある、「こいつはもう彼、彼女じゃない」と哀しみながらもゾンビの頭部に銃弾を撃ちこむ展開を現実でもやりかねない。

　良くて、兵器として使う事を認める程度ではないだろうか？

　そんな連中、危なっかしくてタロスヘイムに近づけられない。

「そう、なのか？　分かった。他の皆にもちゃんと伝える。あんたの邪魔は──結界」

　カナタはヴァンダルーが張るだろう結界を指定し、【グングニル】で床を透過させたまま隠していたクロスボウの引き金を素早く引いた。彼はヴァンダルーがどう答えたところで、隙をついて射殺するつもりだったのだ。

　矢はヴァンダルーが反射的に張った結界を透過して、そのまま彼の耳を掠めて後ろの壁に音を立てて弾かれた。

　矢が外れたのではない。ヴァンダルーが避けたのだ。

「なるほど。お前のチート能力は透過……物質だけではなく、俺の張った結界も透過する事が出来ると」

　上手く行くと確信していた不意打ちをあっさり回避されカナタの顔が強張るが、【危険感知：死】は彼が土下座する前からずっと反応していたのだ。

　だからヴァンダルーはじっとカナタを見続けていた。隙があるようにカナタが思ったのは、彼の無表情を読み切れなかっただけに過ぎない。

　それに、実はカナタのチート能力が透過能力である事は、霊からの話を聞いて大体察しがついていた。

　少なくとも、障害物や結界を盾にして安心できる相手ではないだろうなと思っていた。

「ま、待ってくれっ、俺も好きであんたを狙ったわけじゃない！」

　衝撃から立ち直ったカナタは、驚いたことにそのまま言い訳を始めた。聞く意味はないと、攻撃に移ろうとするエレオノーラとズラン。だが、彼の口から出た神の名前に思わず一瞬動きが止まってしまった。

「実は俺もロドコルテに、あのクソったれの神に呪われているんだ！　その証拠にこれを──くらえ！」

　カナタは自分も呪われていると嘘をつき、クロスボウと同様に地面に透過させて隠していた数本のナイフを投擲した。

「っ！　同じ手を性懲りもなく──」

　結界を透過したナイフを、エレオノーラとズランは叩き落そうとする。その刹那、カナタは内心で喝采をあげた。

（かかった！　マジックアイテムを盗んでおいてよかったぜ！）

　カナタが投げたのは、彼が殺した冒険者パーティー『西の帆』から奪ったマジックアイテムで、刃に強い衝撃を受けると爆発して破片と煙をまき散らすという物だった。

　それで目くらましをかけ、その隙にカナタ自らが突貫してヴァンダルーを刺し殺す。その後、エレオノーラとズランに殺されるだろうが、彼にとってはそれで構わない。

　ヴァンダルーさえ殺せれば、それで仕事は完了。その後殺されても、自殺する手間が省けるだけだ。幸福な四度目の人生をスタートできる。

『待てっ！　これに触れるな！』

　だが、エレオノーラとズランがそれぞれナイフを叩き落そうとした刹那、割って入る影があった。全身から炎を発しているゴースト達の一部が、ナイフを自分達の体で受け止め抱きしめるようにして押し包む。

『このナイフには、爆発して目をくらませる効果がある。……俺達の所持品だったから、よく知っている』

　カナタに殺され、レビア王女達と共にファイアゴーストと化した『西の帆』の冒険者たちだ。

「それで、どうします？　まだ何か、言い残したい事があるなら言っても構いませんが」

　必勝の不意打ちに続いて、念のために用意していた策まで潰されたカナタの顔が苛立たし気に歪む。

「チィっ！　【炎の帯】よっ、踊れっ！」

　そして魔術で起こした炎でヴァンダルー達の視線を遮ると、跳ねるようにして後ろに下がり距離を取った。

『野郎、舐めやがってっ！』

『許さん！』

「皆、言った通り俺に任せてください。ズランはレフディアをよろしく。……他の転生者の力がどの程度か知りたいし、新しいスキルも試したいので」

　ヴァンダルーは【奪熱】で荒れ狂う炎の帯を瞬時に消して、舌と爪からアンデッドのズランや【状態異常耐性】を持つエレオノーラには効かない、揮発性の高い毒を分泌しながらカナタを追う。

「床っ、地面っ」

　想定していたよりも素早いヴァンダルーに対して、カナタは【グングニル】で床を透過して隠れる。

「退け、【死弾】」

　だが、やはりヴァンダルーが瞬時にカナタの周りの床やその下の地面をゴーレム化させ、【生命感知】で割り出したカナタの位置に【死弾】を撃ちこむ。

「ぐあっ!?　は、速い！」

　盾にしようとした地面が動き出して、ヴァンダルーに姿を晒したカナタは驚愕しながらも【死弾】の直撃を避け、掠るだけに止めた。本来なら掠るだけでも即死しかねない魔力を込めたのに、まだ素早く動くカナタにヴァンダルーも若干驚く。

　それに、毒も効いていないようだ。

「動きの速さや魔術の威力から推測すると、能力値は俺と同じか若干高い程度で、想像を絶するほどの生命力の持ち主には見えない。ロドコルテにもらったのは、呪いではなく耐性スキルだったようですね」

「【大焼失】、魔力！」

　ヴァンダルーの言葉を無視して、カナタは大規模な火属性魔術を唱える。高温で広範囲内に存在するすべてを燃やし尽くす術だ。

（本来ならあの結界や、熱を奪う術で防げるだろうが、術を発動した後【グングニル】も使った！　この灼熱は防げないぜっ、大人しく後ろのゲテモノ共々灰になりな！）

　勝利を確信しながら息を止め、炎が一段落したら【グングニル】を解除して風属性魔術で呼吸するための空気を作るカナタ。ヴァンダルーさえ殺せれば仕事は完了し、その後は報酬の四度目の人生を生きるために自害するつもりの彼だが、流石に仕事の完遂を確かめないまま死を選ぶほど考えなしではない。

「自分ごととは大胆な手段を使いますね」

　だが、ヴァンダルーは平気な顔で立っていた。炎に包まれたままで。

「ジーザスッ！　何の魔術だ!?」

「いえ、彼女達に守ってもらっただけです」

「彼女達だぁ!?」

　訳が分からない様子のカナタの前で、ヴァンダルーを包んでいた炎が解けて幾つかの女のシルエットを取る。

　その女達の顔にカナタは見覚えがあった。

「そいつらもかっ！　クソっ、聖水なんて被って損したぜ！」

　炎で体が出来た女達の正体は、行商人の娘のハンナや冒険者ギルドの受付嬢のアリアを始め、カナタがラムダに転生して殺してきた女達だった。

「そんなアンデッド、オリジンでもこっちでも作ってなかっただろうが！」

「ついさっき出来るようになったばかりです。とりあえず、【炎霊の抱擁】と名付けましょう」

　ヴァンダルーの背後で、同じようにファイアゴースト達に護られていたズランとエレオノーラが姿を現す。

　二人の顔には、納得の表情が浮かんでいた。

「この程度なら、ヴァンダルー様の敵じゃないわね」

『全くだな。慌てて損したぜ』

　二人が言うようにヴァンダルーとカナタの様子は既に殺し合いと呼べるものではなく、一方的にカナタが追い詰められるばかりになっていた。

「こういう風に出来ます？」

『任せて！』

　ヴァンダルーが渡した魔力と意思に従って、ファイアゴースト達が……炎の死霊達がカナタを攻撃する。ある者は炎の槍となって、ある者は蛇のように這い寄って、またある者は巨大な髑髏に姿を変えて、カナタをその赤黒い炎で焼こうとする。

　先ほどヴァンダルーが習得した【死霊魔術】の効果だ。【死霊魔術】と聞けば、今までヴァンダルーがしてきたような、死体を操りゾンビやスケルトンにするような術だと思うかもしれない。しかし、実態は【精霊魔術】に似て非なるスキルだった。

【精霊魔術師】が精霊に魔力と意思を伝えて、通常の属性魔術よりも効率良く術を行使するのと同じで、ヴァンダルーは死霊に魔力と意思を伝えて、術を行使して貰っているのだ。

【死属性魅了】で魅了されたファイアゴースト達は、自分達の仇であるカナタに対して容赦なく攻撃を続ける。

「ほ、炎っ、【風じ──】ぐああああ!?　なんで透過出来ねぇっ!?」

　最初は避けようとしたカナタだが、炎の槍や蛇や髑髏は全て姿を変えたファイアゴーストだ。避けても逃げても執拗に追ってくる。

　堪らず【グングニル】で透過し、風属性魔術で反撃しようとしたが、彼の思惑とは裏腹に赤黒い炎は彼の身を通りすぎずに包んで焼き始め、悲鳴で呪文の詠唱が途切れてしまう。

「地面っ！」

　今度は地面の下に逃げようとするカナタだったが、彼の足は全く沈みこまない。

「な、何でだ!?　なんで俺の【グングニル】が発動しねぇっ!?」

「発動してますよ。ただ、貴方のそのグングニルですか？　その透過能力で『霊体』が透過できないだけで」

　カナタの【グングニル】は、指定した存在全てを透過してしまう能力だ。武器を指定すれば、敵の武器だけではなく、自分が持つ武器も彼の指をすり抜けて落ちてしまう。

　それは霊達から聞いた話で大体予想していた。「武器」を指定した時は素手で戦っていたそうだし、他にも例は幾つもある。

　だからカナタが透過できない存在をヴァンダルーは使った。それが「霊体」だ。

　霊体は人間を初めとした生命体が生きている内から、身体の中に宿っている。それを【グングニル】で透過すると言う事は、カナタにとって肉体から自分の霊と魂を放り捨てるに等しい行為だ。自殺と何も変わらない、本能的に出来る訳がない。

　なので、カナタは本体が燃える霊体であるファイアゴースト達の攻撃を回避できない。そして、この地下墓地にはヴァンダルーの【霊体化】した肉体の一部が壁や床、天井の裏に伸ばされており、【実体化】している。

「ああ、他にも透過できない攻撃はありますよ。例えば……■■■■■っ！」

　口を窄めて、ヴァンダルーは指向性の【叫喚】を放つ。【火属性耐性】や【死属性耐性】で耐えつつ、何とか反撃に転じようと足掻くカナタは、その直撃を受けて悲鳴を上げて耳を抑えた。

「み、耳ガアアアア！」

【精神汚染】でヴァンダルーの【精神侵食】はほぼ防げるが、【叫喚】は魔術ではなくただのスキルだ。そのため、ガラスを擦り合わせるような耳障りな大音声がカナタの聴覚を直撃するのを防げない。

　これも【グングニル】の弱点の一つだ。音を透過してしまうと、カナタ自身も呪文を唱えられない。そのため、呪文を唱えるつもりなら、音は透過できない。

「あと、最後の弱点ですが──」

　耳から血を流して苦しむカナタに、ヴァンダルーは無警戒に近づいて行く。




「うおぉぉぉぉ！」

　焼け爛れた手でナイフを抜いたカナタが、起死回生を狙ってヴァンダルーに向かってそれを投擲する。

　ヴァンダルーはそれを無造作に鉤爪で弾き飛ばした。

「クソが！」

　だが、投げナイフに続くように、投擲用ではなく接近戦用のナイフを構えたカナタが突っ込んできた。一瞬の間にポーションでも被ったのか、全身の火傷もそれなりに回復している。

『クソはあんたよ！』

『何度だって焼いてやる！』

　そのカナタを再び焼こうと、炎のドクロと化したハンナやアリアが襲い掛かったが──。

「ゴースト！」

　彼女達はカナタに触れる事も出来ず透過してしまった。【グングニル】でカナタが霊ではなく、ゴースト……彼女達の種族を指定したためだ。

「いい気になって講釈を垂れるからだ！　舐めるんじゃねぇよ！」

　相手の種族を指定するという、相手が人間ではないからできる方法をカナタが思いつけたきっかけは、ヴァンダルーの解説だった。殺し合いの最中に相手に弱点を教えるなんて事をするからだと、カナタは口元に嘲笑を浮かべながらナイフを繰り出す。

　その動きは鋭く、高度な訓練を受けて身につけた技量を遺憾なく発揮していた。

「まだ舐めていませんよ」

　だが、カナタのナイフはヴァンダルーにあっさり弾かれた。

「っ!?」

　動揺しつつも、カナタは二度、三度と攻撃を繰り返した。

　フェイントにナイフを顔に向かって突き出し、本命の蹴りで股間を蹴り上げようとする。すると、ヴァンダルーはフェイントに惑わされず後ろに下がって蹴りを回避した。

　ナイフを素早く振るい、斬撃や刺突を繰り返せば、両手の鉤爪を巧みに使って逸らし、弾く。

「鉤爪！」

　ならばと、【グングニル】の対象に鉤爪を加えてナイフを繰り出したが、それを予想していたかのように回避された。

「では、俺の番ですね」

（こいつ、俺よりも早いし力も強い!?　それだけじゃなくて技もある。どこでこんな技を培った!?　格闘技の心得でもあったのかよ!?

　まさかこんなゲームみたいな世界で強くなったってのか!?）

　そう思い立った瞬間、カナタの頭に血が上り、沸騰したかのように熱くなった。

「ふざけるんじゃねぇ！　俺が『オリジン』でどれほど厳しい訓練を受けたと──」

「知りませんよ、二度目の人生では俺はずっと研究所の中でしたから」

　だが、カナタの怒りはヴァンダルーの心には全く響かなかった。ただただ殺意を込めて、抜き手を繰り出す。

「ぐぎっ!?」

　その抜き手はカナタの腕に払われ届くことはなかったが、ヴァンダルーの指はカナタの腕の肉を一摘まみ分削り取った。

「ただ、この三度目では訓練も実戦も経験豊かです」

「がっ!?」

　次に足首の骨を砕くつもりで足払いをかけるが、惜しくも避けられてしまう。しかし、ヴァンダルーの足の指はカナタの脚の肉を一摘まみ分削り取った。

（鉤爪は透過しているのに、何故!?）

　【グングニル】の効果により、カナタの体はヴァンダルーの鉤爪に傷つけられない。だが、ヴァンダルーの手足が掠る度に肉が削り取られていく。

「まさか、指の力だけで!?」

　そう、ヴァンダルーがカナタの肉を削り取れるのは、驚異的な指の力によるものだった。ヴァンダルーの鉤爪はナイフよりも鋭いが、それを振るって人や魔物と戦うたびに鉤爪が生えた指が自然と鍛えられていたのだ。

「俺には敵が多いですからね、お前のように」

「この化け物がぁっ！」

　激高しながらさらに格闘戦を続けるカナタだが、ヴァンダルーの攻撃をより注意を払って回避し、防御しなければならない彼の方が不利だ。

「お前がどんな攻撃をしても、狙われた相手の肉体は透過できない。したら、目標を傷つけられませんからね。だから、俺は自分の肉体を使って守ればいい。それが最大の弱点です。ただ──」

　そう告げながら、ヴァンダルーは足の裏を叩きつけるような蹴りをカナタに向かって放った。カナタはそれを反撃の好機と見て、サンダルの裏からナイフで彼の脚を串刺しにしようと試みる。

　片足を封じられれば、いくら化け物でも動きが鈍るはずだと。

「っ!?　ぐぎゃあ！」

　だが、カナタのナイフはサンダルを貫通するどころか、澄んだ音を響かせて折れてしまった。そのままヴァンダルーの蹴りを受け、カナタは後ろに大きく吹き飛ばされた。その右腕は不自然に曲がっている。

「能力以外の弱点もありますけどね。ただの鉄のナイフで、うちの名工が作ったこのサンダルを貫ける訳がないでしょう」

　ヴァンダルーの履いているサンダルは、タレアが作ったドラゴンの皮製の特製の品だ。カナタがゲテモノと嫌って、魔物の素材を使った物である。

「そう言えば、クロスボウも他のナイフもその鎧も、マジックアイテムはあってもただの鉄や動物の皮製ばかりですね。なんでもっと高い品質の装備を整えて来なかったのですか？　『オリジン』に存在しない素材を使った物は、身につけないとかそう言うこだわりでも？」

　もちろん、ヴァンダルーは霊であるハンナ達からカナタが魔物の素材を使った武具を「ゲテモノ」と言ってきたっていた事を知っている。

　知っていて、言っているのだ。

「挑発の、つもりかぁ！」

　カナタもそれに気がつき、俺が右腕ではなく左腕でナイフを振りかぶる。

「四肢！」

　そして、振り下ろしながら四肢を指定する。ナイフはカナタ自身の四肢……左腕も透過して、ヴァンダルーに向かって飛んでいく。

（これなら防げないだろう！）

　追い詰められたカナが死に物狂いで考え、思いついた起死回生の一手。ナイフが左腕をすり抜けて飛んでいくタイミングを計った一投だ。

「ええ、他に切り札をもっていないか確認したかったので」

　だが、カナタのナイフはヴァンダルーが話しながら伸ばした舌によって叩き落されてしまった。

「どうやら、もう切り札は無いようですね」

「……っ!?」

　スキルレベルが上昇した事で、更に長く伸びるようになった舌をくねらせながら告げると、カナタは今度こそ絶句した。

「もっとも、その大きさのナイフでは当たっても死にませんけどね、俺」

　そう言いながら、叩き落としたナイフを舌で拾い上げ、そのままへし折る。

「魔術では俺に勝てず、武術の腕も俺と同じくらい。なのに武装を整える事もせず、初見殺しのチート能力に頼った戦法で仕掛けてきた。それなのに、これまでその初見殺しのはずの能力をひけらかしてきた。つまり、お前はあまりにも俺を舐めすぎた……自信過剰で短慮だったことが敗因です。……そう言えば、何で武技を使わなかったのですか？　使っていたら、もっと善戦出来たのに」

　カナタがヴァンダルーを殺そうとするその時まで、誰一人殺さず【グングニル】も使わずにいれば、能力を予想されてここまで完封される事はなかった。

　偏見を持たず性能のみで武装を選んでいれば、ナイフを容易く折られ、皮鎧ごと肉を削り捕える事は防げたかもしれない。

　そして武技を習得して使っていれば、まだヴァンダルーを殺せる可能性は在ったかもしれない。少なくとも、舌でナイフを弾かれたりはしなかった。

　何より、今回の機会に拘らずにロドコルテの指示に従って冒険者ギルドに登録し、ジョブチェンジを行って地力を伸ばしながら次の機会を待っていれば、まだ勝率がある戦いができただろう。

「チ……チクショウ！　この薄気味悪い化け物がっ、俺を見下すんじゃねぇ！」

　だが、それらの反省点をカナタが自覚することはなかった。彼は今の状況を自業自得ではなく理不尽なものとしか認識せず、ヴァンダルーを罵る事しかしなかった。

「なるほど、会話する価値のない男と話をした俺が愚かでした。そろそろ、魔力が切れる頃でしょうから……」

　心の底から呆れたヴァンダルーは、レビア王女とカナタの犠牲者達を含めた全てのファイアゴースト達に魔力を渡す。

「このまま舌で刺し殺しても構いませんけど、できますか？」

『はい、もちろんです！　皆手伝って！』

　赤黒い炎のドレスを大きく広げ、レビアがカナタに迫る。

「ぎっ!?」

　瞬く間にレビアの姿が変わり、カナタがそれに縛られる。ヴァンダルーの予想通り、彼の魔力は【グングニル】の乱発によって切れており、能力は解除されていた。

　身体を十字の形に戒められた彼の足元から、炎の亡者たちが這い上がって来る。

　全身を焼かれるカナタの口から、醜い絶叫が上がった。

「【火刑葬々】……【火属性耐性】を持っているようですが、それが仇になりましたね。凄く痛くて苦しいでしょう？　でも呼吸は確保するので、窒息で意識不明になるのを期待するのは無駄です」

　全身をじわじわと焼かれながら、カナタは「話が違う！」と胸中では絶叫していた。

（何故オリジンで軍の厳しい訓練を受けさせられてきた俺よりこいつは強い!?　なんで俺のナイフをあっさり避けられる？　動揺も恐怖もしない!?　こいつは二十年オリジンでモルモットをしていただけの奴だぞ!?　生まれ変わった後も、アンデッドを従えて王様気取りでお山の大将をしていた奴じゃないのか!?　それに何が弱体化だ！　アンデッドだった時より厄介じゃねぇか!?　毒も病も効かない身体を手に入れたのに、ここまで相手にならないなんてよぉ！）

　ロドコルテから渡された情報を自分の中の常識だけでヴァンダルーを見切ったつもりになっていたカナタだが、それは間違いだった。

　ロドコルテから受け取った情報は、あくまでも彼が手に入れた時点での情報でしかない。しかも、その情報は他人の目を通して得た物だ。解説の無いドキュメンタリー番組を見た程度で、生の情報ではない。

　そしてロドコルテが手に入れた情報の後もヴァンダルーは成長を続けていたし、ラムダに転生して後はカナタ以上に厳しい経験を重ねている。

　それに対してカナタはラムダに転生した後は何の努力もしていない。精々、一般人レベルが０から１００に上昇したため能力値が若干増えただけだ。

　既にカナタの魔力は尽きており、【グングニル】を発動させるどころか初歩的な魔術も唱えられない。逃げられず、ただ焼死体に変わるのを待つ以外にない。それでもカナタは自らを省みて反省しようとはしなかった。彼にとって、これはまだ最後ではなかったからだ。

「畜生！　だが調子に乗んなよ、ネクロフィリア野郎がっ！　どうせお前、俺をアンデッドにして情報を吐かせようと思ってんだろう!?　ひひ、生憎だったなぁ！」

「……どう言う事ですか？」

「俺達転生者はっ、死んでもアンデッドになる前に神様の所に行けるのさっ！　だからテメェが幾ら俺達を殺しても切りがないぜぇっ、何度でも何度でも神様に転生させてもらってよぉっ、お前を殺してやるからなぁっ！」

　カナタはこのまま大人しく死んで報酬を諦めるつもりはなかった。ロドコルテに頼み込んで落ち零れの癖に自分を見下したヴァンダルーに仕返しし、そして今度こそ報酬の安楽な四度目の人生を手に入れるつもりだった。

「今度はもう油断しねぇっ！　一人でお前を相手しようなんて真似もなしだ！　他の奴等と協力してっ、お前を嬲り殺してやるぜぇっ！　お前を殺せば、それだけで一生贅沢に暮らせる四度目の人生を神様が約束してくれたからよぉっ、お前の命を誰もが狙う！　あの雨宮だって、成瀬だってなぁっ！」

『オリジン』でまだ生きている転生者達がいつ死ぬか、カナタには当然分からない。彼等を転生させたロドコルテにもそうだろう。だが、彼を殺した【メタモル】の獅方院真理は捕まったら死刑か何かになってすぐ死ぬかもしれない。もっとも、自分を殺した女と組む気はカナタにはないが、他の転生者も『第八の導き』なんてテロリスト組織に狙われているのだ。中にはあっさり死ぬ奴も出るはずだ。

「俺の【グングニル】を見抜いたからって、調子に乗るんじゃねぇぞ！　俺達の仲間にはもっととんでもない能力を持ってる奴が何人もいるんだ！　そいつらと組んで、必ずお前を殺してやるぜ！」

　ヴァンダルーの口から出たままになっていた舌が、カナタが喚いている内にだらりと垂れ、口の中に戻っていく。

　カナタはそれをヴァンダルーの心が折れた証拠だと思い、身体を焼かれる痛みを忘れる程の喜悦を覚えてさらに顔を歪めた。

「覚悟しろぉぉぉっ！　お前を殺した後には、お前の周りの女もアンデッドも、お前に関わったら奴らは──かへっ？」

　怨嗟の声に紛れかねない小さな濡れた音と、硬質な何かに罅が入る音がした。

「──【舌鋒】」

　カナタが見ると、自分の胸板をヴァンダルーの舌が貫いていた。だが、血は出ていない。無意識に【グングニル】を発動していたのかと困惑する彼に、ヴァンダルーは舌を戻して言った。

「今、霊体化した舌で魂を砕きました。舌でするのは初めてだったので、一撃で粉々には出来ませんでしたが深い罅が入ったので、すぐ砕けるでしょう」

「えっ？　はっ？　た、魂を？」

「つまりお前はここで消滅。死後も、転生も、次も、四度目の人生もありません」

「う、嘘だっ！　そんなっ──が[image: ]ぁっ!?」

　初めて顔を青ざめさせ、喚くカナタに身体を炎で焼かれるのとは全く別の痛みが駆け巡る。激痛なのに、何処が痛いのか分からない。

「そんなっ、があああっ！　事っ、神様は、一言も！」

　カナタの身体はまだ炎に耐えていたが、『海藤カナタ』を構成する大切な何かに亀裂が走り、広がっていく。
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「やっぱり知りませんでしたか。知っていたら、さっきみたいな馬鹿な事言いませんもんね。まあ、言わなくても砕くつもりではありましたけど」

　これまで焦ったり引きつったりはしたが、生々しい絶望を浮かべる事のなかったカナタの顔がそれで染まる。

「い、嫌だっ、止めてくれっ、何でだっ、何でそんな酷い事が出来るんだよ!?　そんな、もう次がないなんて……ま、まだやりたい事が沢山あるんだっ！　死にたくねぇっ、助けてくれよっ！」

　じわじわと自分が崩れていく恐ろしい感覚に、カナタは絶叫を上げた。そんな彼に、ヴァンダルーは深いため息をついた。

「誰だってそうだと思いますよ。お前が殺した人達も、俺が殺した人達も。人生はリセットできるゲームじゃないんですよ？　もっと現実を見るべきでしたね」

　四度目は要らないと、ラムダで三度目の人生を懸命に生きているヴァンダルーにとって、カナタの生き方は失笑に値するものだった。

　ヴァンダルーの無表情の奥にあるのが、自分に対する呆れである事に気がついたカナタは、意識が塗りつぶされる程の怒りを覚え絶望と恐怖を忘れた。

「チクショォォォォォ！　テメェも道ずれにしてやるっ、落ち零れの糞野郎！」

　ゲームみたいだと馬鹿にしていたステータスシステムの、【任意のアクティブスキル】を使用して【限界突破】スキルをレベル５まで習得。それを即座に使用して、肉体の限界を超えて身体能力を一時的に底上げする。

　この時、カナタは『地球』で死んで異世界に転生して以来初めて生きる事を現実として見つめ、地に足をつけて戦おうとしていた。彼の心には身勝手な怒りだけではなく、充実感が満ちていた。

　カナタはヴァンダルーに、その力で一矢報いようとしたが。

「──あぴゅ」

　滑稽な声を口から漏らすと、そのままがっくりと頭を垂らした。そして、まだ心臓は動いているのにピクリとも動かなくなる。瞳からは意志の光が、そして顔からはすべての感情と精気が消え失せていた。

　人生はいつでもやり直せるという言葉があるが、流石に限度があったようだ。

「王女様」

　ヴァンダルーが魔力を渡すと、それを使ってレビアはカナタを戒めたままその首を焼き切った。

　断面が炭化しているカナタの生首が転がる。

　そして経験値が入り一気にレベルが上がった。レビアだけではなく、伸び悩んでいたヴァンダルーのレベルも。

《【無手時攻撃力強化：小】　【身体強化（爪舌牙）】のスキルを取得しました》

《【敏捷強化】、【指揮】、【死霊魔術】、【神殺し】のレベルが上がりました！》







・名　前：ヴァンダルー

・種　族：ダンピール（ダークエルフ）

・年　齢：７歳

・二つ名：【グールキング】　【蝕王】　【忌み名】

・ジョブ：毒手使い

・レベル：１００

・ジョブ履歴：死属性魔術師　ゴーレム錬成士　アンデッドテイマー　魂滅士

・能力値

　生命力：３４４

　魔　力：３７９１２０３４４

　力　　：１８８

　敏　捷：２５１

　体　力：１５９

　知　力：７８４

・パッシブスキル

　【怪力：レベル４（ＵＰ！）】【高速治癒：レベル６（ＵＰ！）】【死属性魔術：レベル７（ＵＰ！）】

　【状態異常耐性：レベル７】【魔術耐性：レベル４（ＵＰ！）】【闇視】

　【死属性魅了：レベル７】【詠唱破棄：レベル４】【眷属強化：レベル８】

　【魔力自動回復：レベル６（ＵＰ！）】【従属強化：レベル４】【毒分泌（爪牙舌）：４（ＵＰ！）】

　【敏捷強化：レベル２（ＵＰ！）】【身体伸縮（舌）：レベル４（ＵＰ！）】

　【無手時攻撃力強化：小（ＮＥＷ！）】【身体強化（爪舌牙）：レベル１（ＮＥＷ！）】

・アクティブスキル

　【吸血：レベル１０→業血：レベル２（ＮＥＷ！）】【限界突破：レベル６】

　【ゴーレム錬成：レベル６】【無属性魔術：レベル５】【魔術制御：レベル４】

　【霊体：レベル７】【大工：レベル４】【土木：レベル３】【料理：レベル４】【錬金術：レベル４】

　【格闘術：レベル５】【魂砕き：レベル６】【同時発動：レベル５】【遠隔操作：レベル６】

　【手術：レベル３）】【並列思考：レベル５】【実体化：レベル４】【連携：レベル３】

　【高速思考：レベル３】【指揮：レベル２（ＵＰ！）】【農業：レベル３】【服飾：レベル２】

　【投擲術：レベル３】【叫喚：レベル３】【死霊魔術：レベル２（ＮＥＷ！）】

・ユニークスキル

　【神殺し：レベル４（ＵＰ！）】　【異形精神：レベル４】【精神侵食：レベル３】

　【迷宮建築：レベル４】

・呪い

　【前世経験値持越し不能】【既存ジョブ不能】【経験値自力取得不能】








　性根が腐っていても輪廻転生の神からチート能力を得た転生者、そこらの魔物や人間とは比べ物にならない経験値が入ったようだ。

「ヴァンダルー様、後九十九人ね」

『御子にかかっちゃ、チート能力ってのも大した事ねェな。この調子なら、貴族になるよりも先に全滅出来るんじゃないか？』

『私達も新たな王の手足となって戦います！』

　ヴァンダルーから強敵だと聞いていたチートな転生者を一方的に倒した事に皆が沸き立つなか、倒した本人は落ち着いていた。

「いやいや、残り九十九人を殺すとは限りませんよ。もしかしたら、俺と戦うのを嫌がる人もいるかもしれませんし」

「でも、この下衆は……」

「下衆の言う事なんて信用に足りません」

　ヴァンダルーはカナタが言った事の内、彼以外の転生者に関する事はあまり信じていなかった。

　カナタがオリジンではどんな立場に居て、他の転生者とどんな関係だったのかは知らない。しかし、あの言動から推測すると、中心的な人物だったとは思えない。親しい者が居ても、数人程度だろう。

　そして転生者はカナタの消滅とそれをなしたのがヴァンダルーである事を今頃、若しくはこれから知る事になるのだが……それで意見を変える者も少なくないのではないだろうか？

（ロドコルテは、【魂砕き】を黙っていた事以外にも俺を舐めて転生者達に伝えていると思う。その場合、俺がカナタを消滅させて勝った事は、他の転生者が考え直す理由には十分だ）

　勿論、転生者の中にはカナタの魂を滅ぼしたヴァンダルーを咎める者もいるだろう。カナタがどれだけ非道な事をしていたと訴えても、「それでも同じ人間じゃないか！」と言って聞かない頭にお花畑がありそうな奴もいるかもしれない。

　でも全員じゃないはずだ。

「とりあえず、転生者に対しては今までの方針通り対処するとして……でも、皆大人の身体で転生して来たらどうしましょー」

　しがらみ完全なしでスタートされたら、これから苦労して手に入れる名誉貴族位と社会的名声で、迂闊に手を出せない環境を作る試みが……。

『いや、無駄にはならねぇんじゃないか？　御子の方が先に偉くなればよ、転生者共が英雄気取りで御子に難癖着けても、周りが御子の味方をしてくれるだろ』

「そうね。凄いスキルを持っていても正体も生まれも分からない謎の人物と社会の名士なら、普通は名士の方を支持するんじゃないかしら」

『え？　もうタロスヘイムを治めているのに、これ以上偉くなりたいのですか？　意外と野心家なんですね』

『我々の新たな王は、世に覇を唱えるつもりなのか……っ！』

『道理で神が刺客を送りつけるはずだ』

『既に死した我らだ、この身が王の覇道の礎となるなら本望！』

「待ってー、覇を唱えるつもりも覇道を進むつもりもありません」

　盛り上げるレビア王女と、その護衛のゴースト達。とりあえず、彼女達とはもっと話し合う必要があるようだ。

「とりあえず、魔王の血の封印が解けたと騒がれないようにここは潰して、そこに転がっている奴に濡れ衣を着て貰うとして……レビア王女達から奪った宝物がある宝物庫に寄って帰りましょうか」

　ヴァンダルー達が城に侵入して魔王の封印を解いた事が判明すると拙いし、だからと言って流石にハートナー公爵城の人間を皆殺しにするのも拙い。

　今はこれだけで我慢しておこう。

『きゃ!?　危ないですよ!?』

　戦いが終わったからか、ズランの手からレフディアがレビア王女に向かって、ぴょんと跳んだ。慌てて彼女をキャッチして、ほっと安堵した彼女は不意に懐かしい感覚を覚えた。

『この手は……ただのゴーストだった時は触れられず、見ているだけだったから気がつかなかったけれど、この手の感触は覚えがあります。これは……』

　レビア王女の脳裏に蘇ったのは生まれ故郷、滅びに瀕したタロスヘイムで別れた、自分と違い魔術の才に恵まれ、それでも自分を姉と慕ってくれた愛しい妹の笑顔だった。

　二度と会えない事を覚悟して、別れる前に抱きしめあった妹の（巨人種基準で）小さな手。そして、その温もり。

『ああ、ザンディア。ザンディアなんですね？　この手の温もりを覚えています。覚えているんです！』

「……温もりって、明らかに彼女の熱がレフディアに移っただけだと思うけど、言ったらだめなのかしら？」

「エレオノーラ、黙っていましょう」

　左手首だけのゾンビであるレフディアに温もりがあるはずないので、それをレビア王女が感じるのだとしたら火属性のゴーストと化した彼女の熱が移ったからだろう。しかし、エレオノーラとヴァンダルーは空気を読んで黙っていた。

『おお、じゃあやっぱりレフディアはザンディア王女だったのか！』

『ええっと、残念ですがズラン、そこまでは分からないです。レフディアちゃんも、自覚がないみたいですし』

　レビア王女の腕の中で、首を傾げるように手首を曲げているレフディア。

　レフディアが宿っている左手首が妹の物だという事は分かったレビア王女だったが、宿っているのがザンディアの霊なのかはまだ確証が持てていなかった。

　レフディアの方も、レビア王女に対して親しみは持っているようだが、生前の記憶を思い出した訳ではないようだ。ザンディアの霊なのか、それともレビア王女と親しかった者の霊なのかは、彼女自身も分からないままだ。

『でも、こんなに慕ってくれていますし、私もうれしいので……もう一人の妹だと思ってもいいでしょうか!?』

「俺は構いませんよ。レフディアもうれしそうですし」

　頷いているのか、何度も首の代わりに手首を曲げるレフディア。どうやら、彼女もレビア王女の提案を歓迎しているようだ。

　ザンディア王女の残りの死体を原種吸血鬼グーバモンから取り戻した時、ザンディア王女の霊が他に存在する事が明らかになったら一騒動起きるかもしれないが……その時はその時である。

『ありがとうございます、陛下。これからよろしくお願いしますね、レフディアちゃん』

　微笑みかけるレビア王女に、親指を立てて返事をするレフディア。

『おお、新たな王女の誕生？　なのか？』

『よくわからんが、めでたいことは確かだ！』

『とりあえず、レフディア王女万歳！』

『え、ええっと、ばんざーい！　ばんざーい！』

　レビア王女の護衛の巨人種ゴースト達は、半ば困惑したままレフディアがレビア王女の妹になった事を、巻き込まれたハンナやアリア達と一緒に祝う。

「じゃあ、明日の夜には飛んでボークス達が向かっているトンネルの近くにある町跡に向かいましょうか」

『ボークスにも会えるのね。楽しみだわ、彼は今どんなアンデッドになっているのかしら？』

『あいつは俺と同じゾンビで、顔の右半分は髑髏が剥き出しになってますんで、生きていた時より男前になってるぜ』

『ズラン、そんな事を言って。ボークスに言いつけてしまおうかしら？』

『なあに、大丈夫さ。今のあいつはハートナー公爵領の奴らに対する怒りで頭がいっぱいで、何を言われても頭に入らねぇって』

　再開を楽しみに動き出すレビア王女。そして彼女の腕に抱えられたままのレフディアは、むんずとヴァンダルーの頭を掴んで持ち上げる。気がつかずそのまま空中を浮遊して進むレビア王女と、静かに運ばれるヴァンダルー。

「ちょっとっ、ヴァンダルー様を返しなさいっ！」

『すみません、この子ったら！　レフディアちゃん、陛下をお母さんに……ええっと、陛下のお母さまだから、なんて呼べばいいのかしら？』

「だからっ、私はヴァンダルー様の母親じゃないって言っているでしょう!?」

　まだヴァンダルーの母親だと勘違いされていたエレオノーラが、再度否定する。

『そうでしたか？　では、もしかして陛下のお──』

「その言葉を言ったら決闘を申し込むわよ」

「レビア王女、エレオノーラは俺の仲間です。血縁はありません。続きは歩きながら話しましょう」　魔王の血が封印されていた棺と、鞭の残骸も回収し、ヴァンダルー達はハートナー公爵の城を後にしたのだった。
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　その日の午前中も、ハートナー公爵の城は何処か不穏な空気が漂っていた。

　現ハートナー公爵はほぼベッドに寝たきりで、意識がはっきりするのは数日に数時間あるかないかという容態が続いている。

　だが当主が公務に就けない時は代理となる筈の跡取りは、その座を巡って二人の兄弟が対立を深めている。

　大事なのはハートナー公爵領を帝国から守る事であり、公爵軍はあくまでも盾であるべきと唱える内政家。次男ながらも正妻の息子であるベルトン公子。

　サウロン領奪還の機運に乗ってアミッド帝国を討ち、ハートナー公爵家と領に更なる繁栄をもたらすべしと唱える主戦論者。愛妾の息子ながら長男であるルーカス公子。

　本来なら圧倒的にベルトン公子が有利なのだが、やはりハートナー公爵領がアミッド帝国との最前線になってしまった事で、公爵軍が支持をするルーカス公子の存在感が大きく増している。

　以前はベルトンが当主として内政に辣腕を振るい、ルーカスは軍の要職に就いて軍才を発揮する事が理想ではないかと語られていたが、今では逆にルーカスが当主として公爵軍を雄々しく率いて活躍し、内政家のベルトンが領に残って支える形の方が良いのではないかと唱える者も少数だが出始めている。

　だが、本来なら周りが何を唱えようが現当主が跡継ぎを決めれば意味はなく、この跡継ぎ争いは終わる。しかし、現当主のハートナー公爵は目を覚ます度に言う事が変わるので、意識がはっきりしているように見えるだけで頭はもう呆けているのではないかと、重臣すら頭を抱えている有様だ。

　結果、公爵領ではベルトン派とルーカス派、そしてどちらが公爵家を継いでも利益も損もないので日々職務を熟す中立派に別れている。

　当然空気もギスギスとしているのだが、この状態がもう長く続いているので使用人達もすっかり慣れてしまっていた。

「ベルトン様、少々お話が」

　早めの昼食を取るために食堂に向かっていたベルトン公子を、腹心の一人であるイクス男爵が呼び止めた。彼は文官を務める法衣貴族で、戦争で経済を活性化させたいルーカス派の財務卿の部下でありながら、ベルトンに着いた男だ。

　勿論、ベルトンが公爵になった暁には昇爵や昇進を期待しているからこそだが。

「どうしました、イクス男爵」

「実は、魔術師ギルドの様子がおかしいようなのです。ギルドマスターのキナープと幹部数名が何をしても上の空で、彼らが雇っていた護衛には、姿の見えない者が何名か出ているようです」

　イクス男爵の報告に、ベルトン公子は柔和な容姿を保ったまま「おやおや」と小さく呟く。魔術師ギルドはベルトン公子の支持基盤の一つだ。政治的には中立であるという建前を各ギルドは掲げているが、様々な魔術やマジックアイテムを研究開発し、優秀な魔術師を輩出する魔術師ギルドの支持は今の状況では無視できない。

　特にベルトンは領内の治安維持や魔物対策に守備兵や騎士団に対応させる方針なので、冒険者ギルドからの受けが悪い。本部のギルドマスターには甘い汁をたらふく飲ませているが、各地の支部には反感を持っている者も多いのが現状だ。その分他のギルドや神殿の支持は維持したいのだが。

「それは、もしや兄上の？」

　ルーカス公子の手の者から、より多額な賄賂を受け取ったのだろうか？　それとも、何か弱みでも握られたか。言葉少なくそう尋ねたベルトン公子に、イクス男爵は「それが、そうでもないようで」と答えた。

「ルーカス様の手の者が動いた様子は確認できませんでした。ですが幾つか気になる事も報告に上がって来ています。確認が取れ次第、御報告が出来るかと」

「分かった。イクス男爵、苦労を掛けてすまないけれど、しっかり頼むよ」

「ははっ」

　すっと一礼して下がるイクス男爵。彼は密偵を使った情報収集に秀でた男だ。彼なら何があっても真実を調べ上げ、報告してくれるだろう。

　ベルトン公子はイクス男爵の後ろ姿を頼もしげに見送っていた。

　すると、前触れもなく足元から小さな揺れを感じた。

「地震か？」

　小さいが珍しい。そう思った途端、揺れは轟音を伴って大きくなった。

「おっひゃあああああああああっ!?」

　そして床に大穴が空き、丁度その上に居たイクス男爵がなす術もなく落ちて行った。

「だ、男爵ぅぅぅぅっ!?」

「ベルトン様っ、危険ですっ、お下がりくださいっ！　お下がりください！」

　それまで影の如く付き添っていたベルトン公子付きの使用人が慌てて彼を押し止め、下がって行く。

　この日、ハートナー公爵の城は物理的にやや傾いた。




《【大工】、【土木】、【ゴーレム錬成】スキルのレベルが上がりました！》




　魔術師ギルドのギルドマスターを務めるキナープは、はっとして意識を取り戻した。

「わ、儂は一体何をしていたのだ？」

　辺りを見回すと、自分と同じようにはっとした様子のギルドの幹部達が……その中でも原種吸血鬼テーネシアの手の者と通じていると言う共通点を持つ、同士ではないが共犯関係にある者達がいた。

「キナープ殿、ここは一体？」

「わ、我々は何をしていたのです、な、何も思い出せない」

「落ち着け、皆よ。ここは儂の屋敷だ」

　キナープもここ数日の記憶は殆ど思い出せない。しかし、彼はやるべき事を見失ってはいなかった。

「皆、思い出せ。我々にはやるべき事があるはずだ」

「やるべき事……そうだっ、それがあった！」

「こうしてはおられん、急がなくてはっ！」

「待て、慌ててはいかん！　下手をすれば全てが無意味になってしまうのだぞ」

「では皆よ、必要な証拠となる物を集めて、それぞれの伝手を頼れ。ベルトン様とルーカス様の手の者はいかんぞ、闇に葬られかねんからな」

「確かに、お二人は対立していてもハートナー公爵家の汚点となる事なら協力して隠そうとするでしょう」

「では、やはり他の公爵領の大使の元に持ち込みますか？」

「それしかあるまい。さあ、動けっ！」

　キナープ達はその後、それぞれの屋敷に隠していた犯罪や後ろ暗いあれやこれやの証拠等を掻き集めた後、他の公爵領から赴任している大使がいる大使館にそれぞれ駆け込んだ。

『悪事を告白し、世に明らかにしなさい』

　脳裏に焼きついた命令に従って。




　後日、ハートナー公爵城が傾きイクス男爵が重症を負った事故の原因は調査の結果、城の地下に存在した勇者の結界が施された地下空間、通称「地下墓地」が崩落したからだと判明した。

　城が建造されるよりずっと前、十万年以上存在した場所が何故急に崩落したのか。それは発見された一人の男の死体から、その「カナタ・カイトウ」という男の犯行だとされた。

　この男は商人から略奪を働き、冒険者ギルドでは高位の火属性魔術を使用して何人もの死傷者を出している。その言動が奇妙である事から、邪神や悪神の手先だろうと推測された。

　そして魔王の復活を企み、勇者の封印を何らかの方法で破った。しかし仲間割れか、封印を解いた際に何か事故でも起きたのか、死亡してしまったのだろう。

　それを知った現公爵は心労の為か一気に病状が悪化。これまでは数日に一度は目を覚ましたのだが、うわ言を漏らすだけになってしまった。このままでは、来年の春まで持たないだろう。

　更にベルトン公子を支持していた魔術師ギルド、ギルドマスターであるキナープを始め幹部数名が自分達の犯してきた大小様々な犯罪と、邪神を奉じる原種吸血鬼と通じていた証拠を手に他の公爵から派遣されていた大使達の元に駆け込んだ事が明らかになり、オルバウム選王国の上層部に衝撃が走った。

　九割方ハートナー公爵家を継ぐだろうベルトン公子の有力な支持者が、人類の裏切り者である事が明らかになったのだ。しかも、意識を失ったまま目を覚まさないイクス男爵が、キナープ達が持っていた証拠によって吸血鬼と通じていた事が判明した。

　ベルトン公子自身は知らなかったと証言し、実際公子が吸血鬼と通じている証拠は何一つなかったがこの件でハートナー公爵領の貴族達のみならず、選王国の有力貴族達にベルトン公子の管理能力が大きく疑われる事になった。

　後、公爵家の宝物庫に何者かが侵入し、幾つかの宝物を盗む事件が発生していたが、上記の事件が大きすぎて対応が後手に回り、碌に捜査されていない。

　因みに、夜空を飛ぶ巨大な怪鳥の影を見たと証言する者が数名いたが、酔って夢でも見たのだろうと誰にも相手にされなかった。
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　法命神アルダは、複数の難題を抱えている。その内大きなものが、後数年はバーンガイア大陸南部に潜むだろうと思われていたヴァンダルーが山脈を越えて大陸東部に現れた事。

　ただ、やっているのは大規模な陰謀ではなく地道な布教活動のようだが。

『アルダ様、この者は何を考えているのでしょうか？　まさか本気で冒険者になろうとしていると言う事は、ないと思いますが』

『分からん……オルバウム選王国で活動するための拠点を作ろうとしているのか？』

　アルダ達神々の情報網は、彼らを奉じる信者だ。だから、信者が知らない事はアルダ達も知る事は出来ない。本来なら地上にもっと頻繁に御使いを派遣するなどして情報を集めるべきなのだろうが、魔王やヴィダとの戦いで多くの神々が力を失って未だ復活しておらず、世界を維持するのにとてもではないが手が足りないのだ。

『眠りの女神』ミル等の新しい世代の神も増えているが、まだまだ十分ではない。

　それに、ヴァンダルーを監視するために御使いを派遣すると、霊的な存在である御使いを発見されて魂を砕かれてしまう危険性がある。普通の人間なら不可能だが、あのダンピールなら躊躇いなく行うだろう。

　そして次に大きいかは兎も角、妙な事件が起きた。

　出来事自体は、ヴァンダルーが行った事の大きさと比べるまでもない事だ。商人の父娘と護衛の冒険者が殺され、荷物を奪われた。痛ましいが、事件そのものはラムダで数多く起きている悲劇だ。

『何だ、この男は？』

　妙なのは、犯人の男だ。

　アルダの所に他の神からもたらされた報告によると、今までラムダでは確認されていなかった未知のユニークスキルと高度な火属性魔術を使う、あの辺りではまず見ない色の髪と瞳をしている三十代前後の男性で、名前はカナタ・カイトウ。そして、事件以前の記録は全くない。

　尤も奇妙なのは記録が全くない事だ。

　神々の誰もこのカナタという男を知らず、記録がない。それはおかしい。このラムダでは神々の存在が認知されている。だからどんなに不信心な者でも、一度は何かに祈った事があるはずだ。

　もしかしたら一度も祈った事がない者もいるかもしれないが、その者の周辺の人物全てがそうだと言うのはあり得ない。

　少なくとも、町や村に滞在していれば誰かと言葉を交わしている筈であり、見られているはずだ。

　それすらないとしても、人間である以上両親は絶対に存在するはずだ。

　カナタと言う男にはそれすらない。突然現れて突然凶行に及んでいる。

　その年齢まで何処で過ごしていたのか、何処でそのレベルに至るまでスキルを高めたのか、全くの謎なのだ。

　無理矢理考えれば、近くにアルダに協力しない神々だけを奉じるコミュニティが存在していて、カナタはそこの出身だと推測できる。だが、近辺にそんなコミュニティが存在する様子はない。

　遠方から間道を使い、誰にも見られる事なく密やかに行動して来たとしたら、その後の無思慮な狼藉と結びつかない。

『フィトゥンよ、このカナタという者について心当たりがあるそうだが』

『はい、我等がアルダよ』

　カナタについての報告を、フィトゥンはやや言い難そうに述べた。

『実は、このカナタ・カイトウと申す者は、私が特別に目を付け加護を与えた男でして……』

『何だと？　〝記録の神〟キュラトスの記録にも残っていないぞ』

『はい。このカナタと言う者は、夫の元に向かう度の最中乗合馬車が魔物に襲われ死んだ妊婦の胎から生まれた男でして……その後は気紛れか非常食にでもするつもりだったが、魔物に育てられたようです。記録に残っていないのは、そのせいかと』

　確かに、フィトゥンが言うような生まれならキュラトスの記録にもカナタが残っていなくてもおかしくはない。

『私は偶々カナタの存在に気がつき、その才と素質が気に入り加護を与えていたのですが、どうやらそれが彼を歪めてしまったようです』

『……では、この妙なユニークスキルもお前の加護によるもだと？』

『はい。相違ありません』

『この者が殺した被害者の中には、お前の信者もいるようだが』

『はい、どうやら私が加護を与え特別に守護していた事が、この男の性根を歪め堕落へと導いてしまったようです』

『何故、キュラトスにもこの男の事を黙っていた？』

『それは……加護を与え守護する事に反対されるのではないかと思いまして。私の浅慮でした』

　質問に答え続けるフィトゥンに、アルダは不信感を拭いきれなかったが、確たる証拠もなく責める事は出来なかった。

『何故カナタの骸が魔王の封印が存在した地下の聖域から発見されたのかは、彼が私から離れてしまっていたため私にもわかりませんが……』

『分かった、もう良い。解かれた封印については、ナインロードに尋ねよう』

　魔王に滅ぼされ今は亡きシザリオンに選ばれた勇者、ナインロード。彼女は神に至り、シザリオンに変わって風属性の神々を束ねている。アルダ以上に手が足りない状況だが、問題の封印が彼女の施した物である以上協力を要請しない訳にはいかないだろう。

『では、私はこれで──』

　そう一礼して下がるフィトゥンに、アルダは最後に問いかけた。

『待て。カナタ・カイトウと言う男、妙な名前だがもしや異世界から現れたのではあるまいな？』

　カイトウという聞き慣れない妙な性から、アルダはもしやと疑っていた。だが、フィトゥンは何故そう問われたのか分からないといった様子で答えた。

『いえ、彼の名は魔物が適当に付けたようで……街道で拾ったからカイドウと呼んでいたのが変化しただとか、何処かから来たからカナタだとか……』

『そうか……引き止めてすまなかったな』

『いえ……』

　フィトゥンが去り、アルダは「考え過ぎか」と被りを振った。

『考えてみれば、ズルワーンが力を取り戻していない以上異世界の住人を召喚する事は不可能。魔王の残党にも、そこまでの力を持つ存在はない』

　もし出来る者が居るとしたら、【輪廻転生の神】ロドコルテぐらいだ。発展の必要性を繰り返し説くだけ、しかしアルダが知る中では最も力を溜めこんでいる神だ。その権能から、異世界の住人をこのラムダに輪廻転生させる事も難しくないはずだ。

『だが、それにしてはこのカナタと言う男の行動が愚かすぎる』

　行ったのは数十人の殺害や略奪、強姦、そしてまだ疑いの段階だが、魔王の封印を解いた。ロドコルテが唱える「発展」に行動が掠りもしてないどころか、逆効果になっている。

　それに、アルダを始めとしたこの世界の神々とロドコルテの関係は良好とはいえないが、敵対しているわけではない。いわゆる、仕事上だけの付き合いだ。しかし、いくらアルダがロドコルテの訴えを無視していても、勝手に異世界の存在を送り込むような真似はしないだろう。

　やはり気のせいに違いない。

　今取り組むべきは謎の行動を繰り返すヴァンダルーと、封印されていた魔王の欠片の行方だ。そう判断したアルダは、一先ずナインロードを呼ぶために御使いを遣わすのだった。




　アルダを離れ、自らの神域に戻ったフィトゥンは、上手くアルダを騙せたことに喝采を上げていた。

『ははははっ！　やったぞっ、これで面白くなる！』

　異世界からの転生者に自分が最初に気が付けたのは幸運だった。弱い信者が一匹死んだが構わない、寧ろこの情報をもたらしてくれた信者を、良く奴に殺されてくれたと褒めてやってもいいぐらいだ。

『三十年程前に実際に起きた魔物の襲撃で死んだ妊婦の子供が生きていたように偽る事を思いついたのは、我ながら上出来だった。さぁ、ロドコルテ……お前が殺したいヴァンダルーはまだピンピンしているぜ。次の刺客は何時送ってくれるんだ？』

　フィトゥンはカナタの事を知った瞬間、自らの肉を削ぎ落とすようにして分霊を創り出し、カナタを秘密裏に監視した。そして、ヴァンダルーについてアルダも知らない情報の数々を手に入れる事に成功した。魔王の封印を解いたのがヴァンダルー以外あり得ない事も、フィトゥンは知っている。

　だから、フィトゥンはこの情報を秘匿する。

　神となって五万年余り。退屈極まる日々がやっと終わるのだ。

『さあ、俺を殺せるかもしれない愛しい敵よ。その調子で育つがいい。さあ、ロドコルテよ。あの屑ではなく、俺が加護を与え分霊を降ろすに相応しい転生者をこの世界に送り込むがいい。くふふ、きはははははははは！』
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　早朝、第七開拓村の「何でも屋」の裏ではカシムとフェスター、ゼノの冒険者三人組が熱心に修練に励んでいた。

「ふんっ、はっ！」

「フェスターっ、声は抑えろ」

「あっ、すまん」

　彼らは以前からこうして修練をしていた。だが、これ程熱が入るようになったのは少し前……この村に立ち寄ったヴァンダルーから一度稽古をつけて貰ってからだった。

　色々と信じがたい、奇跡のような事をしてのけたヴァンダルーだったが、カシム達が最も驚いたのは彼の見た目にそぐわない地力の高さだ。

【格闘術】と【投擲術】だけだったが、技量はカシム達の誰よりも高く、しっかりしていた。特に【格闘術】は高い身体能力に頼っている訳ではなく、ちゃんと技が身に付いている。冒険者学校の教官のようだった。

「だけどさ、つい夢中になっちまってさ。もっと脇を締めてとか、足元に注意とか」

「あー、『脇を締めろ』は俺も言われたな」

「俺はもっとスタミナを付けろって言われたよ」

　しかも助言が的確だ。

　一人一人模擬戦をしてから問題点を指摘して、「俺も前、そう注意されました。だからあなた達も出来るようになると思いますよ」と励ますのも忘れない。

「でも、そう言えばあいつの母親って、どんな人だったんだろうな？」

「凄い人だったのは確かだな。あいつに魔術に、格闘術の鍛錬を付けたんだから……やっぱり吸血鬼って凄いな」

　すっかり誤解していたが。もし彼らがエレオノーラと会っていたら、レビア王女と同様に彼女がヴァンダルーの母親だと勘違いしていただろう。

「今頃ヴァンダルーの奴、何してるかな？」

「えーっと、町に行ってもう一週間くらいか。多分、今頃冒険者学校の寮に入っているんじゃないか？」

　冒険者になってからまだ時間が経っていないカシム達三人にとって、ヴァンダルーは初めてできた親しい後輩（になる予定）の少年である。実力では自分達を超えているのは理解しているが、それでも出来の良い弟ができたような、そんな感覚を彼らは覚えていた。

　出会ったばかりの頃はとっつきにくい奴かと思ったが、実際には気さくで実力では上なのに偉そうにしないのも親しみが持てる。

「なんていうか、あいつって猫っぽいからきっと町でも逞しくやっていけるって、きっと」

「猫？　爪の事を言ってるなら、猫って言うより熊じゃないか？　あの威力だぞ」

「いや、あいつって時々何もないところを見てるだろ？　猫も同じような事をしている時があるから、さ」

「ああ、なるほど。そう言われると確かに猫っぽいな」

　実際には何もないところを見ているのではなく、フェスター達には見えない霊を見ているのだが、カシムもゼノも幽霊が見えないので納得してしまった。

「まあ、猫っぽいかはともかく……あいつだったら特例で学校に入らずに、いきなりＤ級に成ってもおかしくないよな。ユニークスキルだけじゃなくて、魔術も武術もあの腕だろ？　前衛と後衛、しかも回復役までこなせる。学校の教官が教えられる事って、ないんじゃないか？」

「寧ろ、教わる事の方が多かったりして」

「いや、だけどいきなりＤ級はない。試験があるだろ」

　Ｄ級冒険者への昇格には、「人を殺せるか否か、実際に試す」という試験を受ける必要がある。地球では非人道的だと非難されるだろうが、ラムダの冒険者は危険な山賊を討伐し、護衛対象を守らなければならない。

　その際殺す事を躊躇って取り逃がして更なる被害者を出したり、護衛対象を殺されたりしたら冒険者を雇う意味がなくなってしまう。

　だからＤ級冒険者は人が殺せないとなれない。

「あいつに出来るかな？」

「その心配よりも先に、俺達はヴァンダルーに追いつかないとな。一応、冒険者の先輩なんだし」

「そうだな。次に会う時までにはあいつから一本取れるぐらいに──」

「なんかごめんなさい」

「おいおい、何を……うわっ、ヴァンダルーっ、お前なんで居るんだ!?」

　門番に呼び止められなかった（気がつかれなかった）ので、そのまま村に入って来たヴァンダルーは何でも屋の裏で修練に励む三人を見つけて近づいたのだった。

「町で冒険者になったんじゃないのか？　もしかして、町で何かあったのか？　来るはずの行商人が遅れているって親父さんが心配してたけど」

　どうやら、ニアーキの町で起きた魔物の暴走はまだ開拓村には伝わっていないらしい。

「いえ、制度が変わってダンピールは十歳未満だと登録できなくなったそうなので、今回は諦めました」

「ええっ、制度が変わったのか!?」

「それよりも、十歳より下だったのか!?」

　やはりカシム達はヴァンダルーの年齢を誤解していたようだ。種族によって成長の仕方は様々なので、無理もないだろう。

「今年中に冒険者学校にもダンピールは入れないようになると言う噂もあるそうなので、機会を見て他の公爵領で冒険者登録しようかと思います」

　何処かのＡ級冒険者が何かやるらしいが、今は関わりたくないので間違っても期待はしない。奴のお蔭で冒険者になれたと思われるなんて、絶対に嫌だ。

「いや、機会を見てって……他の公爵領まで行くのに一月近くかかるぞ。まあ、お前が飛べば数日くらいかもしれないけど」

「そうだな、飛べるもんな」

「空を飛ぶなら、魔境の上を飛びでもしない限り地上より安全だろうし。山賊は空を飛べないから」

　ヴァンダルーが他の開拓村に【飛行】で行き来していた事を知っているカシム達は、特に止めようとはしなかった。

「じゃあそれまでの間、良ければ、俺達とパーティーを組まないか？」

　そう言いだしたカシムに、ヴァンダルーは目を瞬かせた。

「俺は一般人ですけど」

「別にパーティーに一般人を加えちゃいけないなんて規約はない！」

「普通、決めるまでもない事だからな。でも、お前なら俺達より強いし……組まないかなんて偉そうな事を言ったけど、実際には弟子にしてくださいって感じだな」

「ゼノの言う通りだ。俺達、お前より弱いけど足手まといにはなれるぜ！」

「フェスター、冗談だとしても最低だ……そして本当だから笑えねぇ……」

　何時の間にか先輩達に随分と慕われていたらしい。予想外の提案だったが、カシム達となら一般人として冒険者のパーティーに参加するのも楽しそうだと、ヴァンダルーは思った。同世代同性の友達と協力して、何かをするのに近い感覚を覚えたからだ。

『地球』でも『オリジン』でも友達がおらず、今は孤独ではないが同世代で同性の友人がヴァンダルーにはいなかった。そのため、カシム達の誘いは彼にとってとても新鮮なものに感じられた。

　しかし、今は先にやるべき事がある。

「それも良いですけど、一度育った家に戻ろうかと思いまして」

　ボークスの娘を含めた、タロスヘイムの民を開放しなければならない。ただ、「ちょっとこの先に在る奴隷鉱山を襲撃して奴隷にされている人達を取り戻したい」とは言えないので、前に言った設定を活かして誤魔化す事にする。

　既にこの村の先にある町の廃墟を利用した狩り拠点では、エレオノーラ達が待っているし、タロスヘイムからボークスもこちらに向かっているはずだ。

『良いお友達ですね、陛下』

『ええ、全くです』

　ちなみに、レビア王女達ゴーストは姿を消したままヴァンダルーに憑いてきている。彼女とはカシム達と話している間も、念話で会話が可能だ。

「そうか……じゃあ、機会があったらまた稽古をつけて貰って良いか？」

「勿論です」

　特に疑う様子のないカシム達に（都会で荒んだ心が和むー）と思いながら、頷くヴァンダルー。カシム達三人は、彼にとって癒しであるようだ。

「それですぐに発つのか？　秋には祠の建立と収穫祭をするつもりだから、その頃には来てくれよな」

　ヴァンダルーは開拓村を巡って人助けをする度に、報酬はヴィダの祠の建立でと頼んでいた。どうやらそれが秋には完成するらしい。

　しかし、この第七開拓村では頼んでいなかったはずだが。

「この村で、ですか？」

「ああ、何でも屋の親父と村長が。良い機会だし、縁起も良いって」

「イワンが凄い張り切っていてな。あいつ、このハートナー公爵領に逃げて来る前は故郷で石工をやってたんだ」

「お前の石像も掘るって言ってたぞ」

　知らぬ間にパワースポットか何かにされそうになっているらしい。ヴィダの信仰が盛んに成る事はヴァンダルー達にとっては歓迎すべき事だが、石像まで掘られるのはどうなのだろう？　タロスヘイムには巨人種リッチのヌアザの手によって、年齢別ヴァンダルー像を始め、いくつものヴァンダルー像が彫られているのに。

『楽しみですね、陛下！』

『そうですねー』

　念話ではレビア王女に同意しつつも、あまり似てないと良いなと失礼な事を思いつつ、ヴァンダルーは尋ねた。

「えーっと、じゃあ他の開拓村ではどんな様子かわかりますか？」

　イワン一人を助けただけのこの村で石像が掘られつつあるのだ。他の開拓村ではどんな事になっているのだろうか。

「他の村か？　えーっと……まあ、神殿で神様の像以外にも聖人や英人の像が建立されるのは、そう珍しい事じゃないらしいぜ」

「そうそう。それに像って言っても、そう大した物じゃないしな。大きくても、一抱えぐらいじゃないか？」

　どうやら、開拓村全体の歴史に刻まれるらしい。目立たない事を諦めたのは自分自身なので、不満はないのだが……これから先も、自分が活動した場所に足跡のように自分の像が増えていくのだろうか？　そう思うと思わず視線が遠くなのを止められないヴァンダルーだった。

　この第七開拓村以外の村は街道に面していないので、旅人に見られて話題になる事はそうないとしても。

《【開拓地の守護者】の二つ名を獲得しました！》

　開拓村の歴史だけではなく、ステータスにも刻まれた。物騒なものではなく、訳を説明しなくても社会的に受け入れられる二つ名なので、これは嬉しい。

「あ、それで今日はちょっとジョブチェンジ部屋を借りたいのですが」

「それなら村長さんの家にあるぜ」

　ジョブチェンジ部屋は主にギルドの建物内に設置される施設だが、ジョブに就くのは何も冒険者や魔術師、兵士や騎士だけではない。農村で働く農夫や猟師だって、【農夫】や【猟師】のジョブに就くのだ。

　なので、小さな村には村長の家にジョブチェンジ部屋が設置される事が多い。

　魔術師ギルドのギルドマスターの屋敷にあったワインセラーから、適当に貰って来たワインをお土産にして村長の家に行き、ジョブチェンジ部屋に入る。

　そして、タロスヘイムにあるものよりもずっと小さな水晶に触れる。

『選択可能ジョブ、【蟲使い】　【大敵】　【ゾンビメイカー】　【樹術士】　【屍鬼官】　【病魔】　【霊闘士】　【鞭舌禍】　【怨狂士】　【死霊魔術師】　【冥医】　【迷宮創造者】　【魔王使い】　【魔導士】』

「また一気に増えた──」

　もう一生ジョブチェンジ先には不自由しないかも知れない。いや、三千年から五千年寿命があるから、そこまでではないか。

【鞭舌禍】は、「べんぜつか」と読むのか？　多分、舌を使って戦っていたからだろう。

【怨狂士】は、何だろう？　【叫喚】や【精神侵食】、【異形精神】等新しく獲得したスキルに関係があるとは思うが。

【死霊魔術師】は、そのまま【死霊魔術】を扱うジョブだろう。レビア王女達の力をもっと引き出せるようになるかもしれない。

【冥医】は、多分【手術】や【毒分泌】のスキルに補正がかかるのだろう。開拓村でした医療行為の結果出現したジョブだろうか。【迷宮創造者】は、ダンジョンを作ったから、【魔王使い】は封印されていた魔王の血を飲んだからか。

　しかし【魔導士】とは何だろう？　呪いで未発見のジョブしか出現しないはずなのに、普通に出てきそうな名称のジョブなのだが【魔術師】とは違うのか？　……逆に怪しい。何かの罠ではないだろうか？

「とりあえず、【迷宮創造者】と【魔王使い】は一見してヤバさが伝わって来るので後回しにして……【死霊魔術師】もかなり、でも【魔導士】は怪しい……っと、なると【蟲使い】と【樹術士】と【霊闘士】と【冥医】の中から選ぶか。

　ああ、冒険者登録出来ていれば気にする必要なかったのに」

　登録時にステータスを見られるため、見られたら拙いジョブにはまだ就きたくない。それとも魔術師ギルドのギルドマスターを洗脳したついでに、魔術師ギルドに登録するべきだったろうか？　でもすぐ失脚する予定……ほぼ確実に斬首、良くても一生幽閉されるの人物の推薦で登録するのも後々面倒そうだし。

「じゃあ、【蟲使い】にしよう」

《【装蟲術】のスキルを取得しました！》

《【遠隔操作】、【魔術制御】、【装蟲術】【身体強化（爪舌牙）】のレベルが上昇しました！》







・名　前：ヴァンダルー

・種　族：ダンピール（ダークエルフ）

・年　齢：７歳

・二つ名：【グールキング】　【蝕王】　【魔王の再来】　【開拓地の守護者】　【忌み名】

・ジョブ：毒手使い

・レベル：０

・ジョブ履歴：死属性魔術師　ゴーレム錬成士　アンデッドテイマー　魂滅士　毒手使い

・能力値

　生命力：３４４

　魔　力：３７９１２０３４４

　力　　：１８８

　敏　捷：２５１

　体　力：１５９

　知　力：７８４

・パッシブスキル

　【怪力：レベル４】【高速治癒：レベル６】【死属性魔術：レベル７】

　【状態異常耐性：レベル７】【魔術耐性：レベル４】【闇視】【死属性魅了：レベル７】

　【詠唱破棄：レベル４】【眷属強化：レベル８】【魔力自動回復：レベル６】【従属強化：レベル４】

　【毒分泌（爪牙舌）：４】【敏捷強化：レベル２】【身体伸縮（舌）：レベル４】

　【無手時攻撃力強化：小】【身体強化（爪舌牙）：レベル２（ＵＰ！）】

・アクティブスキル

　【業血：レベル２】【限界突破：レベル６】

　【ゴーレム錬成：レベル７（ＵＰ！）】【無属性魔術：レベル５】【魔術制御：レベル５（ＵＰ！）】

　【霊体：レベル７】【大工：レベル５（ＵＰ！）】【土木：レベル４（ＵＰ！）】【料理：レベル４】

　【錬金術：レベル４】【格闘術：レベル５】【魂砕き：レベル６】【同時発動：レベル５】

　【遠隔操作：レベル７（ＵＰ！）】【手術：レベル３）】【並列思考：レベル５】

　【実体化：レベル４】【連携：レベル３】【高速思考：レベル３】【指揮：レベル２】

　【農業：レベル３】【服飾：レベル２】【投擲術：レベル３】【叫喚：レベル３】

　【死霊魔術：レベル２】【装蟲術：レベル２（ＮＥＷ！）】

・ユニークスキル

　【神殺し：レベル４】　【異形精神：レベル４】【精神侵食：レベル３】【迷宮建築：レベル４】

・呪い

　【前世経験値持越し不能】【既存ジョブ不能】【経験値自力取得不能】








「【装蟲術】？　操じゃなくて装？　まあ、後で検証するとして……じゃあ元ゴブリンキングの集落でボークス達を待ちましょうか。時間がかかるようなら、一度様子を見に奴隷鉱山まで飛んで行っても良いし」

《了》
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　オルバウム選王国が建国される前から小国の王家として存在し、建国後は公爵家の一つとして繁栄しているハートナー公爵家の宝物庫は、厳重なセキュリティによって守られている。

　扉の前に精鋭揃いの近衛騎士が交代で配置され、常に目を光らせている。そして扉の材質はミスリルにアダマンタイトをコーティングしたもので、城が崩壊しても宝物庫だけは無事に残るだろうと言われている。

　もちろん扉としての機能も優れており、扉を開けるには登録された人間が専用の鍵を使わなければ開ける事ができない仕掛けとなっている。

　そして床も壁も天井も結界が張られ、魔術的な守りも完璧だ。

「起きろ」

　ただ、結界の描かれた床が自ら動いて穴を開け、侵入者を招き入れる事は想定されていなかった。

「念のために【消音】」

　ヴァンダルーは外で見張っている近衛騎士に気がつかれないよう、死属性魔術で音が外に漏れないようにする。

「これで大丈夫です。皆、入ってきてください」

『ここが宝物庫か。想像していたより広いな』

「その宝物庫もヴァンダルー様の前には形無しね。いつでも怪盗……は音が悪いか。大泥棒になれるわ」

　エレオノーラとズラン、そして空中に浮かぶレフディアが入ってくる。

『ざっと見て、見覚えのない物の方が多いですね』

　そしてレフディアを胸に抱いていたレビア王女が姿を現す。宝物庫に並ぶ宝物の中には絵画もあるので、燃えないよう火力はかなり抑えている。

「奪われてから二百年経っていますからね。タロスヘイムとは関係のない物も増えたでしょうし、時間が許す限り探しましょう」

　ヴァンダルー達がハートナー公爵家の宝物庫に入ったのは、約二百年前にレビア王女達が持ち出し、公爵家に奪われたタロスヘイムの秘宝を奪い返すためだった。

「ヴァンダルー様、目録があったわ。これによると……アイテムボックスはもうここにはないみたいね」

　だが、タロスヘイムの財宝の目玉の一つであるアイテムボックス、亜空間に物を無限に収納する事ができるマジックアイテムは既にここには無かった。

『残念です。あれがあれば、空を飛ぶことができる陛下の機動力はさらに高まり、どこへでも身一つで行けるようになったのに』

「そう言われると、なんだか惜しくなくなってきますね」

『な、何故ですか!?』

「今回の事で分かりましたが、一人旅は寂しすぎるからです」

　どこかへ行くなら誰かと一緒に行きたい。そうでなければ、今度こそ道中で話し相手用のアンデッドを作ってしまうだろう。

　一人で行動する必要があるのなら、ヴァンダルーも耐えられる。しかし、必要がないのに好んで孤独になろうとは思わなかった。

『何でもかんでも一人でできるようになるってのも、考えもんだな』

「そうですね。まあ、アイテムボックスを使うには一人になる必要はないでしょうから、それだけの話ですが」

　必要なら、排除する理由になる。しかし、必要ないだけなら、排除する理由にはならない。

『なるほど……それが陛下の考え方なんですね。分かりました。ところでエレオノーラさん、目録に私達から奪った品は載っていますか？』

「それが、この目録には財宝の簡単な説明はあっても、手に入れた経緯までは記されていないのよ。ざっと見たけど、名前だけで判別がつくものは殆どないわ」

『入手した時期が描かれていれば、目星はつきそうですが……それも？』

「ええ、ないわ。多分、ここ以外にもっと詳細に書かれた目録があるんでしょうね。そこには書いてあるとおもうけど……」

「仕方ありません。それらしいものをレビア王女達に見てもらって、それで判断しましょう」

『なんだかおもしろくなってきましたね！　宝探しみたいです！』

　わくわくした様子で宝物庫に収められた財宝を一つ一つ見て回り始める。他のゴーストやズラン達もそれに倣っており、財宝を管理してきた者が見れば、泡を吹いて卒倒するだろう。

「まあ、明日には城ごと傾いて滅茶苦茶になるだろうから、荒らしても大丈夫よね」

「そうですね。ところで、この巨大なマグカップは巨人種用の物ではないでしょうか？」

　ヴァンダルーがさっそく目を付けたのは、巨大なカップの形をしたマジックアイテムだった。ミスリルで補強された取っ手には宝石がいくつも埋め込まれており、見るからに高級品である。

『ヴァンダルー様、それは五十年程前にある冒険者が公爵家に騎士として使える際献上した、『無限のジョッキ』です』

　だが、生前公爵家に仕えていたメイドだったゴーストによると、外れだったようだ。

『このジョッキでお酒を飲むと、どんなに酒精が強いお酒でも酔わずに飲み続ける事ができるそうです』

「名前からすると酒が湧き出てきそうなのに、効果が酔わないだけとは微妙に残念なアイテムですね」

『あ、あとジョッキに注げばどんな猛毒でも無害になるそうです』

「そっちがメインの効果のような気がしますね。ん？　どうしました、レフディア？」

　ジョッキを置いたヴァンダルーの足元に、大粒の宝石があしらわれたブレスレットを持ったレフディアがいた。

「このペンダントが怪しい？　サイズは人種の物のように見えますが──」

『それはっ、その宝石は！　タロスヘイム王の王冠に嵌っていたルビーの一つに違いありません！』

　だが、大当たりだったらしい。レビア王女によると、ペンダントトップの宝石は王冠の一部だったようだ。

「巨人種用の装飾品に使われていた宝石を外して、新しい装飾品を作るのに利用したのね。ヴァンダルー様、どうするの？」

「他にも宝石だけ他の装飾品に使っている可能性もありますし、城が傾いた衝撃で外れた宝石がいくつも行方不明のまま、というのは不自然でしょう。ネックレス全体を持ち帰ります」

　タロスヘイムの財宝以外は手を付けない予定だったが、これは仕方がないとレフディアから受け取ったペンダントを袋にしまうヴァンダルー。

『しかし、こうなると宝石は全部チェックしなけりゃならないな。皆、宝石が使われている物は、入念に調べるぞ！』

　そう号令を出したズランと、答えたゴースト達によって宝石が次々にチェックされる。その甲斐あって、王冠に嵌っていた宝石が次々に発見され、回収が進んでいる。

「ヴァンダルー様、これはどうかしら。多分、巨人種用の盾だと思うけど。目録にも『偉大にして強大な壁』と評されているし」

　エレオノーラが指さしたのは、壁に立てかけられている巨大なアダマンタイト製の盾だった。アダマンタイトは神の鉄と評されるオリハルコンを除けば、つまり人に扱える金属の中では最高の硬度を誇る金属だ。その分重いが、あれほどの盾ならドラゴンやジャイアント系の強力な魔物の攻撃でも耐えられるだろう。

『いえ、あれはたしかに巨人種用の盾ですが、五百年以上前、オルバウム選王国建国以前から伝えられている盾だそうです。まだハートナー公爵家が友好的だった頃に見せてもらいました』

　しかし、外れだったらしい。タロスヘイムは巨人種の国だが、人間社会にも昔から巨人種は存在する。十万年前、ヴィダと共に境界山脈の内部に逃げ込むことができなかった者達の子孫だ。『偉大にして強大な壁』の使い手も、その一人だったようだ。

「なるほど、巨人種用だからと言ってタロスヘイム由来の品という訳ではないのね。……ビルカインの配下だった時、アミッド帝国じゃなくてオルバウム選王国の担当なら少しは分かったかもしれないけど」

「惜しかったですね。気を落とさず次を探しましょう。レビア王女、この壺はどうですか？　描かれているのが境界山脈の内側の風景に似ていると思いますけど」

『あっ、これは……！　私達が塩を入れるのに使っていた壺です！　懐かしい……でもなんでこんなところに？　ありふれた壺なのに』

『さあなあ。タロスヘイムが滅びたら、もう作られないから希少価値がつくとでも考えたんじゃねぇか？』

「むぅ、当たりなのに微妙な感じですね」

　当時はただの日用品だったが、今では貴重な骨董品なのかもしれない。しかし、レビア王女とズランにとっては、ただの日用品である。

「どうします？」

『まあ、一応持ち帰るか』

　ズラン達には、壺に対してさほど深い思い入れはない。しかし、奪われた物なのでとりあえず取り返しておくことにした。

「思っていたより難しいわね。他に芸術品……壺や絵はあるの？」

『いえ、王冠等の装飾品ぐらいですね。壺は容器としては使っていましたが、絵画はないはずです』

「分かったわ。とりあえず絵画以外の全てを一通り探してみましょう。……それとも、今から宝物庫の管理人を捕まえて、私の【魅了の魔眼】かヴァンダルー様の【精神侵食】で操る？」

「多分、管理人を探して洗脳しここに連れてくるのと、宝物庫の財宝をしらみつぶしに探す手間は変わらないでしょうから、やめておきましょう」

　そうして次々に財宝を探していく。それなりに奪われた財宝を見つける事ができたが、ややこしい品も多かった。

『タロスヘイムの紋章が刻まれた宝石細工がありましたぜ！』

『ごめんなさい、ズラン。それはタロスヘイムとハートナー公爵家が交易を始めた時に、友好の印として贈ったものだから、奪われた物じゃないのよ』

「では、こっちの剣も？　多分ダタラの作品だと思うのですが」

『それは確かにダタラの作ですが、公爵家に売ったので奪われた物ではないです』

「じゃあ、この指輪やネックレスのセットもそうかしら？　タロスヘイムのダンジョンでよく捕れる宝石と磨いた恐竜の骨を使っているけど」

『それはボークスが娘さんに持たせた奥さんの形見です！』

「大当たりですね、エレオノーラ」

　ここまでややこしいと、宝物庫の財宝を全て奪ってもいいのではないかと、ヴァンダルーは思った、しかし、やっているうちに財宝を探す事が楽しくなってきたので、結局一つ一つ手に取って確認している。

「分解されて部品を他の装飾品や武具に使われている品は、目当ての物だけ取り外すのは面倒なので、宝石と同じように丸ごといただきましょう。後で返せと言われたら、全力で投げ返してやればいいですし」

　ヴァンダルーのその言葉で、レビア王女達は弾丸のような勢いで投げ返された宝石や剣や鎧のパーツによって頭を撃ち砕かれる、ハートナー公爵家の面々を想像した。もちろん、ヴァンダルーにそんな事をするつもりはない。狙うなら即死してしまう頭部ではなく、手足を狙う。

「ヴァンダルー様、これは……どこかで見た事のあるデザインの鎧なのだけど？」

　そんな時、エレオノーラが見つけたのは一目で優れたマジックアイテムである事が分かる鎧だった。

　外側はミスリルにアダマンタイトをコーティングしており、高い防御力を確保しながら重量が抑えられている。さらに肌と接する裏側には、高ランクの魔物の素材が使われているのか柔らかくて肌触りもよさそうだ。

　そしてがっちりとしたガントレットと肩当て、そしてブーツと脛当てには精緻な細工が施されている。それは魔術を付与するためのものだが、同時に芸術品的な価値も高めている。

　そして、ビキニである。しかも、サイズは特大である。

「まさかこんなところで再びビキニアーマーを見るとは……サリアとリタの本体にした鎧以外にも、あったんですね。エレオノーラの言う通り、細かいデザインや色合いも似ていますし。ただ、品質とサイズはこっちの方が上ですね。もしかして、巨人種用でしょうか？」

『ええっと、それには見覚えがあります。たしか、ボークス達がダンジョンで発見して、一時期『癒しの聖女』ジーナが着ていた鎧です。避難するとき、ミルグ盾国に渡さないよう宝物庫の武具も持てるだけ持ってきたのですが、その中に紛れ込んでいたみたいですね』

「この世界のダンジョンって、ビキニやハイレグ型の鎧に思い入れでもあるのでしょうか？」

「でも、良かったわね。あなた達、この鎧が見つかる前にゴーストになって。もし順序が逆だったら、この鎧でリビングアーマーになっていたかもしれないわよ」

『それはそれで楽しそうですね。でも、私武術の心得は嗜み程度にしか……』

「意外と動じないのね」

「母さんにはしばらく見せないでおきましょう」

　この鎧を見て、またリビングアーマーになろうかな、とダルシアが言い出したら大変だから。そう言いながら、ヴァンダルーは新たなビキニアーマーを持ち帰り用の荷物に入れた。

　こうして、ハートナー公爵家は幾つもの財宝を奪い返されたのだった。

《特別収録／突撃、ハートナー公爵家の宝物庫！・了》








用 語 解 説




・スキル編

【異形精神】

　人間とは異なる精神構造をしている事を表すスキル。このスキルを持つ者は精神に効果を及ぼす魔術、特殊能力、薬品等が全て無効に成る。

　ただ無感動になる訳ではない。

　この固有スキルを持つ存在は人間ではヴァンダルーのみであり、他には悪神や邪神等異世界から現れた存在の一部と、それに非常に近い存在のみ。




【精神侵食】

　対象の精神に影響を与え、人格や認識、記憶の改変を行う事が出来るスキル。使用には接触、会話、視線を合わせる等、何らかの方法でコミュニケーションを取る事が必要。

　手紙を読ませる、記録した音声を聞かせる等の間接的な方法でも可能。

　ブブルドゥーラの場合は、自分自身でもある禁書の頁を読む事が発動条件だった。

　ヴァンダルーの場合、現在は生者に対しては精神や魂に直接入り込んで洗脳を行っていたブブルドゥーラ程このスキルの効果を引き出せない。

　ただ死者に対しては絶大な効果を及ぼす。




【身体伸縮】

　身体の一部、若しくは全身を自由に伸ばし縮み出来るようになるスキル。伸びる距離はレベルによる。

　レベル１で二倍、レベル２で四倍、レベル３で八倍と増えていく。

　身体が伸び縮みするようになったとしても、ゴムの性質を帯びる訳ではない。

　このスキルを持っている人間はまず存在しない。




【叫喚】

　発する音で対象に効果を与えるスキル。蝙蝠の鳴き声による特殊な聴覚で物を見る感覚（ラムダでは一般的にこう解釈されるが、実際はソナー等）、マンドラゴラの絶叫、バンシーの叫び等もこのスキルの効果による。

　このスキルにヴァンダルーは【魂砕き】と【精神侵食】の効果も同時に使用するため、広範囲に聞くだけで聴覚と魔力にダメージを受けるうえ、精神的に負けると最悪狂死する可能性がある攻撃を行う事が出来る。

　また、単に良く通る声としてこのスキルを使用する事で、演説等を行う事が出来る。（拡声器やマイクが要らない）




・二つ名解説

【魔王の再来】

　魔王の再来である事を示す称号。ただそう認知されるだけでは無く、実際に魔王グドゥラニスと同じ事が出来なければ、獲得出来ない。魂を砕く、新種の魔物を創造する、ダンジョンを作り出す等。もしくは、魔王の一部を取り込む、吸収する、取り込まれる等でも可能。

　この二つ名を獲得した者は、上記した獲得条件を満たす行為に加え、様々な禁術や邪悪な知識の扱いに補正を受ける。

　特に魔物を新たに創り出す事、変化させる事に大きな補正を受ける。レビア王女達がフレイムゴーストやファイアゴーストにランクアップしたのもその一例。

　ただ全ての魔物を無条件に創り変化させられる訳では無く、細かな条件や相性等が存在する。




【開拓地の守護者】

　開拓民を助け、難題を解決する等してその開拓地の九割前後の民に認められた場合得られる二つ名。

　この二つ名の所有者が関わる開拓事業は成功する可能性が高まる。また、関わった開拓地に危機が迫っている場合偶然居合わせる等して、対処する事が出来る可能性がある。

　効果が類似する二つ名に、開拓地の女神、開拓地の救世主等が存在する。




・ジョブ解説

【毒手使い】

　様々な薬物の知識に精通し、自らの身でその効果を知っており、実際に作り出して使用し、また逆に解毒する事も出来、更に【格闘術】スキルをレベル３以上で習得している者に出現するジョブ。

　正確な科学知識が必須であるため、現在のラムダではヴァンダルー以外にこのジョブに就ける者は存在しない。

　牙や舌、手足の爪から様々な薬物を分泌する事が出来る【毒分泌】スキルや、爪舌牙を強化する【身体強化】スキルを習得する事が出来る。また、【格闘術】等に補正がかかる、前衛寄りのジョブ。

　能力値でも生命力や体力、敏捷が上昇しやすく、逆に魔力や知力の伸び幅は少ない。









あとがき




　四度目は嫌な死属性魔術師の第六巻を手に取っていただき、誠にありがとうございます。初めての方は初めまして、そうでない方は毎度のようですが久しぶりになってしまいすみません。著者のデンスケです。

　年号も令和に変わり、児こ嶋じま建たけ洋ひろ先生によるコミカライズ版の二巻の発売、クローバーラボ様の開発・配信する「ゆるドラシル」とサーガフォレストのコラボイベントでヴァンダルーが動き、そしてこの六巻の発売と新年号一年目から拙作は発展の一年となりました。……私は引き続きガラケーユーザーなので、イベントは体験出来ませんでしたが。でも読者の方には好評だったようで良かったです。

　思い返すと、今年は拙作が書籍化するきっかけになった第四回ネット小説大賞開催から四年目になり、もうすぐ五年目になります。今年の飛躍は、四年目がもたらした奇跡なのかもしれません。来年は書籍化してから四年目なので、この奇跡が継続してくれるといいのですが。いえ、もちろん皆様の応援があったからこそ、ここまで来られた事は分かっております。

　この六巻ではいよいよヴァンダルーがオルバウム選王国に侵入……浸食……進出します。一巻の頃からの目標だった国へ足を踏み入れたヴァンダルー達ですが、もちろん何事もなくすんなりと目標達成できる訳がありません。新しい出会いに冒険者ギルド、暗躍する神、表紙にも描かれている強敵との遭遇、そしてやはり表紙に描かれている新ヒロインとの出会い、前巻でヴァンダルーが国王に就任したタロスヘイムの前の王族と、民が今どうなっているのかの謎、そしてこの巻でもヴァンダルーと因縁のあるキャラクターが登場し、邂かい逅こうします。このように盛りだくさんの内容になっておりますので、楽しんでもらえたら幸いです。

　私も楽しんでもらえるよう頑張っていますが、家族から独り言が怖いと注意を受けました。どうやら、無意識のうちに執筆している内容を意識せず口に出していたようです。独り言には気を付けないといけませんね。




　紙面も残り僅かとなりましたので、恒例の謝辞で締めさせていただきます。誤字の修正で苦労を掛けている校閲さん、担当さん、一二三書房の皆様、毎度お世話になっております。また、引っ越しおめでとうございます。次に編集部に伺う際に道に迷わないか、今からドキドキしています。書籍化の度に、変なキャラクターのデザインとイラストをお願いしているばん！先生、今回も前巻に続き変なキャラクターをお願いしてすみません。しかし、それでも美麗で個性あふれるキャラクターを描いてくれるばん！先生のお陰で、拙作の世界は一段と広がっております。この本の出版に関わった全ての方々、そして応援してくださっている、全ての読者の皆さん。本当にありがとうございました！

　それでは、次巻でも会えることを心から祈っております。




デンスケ
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